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第 1編 調査の部

第 1章 台 風 の 生
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ヽ §I 台風の生涯＊

この台風の地上における発生1ま資料が不足で充分！こは明瞭でないが29日15;/寺ごろに1ま硫茨島附東

約 300km洋」ーに 100-!mbの熱帯性低気圧として認められた．飛行機観測で確認されたの1ま30日

9時ごろである．以後徐々に示度を深麟1日15時にぱ飛行機観測：こより中心示度 993mbと観測さ

れ，］日15時には南九州南四約 400kmの洋上で中心示度 946111.bと確認され発逹の頂点に逹したと

思われる．

以後は北-tして 3日朝には四国室戸岬にせまり 9時には室戸東方を通過， 10時より徳島屎南東端

を， 11時すぎには淡路島南東端をかすめ， 12時には帥戸市西方より上陸，次牙に衰弱， 14時に1ま若

狭湾に抜け，熱幣性低気圧となり北陸浩岸にそい北上， 19時すぎ能登半島北方の削l倉島を通過， 21時

には佐渡北方悔上を通り翌4日早朝には北海道南西端にせまったが，このころか ら台風々系に押さ

れて北上した溢暖前線の西端が哄火湾に逹し，その先端に副低気圧を発生，次矛に顕著となり台風

の本体は急速に衰弱した以後副低気圧は北東に進行， 北海道を横断，千島を通り 7日にはベーリ

ング海に入つている．

台風としての生存期間は29日より 4日までの 7日間とみられるが低気圧として1ま，さらに長く］1日

を越える．矛 1.1.1図に中心径路図，矛 1.1.2図に中心示度の変化，矛 1.1表に中心位謹速度，示

度を示す．なお発生初期の示度決定；口は資料がないので， よく分らないが次の方法をとつてある．

ます31日の飛行楓による決定を正しいもの と仮定して （日変化は考えてない）台風中心を同定した

ものと考え前日30日の賓料を記入し中心の周囲の循環を求める． 次に各日の 1010mbの等圧線の

大いさを見ると同風速度であっても半径に大小がある事からこれを循環祉の大小，結局中心示度の

麟によるものと考える と中心示度を推定する事ができる． かくして30日9時の中心示度が 1002

mb, 15時には 996mbと求められた以後は31日， 1日， 2日の飛行機による実測値より内挿して定

め，周囲の紺舶の観測より循環を求めてやつて も大体内挿値と合致している．室戸岬附近からは実

＊本節 中央気象台予報課上11簾文
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Fig. 1.1. l Path of the typhoon " Jane" (every 6 hr.) 

x.. • fixed position of ceDtre by aircraft obs. 

20゚

測値を用いたが 2日の実測と陸地接近の間は 2日の実測を発逹の頂点附近にあるもの とし， iぽ険冷f

称的変化を仮定して推定したが大体妥当な値と思われなかくして得た図が牙 1.1.2図でこれまで

のもの（キジアは除く）と大体似た曲線となった

この曲線から見ると30日9時の示度念変， 1日15時の急降下があり ，31日15時ごろから 1日15時

までは両秤間の転移帯で発生期と成長期叉は発逹期， 2日早朝から上陸までを最盛期とも言うべき

で，若狭湾に出てからは老衰期とも言えよう．若狭湾に出てからは海上に出たため襄弱の仕方がお

pressure at centre 
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Fig. 1.1. 2 Life cycle of typhoon 

X ・ ・ ・ fixed value by dropsonde obs. 
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そくなり， 4日恨北溺追で

新しく低気圧ができてから

は．さらにおそくなつてい

る．以下各期：こ分けて主と

して地」ー．観測より得られる

解析結果を述べようなお

この台風に関してぱ特に中

心径路に関し異る設があり

確定しにくい点があるがこ

れらについては牙 2編にお

いてふれる事にしてこいで

は今まで行われている普通

の概念に従つて述べる事に

する．

牙 1.1表 中心位匹，速炭表（※は飛行機による）

日 時 中心7J<／虻 束径 方向，速炭 日時中心ホ炭1 束＇ス 1 (rnb) 北緯 方向，速炭(mb) 任北斡

29. 15 1002 ゜ 24゚.0 
21 

140.5 
>WSW 

ii ?. l" 946※ ゜ ゜1002 140.2 23.9 
3 -． a 133.B 28.7 

30. 3 I I 1002 139.9 23.8 >WSW 3 21 944 133.6 29.9 ＞ N 23 

9 1002 139.5 23.7 > w 7 3. 3 94(i 133.8 31. 7 ＞ N 33 

15 996 139.2, 23.9 >WNW  5 ， 957 13.J..3 33.3 >KNE 33 

21 996 138.9 24.0 ＞ II ” 15 970 13.5．8 36. 2 ＞ II tiO 

31. 3 995 138.7 24.1 ＞ ” ” 
21 980 137.6 38.5 > NE  54 

] ~ I 
994 138.4 24.2 ＞ ” ” 

4. 3 985 139.9 41. 2 ＞ // 60 

993※ 138.1 24.3 ＞ II 7 
， 990 143.0 43.7 ＞ // 60 

21 991 137.4 24.5 ＞ ” 12 15 992 145.5 45.0 ＞ II 38 

1. 3 989 136.7 叫．8 ＞ II 13 21 995 146.li 45.0 ＞ E 20 

， 986 136.0 25.2 ＞ II II 5. 3 998 148.6 45.0 ＞ II 27 

15 983※ 135.3 25.7 ＞ NW  13 
， 1000 152.2 46. 4 >EKE 53 

2L I 975 13+. 7 26.3 >NNW 15 15 1002 155.0 47.0 ＞ fl 38 

2. 3 ， 967 134.2 27.0 ＞ ” 16 
21 1003 157.0 .J-7.0 ＞ II 27 

957 133.8 27.8 ＞ ” 18 
6. 3 lOO(i 159.0 47.0 ＞ ” 43 

I ＞ N- 20 
， 1006 162. 2 48.0 ＞ E hO 

§2 発生期の状況＊

この台風の発生については地上観測の詳細なものがたいが沿iJ甘衰料についてはかなりあるのでこ

れによる発生の機鵬ま矛 2編で述べる．熱帯性低気圧として700mb天気図に現われたのは28Fl 1.2時

で硫茨島南々四にあるようである．地上では資料がないので確認する事はできない．地上で認め得

＊本節 大阪笠区気象台予祁課斎蔵侍ー，中央気象台予報課上井兼文
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ジェーン台）武恨告 牙 13位 台／武の生態 -a 

るのぱ 29Flになってからで硫貨島および IslandMail号の観汎Il：こよると矛 1.2表のようになり，

29日15時には熱低の彩態を受けて

いる事が明示される． この資料カ~

ら前節の方法で30日9時の気圧分

布を描いたものが牙 1.2.1図とな

る． 29日15時まで1,ま大体同一の分

布と見られるようであるがそれ以

前 1よ地← t賓料がないのでどんな径蹄で進行したものか椎定できないが•高肝査料によれば北上した

%1'1. 2表 硫黄！ふおよび IslandMail号の観測

• ~-.- 15 ・ I -21 -I 5003 

叫 l01な I,象~ Iぷ Gll!1 上が 1守窄•初 1~'，芦
3必4
而叫う

．
 

蒙)"

k

g
~
 

るヨ
3
`
 

4
9
 

心呻

RessLLve pro位
u.tが／30れ
c 1002mb) 

0ぃ
IOOkm 

Fig. 1.3.1 

、1,£ • 

もののようである． すなわち北上しながら 1002mbまで示度が低下し

たものと考えてよいであろう． おそらく発生時ぱ 1008mb程度と推定

される．

昭和25年 8月は熱低の群生が姐［著であり ，昭和25年異常気象概報中で

もこれについて簡箪にふれており筆者(1)もこれにふれ窪田氏、2)もこれに

ついて祐派解析を示されているが 140°E線は 8月熱低の群生帯の一つ

であり，この台風の発生直前にも熱低が発生， 北上している位でこの台

風がほゞ］40°E の1枚れん常にそつて発生したものである事は確実と見

られよう． これについては矛4章で述べる．

この牧れん帯を地上天気図で見ると牙 1.2. 2図となり，太平洋高気圧と比島東方洋上の高気圧と

の間の気圧の谷に相当する．これは図のように長期間維持されアジア大陸から南下した前線もこ入

で停滞している．矛 1.2.3図に29日15時の天気図を示す．なおこの間熱低1まゆつくり茜進した

§3 成長期および最盛期の瓶況＊

牙 1.1.2図のように31日15時より次牙に中心示度の降下の割合は増加して 1日15時には9S3mbの

台風に成長したオ1.3.1図に30日9時，矛 1.3.2図に31日15時，牙 1.3. 3図に 1日15時の天気図

を示す．30日9時は最初の示度怠降期であるように思われるが，その原因については牙 2編で述べ

るが東より進行する日社の troughの低気圧域内への侵入が指摘されるようである． 31日15時に

は 993mbに下降したが以後は降下速度を増している．この間熱低の進行速度はやし早くなり初め

西北四，後には北四進し北分を増加 した．なお台風となった位闘が牧れん線の三匝点附近に相当し

ている事ぱ注目を要すると息う．すなわち渦度分布から考えると三重点は正渦度の大きい区域と考

えられるからである．なお裔肝資料によつても同様に考えられる事は矛 2編に示す・

(1) 昭和 25年 11}］全国気象研究会発表研究時報掲さいの予定

(2) 窪III: 本誌牙 35-fIIJ-オ， 3号
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牙 1.1..2柊lに示すように 2日にはさらに示度が念降下して］5時に1ま 9士6mbとなった．祠戸土陸

までは最盛期と考えられよう．進行方向は ~NW→N に変化． 速度も 20km → 30km に増してい

る．矛 1.3.4図に 2日15時の天気図を示してあるが北陸浩岸から近畿にかけて troughがあり東側

で雨となつている． この翡J甘解析は別に示すが地ート天気図ではオ 1.3.3図の日木海階岸の寒冷前線

がぼやけたものと恩われる．

この troughは上村まで明瞭で結局この台風の進路を決定したものである事は別章で示すが地上

で1ま2日21時には不明瞭となつているがこれは台風の風系に妨害されて原・やけたものであろう．か

くて最盛期｝C逹した台風は 3日朝には室戸岬にせまり中心示度も多少増加し，おとらえ始めた．

§4 室戸岬通過から北陸通過まて・＊

3日午前3時から午後3時までの問ジエーンの進路ぱ矛 1.4. J図に示されるとおりで，毎時間の
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．
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Fig. 1.4.1 Path of the Jane Typhoon up to 15h 3rd Sept. 

＊ 本節 大阪1釈え気象台予報課 斎膝・；椅一 l(14)は上井追記］

中心位置，中心示度および進行速度

は矛．1．3表に示してある．図のよう

才 1.3表 9月3日6時から 15時

までの台風経過表

日時 中心位匹 'i-'心
示裟

進行速庶

N E mb km/h 
3. 6 i 32.5 134.0 960 

NNE 33 
7 32.8 134.1 960 

NNE 33 
8 33.1 134.1 962 

NE 33 
9 33.3 134.3 962 

NE 48 
10 33. 7 134.5 962 

11 34.2 134.8 

12 34.6 135.1 

13 35.2 135.3 

H 35.8 135.6 

15 36.3 135.8 

I NE 58 
962 

NNE 58 
962 

966 
I NNE 70 

968 
NNE 68 

970 
入マNE58 

にジエーンは室戸岬のすぐ東を通り

高知県の東岸に滑つて北東に進み．

徳島屎南東部に上陸， さらに淡路島

の南端に上陸し，甘1良と洲本の間を

通過して大阪湾に俊入した大阪湾

阿部を北上した台風は帥戸市垂水区

の垂水と舞子の中間から兵庫県に上

陸し，丹波の篠山附近を通り，京都

府北部に入り，舞鵜市‘1)の東方を通過，オ＇；狭池に抜けた． 一屯戸111111から舞鵡ま での各地の気象を説明

しながら，この進路を決定した根拠を辿べよう．

4J.. 5人炉 7" 炉 9/._10" II人

Fig. 1.4.2 (a) Record of barograph at Muroto 

Weather Station (3rd Sept.) 

760 

750 

740 

730 

7zo 

710,..,.., 

s
 

゜4人ダが 7人 8A 9人 90A ll k l2人ー／3人

Fig. 1. 4. 2 (b) Record of Dines'pressure-tube anemograph 

at Muroto Station (3rd Sept.) 

(1) 奎戸岬通過

ます室戸岬の「1記気圧計とダイン

ス風力計の記象を示すと矛1.4.2(a) 

(b)図のとおりで， 1(）分間平均風

述と気圧との関係（東風期間）は牙

1.4.2 (c) 図に示されたとおりであ

る．これを見ると，台風の中心近く

まで東風がつゞいており，この台風

前面で最大風速のでた 972ミリバー

）レまで気圧と風速の渕係は直線的で

気圧降下に比例して風速は増大して

いる． これは台風の中心が室戸岬に

向つて進んでいた証拠であり，室戸

が台風眼に入つたことによつて裏内

きされたすなわ ち8時10分から怠

に風速は弱くなり， 8時50分にはJF

均風述は 11.2m/sまで落ち，雨も弱

くなり，東の空は明る＜たつた雨

がこ‘く弱かつたことは自記雨並計の

記象が 8時10分から50分の間一定と

たつていることにあらわれている．

6時から 9時までの10分間苺の気象

を示すと牙 1.4表のとおりで，．台風

眼に入つてからの風向変化は東ー東

北東ー北々束ー北々四と逆転してお

り， 8時 45分ごろ台風の中心は室

戸のすぐ東方を通過したものと考え

られる．台風中心通過時の室戸の気

圧は 966mbであったから中心示度

(1)舞鶴11付近では夙向自記紙よりみると順転であり（急変しているが） C報i片は逆転である）この径路では介

理的でなくなるが牙 2編でこれについて述べる． C上井附記）
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Fig. 1.--1.~ (cl Relation beはeenwind velocity and atmospheric pressure at l¥1uroto 

は 962mb•以下と推定される．室戸岬の最低気圧は 711 年 45分にあらわれた 964. 7rnbとなつている

が，これ1ま牙］． 4表からわかるように東風の強風の吹き鈴つている最中にあらわれたもので，廻転流

体の中心部の低極ではない． これぱ点戸岬測候所が悔岸に突/IIした山頂（泊抜 18(）m)にある関係か

ら流線密集はよる動圧降下であるか，台風城内の構造的な気圧分布の経過によるものかであろう．

オ， 1．4表 室戸 IIII|l(7'> 10分師の気象表

貪
燦
11 

風
伺
変
化

？ 
‘ J 

960 

時分 気庄 mb 凰向／武速 m/s 備 幸“ 時分 気圧 mb Jg,l 1,iJ J瓜述 m/s 備 オ✓之

Oli. 00 [181i. l E 34.4 OS. 40 967.o K:KE l~.4 } 
Ofi. 10 984. 7 E 34.8 08. 50 9 6 5. 9 N入-¥V 11.2 台風眼
OH. :!O (133.0 E 34.4 0)). 00 966.4 1¥.l'i'W 22.o 
Oli. 30 98:2.0 E 38.6 09. 10 966. 9 ¥V入＼v 27.9 。Ii. 40 98~.3 E 33.9 09. 20 !)ti7. 7 w 34.0 

OI;. 50 981.0 E 35.6 0!1. 30 989.3 w 38.9 
07. 00 979. 9 E 3(5.5 09. 40 970.!l w 40.4 
07. 10 976 .~ E 34.4 09. 50 97:>,.S ,v 40.G 
07. 20 9 71. 8 E ~0.8 10. 00 974.9 W 41.0 
Oi. 30 9li7.9 E 38.7 10. 10 97!1. 7 ¥V 43.2 

07. 40 9fi.5．fi E 3-!.5 10. 20 984.o w 3B.5 
07. 50 91i4.8 E 3,5.5 10. 30 985. (j w 2¥).6 
08. 00 9u4.7 E 38.1 10. 40 986.4 ¥V 28.1 
08. 10 9!i5.3 E 28. 8 ｝ 台夙眼

10. 50 987.9 w 27.2 
08.'.lO 9(i5. ti E 24.1 11. 00 988.6 ¥V 27.1 
08. 30 9titi.l EXE 13.5 I 

(2) 位1j山の風向

牙 1.4. 3図(a)Iま剣山測候所の自記風向計の記象で，台風が四国南沖：口逹したころ剣山の風向は

w 

Fig. J.1.3(a) Rerorcl of wiI1d_van0_a~ Tsurugiyama Station 
(from 2nd to：ぅrelSept.) 

ダ

6' 

7人

8A 

9 .. 

10" 

fKi力叶浣いていたが， 3日＇疇 I

2時ごろから逆転の傾向があ

らわればじめ，次矛：こ南々東

から南東に転じ， 7時2(）分に

は東風となつた．逆転1まさら

に続き， 8時1(）分：こ1ま北東に

変つた． このように台風が室

戸岬通過の 6時間前から，室

戸東方通過の兆候があらわれ

ていたのである． このことぱ

台風が四国南沖から北上する

場合，剣山の風向変化に往慈

することが）d切であることを

示すものである． 仮ll山の北

風，南風によつて台風の進路

予心を行うことの外に，土記

の方法を併用すれば，｛ilJrllの

気象観測の利用（麟I'［は府大す

るものと考えられる．

(3) 9月8Fl10時の区内観測

この台風ぱ10時観澗の区内

観測所によつても捕捉され

た．牙 1.4. 3図(b)は気象官

署の究料と区内観測所の究料

を記入して描いたもので，ジ

エーンは徳，＇ふ市の i'枕方 4(）km

位の処にあり，台風眼の弱風

城が観測されている．すなわ

ち，中心附近の風力はビュホ

）レト附級の 4で， <; ~7 mで

あったことがわかる．

(4) i應島眼FKi来部通過

1(）時すぎ， ジエーンぱ徳島

Fig. 1.4.3 Cb) 
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屎の南東附岸に上陸したこのことは徳島県那賀郡の麻岡IIIJ，椿町， 猜ノ袖町，桑野村で台風眼が観

測されたことで確実である．すなわち，椿町大字椿泊では11時半（夏時刻）ごろ、t点こ風が止み， l,'rJ

囲が明るくなつたこの前後の風向の変化は南東から南西であったこれによるとます，台風の中

心は椿泊のこ‘‘く近くの西側を通つたことは間違いがない．そして，椿泊の3日5時（夏時刻）から1]時

（夏時刻）までの風向変化は北東，東，南東であったことを考えると順転は確かと考えられる．次に

那賀郡桑野村では次のような現象が観られてい

る．すなわち， 1]時30分（夏時刻）ごろ 2階の窓が

明るくなり，暴風雨の閾外になつたようであった

が，その家から四方 1町離れた稲田では相変らす

びどく荒れていたこれによつて，台風の中心は

この地の東側のごく近くを通過したことがわか

る．次に，邸岡町大字黒津地では11時30分（夏時

刻）ごる風は急：に止み，雲は池らぎ，雨は級雨と

なつて周囲は明るくなつたそして雨足が細 く極

めて美しい陽当り雨の趣を坦したとのことである

から，台風の中心に最も近かつたものと考えられ

三
゜

゜
5
 

IOKM 

I :・和101000 

Fig. 1.-4. -4 Path of.Jane Typhoon at south-
eastern part in Tokushima Prefecture 

る． この現象は20分ないし30分間位つゞいて，こ

の前後の風は東北東と四北四の強風であった以

上のことから，ジエ ーンが徳島屎南東部に上陸し

た進路ぱ矛］． 4.4図のように推定される．

(5) 徳島市の気象欣況

徳l；し市の東方を通過した時刻は10

時47分で． これは最低気圧9G9.6mb 

が観測された時刻である． この最低

気圧が観測された時刻の前後は猛烈

な函雨で． 10時から11時の 1時間雨

如よ 86.9mmを観測し，記録的な豪

雨であった特に雨の強かつたのは

J()時30分から10時50分の1俎である．

矛 1.4-.5図に徳島の自記気圧計およ

びダインス fl記風力計の記象をのせ

てある．又，牙 J.5表には10分苺の

気象表を示したこれらの図表から

7I.. 8I.. ,I... 10 A !！人 が／3I... 144 

Fig. L4.5 (a) Record of barograph at 
Tokusliima Station (3rd Sept.) 

760 

750 

740 

130 

720 

11(},,,__ 

51 

7
 

JO' 

zo; 

5
 

呪0 6' が 8

Fig. 1.-!.5 (b) Record of Dine3'pressure-tube 

anemograph at Tokushima Station (3rd Sept.) 

(6) 洲本通過

徳島の東沖を通過したジエーンは淡路島の南沖の沼島の西

辺沖を北上し，淡路島の黒岩•土生間に上陸し，由良・洲木間を

わかるように，最低気圧発現時の10

時士7分ごろは特別風）Jの減哀：まなく

徳島市ぱ台風11恥こ入らなかつたもよ

うである．つまり，台風の中心！ま徳

島市からは大分1まなれて通つたもの

と考えられる．

牙 1.5表 1,98島の10分節の気象i乏

時分 1気圧 mb 凰 1i,J 凪速

10. 00 973.5 N ~7.~ 
10. 10 972. 8 XX¥V 2(i.O* 
10. 20 971.7 入了入―¥¥＇ '27.0* 
10. 30 971.0 N入-¥V ~8.()* 
10. 40 969.9 KW  28.0* 

10. 50 970.1. N¥V 28.0ギ

11. 00 971.~ X X ¥V 29.3 
11. 10 974. 6 ¥V 27.0"' 
11. ~o 978. o WS¥V I ~5 .0" 
11. 30 981.0 WSW 23.0* 

11. 40 983.1 WSW  23. 0* 
11. 50 985.7 vヽs w 21.0* 
12. 00 987.4 WSW  19.1 

＊ダインス夙力計から10分1じ］の平均を

見当ずけたものでロビンソン夙プ）計

によるものではない

通過して，大阪湾に侵入した矛 1.4. 6図(a)に淡路島における風向変化型式の分布を示してある．

洲本における風は 3日午前 5時から北々東の風が吹きはじめ，一時北にふれたことがあったが，

ほとんどその風向を変えす］］時30分まで北々東の風がつゞき，風力は増大し，気圧は下降をつゞけ

ていた矛 l.G表に洲木の］0分1lilおきの観測表が示されてある．これらのことは室戸師の場合と同

じで，台風の中心：ま洲本に向つて直進しでいたことを示すものである． この北々東の風の期間中の

気圧と風速との関係を図で示すと矛 J.4. G図 (b)のとおりで，室戸岬の観測と詞じように， この関

係は台風の中心の前面で最大風速のあらわれた 974mbまで直線的であつて，気圧の降下に比例し

て風速は増大している．

台風中心が洲木の東方のごく近辺をとおつたのは1l時37分でこの時刻の前後で風向！ま北東から北

北西に逆転しており，気圧低極はl1時37分に 963.7mbがあらわれている．そしてオ 1.4.G図 (b)で

わかるように11時10分すぎから怠に風述は減衰して台風眼に入つており，気庄低極時に1よHm/sま

で弱くなり ，東方の側が明るくなつており， 1l時37分から12時00分までの間，雨はごく弱かつた．

これらのこ とを綜合する と，前述のように台風の中心は洲本のごく近くの東側をとおつたものと考

えられる．

洲本の最低気圧は 963,4mbで11時 7分にでているが， これは風向が北々東に一定している間に
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Fig. 1.-!.6 (a) Shift of wind direction at Awaji Is. 
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あらわれたもので，室戸岬の最低気圧発現

と同じ機構のものであると考えられる．そ

してこの気圧低極は室戸にも洲本にもあら

われているので，地形的のものと考えるよ

りは台風の携構にも とづくものであると考

えた方がよさそうである． この考えを支持

するもの として， この気圧低極は室戸の場

合は中心低極の通過前 1時間の距離にあり

洲木の場合は30分前にあらわれており，前

者通過時分の台風進行速度は時速33km，後

者の場合は 58kmとなつていることである．

つまり，この低極は中心から北方に 30km

位離れた位四にある低圧部と考えられるも

のである．

なお，室戸と洲本の気象観測には一致点

が多く，台風通過時の台風中心からの距離

は室戸の時も洲本の時もほ とんど同距離で

あり，叉台風の中心示度もぽとんど同じで

5
 

2
 

56 6l・ 
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台

風

眼

に
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る
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Fig. 1. 4. 6 (b) Relation between wind velocity and atmospheric pressure at Sumoto Station 

牙 1卒台風の生態

8" ゲ !Oi.. IIム！が／3人 ！が／ダ

Fig. 1. 4. 6 (c) Record of barograph at 

Sumoto Station (3rd Sept.) 

760 

750 

740 

730 

7ZO 

7/0 mm-

ある と考えられる． このことから，ジエーンは室戸岬から

洲本まで勢力に，ぽ とんど変化がなかつたもの と判断され

る．

(7) 和歌山市の気象状況

台風が洲本を通過したのは 11時 37分であるが，この前に和歌山の四方を通過しているわけで，

矛 1.4. 7図に自記気圧計とダインス自記風力計の記象を示す．また10分苺の観測を示すと，牙1.7表

の通りである．和歌山の報告による最低気圧は 3日11時35分に 961.9mb となつているが， これを

現地の記象紙でみると瞬間的な振動による低極であつて，明らかな気圧の谷ぱその5分前の1]時30分

8" gl. が／／AIZA lf Iチ＾ ／5 

Fig. 1.-!. 7 (a) Record of barograph at 
Wakayama (3rd Sept.) 

760 

750 

740 

は矛 2編で記述されている．

15 

牙 1.6よ洲本の10分行の気象表

時分気庄mb 凪向 風述

09. 00 !) 89. （i XXE 18.5 
09. 10 989.5 K:XE :!0.1 
09. 20 !186.3 KKE ~0.1 
09. 30 !)85.3 NKE 30.8 
09. 40 981.5 x :!3.1 

09. 50 978.1 N 27.~ 
10. 00 V75.7 x 30.0 
10. 10 H75.0 XNE 30.4 
10. 20 !)73.7 Kl¥ E 31.3 
iO. 30 97:3. 3 NXE 29. 3 

10. 40 971.3 xxE 30.4 
10. 秋） 9 (i 7. 9 X~E 2!J.l 
11. 00 9li6.3 XSE 27.8 
11. 10 tlo5. 5 xxE 30.0 
11. 20 9(H.8 xxE 

-3 3 l 11. 30 964.3 KE  14.2 台
11. 40 964. 8 XX¥V H.5 )りし
11. 50 070.-! X¥V 11.0 I股
12. 00 975.o s w 7.3 
12. 10 978.9 ¥V 21.3 

12. 20 £)83.5 WSW  '..l0.8 
12. 30 986.3 WSW  17.4 
12. 40 り88.1 WSW  16.0 
12. 50 990. 3 WSW  14.2 
13. 00 992.3 WSW  15.2 

にあらわれてお IJ, 963.4mbとなつ

ている． この低極：こしても，洲本附

近を通つた9<i2mb位を中心気王とす

る台風中心からかなり離れている和

歌山としては低すぎる値である．こ

れは中心附近の等圧線が東両に扁千

で中心が西に偏つているためか，又， 
は主台風中心の近くでこれと 1ま別な

閉曲等圧線をもつた副低気圧があっ

て，これが和歌山を通過したものと

7/0.;.m 考えられる．こ の副低気圧について

7JO 

7zo 
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Fig. 1.4. 7 (b) Record of Dines' 
pressure-tub3 anemograph at 
Wakayama (3rd Sept.) 
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牙 1.7友和閲,,の 10分紆の気象表

時分 気圧 mb 凰 riij 風 逃

10. 00 982.4 EKE 18.4 
10. 10 981. 2 EKE 14.0 * 
10. 20 979.3 E 16.0 "' 
10. 30 976.6 E 14.0 * 
10. 40 973.1 E 16. 5 • 

10. 50 969.9 E 23.0 * 
11. 00 969.3 ESE 19.1 
11. 10 966.9 I SE 19.0 * 
11. 20 964.4 SSE 23.0 * 
11. 30 9ti3.4 s 24.0"' 

11. 40 964.8 SSW 35.0 * 
11. 50 971.5 SSW 34.5 * 
12. 00 977.5 SSW I 36.5 
12. 10 982.6 SW  34.0 * 
12. 20 985.7 SW  30.0 * 

12. 30 989.2 SW  I 
26.0 * 

12. 40 991.0 SW  24.0 * 
13. 50 99:2.6 SW  2fl.O * 
13. 00 994.3 W S W  27.0 

＊ ダインス夙力計から10分間の平均を見当づけたも

のでロビンソン）巫I.1)計によるものではない

牙 1.4.7図および矛 1.7表からわかるように和歌山では気圧は相当に低くなつたが，台風眼の現

象はあらわれていない．すなわち，風速の減衰もなく，降雨の弱化もなかつた雨は 9時 15分か

ら12時50分まで弧雨となつている位である．

(8) 紳戸市通過

淡蹄島東岸に沿つて大阪湾四部を北上したジェーンは12時すぎ帥戸市垂水区の舞子と垂水の間が

ら兵庫県に上陸した矛 1.4. 8図に紳戸溺洋気象台の自記気圧計，夕｀、インス自記風力計の記象を示

し，矛 1.8表には 10分毎の気象を示してある．毎時観測によると， 2日20時から吹き始めた東北

東の風は台風の接近するまで，その風向を変えす台風の中心が神戸市に上陸する直前まで吹き続い

ており．風述は次矛に増大し，気圧もそれと共に下降していつたこれは室戸，洲本と同じように

台風の中心は神戸に向つて進行していたことを示すものである． この東北東風の期間の風速と気圧

の関係を図示すると矛 1.4. 8図 (a)のようになる． これによつて，帥戸における観測も台風中心の

前面の 974mbのあらわれるまで，風速の増大と気圧の降下とは直線的な関係になつている．

台風が帥戸市西部に上陸した12時 10分にはまだ 27m/sの東の強風で雨もびどくなつていた

が， 12時15分には怠に風は止んで．雨も弱くなり 小雨となつた．空を見ると．全天乱霙においわれ

ているが，虚が池くなつて明るくなった台風眼に入つたのである．この欣態は 12時 20分まで続

いたが， 20分にぱ急に南から突風が起つた この南風も束の間でその後すぐに西南西の風に変つ

た．］2時15分の風速も20分の突風の強さも又この間の台風眼内の最小風速も風向 も，不幸にもク‘、イ

ンス風力計や白記風向計の故障によつて不明である．当時の観測者の談によれば， ］2時 15分か

牙 tJ.位 台凧 の IIこ態 17 
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Fig. 1. 4. 8 (a) Record of Sprung's 

barograph at Kobe Marine 

Observatory (3rd Sept.) 

牙 1.8表紳戸10分孵の気象表

時分気圧mb風向 凰 速

11. 00 978.9 NE  31.3 
11. 10 976.6 NE  31.0 
11. 20 974.3 NE  33.4 
11. 30 972.0 NE  32.8 
11.'40 969.9 NE  30.0 

11. 50 I 968. 7 NE  26.5 
12. 00 H67. 7 ENE 29.2 
12. 10 ¥:)64.3 E 27.4 
12. 15 964.7 (E)？ (8.0)? 
12. 20 91:i6. 7 WSW  17.1 

12. 30 971.4 WSW  18.2 
12. 40 978.9 WSW  17.9 
12. 50 982.6 WSW  18.8 
13. 00 983.1 vヽsw 23.9 
13. 20 987.0 W 21.4 

13. 40 I ， 990. 7 W 23.2 
14. 00 993.5 W 25.8 

40 

3
 

幻i
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，ん /0/..II/..IZ1.. /31.. /41.. /..J" IC" 

Fig. 1.-!.S(b) Record of barog-raph at Kobe 

Marine Observatory (3rd SepL.) 
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Fig. 1.4.8 (c) Record of Dines'pressure-tube anemograph 

at Kobe 1¥1arine Observatory (3rd Sept.) 

ら20分までの間は大体 7, Sm/sであ ろうということであ

る．又12時 20分の突風の強さは瞬間風速で 20m/s位はあ

ったということである．肺戸の最低気圧は12時10分と同14

分の 2回で 964.3mbとなつているが，これは和歌山を通
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過したと思われる副低気圧の影評が入つており，前の低極は主台風によるもの，後の低極は副低気

圧によるものと思われる．

なお，祠I戸市上陸直前の台風の中心示度は天気図から 962mbと推定されるが， これは室戸岬通

過の時の示度とほゞ同じであつて，台風の勢力はすつとほとんど変化がなかつたことになる． I弄］囲

が陸地である処に條入してきた台風の勢力は摩擦によつて減少するのが普通であるから，エネルギ｀

→損失を補うものがなくてはならない． これについてはくわしいことは判らないが，四国の山地で

400mm，紀南山地で 400mmの大雨があつたことを考えると， この大雨による遊離僭熱が大きな役

目を果したのではないかと想像される．

0 時

+ 30 
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Fig. 1.4.8 Cd) Relation between wind velocity and atmospheric pressure 

at Kobe Marine Observatory 

(9) 大阪の気象朕況

大阪の自記気圧計，ダインス自記風力計の記象および10分おきの気象表を示すと，矛 1.4-. 9図と

矛 1.9表のとおりである．汲低気圧 970.3mbは12時 3分にあらわれている．この前後の風向変化

は東南東から南々東に）I阻転しており，ジエ ーンが大阪の西方を通つたことを示してい る． このころ

風述の減襄現象はほとんど見られない．又自記雨祉計は風害のため記象がとれなかつたが．降雨記

事は］1時37分から12時50分まで強雨となつている．つまり．大阪では台風眼の現象はあらわれなか

ったこのことは和歌山の観測と同じであった

~
 

B‘9人 10人（／" 12人 13̂ 14人 15人 16人

Fig. 1.-!.9 (a) Hecord of barograph at Osaka 
i¥Ieteorological Observatory ¥3rd Sept.) 
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20 

(l(）) 兵庫県を通過，京都府に俊入 /' 

なお， 「l記気圧計の記紋

で11時40分ごろより 12時t)0分

までの1iil一定となつている

が， これは故防によるもので

ある．

牙 1.9表大阪の 10分11立）気象表

7zo | 
I加し 速

時 分 気 圧mb I瓜向 (10分1¥¥1

竺 m....I 平均）

11. 00 983.9 EXE lfi.8 
11. 10 983.0 R 18.0 * 
11. 20 981.0 E 16. 6 * 
11. 30 V78.8 E 1,.6 
11. 40 977.Z ESE 20.Z * 

u. 50 (974.8) ESE Hi.3 * 
1~. 00 9,2.3 ESE 20.3 
1~. 10 971.3 SSE l!l.0 * 
12. 20 973.f:i s 2(i. 0 * 
u. 30 970.3 s :ZS.l 

12. 40 979.5 s 23.0 * 
u. 50 984.3 S S ¥V ~1.0 * 
13. 00 986. 6 S S ¥V 23. 2 
13. 10 988. 7 S S W 18. 0 * 
13. 20 989.9 SW  lll.O* 

13. 30 I 001. 3 S ¥¥'13.0 
13. 40 993.0 SW  17.0* 
13. 50 993.6 SW  19.0* 
H. 00 994.8 SS¥¥'17.U 

9人 IOん ll人疋／3

Fig. 1.4.¥J(b) Record of Dines'pressure-tube anernograph 
at Osaka Melenological Observatory (3rd Sept.) 

＊ 印はダインス）亜し力訃より推

定したもの

ジェ ーンが前1|l戸市唾水区に上陸した後の進路は牙 1.4. 10図 (a) に示すように丹設の篠山を通

り，京都府北部の下和知附近を経て，舞鵡市の東辺から松尼寺附近に逹し，芳狭冷に抜けている．

矛 1.4. 10図 (a)はII阻転，逆転の分布からジエーンの中心の進路をきめたものである．牙 1.4. 10図

には京邪観測所の白記気圧計，ダインス白記風力計記象をオ 1.10表には 10分苺の気象表を示して
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Fig. 1. 4.10 (a) Variation of wind direction and path of Jane Typhoon 

in llyogo and Kyoto Prefectures 

牙 l卒台夙の生態
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Fig. 1.4.10 (b) Record of barograph at 

Kyoto Observatory (3rd Sept.) 
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Fig. 1.4.10 lC) Record -of Dines'pressure-tube 

anemograph at Kyoto Station (3rd Sept.) 

ある．図で見るよう に京都でぱ泣低

気圧 D75.5mb の出た1~時33分前後

は風向順転したが，風速は減哀せす

に却つて増加し， 13時00分甘ij後：こ最

大風速があらわれている．

牙 1.10表京都の10分紆ク気象よと

凰述
時分気圧mb凪向 (10分liil

平均l

11. 00 992.4 E I 12. T 
11. 10 9Vl.5 E 11.0 "' 
11. ~o 989. 6 E 10.0 * 
11. 30 988.0 E };" E 15.8 
11. 40 98ti.9 E 1,.0 * 

11. 50 984.7 E 111.0 * 
1i. 00 983.3 EKE 18.7 
12. lU 980.4 E 18.0 * 
12. 20 978.1 E 18.0 * 
l:l. 30 975.5 E I 19. 7 

I 

12. 40 977.3 ESE, I 1-!.0 * 
12. 50 979.4 SE 18.0* 
13. 00 981.0 SSE :!4.9 
13. 10 982.7 SSE lb.0 * 
13. 20 983.7 s 17.0"' 

13. 30 985.5 s rn.9 
13. 40 986.7 s s¥＼'I 17.0 * 
13. 50 987.5 S S ¥＼'1(i.0 * 
14. 00 989.0 S S¥¥'19.1 

＊ 

21 

印はダインスJ"し力註よリ推定し

たもの

(11) 舞鶴通過

舞鶴ではジェーンが室戸岬附近に逹したころより北東よりの風向が吹き続き，風速増大， 気圧の下

脆が観測されたこのことは室戸，洲本，帥戸と同じく台風の中心が舞鶴を日差して進んでいたこ

とを示しているものである．矛1.4. 11図(a)はこの気圧と風速との関係を図示したもので， 9G0.9mb 

の最低気圧まで風速の増加と気圧の下降の関係は1咬ゞ直線的である． 13時20分最低気圧があらわれ

た直後に台風眼に入つており． 30分には 8m/sに風速は落ちている．台風眼に入つた時の｝状況を

述べると次のようである．風が弱まつたのは 13時22分ごろから1811寺45分までの 20~23分間で．雨
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は13時27分：Cは極めて弱い雨とな

り，これ も降つたり止んだり のiu<

態であった 13時23分ごろから南

の空がうす明るくなり， 13時27分

には仝天明るくなつて， これが13

時45分まで続いた．台風の中心通

過と考えられる最低気圧のあらわ

れた後で台風眼の現象があらわれ

たことは洲木， 祠戸の観測とよく

一致している． 牙 1.4.11図 (b)

(c), (d) l'C舞鵡の自記気圧計，ダ

Fii. 1.4.11 (a. 
Relation between 

wind direction 

and atmospheric 

pressure at Mai -
zuru Marine Ob-

servatory 

10人！！人 1戸／3A 14人／ゲ／61. 11;. 
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Fig. 1.4.11 (b)てRecord"ofbarograph at Maizuru 
Marine・ Observatory (3rd Bept.) 

Fig. 1.4.11 (c) Record of Dines' 
pressure-tube anemograph at 
Maizuru Marine Observatory 
(3rd Sept.) 

インス自記風力計の記象を示して

ある．自記風向計の記象では風向

変化は念激であつて，順転とも逆

転とも判定しにくいが，舞鶴海洋

気象台の報告では逆転となつてい

る． そして，そのころの風向変化

は次のように報告されている． 13

時20分を過ぎて風力が弱まつた時，

風向は東西南北のいすれとも定め

難 <,13時30分となつて念に南西

風が吹き出したそうである．
Fig. 1.4.11 (d) Record of wind vane at Maizuru 

Marine Observatory (3rd Sept.) 

(12) 北陸沖通過

8日14時30分ごろ若狭湾に出たジェーンはその後，福井，金沢の沖合を通り， 19時20分ごろ綸島

の北の前1I貧島の北辺を通過， 21時には佐渡ケ島の北沖に逹し，津軽海峡に向つて進んで行つた

紬盆品の北辺を通過したことを示す資料として，同島燈台の自記風向計とグインス自記風力計及

び気圧の記象を:;:f-1.4.12図に示す．＊ 19時20分紬倉島において最低気圧 982.9mbを観測している

が， 19時ませ吹いていた北々東の風は19時すぎてから次牙に91頂転しはじめ，19時50分には北々西の

風となつたそして19時 5分ごろより 20時までの間にきれいな風速の減衰を持つた台風眼があらわ

れている．輪島の観測によると． 18時40分より天頂から北側は雲祉 5の睛となつており．削l介島の

観測では19時30分から19時45分の間南四方に時間を見ている． この場合も台風眼は最低気圧発現以

w 後にあらわれているのである．

佐渡ケ島の北沖を通つたことは相

川の苺時観測表を見ると， 20時54分

にあらわれた最低気圧(988.0mb)の

前後で風向はきれいに順転している

ことでわかる． この最低気圧のあら

われる前の19時14分に 988.7mbの

低極が出ているが，これは東風から

南東風に変る間にあらわれており．

東西にのびる気圧の谷が南から北に

移砒したためによるものと思われ
Fig. l.4.12(a) Record of wind vane at Hekura-jima 

(from 3rd to 4th Sept.) 

＊ 気圧自記紙は補充した．（上井）
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18人

Fig. l.-!.12 (b) Dines'pressure-tube anernograph 

at Hekura-jirna (3rd Sept.) 

Fig. 1.4.13~1.4.14 Hourly surface weather 
11,ap on 3rd Sept. 1950) 

9
ぇ荊 告

る． この気圧の谷に該当するものは

18時の天気図および21時の天気図に

認められるものである． この気圧の

谷の中は気圧傾度がとくにゆる＜，

能戸半島北部や佐渡ヶ島で観測され

た弱風域はこの気圧の谷のためであ

ると考えられる．

HE!<. U/ZAJJHA 

三加
心’/9 み9

Fig. 1. 4.12 (C) 

(13) 毎時天気図

矛 1.4.13図より矛 1.4. 22図まで

に室戸岬通過より北陸通過までの毎

時天気図を示す． この台風の径路に

ついては矛 2編中でも述べているが

この他(1)(2)にも調査されている． こ

こでは普通今まで行われている概念

に従つて描かれている．

これらの意見についてはオ2,3章

および牙 2編論文中で言及してあ

る．

(1) ジェンー台風調査報告：神戸海

洋気象台梨報牙 157号

(2) 中央気象台異箭気象報告巾天気

図およびジェーン台風の検討（昭和

25年 11月 束管気象研究会伏木

測候所中川三郎）

7.i, L 1位 台 夙 の 生
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Fig. 1.4.19 Fig. 1.4.20 

(14) 北陸沖通過について追記＊

前項記述で不足と思われ る点について述べる．牙 1.4.23図に敦賀，福井，綸島， 舟,11介島のn氾記

象を示す．敦賀の自記より見ると気

h
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6
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Fig. 1.4.21 Fig. 1.4.22 
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卒〇

牙 13位台風の生態
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本項 中央気象台予報課上井兼文
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Fig. 1. 4. 23 Selfregistering records at some 

stations inp-Iokuriku 

圧の牙 2;-{l'i=日の最低の極は風速では

副極大に相当しており，最初の気圧

の最低極では最大風速は気圧の極よ

りや＼前に現われ，台風を最大風速

の環升｝t需で包まれている禍動とすれ

ばその哀欣帯の緑辺である事を示す

ものと考えられ， 2番日の気圧の低

極に相当する風速の副極大は大阪．

和歌山等と同意味の極大と息われ

る．すなわち台風構造上のものと考

えられよう．

次に福井では気圧曲線と風速曲線

を対照させて見ると，それぞれ相対

應(1)する事は指摘されるが，大きく

見ると14時30分より前の比較的弱風

域は14時40分の気EEの最低の極まで

の気圧下降域に相当する．すなわち

北陸地方に12時ごろより存在する台

風右前面を北東にのびる弱風需（お

そら く地形性と考えられる）による

変化と考えてよいこの弱風帯の北

上通過と共に風速も増加し 2番目の

15時20分ごろの気圧の低極（おそら

くこれは大阪，和歌山，敦賀と同意

味）では前面でも，後面でも風は強

く低極ではや 口弱く一つの禍動によ

る変化であるこ とを示している． も

一つ小さい気圧の低極があるが風の

(1) 昭和 25年 11月束1空気象研究会伏木i/llJ候所 中）1；三郎

I

、
9
1
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変化による局地的なものと考え得る．従つて大きく兄て篇井の変化は蒻風常の通過による風速変化

と， 台風構造卜．による気圧変化と考え得る． 台風の気圧最低の極としては，前者を採用すべきであ

ろう．

次に輪島では18時乱分の気圧の低極は風圧計の静穏域と多少時間的すれはあるが，

風の構造によるものであり， 眼を観測した区域に共通した現象である． 17時4(）分ごろから18時15分

ごろの静穏城は明瞭に台風右前面の除穏域であり， 風向逆転を作つていて， 18時直前から順転して

風速も増加し台風域に入つた事を示している． 17時 20分ごろの気圧の低極は E→NE→N→NW→

VヽNW→NW→N→.E と風向変転を伴つており．風も静穏ではないが弱風域である．

じょう乱が北こ卜上、た事が分る• この小低極を低気圧の通過(1)と考える事もできようが，弱風帯の振

動的蓮動と考えられない事もない．

こ入では巨祝的に見てこれらの変化を弱風幣の影屈と台風構造によるものと考えたい．

この弱風需に小低気圧の発生は考えられ，前項の18時以降の天気図でも能登半島東方海上に低気圧

の存在を考えてもよいわけで半島地形の影評のための渦度分布の変化としてもよいであろう．

牙 2編論文の部を参照されたい．
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Fig. 1.5.1..lDecay of tropical cyclone (invasion of warm air mass) 

§ 5 

これはこの台

これから何か

北海道通過の

状況＊

台風が衰弱して北洵

逍にせまると共に矛

1. 5. 1図のように千島

の小低気圧から延びる

寒冷前線の先端が熱低

の循環風系のため北に

押し上げられて循環風

系は溢暖前線となり北

悔逍南端より陸上に移

動した牙 1.5. 2図に

9月4日2時より 9時

までの北洵道附近の天

気図を示す．

もちろん

なお

これによ

ると 3時ごろから陸上

(1) (13)項 (2)に同じ

＊ 本節 中央 気 象 台

予報諜上井兼文
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Fig. 1. 5. 3 l¥Iovement of tropical 
cyclone near Hokkaido • 

に浸入した温暖前線の先端（当然寒冷前線の存在が考

えられる）に別な低気圧の発生がみられ 4時では中心

示度も深まり，一方熱低の本体は衰弱して 990mbと

なり， 5時には副低が 990mb となり木体は992mbに

衰え副低の方が優勢になつたように見える．噴火湾に

おける副低の発生は，一つは地形性による循猿形成の

容易さと，一つは渦度の山越え現象によるものと思わ

れる．

7時には寒冷前線が顆著となり 8時に1ま溢帯低気圧

と全く詞型となった

以後は温帯低気圧として進行し，閉そく現象を起し

ているものと恩われる．矛 1.5. 3図に低気圧の進行を

示す．

A' は新しく発生したもので，矛 3章で示すように降雨群を伴うもの， Bは蒻いが降雨変化にも

認められる．

第 2章

§1 室戸測候所報告 （ジエーン台風観測被害速報）

7時45分最低気圧が起り， 8時10分ごろから風は弱まり風向は東より北に逆転して，台風がすぐ

岬の東側を通過したことを知り直ちに無線通報すると共にやつと峠が見え初めて愁眉を開いたもの

である．風が弱まつた時空は明るくなつたが（特に東側）背空は見えなかつた．台風の中心附近に

は違いないが雲の切間肯空を見ると云う眼は観澗されなかつた

R
桑
野

4
 

り／

羽
泊

5
 

R
 

坂

野

◎

3

台 風

四国乗岸閤近て台風服

を観測しに埠所

（数字は本文徳島；飩度所

の部こ対応す）

I 

雨となり問囲明るくなる．こ

の時雨足が細く極めて美しいJ腸当り雨のようで， この現象

が約 20分ないし 30分位続い

た 12時ごろ西北西の烈風がFig. 2.1 The position where was observed the eye of typhoon 
in the eastern coast of Shikoku District 

31 

眼＊

§2 徳島測候所 （報告）

（牙2.l図参照）

今回の台風で台風眼と思わ

れるものを徳島全屎内で調在

したが次の通りである．（時間

は夏時間）

(1) 観測場所那貨郡宜

岡町大字黒津地

観測者小西理一

（徳島測候所員）

昭和25年 9月 3日8時ごろ

より風雨強く， 9時30分ごろ

東北東の風が猛烈となる． 11

時30分ごろ風止み因筒らぎ徴

怠に起り風力は前の東北東ょ

りも更にはげしく、思われた 13時ごろより風雨次矛に衰え15時すぎ全くおさまつた

(2) 観測場所那賀郡椿町大字椿泊

観測者 辻善雄（区内観洞者，小学校殺員）

9月3日5時ごろより 7時ごろまで，北東ー東ー南東の風が吹き 7時ごろより雷雨があつた 8 

＊本窪大阪笠区気象台調査諜青木滋一
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時ごろ訴嗚止む．雨ぱ 7時ごろより南東風で降り出し 8時ごろには風雨がや i強くなつtc.9時30分

ごろには南東の風雨は猛烈となつtc.11時ごろ南東の風が幾分弱まつtz:と思われたがそれでもなお

強かつた． 11時30分ごろ急に風が止み周囲が明るくなつたが12時ごろ反対に西南西から南西の風が

強く雨も降つてきた 13時ごろ風雨とも次牙に衰え15時すぎには風雨共全くおさまつた．

(3) 観測場所那賀郡莉 J涌町猜J油駅附近

観測者 芝原龍治（元恥等学校敦日）

当地では初め南東の風が吹きだんだん強くなり， 11時30分ごろ急にハタと止みほとんど雨も止み

雨数滴と云つた天候氾なり，台風はもう終つたと息い四囲の窓を開け， 5,6分すると（この間約15分

位）急にまた北西の反対の風となり前よりも一肝強い暴風雨になった

(4) 観測場所那賀郡桑野村

観測者 一中学生

3日11時30分ごろ：こ自分の家の 2階の窓が明るくなり暴風雨の圏外になつたように恩つたが，近

所の稲川 (1町位離れた西側）は相変らす大時化で夢ではないかと息つたその他のことは不明．

(5) 観測場所那賀郡坂野町字1「l北

観測者 若槻雅男（徳島工業高等学校気象班生）

ll!f 妥1J /}し r,り ）武プ） 天気其の他

9. 30 1'一ゞ E

10. 30 X-~E 
9 雨，停雷す

10 ' 函雨

11. no XE 10 
| 

11. ~O KE  

11. 30 不定 I4~5 

11. 40 S 

12. 00 S-SW I 10 
認． 30 S-SW 8~9 

13. 00 SW  4 

H. 00 ¥V 3~2 

lo. 30 X O~l 

磁雨，非舘に暗くなり雨のジプキがかたまりとなつて横へ流れる

急に風雨弱くなり空は明るくなる

東方の空特に明る＜一時陽のさす所あり，小雨

南の風次オに強くなり雨はげしくなる

栄雨，歩けない（田）

雨少し静まる

雨ほとんどなし cwの一部 睛間見ゆ）

公

羹 Sから＼Vにかけて睛れてくる

］． 浜の土手が切れ浜の松が多く流れている． 土手下の家，床上浸水

2. ぁちこちの松が多数倒れた

（6) 観測場所海部郡日和佐町

観測者 海部地方事務所開拓課長喜田寛

海部地方事務所のジェーン台風被害報告に「北東の風雨は10時30分ごろから約25分間位は風雨が

怠に弱くなり無風欣態を呈したのであります」とあり，当所の観測者喜田氏に尋ねて次の如く判明

した同氏は当日 9時ごろ地方事務所へ登庁凡そ10時30分ごろ風雨が若干弱まつたので，自宅（地

方事務所西へ 120m位）の被害欣況を見に帰つた（同氏の家は附近で 1番低地部にあり，降雨多

梵の時はいつも床下浸水をしている．）丁度その時地方事務所横の堀は水があふれて小学校運動場へ

通する道路は浸水 6,7寸あつた地方事務所を出る時は雨も少く（小さい駿雨程度）風も比較的弱

かつた同氏宅のI古］囲を見廻りたるに大した被害はなく床下没水が2,3寸あつたのみだったので，

直ちに日和佐川のi曾水｝状況を見に厄除橋まで行つた（家より 250m位．）この家を出た時ぱほとんど

風もなく雨も毛雨程度だつた．厄除柄に到浩した時は風もなく雨も全く止んでいたこれより直ち

に引返えし途中橋より 100m位家に近づき， 日和佐町木町花川薬局前にて友人岡崎医師：こ会つたの

で約 1分間位立話をし（本日の総風雨｝状況について）別れて家に帰ったこの時もほとんど風雨な

し，それより約2分か 3分して地方事務所より災害対策の打合会があるからとの呼出しがあったの

で，直ちに家を出たその時はすでに風も芳干吹き雨も相当降つていた地方事務所へ浩いた時北

の風がかなり強くなり雨も相当降り出したそれから芳干たって全く猛烈なる暴風雨となった時

に11時少し前だった

事

務

所

この間約30分位であったと思う．
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上記のごとくなり，風雨が全く止んだのは10時36分から10時46分までの約10分間位であったよう

である．

§3 洲本測候所 （報告）

11時20分北々東 23.3m/sであったが， 11時25分急に風勢が衰え始め台風眼の前兆と直感した．

このころ上空は一面乱謄雲にお＼われ強雨が降つていたが． これも次矛に小降りとなり一方南東か

ら東方の地平線附近のみが明るくなり始め眼の東側通過が推定できた

但し当所の上空には依然として密雲が隙間なく存在したそして東側地平線の明光も次オに池ら

いできたのは1]時45分ごろであったしかし風速は更に逆転しながら12時00分には南東 7.3m'sに

弱くなったが，同10分には西の吹き返えしが来，突風 21.3m/sに及び音空は終始見えすに終った

が眼域に入っていたことは確かなょうである．

最後に地平線の朋光の小部分から推して眼央の背容の有無について現地に調査したところ全然見

られす，たゞ雲が姫らいだ程度の由である．また台風進行線の両側約 15kmの巾員において風力の

急衰現象が報告されている．

§4 淡路島における観測 （異常気象報告矛 9号）

rl1良町字内田： 8日11時30分ごろ急に風は静まり小雨となる．

中津川： 8日］（）時ごろ東風強く同11時ごろ南風が10分間ぐらいの間弱まると同時に全体として明
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るさを感じ小雨となる．

畑打l（上灘）・．灘小学校長の談によると， 3日11時ごろ東風から南風になり非常に弱く，海面も今

までの東風で庶されていたのが念に静かになった．その間20分間足らすで空全体が明るさを感じ雨

もあがり，ツバメ，ススブの鳥類の飛来しているのを見たとのことである．

黒岩（下灘）： 3日11時ごろから12時の間に一時風も止み雨も小雨となった． 13時すぎには西の空

は肯空が見え始めた

沼島村： 3日11時前に全体として明るさを感じ雨は小降りとなり 20分後に西風となった．漁民の

談によると 3日10時半ごろ10分間ぐらい雨は止み明るさを全体に感じた

阿万町東部落： 3日10時すぎ東風が南風となり，同10時半ごろ西方（南西か）に 2~3分間ぐらい

青空を認めた

阿万町木庄部落•町長の談に よると時刻は不明であるが，全体に 日が射すに至らなかったが明る

さを認めたそうである．

佐野町・同町役場の話によると 3日11時30分からやく 10分間無風朕態となり小雨となって明る＜

なった．

仮屋llJJ: 3日12時ごろ雨は止み念に案が明るくなった．

岩屋町： 3日］2時ごろ20分ぐらい風は急になぎ雨も強雨より霧様の雨となり空は明るくなった．

広田村納： 3日11時30分から10分間ぐらい風はほとんどなく，その間小雨が降ったり」I::んだりで

空は急に明るくなった．

八木村養宣： 3日11時30分ごろやく 10分間ぐらい風弱くなり雨は止み，南の空は明るくなり，天

気がよ くな るかと思われた．

賀集村；北東の暴風雨は 3日11時過ぎまで続き，その後しばらく風はなぎ，雨は止み空は明る＜

なったが間もなく西風になり雨は強くなった

洲木市大野池 J内 ：3日11時30分ごろ酉の空に晴間（？）少し見え雨なく風なぐ．

§5 誹戸海洋気象台 （報告）

帥戸附近で台風眼らしい観測をした箇所は多々あって， その主なるものを摘録すると次のようで

ある．

(1) 尼ヶ崎附近 朝来北東の暴風雨が次牙に東寄りとなり 11時58分急に南風となり数分間空は

朋るくなつて風はないだが再び南寄りの暴風雨となった．

(2) 西宮市附近 朝来北東の暴風雨， 11時40分ごろから雨も次牙に小降りとなり風も弱まり空

が一時明るくなり， 12時ごろ突然風向が束から南に急変（この間 5分間位）して同時に再び猛烈な

南よりの暴風雨となる．

(3) 芦屋市附近 ］2時10分ごろ東北東の暴風雨が弱まり小降り となり空は明る＜，暫くして西

の暴風雨と変る．

(4) 深江附近 朝来東の暴風雨， 12時ごろ雨も止み風力は衰える．12時20分ごろ南の突風から

四の暴風雨となる．

(5) 垂水附近 朝来北東ないし東北東の暴風雨であったのが， 1211鈴 0分ごろ風向南に偏り少し

の間雨も止み後徐に西の暴風雨となる．

(G) 舞子附近 朝来東よりの総風雨であったのが， 13時ごろ風は北に廻り 5分間位風は弱ま

り，雨も止み青空も見えたが後北四からPりの暴風雨となる．

(7) 明石附近 ］閲来東の暴風雨， 12時30分ごろ北風となり風雨共に約10分間褻え空は明るくな

り後念に四よりの風が強くなった

(8) 林崎附近 朝来北東の暴風雨， 12時30分ごろ風雨共に衰え風は北から北西となる．この間

約10分ないし20分位にして14時ごろ阿風となる．

(9) 別府附近 朝来東よりの暴風雨． 12時30分風は北東から北に廻り雨は20分位小降 りとなつ

たが，風は一時衰えたゞけで北i府の風となり 15時には固風とな る．

(10) 仁川附近 12時15分ごろ東よりの暴風雨から南よりの暴風雨に変る．この間約5分位，風

なぐと同時に旋風が起った

(11) 帥戸市灘区篠原方而 始め東より や ロヒにふれた強風は相当強い雨を伴つていた．風の最

ーも強かったのは東の風11時ごろで，電柱の倒ぱ，壁の落ちたのもこの時刻であったその後東の風

は少し弱まつて雨も止み西の空が一時明るくなったが青空は見えなかった 15分間余り無風欣態で

木の葉も動かす（＇暴向は東寄り） 13時前後西方から黒い虞が来ると共に西の強風が吹き出し雨も多

少伴つ・ていたが全く強くなく約7分位後雨は再び強くなった．風力は四風よりも東風の時がやい阻

く感じられた

§6 舞鶴海洋気象台 （京都府予報談話会々報）

13時20分気圧の最小が現われた．この時は風は一時弱まり 20分をすぎるころ再び小さ な山が現わ

れたが，風向は変転して東四南北の何れとも定めることは難しかった．ついで次矛に弱まり 13時25分

ごろには非常に弱つたが，］3時20分～13時30分のロビンソン による平均風速はなお 8m/sとなって

疇が感じとしては 4~5m/sであった 13時30分には再び気圧の極小が示 されたが，この時まで

風向は北東寄りが主でます判然と方向は定まらなかったついで、訟に南阿から吹き始めた風1ま45分

ごろまでは割合弱くて45分から怠直洒寄 りの風が強くなった風速からみた眼の現象は13時22分ご

ろから13時45分まで 20~23分間位であったようであるが2~3分のところは判然としない．

雨は13時25分ごろより次矛に弱まり 13時27分には極めて弱い雨が降ったり止んだりする程度とな

った 13時23分ごろよりは南の空がうす明るくなってきたが13時27分には全天明るくなり 13時45分

まで続いた．45分には雲向もi}『北西に変りや 1.大粒の弱い雨に変った

この眼らしいもの環続中気溢は約0.7°0の下降を示 したが溢度の変化は徴少で又内外域間の不

連続面も認められなかった
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Fig. 

北西に移動し，

2.2 Variation of wind direction in northeren part of Kyoto 

和 2図からも判る通り当然眼の見えなければならない地域でも認めていたい所もあり，殊に京都

府北部のように地形的に複維た所では眼の分布や直径を探ることも困難であるが，眼の範囲が台風

中心より東に偏つているのは合風の東側における南風が湘岸線において下降気流を起し逆に西側で

は北風が上昇気流を起したからであろう．

又気圧も13時20分最低値が示され， 13時30分もう一度極小値が示されているが．

おいても風はや汀酋まつており風の動圧による変化ではないようにみえる．

いすれの時刻に

金沢附近の状況 （異常気象報告牙 9号）

金沢測候所：当所では 3日15時50分ごろから念に風述が衰えるとともに，西南西方の空が明る＜

§7 

たり下廿‘¥は切れ，仰角 18.9度から下の方が黄色の菊l協がさすくらいの感じとたつて， しだいに

やく 20分後にはふた口び全天が雲で掩われ，風向は西南西に変り急激に風力も増し

また木所から北西方やく

明るくなったと云つている．

§8 

牙 2邸

輪島測候所（ジエーン台風調杏）

津以京では次牙に不明瞭となつている．

台 風 眼 :l, 

て来た．明るい部分の手前に低いスカツドが垂れ下り完全なアー f型とぱ認められなかった．

8kmの金石町で見た峨員はその角度がさらに大きく天空の半分以 l．．が

向田観測所（能登島）：当所では風向がII阻転し南四に変る前に除稔域が現われると同時：こ左が明る

くなりやく 15分ないし20分間続いたがその時刻は明らかでない．

江沼郡栂立村：当村北浜中学校髭ぽか 2,3名の職員の話によると，3日16時ごろ 5ないし10分間無

風欣態になり窒は一需に明る＜感じられ北四から北々両の空に近く両空が1枚見したと云つている．

綸島では17時50分ごろを中心とした約40分間と気圧最低の視われた 18時 50分ごろを中心とした

約50分間の 2回にわたつて風が社に弱くなっている・紬介島のダインス記象を見てもやぱり気圧最

低の前後約 1時間にわたって風が弱くなっている．

この現象は七尾以北の能登半島一需にみられた視象でどこでも風向が北東から南にまわったII、1Je:c

一時風が弱まったと云つている．但し風の弱かった時間は東部へ行くほど短かかったようで，安IH

この現象は運輸省七吊工事事務所の風力計自記紙：こもはつ

きりと視われているのである．なお佐渡相川でも 20時 10分から約50分にわたつて弱風を観測して

いる．

これらの査料を綜合すると弱風帯は大体台風の中心に伴つて北東進したものとみられるが，

50kmで北上したものとすると弱風域の直径は 50km以上となり，

ぎるようである．

鉦時

いわゆる台風眼にしてぱ大きす

枕崎台風では中国を横断後米子，松江，境の三ヶ所で 2時間前後にわたる弱風が観測され，阿久

根台風では熊本附近で分裂後副台風に伴つておなじょうな弱風域が観澗されていて何れも副低気圧

発生により気圧傾度がゆるくなったためとして設明されているので，今回の台風も富山湾方面の気

圧傾度が著しく緩慢になった＼め台風中心から東方に伸びる相当広範囲にわたる弱風域を生じたも

のであろう． このことは金沢で最低気圧の出現時の40分も前に約］5分間程の弱風を観測しているこ

とからも裏曹される．

間を見ている・

§9 

中心が富山北方を通過したのは17時05分で，

われる部分的者空を見ており，伏木測候所及び富山測候所でも南方及び四方に当り 30分ばかり部分

的な背笞を観測している．

§ 10 

始め，

なお胤ll貧島燈台では 3日19時30分から19時45分（推定）の間に南西方向に晴

富山測候所（ジエーン台風報告）

伏木測候所 （伏木金沢共同調査及び異常気象報告）

3日1511寺48分ごろ南東から東方にかけて立山連峰上の下村立に切れ間が出来て高竹芸のJ甘が見え

しだいに空の色は明るみを加え，

そのころ氷見附近の人の言を総合するに台風眼と恩

16時 39分には雨は止み硯程も南方から良くなってきて，
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南々束から南I)りにかけて立山連峰もや＼はつきり見え始めた．穿の明るみの中心は南西方に移動

し1611詞3分に1まt'油饂中にこ｀｀くわすかの古空（南西， i＇渡やく 8度）を観測した． 17時03分に最低

気圧を示したが17時10分ごろに1まi!J苫さも一旦泊えたが悴iからi，Ki困方にかけて卒の明るみは培し天候

好転を、思わせた．風力塔から眺望する と南西方の低砂度には漂い雲堤があらわれて天候念変の兆候

が感じら・れた． 17時45分に！•ま i·信方の砂度やく 20度に少兄の両生が観測された．また風［ま17時20分か

らグインス風圧計はわずかながら弱まつていたが， 17時50分に突如として 28.lm/sの突風が吹き

大於風雨となった．

伏木の北西方やく 1(）kmにある氷見町では， 8日17時前後南四から西南西の方向に台風眼をみ

たまた氷見町のすぐ怜ii)［iにある窪村では骨認さを北に見たと云つている．

無風肱態の正さを II艮の大きさとすると，金沢，伏木では共にその直径は 17kmになる．

§ 11 相川測候所 （ジエ ーン台風調査報告）

21時 10分ごろから念に風勢弱まり四方から虚次牙噂こうすれ星のまた入きが約 10分間ぽど見ら

れ22時ごろまで虞に切れ間があった． しかも風述は2]時30分に 9.1m/sで台風眼と考えられる．今

中心移翫速度を 50km/hとすれば当所における台風眼の観測をした時I-li]を距離に換邸して 16km位

となる． この眼は気圧の最低時と一致せす30分位経過して観測されている．

§ 12 なお大阪笠区気象台予報課斎籐将ー技官の台風眼に関する一観察がある．今それを摘録す

ると次0 ようである．
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Fig. 2.3 The relation between wind velocity and pressure at Muroto, Sumoto & Kobe 

台 夙 眼

矛 2.3図（斎藤氏の研究論文台風ジエーンの構造の部の図参照）で点線で描いた閉曲線は台風眼

を示すものである． この区域が急激に風の弱くなっている所でその形は桁円形をなし，短軸ぱ 20km

長軸は 40km位のものである．そして特に風の弱い所は最低気圧をすぎた後面にある．郁l貧島や佐

渡ヶ島北沖を台風が通過した際，翡窒は台風中心の後面にあらわれていること入あわせ考えると，

台風眼現象の中心は台風中心とすれているように考えられる．牙 2.3図に気圧と風速との関係を図

示したが，これは台風眼の大きさを測定するために作ったものである．念激に風述の減衰する処の

気圧と念に増大する処の気圧を読みとり，この気圧を天気図の上で眺め，これと台風の中心との距

離を測り，台風眼の大きさを 出さんとしたのである．ジェーンの風速分布は円対称になっていない

ので，上記の方法を用いても明確な台風眼の大きさは潤定できなかった．図の説明をすると，横軸

は気圧であるが，台風中心前面の気圧と後而の気圧と 965mbでつないでかいてあり，縦i1前の風速

が徐に減少している処が台風眼に相当するわけである．これでいくと，室戸で眼入の気圧1ま9G4.7mb 

眼出の気圧は 967mb位となり，これを天気図上の距離に直すと 35kmとなる．次に洲本における

眼入の気圧は 965mb位，眼出は 977mb位で天気図上の距離は 40km位となる．祠戸においては

眼入は 9G-!.3mb, 眼出は 966.7mbで天気図上で 22km位である．罰戸の場合ぱ眼の端であったの

で短距離であったが，室戸，洲木の船合はぽゞ台風眼の中心部に近いので 40kmと云う値ぱジエー

ンの台風眼の南北の長さを示すものと見てよいと思われる．
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第 3章

§1 各地の気象記録＊

矛 3.1表に近畿，中国，四国地方の気象記録を牧録してある．各要素別にこれらを図示すると，

観測所
汲低気圧
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台風の地上解析
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12h14m台夙眼に入る．小雨あるも風弱まり空少し明るくな
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?fr 3. 1. 1 ~ 3. 1. 3図に示すとおりである． 牙 3.1.1図において1ま洲木の最低気圧は 11時 87分

の963.6mb, 和歌山のは11時糾0分の 963.4mbを採用してある． このことは矛 1章ですでに説明す

みである． この図と矛 1章の台風進路と照し合わせると，進路，速度および示度1ま合致しているこ

とが認められよう．牙 3.1.2図も牙 3.1.3図も共通的な特徴があるが，台風進路の右側の最大風速

の各地の気象記録
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次にジエ ーン 台風時の近畿．

牙31位

は南よりの風でその起時はすべて台風の中心が通過したあとになつている．

ある洲本，舞貌と東側ではあるが中心に近かった帥戸ではいすれも台風の通過前：こ起つている．紋

大風述分(Iiのもう一つの特徴として，奈良県では弱く，伊勢冷周辺で3凪かったことがあげられる．

これは地形的なものと、思われるが，

台風(/_)地上俯析

くわしいことは更に調任を要する．

4 5 

ただし，進路の 1吋側に

四国，中国地方を通じての各要素の最r::j, 最低の記録を記すと，気

圧で1ま和歌山の 9Gl.9 mb, 陸上の最大風述は 10分間千均では室戸の 43.2 mis, 瞬1:1]では日i戸

の3D.1m/s，総雨址では大台ヶ原山の4-!4.9mmであった．

であった．

§ 2 台風静止最大風速の分布＊

なお， 1時間l雨他の最大は徳島の 8G.7mm 

牙3.2図氾台風中心を静止させたと考えて最大風述を出き込んだものである． これから台風中
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Fig. 3.2 Distribution of maximum wind speed referred to typhoon-centre 

→ moving direction of typhoon-centre 

心の裡蹄に対して左側は北分，右側は南分の風が強かった事を示す．

致しており当然であろうが，

これは渦動の風向分布とも一

その起時は台風中心（この台風では最低気圧が一つでないので眼現象

を伴う中心に対してとつてある）の前面に出る所と，後面の所とがある． 前面に出る所は左側では

＊
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洲木，帥戸，姫路，徳，,:.~'右側では上野，彦根，潮岬，岐阜．栢原，津等であり中心と余り差のな

いのは右側では舞鶴，左側では大阪，尾跨，後面に出るのは左側では多度津，仮I]山，高松，足摺岬，

祐j知，穴吹，慨岡，室戸等で右側では和歌山がある．

これらのうち洲本，帥戸は中心より 50km位前面であり，矛 2編の斎藤氏又は筆者の論文にある

ごとく台風の構造によるものと考えられ京都，大阪，和歌山のそれも同様な原因によるものと考え

られよう．

左側で後面に出るの 1よ主として四国地方が多い事から地形性ではないかと恩われる．他の区域も

大体地形的要肉がかなり大きいように思われる．風辿 60kt/hの線ぱ径路にそい長く南四から北東

にのびるのIま当然であるが最大風速 SOkt/hの区域は後而に出ている．

§3 台風静止雨量分布図＊

前節と詞様に台風中心を静止させたとして徳時雨埜を書き込むと中心に相対的な雨掻分布図を得

る．用いた衰料は 3日6時ないし］4時までの苺時雨他である．こしで注意すべきはこの方法による

要素分布図は台風の外犬態に変化がないとの仮定がある事で実際においては牙 1章で述べたように衰

弱過程にある．従つて台風同有の要素を決して示さないはすであり中心から遠距離までは議論でき

ないかつ雨洲は山の観測を省略しても地形の影評が著しくこれを除く方法がない．従つてこりに

示す分布図も大体の概念を与えるのみでありこれを台風固有の雨拙と決して断定しているわけでは

ない事を断つておきたい．

牙 3.3図にかくして1'}られた雨祉分布図を示す． これは地形的な多雨梵域と一見して考えられる

ものと山岳地需の多雨域を考慮外においてある．

中心の進行方向は大体 NE~NNEであるからこの方向に対する分布を見よう ます牙 1に気付

くのは 5~J0mm/hの等雨納線が中心域前面 250km附近から対数螺旋的に台風中心域をかこむ半

径 50km位の円（詳細に見ると楕円）に券き付くように見える事であり，矛 2には後面 150km位

の区域から同様に対数螺旋的に巻き付くように・見える多雨域がある事である．矛3には中心域を取

直＜猿欣（南側で1ま資料の関係からと思われるが切れているように見える (1))多雨域（半径 50km

位の円又は楕円）で特に進路左側に多い事である． 70mm/hを越える所もある． これは確かに地形

的影評がかなり大きいものと見られるが（特定時間の雨祇分布ではその傾向が強く出るので実際に

祉的議論をする場合は全飛をとつて箪位時間に引き直さねばならないが，これについては他の既会

をまつ事にしたい）台風構造による原因も考えられるのでこの例だけでは，いすれとも断定しにく

いこの多雨域と最初の多雨域との間は進路左側には森雨域があり，両者は区別されるように息う．

台風に伴う降雨群の研究としては筆者 2 のものがあり渦度変化によるものとして説明を試みたが

＊ 本節 中央気象台予報課上井兼文

(1) もし切れているものとするとこれは台風の桔造たとえば軸の領斜等が考えられる

(2) 上井：降雨群の移動（］[)（研究時報牙 2巻 14-,15号）

才 3窪 台／j'¥の地上解析 47 

Fig. 3.3 Distribution of hourly amount of rainfall referred to typhoon centre 

この図もその 1例と思われる．

進行方向の左側前面に多雨である事は今までの例と同様であるが（これも地形の影評が大きいよ

うであるから台風同有の性質と断定はできにくい）中心域の殴朕多雨帯が切れているのは観澗所の

分布によるものかどうかは今の所確定できない．（キジア台風の例では切れてはいないように兄える

事は台風報者を参照されたい）．

なおこの降雨群については詳細は別に報告する予定であり，こいでは参考例としてあげておくに

留めたい もし台風に伴う降雨群が atrandom なものならばかような分布を示すはすはないから

地形の影態が大きいにしても物理的意味を示しているものと考えたい．
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§4 フェーン現象ネ

台風が北陸浩岸にそつて北 lごしている11!］に北陸の一部に即著なフェーン現象がみられn記紙（矛

::l.4図）を見ると共通した特長がある．金沢ではフェーンが起つて気溢が急昇する前に風が念に弱

くなり気溢も徐々に上昇傾向， 湿度も下降1項向を示しているが気溢の怠昇，湿度の急降と共に風速

は :?Om/sの飛躍を示した．風向も E→S に急変している．気圧は企降下を示し始め明らかに台風
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＊本節 中央気象合予報課上井兼文

後は漸次弱つている．牙3.,,.図に矢印でその

変化が指摘してある．富山でも全く詞様でた

だ各要素の飛躍祉が異るのみである．伏木で

も詞様であるがこ＼ではフェーン終了時の風

述飛躍弛が4灼しく大きい点が金沢，宜山と異

る点である．柏jIIIで1ま風圧計には余り明瞭で

はないがフェーン終了時の強風も指摘され

る ． 牙3 . ~表に金沢，富山，伏木，柏in.I の自記紙によるフェ ー ンに関する要素飛躇：rlt を示す．

TAt¥ADA 

Fig. 3A(b) 
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Fig. 3.4 (a) Self-registered record of folm at some stations 
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による気圧下降のための気塊l汲い出し作用に

よる ＇ドをぶしている．天気柊iから見ると北陸

には弱風需がある ＇ドが示されているがフェー

ン吹き出し直前の弱風域（まそれ：こよるものと

考えられる．気沿れま1711年20分ごろ台風中心城

が通過してしまうと共に、揺降下して雨もフェ

ーン中1まないが終ると始つている．風述は気

溢の認降，湿度の、／』奸卜と共に、揺培しており以

牙 3.2表 フェ ー ン に よ る 要 索 の 飛 躍

初 終
飛躍岱 飛躍 ―:,：:

起時 終時 起時 終時

h m h m h m b m 
1(i.oo 16.15 + 7.0°0 17.25 17.53 - 4.8°0 
15.50 16.05 E → SSE 17.20 17.25 + 3 m％ /s 
15.55 16.05 + 19 m/s 17.28 17.50 + 32 
lo.00 1 6. 1 0 - 31 % 

15.50 16.08 + 5.0°0 18.25 18.45 - 6.0°0 15. 45 16.00 - 37 % 18.26 18.50 + + 4 33 m% /s 15.50 16.00 ENE→ SSE 
18.20 18.30 15.50 16.10 + 7 m/s 

15.23 16.55* + 4.6°0 18.00 18.40 - 7.oo％ o 
15.15 16.00 - 25 % 18.00 18.30 + 46 
15.20 15.30 + 7 m/s 17.50 18.10 + 14 m/s 

17.54 18.30 + 3 5°0 20.45 21. 30 - 3.8°0 
17.53 19.00 - 27 % 20.45 21.30 + 18 % 

＊ 伏木は fl，記紙で示すように気濫の念外が緩かであるので 17~18時の平らな部分までをとつてある・

これから初めの起時は伏本が最も早く出ているが，これはその起源が庄川上流の白山山塊であ

る事を示すものと、思われる．また念昇の割合が異るのは距離の関係によるフェーン気塊の衰弱によ

ると想、う ．すなわちフェ ーン気塊の唾直断面の形によるものであろう．臼山の高度を 2700m とす

ると， もしこの向度の気塊の下降とするともつと気溢が」ガ．昇するはすであるから弱風域として山腹
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：てたまつていた気塊が吹き 1ヽ一つたと考えねばならない．

次に金沢の1・1;氾紙をみろと多少時間的の一炉41..Iまあるが突風の起つているのは気圧変化愉の大きい

I待である ＇ドが指摘さ礼る．従つて金沢の突風（まII、9J月lll的変化はIii]翅外にして気圧側度の、紐変化によ る

ものである＇ドがわか る．氣正ilfi度の-'tf}j「JIま台風構辿（オ， 2編斎籐，土井論文）によるものであろう

がこの構造の影飩内で1よ闊まない風辿曲線も吼純でfl記のイf在は明らかでない．従つて弱風域によ

つて起つたフェーン現象で眼現象とは考えにくい．

金沢澗候所の報併（オ幻な）で1よフェーン風による変化で風辿飛躍直前の弱風II一年を台風眼らしき

ものとして骰苦されている． II 、1fllil 「1'~にみるとこ＼で1采II J した中心径路では合致しない． 伏木礼[lj候所

の骰告からも15時士8分ごろから南東から東にかけて立山連＊上の下肘裳が切れllilができて似ih牝安が

見え初め次牙に突の色が明るみを 加え1611年39分には雨も止み視程も「‘~j方からよくなつて，南々東か

ら南西にかけて立山辿ネもや入はつきり 見え始め．亦の明るみは南西に移動16時34分には祈：jhf雲中

にこ｀くわすかの村名さを観測した．17時10分ごろには科寮も一且梢えたが南から南両にかけ察の明る

み1ま府し17時士5分に1ま少蘭の占名さを観測したとある． この観測紡果を白記紙と比較すると空が明る

くなつたの1ま溢度が昇つた直後であり， 1サ案を 見ているのは溢度が昇り切つた間である．すなわち

フェーンの最盛時に相当していると、思われる．

金沢，貨山，伏木共に突風があり風速の最強は気溢の怠降と共に起つている．フェーン中の風辿

ぱ金沢が最強で平均25m/s以＿I-.であり窮山では浙次増加し，伏本では大した変化1まないこれ1ま気

圧曲線か らも低圧綿からの吸い出しの増弧によるものであろうと息われる．

フェーンの綿続時間も金沢が短い事1ま風速の大きい事と—う致している．今風速を V としフェ ーン

を起す気塊の述動勢力 lぐが考えている時濶内ではうととすれば 2次元として

K=  ~ Jf Jp炉 dxdz di = const 

戸が平均1|l'i• V2で現わせるものとすると

p和（11- l;) = const 

l •I — t~=T とすれば箪位質祉で 1ま戸 T=const → T Cl) 1/ v~ とならなければならない．そこで記

象紙か ら金沢のアを 2/'im/s, 富山を 12111/s（伏木も同椋）とすると 1/Vtの比は 1/4 となるは

すであるが実際は 1／伝は 1/2となる．実際の場合では全休の質愉ぱ一定でも気塊の翡さも異るから

箪位止：さについては pdzIまうこにはならない 従つてこ＼に考えたように筒箪な視象で1よないか

ら傾向が合致しても喰い迩いは当然と、思われる．

いすれにしてもフェーンの風述の大きい事と，継続時間が小さい＇ドは相当した変化である 1iを示

す． これからもこの変化がフェーンである事を示すものと息われる．

フェーンが終ると突風が吹いているが伏木が最も足且村である＇ドは前述の通りで気温降下猜も最大

である．雨も最弧 である．これはフェーンとなつた弱風城を台風にともなった風系（雨をともなう）が

牙3芹 台 j少しの地 ＿I・.I，1,1'析 ,i I 

押 しのけたと考えられるが伏木で飯多雨となるのぱ風辿飛躍こ J::る祉’,1度変化がぢえられよう．

風辿飛躍の大きいのはフ上ーン氣塊が台風系に押 されて起る突風であるからで台風系ぱ 2 種の寒

冷前線と考え られよう ．従って憶界伯iの制斜が巫要なttl係を持つと息われ風辿飛躍ー：化が後ぽど大き

いのは地叩釦察を考えても考え得る＇ドと、思、うが究料不允分 のため徹底的な滋，：，；；；1』まできない．

相川でも15!！かずぎか らフこ ーン が見られる 1iぱ矛 3.4図（(')に示され19時30分ごろまで続いてい

E 

Al KAWA 
Fig. 3.-! (c) 

,7. 

--99 

る．19時30分気溢邸降下と共に風述も肘し，

気圧もI・昇しているが再降―ドを始め雨となっ

た後の変化ぱ台風系によるものと、思われ

る．詞所の報者によれば21時ごろから邸に風

カ衰え四方から‘区が次矛にうすれ星のまた入

きが10分ぽど見られ22時ごろ＇旦に切れ間があ

ったとある．この間気温は多少昇つている．

風述は21時3(）分ごろ弱くなり， 湿度も減つて

いるが気圧はかなり」昇している．風述が弧

くなつているの1ま風向が S→RWにかわつて

からで前の変化はフェーンらしい所が多分！こ

ある．すなわち気温l-．昇と共に多少風述も叶

し湿度もわすかであるが減少している・’liもよ

＜介致する． これぱ金沢罪のフェーン気塊の

移動とすると辿度は約30km/hとなり弱風域

の北上辿度に相当し地＿I-．天気図から見ても人・

体正しい1直と息われる．

以上要するに以上の佃所で眼と報作されて

いる変化を弱風域とフェーン気塊と台風風系

による変化と考えたい眼とすると「1記記紋

の諜明が困難であると、思、 う．
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§5 北海道における前線＊

矛 1章で逹べた ようにこの台風の末期に1ま溢需化して前線をと もなつている．牙 3.5. 1図に前線

の移動を示した．矛 3.3表に1・1記紙による読取f1れを示す．

W匹m• F-t

C。Pよ Fmオ

Fig. 3.5.1 Movement 

of front 

牙 3.3表 北洵道における前線

warm front cold front 

拗所
初 終 eゃ,、・ブムk-）『1 ＇’· •． 初 終 念変献

h m ~ h m h m~  h m 
室附 I 20,52 21.00 十0.4°0 7.11 7.15 -1.2°3 

油河 20.38 20.48 +1.1°0 10.00 10.15 -0.6°0? 

-；'『小牧 23.07 33.18 +1.2°C 7.52 8.00 ー1.8°0
WSW→ N +113° 

幣広
2.00 3.00 +1.000 9.00→ 9.05 
~. oo 2.10 +3rn/s (S → N) 

鎖路 2. 45 3.15 +0.9°0 
EKE→ ESE 

網走 9.80 10.53 +4.7°0 13.45 14. 03 -2.4°C 
(S → NNW) 1-203° 

根玉 G.13 6.30 

森 1.40 -> 1.50 6.13 6.30 -1.6°0 
(ESE→ W) 

江光 1.08 1.30 +1.0°0 5.00 5.10 -135°0 

雨他の1近時変化を牙， 8．5.2図に示した． これから溢談前線 A,噴火湾に発生した低気圧 A'，分

裂衰弱した熱低 B,」-.)1千偏西風需 troughW. T (;｛索こよる変化を示す．A'によると、思われる雨が北

東部に多い市が注 目される．Aの雨が西部に多いの1まがの発生と関連するものと思われる．

＊本節 中火気象台予恨諜 上）1:兼文 （札幌狩区気象台提供究料による）
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Fig. 3. 5. ~ Hourly-change of precipitation at Hokkaido 

A: warm front A': tropical cyclone generated at Funka Bay 

B: decayed tropical cyclone (disintegrated) 

W: upper westerly trough? 
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§ 1 700mb面における台風の進行

この台風の 700mb訓における発生についてはオ心編で辿べるが発生1ま28~20「Iごろと考えられ

発生位四1ま H0°E 線にそう1-./tftrou gh 内であり今夏の熱需i•4：低気圧と関係を持つもので 8 月初

中旬のものについて1ま窪Ill氏,1)の研究があるがこれらについての解析は別に報告ずる予丸である．

こ入では21「Iごろか ら定＇常的にイ f在し2(）n,2打Fl, 27日に熱低を発生している事のみをつけ加えて

おく ．矛 4.1. J図に28日21時の 700mb天気図を示す．図のごとく 硫黄島lti々 東の熱低らしいもの

Iso• • olf 

々 ぐ--;JCご'/翠 ーが g ＂ダ—• 104<>0 

戸わo

、.. 

)r 辰}'/ _,,r 
＇ヽ f / 

./0° 乙ン芍v
ヽ—

906ooこ -̂ に/＇ ＜.、 令

ロ：／
¥I I I 1 /’f  / 9 

Fig. -!.1.1 700 mb-rnap on is th Aug. 1950 

＊ 4i9り： 中火気象台 f,t1i,，煤 ＿1；)|：兼文

ISo° r 
ヽ°ぞ's

r( 

/60° 

が台風に成．l-<'.:するものであり 太毛洋，：’り気上との間の 140°E線にそう troughに発生している． 29H

ぱ牙 4.1.2図のように troughが全体としてや入 1)ljに移動している他，大きい変化はなく， 30Flは

牙 4.1. 3図のように troughの北半分1ま西へ移動しているがi'{ci半分1ま定常であり，（700mbよりも

つと土］i打たとえば 300mb ではぽ l;i:•南北に走り台風に辿るらしいが詳細な解析は別に報・併する予定

である．）一方太平•]、（涼り気）£ぱ 8° long位西に移動しており．比ぶ｝北東の砂気圧は動かす，この砂

気圧内にも店1jれ「1ができ（おそら く easterlytroughによるものと息われるが資料がなく 原囚は不

明瞭である．），31日には牙 4.1．士図のごとく関東南東洋上に太平洋翡気圧のこぶができて（このため

の変化は守圧而砂度の（＋）域が1[ij方[Imiに連続して出現している事と紡びつく ．また westerlytrough 

(l) tt l ll •II ・：八：本，；，ぷ才 35 11l}オ,3 ,¢• C台｝j¥り）｝i/J滋とと エ r・ルキ ーにつV、-c,1,り） l心’i:）

/0ヽ oo

3
(
8
 ro• 

9jo• 

〉‘Joゎ。

＇ふ,.

ふ。0
、

‘

r

 

》

后
5
,
JJ

」
J
,ー

ー

9
9

2̀ 

J
 

a
 ．
 

疇ミ
‘

J
 

I
L
/
 u

 -・ (―`' 
ン--- J 

/ ~. I -、‘、
ース J-L ': 

‘̀ ̀- ＼7,  : 

9年、—-＇

ー、-------
一 --` /1 ¥1ノ｝ ＼ 

／ 

r、

700mb-rnap on Z9 th Aug. 1950 

IScl' 
而

山0.

今

Fig. 4.1.3 700 mb-map on 30th Aug. 1950 

ヽヽ ヽヽヽヽ

匂‘立‘°'“/ Oj、。”,.

ぐび ＼ I 'v~'←ヽl 19 1 ' 仕 II 

t I 必q 

I 
1 、

江 r'"'/
I '> 

/ .I)  

”o・ 。が可＼
q 

＇ 
, __. 

Fig. 4.lA 

,so・ ベ ;>.,,o・
9 9,  1ペ-9, 、¥

700 Jllb-map on 31 st Ang. 1%0 

36 
5‘ 以9)

‘゚鼻°゚

冶‘

砂

.o 入‘



5(i ジエ ー ン 台 I;心 Iii 竹~ )j, 4ぶt l',9:i /｛＇} Ift i•Ji· l
/
 

く
り

叫紺辿している ＇ドは別 ：こぷす．），比島北東の砂気圧との間にり記付な trough をJI紐成，台風進路を支

配する一般流を形成した．

九州に1ま小祐j気圧があり 700mbより 」刈手の資料によればこの小，；＇り気圧1よ比，島の砂気圧と閾連す

るもののようで台風の進路を支配すべき troughとしては四国，紀伊の中間のものをとるべき：J国は

牙叫1面で示す．紡局熱低はこの troughにそつて 1Flより北分を増し発逹して台風となり 2日から

北上している事になる．すなわち

28~30日までは troughの西への鋤きと共に移動，中心示度は徐々に降下， 31F1より 北分を 」甘

し辿度も吊く 1日にば化」．．，次永口hII述され 8日から不辿続的に加辿されている1tを示す．場の一

般流とみられる流れによつて進行しているのは 1日ごろからと息われる．すなわち禍動になってか

ら後と考えられる．不辿続的変化のあるのは数値は小さいが 2Fl21時～ 8日8時の四国i句方での北

上期と 3日9時～15時との上陸期で前行は他り動の最盛期に相当するから当然肴交流と渦動によるカ

が加わって鋤く -~\.が推定されるから当然であろう ．後者は別に示すが台風の構造，進蹄とな る trough

の変化， ー ・般流の 増弧芍•：：があげられよう ． （図は略したが 2 日 21時の 150°E, 2S0N の亜熱幣高気圧の

翡度増加による吹き出し気流の府弧が指摘さ れ，又 8日朝では westerlytroughへの接近による

般流の肘hrlくり5がある）．

§2 亜款 700mb面における westerlytrough 

台風が 4日来った と見られる、l'esterlytroughを追跡するとオ 4.2.1柊lとな り発生は 8月25FIご`

ろで westerlitroughの出半が切断されたものが27日ごろから東に動き始め速度は 10° long位で

Fig. -1. 2.1 l¥Iovement of westerly trough 
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Fig. 4.2.2 700mb-map at 2士tliAug. 1050 (before tho generation of "cut off" trougi1) ヽ

束進したが31日， 1日は停滞し 2日から又動き始め4日も滅辿している事が示される．

牙 4.2.2固は westerlytroughが切断される直前の天気I吝lで①とあるのがそれで冷い型のもので

衰料が充分でないのでよく分らないが，低溢部がかなり深く troughにそつて怜i下 しているのがンJ<

され，25日の矛 4.2.3図では①の南半分は切断され低溢部となり 北半分はそのま＼東進， 26nに1ま

牙 4.2.4I料となり切断された①＇ は低溢部が屈・やけそのま口東進し始めた．すなわち

切断時には低溢部では村しく低溢となり， 原・やけて後，進行する

事が示されている．この事は注nすべき現象と息われる． どうして westerlytroughが切断される

のか，その triggeractionとなるべき clist.urbanceがあるべきと考えられるのでその原LKLを考えよ

ぅ．これらの図から明瞭な事は trough① の前而では南分の風が強く，かつ数日にわたり辿続して

いる事で矛 4.2.5図に20Flか ら23日まで南風が辿続して 70~90°Eに吹走している事が示されてい

る．溢度も砂い事は地点 189<V 700mb郭圧I[ri叫妥， 気溢変化I吝lに明示されている（牙-1:,2. (j図）．換註

すると団泌』な冷i風系の吹続が切断の原1人lとなっていることが明示される．；．Ki風系の吹統ぱ当然低溢
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Fig. 4.2.3 Generation of "cut-off" trougll (by succesive invasion of SW-lyl 

700 mb-map at 25 th Aug. 1950 

ジ

こや0:i゚/-〈ロ
1-/0/00 

欧 No189(qq°E, 60°N) 

Fig. -1.2.li llise of temperature 
at pt. 189 (700mb surface) 

域の晶応村化を起すと息われるがこの

現象の解明には 700mb訓以上での

解析と叫論的考察を必要とし よう＿

c
 

’゚°

ォホーツク海的気圧のため減辿され 2日から westerlytroughは動 き始めている．以上要約す ると

westerly trough に働く南風系の吹

続が triggeractionとな り westerly

troughが切断され北半分1ま東に進行

したが， その南端は進ます地上で1よ

低気圧を発生し，切断されたiii半分
・ュ・．．唸 4

OA° f゚ o/：口／〗：‘：］ IL:v g 

”"  9 9 一しrレ／ ‘0/:I/／/／‘/／ / 9 -1/, / -s ／ 少＼

Fig. 4.2.4 700 rnb-map at 20 tli Aug. 1¥150 (i 叫 ensificationof liigh and ri,e of 
temperature in cut-off trough) 

地上では資料がないので不明瞭ではあるが71'4.2. 2図の 50°N, 30~--1:0°Nの二つの砂圧需に相当

した位性にはそれぞれ砂気圧があ り trough の切断に よつて北半分は東に進行してその I•;’_i端 ( 10( ） °F,

50°N附近）に低気圧を発生しているのが見られる．この低気圧は troughの肉端が余 り動いてい

ないのでほとんど動かす25日から 28日まで 10(）°E→115°Eと3°long/dayの述さ で動いているの

が 28 日には切断した南半分の troughが接近すると共に低気圧の深度も 深ま り 1010mb程度か

ら 1004~ll)08mb程度となり 29Flには 1l)00mb位となった． このころは低気圧と trough とが合

致した時期と見られるので地上低気EEの発達は上）甘 troughの影襲による ものと息われる．30「Iに

は上hftroughが地上低気EE.I::.を離れ始めるらしく地上低気圧は衰弱し始めた．位附もぽとんど動

いていないなおこの低気EEは牙 4.2.3図で trough①'の切断によつて発生した trough①"と① と

の交点にある事を注謡しておく．又余り動いていない事も注謡すべきである．31日から ］日 まで1ま

Fig. 4.3. l Movement of tT<mgh near 
Japan (1) (700rnb) 

の troughの接近進行に従って低気

圧は発逹したが余 り進行せす，躁れ

ると地上低気圧は衰蒻し， westeTly 

troughは地」囁り気圧による停滞を 起

しなが ら東進した

と言える．westerlytrougl1に1よ41 1にな

つて台風が来つている＇ドがぷ される．



'il) ジ ン ーヽ
4
1
 

夙 骰 1り^

9

,

＇↑

-

ぐ

ー
・
一
ー
・
-
↑

i

-

―

J

如
／

9
／

2
h
o

]
 刃f

、J
,
&
o

ヽ

／
 

ジ

屯

喰

-
.
 

30' 

⑤
 屈

r

，
 

罰
＼
ク

＼
 

“゚ ..... 

].0゚

•20° 

ヽ
IJO‘ 

n゚ャ， こ"̀L 

Iや゜

/
 シ／

/

t

 

心

弘
ー
巾

，。

/
 ／

＼

 

ロ
ロ
ご

30

Fig. 4.3 .~ Movement of trough near Japan 

§3 

2編で辿べる．

その 1例を示すと牙4.3.4図となる．

(2) Fig. 4.3.3 Movement of trough near Japan (3) 

日本附近の 700mb面 troughについて

必

30゚

が ．3.1柊lょ戸戸．3.3図に台風 と関辿した 700mbtroughの進行；状況を示す．②は台風が来つ

た、vcster!ytrough, ①①*は先行したもの，④は太平洋正り気圧と比島高気圧との間の troughで

初め四進している． ③は④ と連るものらし く牙 2編で詳細に述べるが」-.%では台風進路を支配し

た troughである事は §1で示した通りである．⑤は熱低の渦動化と関連するものらしくこれも牙

これだけが台風の動静と関連する trough と考えられる．

次に各地の布圧面r:＇：渡変化を描いて見るとほゞ 以 Iごの troughの通過でその変化が説明される．

南点では⑤が顕著で深い troughのように見え④は浅く日変

化程度に見える．米子では③が諏希であるが①①＊はほ とんど不明であり， 3（） Hより 1日までの村

しい柏j度の増加が注日される．

なお南点，米子共にその変化は台風のh附造について1壻示を与えるものでこれについてはオ 2編で

議論する．
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(1) 

牙 4.4.1図のごとく 29日の

の⑤の troughIま300mb以下

が顕村でそれ以上は逆の変化

があり tropopauseも翡いす

なわち 300mb以下1ま冷い型

の troughで気温も村し く低

い ④は tropopause

杵•通 の

る．

牙に

ぱ

各地における高暦

気象状況

南方定点の｝状況

trough 

til 

も低く

のよ うで あ

台風が接近するにつれ次

tropopause 

しているらしく，

tropopausf' 

考えられる．

も邸く 2日

(） 11年には観測値がない （図の

仙線は 'IIi]囲の観測f直より推定

して描かれている）のでよく

ぱ分らないが高度が翡いらし

く気溢変化も日変化を考える

彗姐叱な低下ではないようで

ある．21Fl 13時には気溢は

昇ったが tropopauseIま降下

3日3時で

も気溢も低い

が「I変化もあり台風による変

化のみかどうかは明瞭でな

い湿度もぽゞ気溢と平行し

ているが 2Fl 13時の多淵．しま変

化も大きく台風によ るものと

前の等圧伯齢ii妥

変化図と照合すると禍動又は

割王叩：j度の減少をもたらす原因が二つあつて前芥が且釦が warmcorC'となっているらしく後芥

ば 1ーから下まで coldcoreのように見えるがこれについては牙 2編で述べる．
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(:?) 米子のfl)《況

ぱ8「I1111年からと考えられよ う．

株な変化に見える．

(3) 綸，＇］の｝状況

濱 忽1sT

Isopleth at Tare 

唸。、 労牡

米子ぱ矛 4.4. 2 l又iに示してあるが trongl賃りは多湿域として現われている． これはオ 1.3.4図に

示した北陸から近畿に全る trougl]に相当するものと、思われる．tropopauseも多少¢恥^ ・ 2日）2時

から湿度が培）Jllしてい るの 1まこの troughの位岱の変化によるものと、思われる． 台風の影罷として

なお tropopausE'の記jさの変化も H変化もあろうが南点と1まゞ 同

2「I1>11、炉の多湿は①による変化と、思われるがaFl 1211年の．1・.h紅の多湿ぱI:｝付のRによる ものと思わ
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Isopleth at Wajima 

％汀 I~平加労、 1~ 宏冴如
Fig. 4.4.~ Isopleth at Y onago 

れるが下Ji軒ま森湿となっている ．台風の影評は 4Fl 1 II年の下肝に見られるが」刈手は窮湿であり ，

れはフェ ーン 現象と関連するものと息われる．（時間的には台風の中心ぱ 3日1811年に通過 しているか

ら両観沙lll時の中間となり台風の影靱もフェーン現象のいすれをも 直接には示してない）．これと詞様

な現象はキジア台風の時の米子でも見られる事は筆芥く1)が指摘してある．tro1)opanseも低下してい

ることから」-.］汁の沈降が考えられ気温も 砂いのは沈降と関連するものと推定できよう．

(4) 三沢の!I)く況

①の troughによる変化が あるが 余り明瞭でなく 2日に1ま函点変化に現われているらしい

も低い 台風の影罪は 4日（）時が顕著で多湿 として示される． 気溢も佑jいようであ

も，i:，い ように見える． なおこ いでは台風1ますでに衰弱しているのであるがその影

キジア合）射r1坪；•

る

tropopanse 

tropopause 

こ
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章 降 水 と 出 水

§
 

ー 全国降水分布＊

全国における降水に関する表をます示すと次のようである．

方の降水と出水」の部に記してある．

たゞし近畿地方のぱ後/I'，の「近畿地

測

都
日
温
厳
宮

候

r'.r 
フド

佐

下

防

広

松

岡

津

浜

松

米

IS ゜

濱省 ?4¾ I 

Fig. ,J.4.4 

於 ％吃 1ち%‘― 
Isopleth at lVIisawa 

危 咳 禽 0/4o/3吸笈加

Fig. 4.4.5 Isopleth at Sapporo 

態がかなり虹咽に出ていることはtt意すべきであろう．

(.',) 札幌の外犬況

札幌で（よ trough①が多涅 trovopauscの低下として示されているが気溢は日変化もあり 明瞭には

出ていない．4Fl (）時：こ（ま気溢も昇り多湿で tropopausoも喝しているがこれは台風嵐系に押され

て北．I．．している暖気の影靱もあり台風直接の影聘かどうかは分らない（和章で述べたように札幌で

は暖気による雨が多いと考えられる）．4Fi J2時には森湿となつているのは牙3章又は矛 1章で示し

た寒気の餃入による寒気内の沈降によるものと考えられ ようが，観測仙がないが tropopause も」：

昇していることは台風又は暖気の影嬰とも考えられる．

なお倦l界njiの砂さ，溢度変化の詳細な解析は別に報告する予定であるがこの台風でも①ぱ北方系

岬面であり偏西風需に属し④は南方系あるい！よ赤逍系に属し東風系にでき，閏界面の溢度は①が

鱗lであり④ぱ低溢 l怨I界面の砂さぱ後者が高く両省の撓界面〖付近では Jet 構造があり④と①とは
相髯して Jet構造をも示し台風進踪とも m要な関係を持つらしい市が示されるがそれらについて
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降リ始め時刻

3
6
3
0
0
0
0
7
0
0
5
1
1
8
1
2
5
0
5
2
4
7
1
3
0
7
1
4
話

2
0
2
6
4
2
3
0
3
0
2
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-
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0
0
8
0
3
2
5
0
5
4
5
3
5
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0
5
5
1
6
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7
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5
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2
5
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2
3
0
8
0
4
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2
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4
4
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4
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2
0
7
1
9
1
1
0
1
0
5
0
2
2
0
0
3
1
8
1
2
0
0
9
9
-
1
3
0
0
0
1
0
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1
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1
2
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1
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大阪笠区気呆台調査課

降り終り時刻

3
0
5
6
1
2
5
9
0
0
3
1
g

目

的

4
2
2
8
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測餃所 降り始め時刻 降り終リ時刻
能降水杖 1 11 !f I :fl 

＇ 最大雨絨
同 起 時

,,.·•. • 
山 3. 13 3. 21 10.4 6.0 3. 18. 40~19. 40 ,,, 

0.7 4. :20. 00~21. 00 翡 田 3. H. 43 4. :n.,10 1.4 
新 沿 3. 15. 05 4. 07. 15 0.7 0.3 4. 00. 00~01. 00 
41 l ) 1 1 3. H. 37 4. H. 05 11.4 7.3 4. 00. 00~01. 00 
秩 父 3. 11. 25 3. 22. 30 :n.9 8.6 3. 13. 30~H. 30 

熊 谷 3. H. 16 3. ~l. 05 31.1 30.1 3. 15. OO~lti. 00 
東 -}』...... : 3. Oti. 12 3. 17. 26 0.4 0.4 3. Oti. 00~07. 00 
大 島 2. 2:.!. 00 4. ~2. 00 2.9 2.0 3. 14. 14~15. H 
"ヽ.. '' • 脇• 1. 22. 45 3. 15. 40 3.4 2.7 2. 03. 50~04. 50 
膀 涌 3. 05. 39 3. 07. 55 0.4 0.2 3. 07. 48~08. 48 

銚 子• 3. 18. 33 3. 19. 05 0.1 0.1 3. 19. 05~20. 05 
筑 波 I I I 3. 08. 00 3. 23. 00 2.3 1.3 3. 08. 09~09. 09 
宇 都 ‘9” ’~ , • 3. 15. 50 3. 21. 18 0.0 o.o 3. 
I I1 宮 祠 3. 10. 39 3. 2:?. :?O 78.1 23.o. 3. 15. OO~lti. 00 
_，IJぇIJ 橋 3. 07. 15 3. 20. 15 7. 6 4.6 3. 14. 10~15. 10 

横 浜 3. 01. ~2 3. 17. 53 5.0 ~.3 3. 02. 00~03. 00 
白 河 3. 11 3. 2-! Z.l 1. 7 3. 22. 20~23. 20 
洒 Fll 3. 17. 18 -1. 08. 00 6. 6 3.2 4. 06. 55~07. 55 
輻 島 3. 19. 50 ➔• 00. 08 0.3 
山 形 3. 16. 3li 4. 11. 30 ~.3 1.5 4. 09. 20~10. 20 

仙 台 3. 19. 40 3. 21. 40 0.0 0.0 
石 巻 3. 05. 20 -!. 05. 40 0.3 
,.,;.-, ・ 古 3. 18. 49 4. 02. 17 1.5 0.6 3. 23. 00~3. 24. 00 
盛 岡 3. 17. 20 4. 06. 30 1.4 1.4 4. 00. 00~01. 00 
柑 手 山 3. 19. 00 4. 10. 35 29.3 

秋 1JI 、2.07. 35 4. 18. 03 51. 7 26.0 2. 10. 50~11. 50 
深 涌 3. 20 4. 07 10.6 3. 4 3. 23. 03~4. 00. 03 
こI上Ir: 森 3. 20. 15 4. 11. 50 8.8 2.3 4. 00. 00~01. 00 
/I.. 

は 2. 11. 43 2. 17. 05 4.9 3.9 2. 12. 00~13. 00 
DI 名 3. 21. 11 4. lo. 15 H.6 4.5 4. 01. 00~02. 00 
函 館 3. 22. 15 4. 05. 40 27.8 10.0 4. 00. 00~01. 00 
江 差 3. 2:l. 30 4. 16. 55 10.5 3.0 3. 23. 30~4. 00. 30 

森 3. 21. 50 -!. 19. 00 17.9 8.0 4. 00. 00~01. 00 
倶 知 安 3. ~:l . 15 5. 09. 56 45.8 12.3 4. 04. 40~05. 40 
奎 閲 3. ~2. 35 4. Oti. ~O 22.3 11.0 4. 01. 00~ 0~. 00 

誨 都 3. 23. 40 4. 06. 21 54-.6 18.7 4. 02. 50~03. 50 
/]ヽ 栂 3. 23. 30 5. 11. 45 48.1 10.2 4. o5. 07-oo. 07 
札 帆 4. 00. 44 4. 2:2. 20 75.5 22.6 4. 03. 00~04. 00 
-r',．: i 小 牧 3. 23. 15 -!. 06. 25 31.8 8.7 -!. 03. 20~0-!. 20 
涌 河 3. 23. 52 4. 07. 20 9.3 3.7 4. 02. 36~03. 36 
留 購 4. 03. 35 4. 18. 23 31.5 9.9 4. 05. 40~06. 40 
牙4 説 -!. 00. 45 4. 2:2. 20 34.8 10.6 4. 06. 20~07. 20 
稚 内 3. 22. 50 5. 08. 40 51.9 13.7 4. 17. 00~18. 00 
旭 Jlf 4. 02. 09 5. 09. 15 18.4 6.6 4.06. 50~07. 50 
枝 引clF→ -!. 01. 01 5. 10. 25 124.7 13.7 4. 17. 00~18. 00 
雄 武 -!. 0-!. 11 5. 12. -47 143.4 26.7 4. 09. 00~10. 00 
網 走 -4. 0-4. 48 5. 11. 27 33.4 8.9 4. 07. 00~08. 00 
術 広 4. 02. 28 4. 07. 22 50.2 28.0 4., 04. 10~05. 10 
鋼 路 ,l. 03. 57 4. 08. 20 11.7 4.8 4. 07. 00~08. 00 
根 室 4. 00. 10 4. 10. 10 2.5 1.5 4. 08. 00-09. 00 

総雨梵分布図（矛 5.1.1図）によつて全国の降水分布をみると，紀伊半島南綿と四国地方に最

多雨域があつて，次いで烏取屎一帯の山陰地方と晨尾平野地需が多雨域がある．その他はほとんど

大した雨が降つていない九州から山口県に亘る区域及び中部地方北部から関東地方．奥梵地方に

かけてら芋雨地帯であつて総雨祉は 10mm以下になつている．北海逍は梢々雨が多く 50mm以上の

所も多々あり ，北東悔岸部は 100mm以上になつている．

I 71・ 5和 陥水と ILi 水 (i7 

Fiz. 5.1.l 

／ 
’---

窪臼 l Total amount of precipitation 

9 1 

／ 〗＼ガ
Fig. 5.1.2 

Beginni" g of rainfall 
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4戸・

／ 

雨の降 り始めの時刻のぐ序時線を求

めると図＊ （牙 5.1.2図）のよ うに

なつて可なり複雑である．

雨の降り 始めたのが分る．

そいことになる．

うではなくて，

いる．

四国の南

部及び紀伊牛島附部は相当早 くから

すなわち

多雨地需は早くから雨が降つたこと

になる．等時線が密集しているから

一応図の上からは雨の進行速度がお

これは必すしもそ

山岳地帯のある局小

部分が相当早期から降り始めたなら

ば当然布時線はこんでくる． しかし

大体近畿地方中部以北から北悔逍に

かけては等時線の走りは早くなつて

又局部的には関東地方の大島

Fig. 5.1.3 Ending of rainfall 
とか奥猜地方の秋Ill,

の降り始めが早くなつている．

つている．

これらは別に等時線の立場からは大した意義はない

次に降り終りの時刻の等時線（オ 5.1.3図）は降り始めのものぽど緩雑でなく ．

九州の日田では箪独に相当早く降り終つているのと，即東地方南東部とを除いては等時

線に左程無踵は見出されない． 日木列，I，'とに竹＿『い中国，近畿， 中部，関東北部へかけてその間幅が粗

らになつていて，降り終り時刻の可なり羊く走つているのがうかゞわれる．

地常になつていたのは，

台風中心に近い裂日木

側は台風の影榔を顧杵に受けているらしく，相当おそくまで降つていた．北海滸では線が可なり密

集していて，降り終りの時刻髪化が激しくなかつた北洵道が近畿南部や四国山間部！こ次いで多雨

これらの関係から降雨時間の辰かつたのも一因であろう．

‘̀ 2
 
ヽ
ノ
ヽ
ノ

1

1

 

（

（

 

＊ 

＊＊ 

四

降

国

水
地

ilk

方＊＊

況

四国南方誨卜に停需前線が倅需していたため四国地方は瀬戸内地方で1ま睛，太平洋浩岸地

方でば公天が続いていたが， ジェーン台風が硫黄島西方 200kmに逹した 8月 31 日午後より太平

祥側及び山岳地方で降水が始まつた．

9 月3日午前台風が接近するまでに 5ケの降雨群が 9時間前後の間隔で発現し，

降水：：l::に対して四国北部ではその 2府I],

八戸等では雨

大体平行に走

その降水並は全

太平洋側東部で 3割西部で 5割程度になつている． 台風近

粕は 4時間餌に 引いてある．数字は日時を示すもので 4.04は 4日4時の意味である

C 1), C 2) 高松地方気糸台 小林祈一

接時の連続降雨は南部山岳部では 2Fl午後から始まり 3日夜には［）L|国全域に及んだ．

（口） ます四国地方の降水：他の分布を 10II年限界降水愉によつて調べてみると次のよう｀こなる．

（矛 5.1表参照）
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:,J,-5 .1 表～（~) 牙5.1表～（3)
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牙5.1表～C4) 

8)」31日 9月1日 2 日 3 日 4 

島
島
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9
 

．． 
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3
3
 

6
 

0.0 

日 計

6
0
 

．． 
l
1
6
 

6,
~1 

註 * 6時観測

△ 22時観測

8月 3] 日 10時より 9月 1日 10時までは四国の南東部に位置する那賀川の上・中流及び洵部

川の中流，南西部の渡川下流及び同支流松菜川の流域に多く，洵部川中流の川上では 79.0mm, 那

賀川中流の櫻谷では 75.0mm, 渡川下流の中村では 84.3mm, 同支流松菓川の窪川では 71.0mm 

となつている． このような多雨域の分布は東風が吹きつけるときに多い．四国中部背梁山脈以北は

雨派はきわめて少く 5mm 以下である．（矛 5.2.1図参照） 1 日 1(）時より 2日 10時までは南東

風が卓越する型の多雨域の分

布を示し，海部川の中流に最

も多く，太平洋側斜而の中部

に当る仁淀川上流が前日とは

異つて多く，渡川下流及び膀

袖川」ー．流がこれについでいる

が，前日多かつた那賀川流域

及び松薬川流域は比較的に少

くなつている．すなわち洵部

川中流の川上では 130.3mm, Fig. 5・2.1 Total amount of precipitation 

(10h 31st Aug.~10h 1st Sept.) 

Fig. 5.2.2 Total amount of precipitation 

(10h 1st Sept.~lOh 2nd Sept.) 

仁淀川上流の長者 120.0mm, 

渡川下流の三原 95.0mm, 膀

袖川上流の福原では 82.3mm 

となつている．又四国東端の

椿泊も局部的に多く］48.2

mmとなつている．瀬戸内地

方は 15mm 以下であつて東

部では特に少いが肱川流域で

は局部的にや入多く大州で

48. 9mm となつている．（オ

5. 2. 2図参照）

台風近接時の降水撒は先にも述べたように 2日午後から 3日午後までであるが 10時限界降水梵

では 2日 10時より 4日 10時までの降水址によつてあらわすこ とが出来る．

2 日］0時より 3日］・()|l年

Fig. 5. 2. 3 Total amounti~of precipitation 

(10h 2nd Sept.~lOh 3rd Sept.) 

Fig. 5.2.4 Total amount of precipitation 

(10h 3rd Sept.~lOh 4th Sept.) 

Fig. 5.2.5 Total amount of precipitation 

(10h 4th Sept.~lOh 5th Sept.) 

までの降水祉は四国東部の那

賀川 ・湘部川 ・奈半利川 ・安

葵川 ・勝涌川の流域，吉野川

I ~中流及び下流！こ多く，那賀

川 I-．流の木頭では 309.0mm, 

膀油川上流の揺原では 382.（） 

n1n1, 奈半利川＿1→．流の魚梁瀬

では 382.-!mm, 鋤山では

371. 5mm となつている．

この多雨域1ま四国の分水磁

に浩つて加塁延び石槌山東方

で 200mmの多雨域となつて

いて千足山では 191.3mmと

なつているが，更に南西に延

びて仁淀川上流では］（）1）mm

を超えて中津で 116.0mm, 

渡川中流では富山で］57.5

mmを測つている．四国四部

の南予地方浩岸部では 20mm

以下で最も少ぃ．（オ 5.2.3

図参照）

3 日 10時より 4日 10時

までは徳島屎全般，香川屎の

南部及び東部1士50mmを超え，

那賀川中流の櫻谷では 291.3

m mとなつている．又新居浜

南方の四国中部山地では 5(）

mmを超え端出場では 78.8

mmとなつているが四国西部

特に南西部では 5mm以下で

天気はすでに回復に向つてい
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る．台風が北泊誼万面に去つた後も四国東部山地で｛ままだ降雨が頌り 4日 1(）時より 5日 1(）時ま

でに那賀川中流の櫻谷でぱ 28.5mm 

Fig. 5 . ~.G 

mmとなつている．（矛.5.2. (j図参照）

（ハ）

8 月 3J

降つている．（:;r5.2.4図 ・矛 5.2. 5図参照）

台風による総降水址は四国

東部，新居浜南方山地，仁淀

川上流及び渡川下流に多 く，

台風中心が通過した四国東部

では特に多 く，膀油川 且卜流の

Total amount of precipit::tion 

(31st Aug.~4tll Sept.) 
渡川下流の三 原で は 245.8

9月2Fl 9時より 3Fl 2 1 時までの各測候所の徳II年降水簡は~5. 2.7 図 より 矛 5. 2.13図，

日より 9月 3日までの蝙出場（愛媛県），砂藪 （高知県），中村 （両知県）の毎時降水蘭は

□]
4
 2`゚ 立

Fig. 5.~.7 Ashizuri 

“ ' 4／ ぷ J i 9 I2 Ir /i とI
3日

耗口？
28

Fig. 5.~ .8 

Fig. 5.'.l.9 

Kochi 

ノ。， 口 ＇
28 3El 

Muroto 

揺原では

中流の 日野谷では

となつている．

淀川上流の旦村

Fig. 5.~ .11 

(i()1.5mm, 那賀川

又新居浜南方

の端出場で！ま 291.3mm, 

Fig. 5.2.10 Tsurugiyam:1 

Anabuki 

540.3mm  

仁

260.2mm, 

’゚
ゆ

“ 

39 

/0 

，ヽ
? Iし
.28 

な 、2 』/ 2ク滅 i 

Fig. 5.2.12 Tokushima 

ぷと

ム）

5 

降 水 と I I t 水

二 いII Iバ

Fig. 5.2.13 

‘゚
Jo 

20 

ro 

゜

屯
ー

ゃ

3

;lO 

10 

o, ,. 

L 99 

ふ

の間隔で忽められる．

... J 

1日

後の間隔で発現している．

P /之 /.t ／9 ン

/0 

Fig. 5.~ . lfi 

,, ユ 斗 J
碑

Fig. 5.2.H 

牙 5.2.14図より矛 5.2.16図であつて，

＂ 
18 21 

Jiashideba 

Takayabu 

l'iakamura 

75 

Takamatsu 

台風接近までに 5ケの降雨群があつてそれぞれ 9時間前

台風中心が接直 してからの連続降雨の中にも小降雨群が 2ないし 8時間

この うち9ケの降雨群の進行欣況はオ 5.2.17図Aないし Iの通 りである．

各所の1瓦時雨祉の最大は台風中心の進行に伴いその西方に延びる降雨群G群によつて 起 きて いる
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Fig. 5.2.17 Movement of rainfall groups 

が．恥知及び r\~j簸では E群．中村及び愛媛屎大保木では F群によつて起きている．たゞし中村では

台風中心の接近よりかなり前の 2日 20時の C群に伴うものの方が大きい．

台風中心の進行に伴う G群による降雨は四国地方の各河川の最翡水位を決定するものであつtc.

G群による 1時間降水弛の最大は高知県南部箔岸では10mm内外であったが徳，島賑東部及び新居浜

南方山地では地形の影騨をうけて 60mmないし 100mmの大きさになつている．

(2) 出水朕況

8月 31 日午後から 9月2日豊間まですなわち台風接近までに発現した 5ケの降雨群による雨飛

は降水肱況の項で述べたように局地的にはかなりの雨が降つているが河川の水位は大して裔くなつ

ていない．台風が接近した 2日夜から 3日 12時頃までの降雨は降雨時間が長い上に豪雨が数時間

にわたつて続いたため河川の水位は急昇した特に徳，島賑那賀郡を流れる那賀川及び桑野川，悔部

郡を流れる溺部川，膀油郡を流れる勝油川の増水は大きく，吉野川では上流の雨祉は大したことが

たかつたが徳島屎内を流れる中流 ・下流及び愛媛屎東部を流れる支流銅山川の流域降水飛が大きか

ったためかなり増水している ．

吉野 川

（イ） 愛媛県東部を流れる支流銅山川では流域平掏降水訊は約 220mm で．端出場の 3日5時よ

り 12時までの 7時間降水禁が総降水飛の 68%, 9時より 12時までが 46%. 9時より 10時ま

での 1時間降水祉が 72mm となつているため支流の下流に当る新宮（愛媛県宇序郡新立村新宮）

の水位は牙 5.218図のように怠昇し最硲水位は 12時に 6.80mとなつている．

9月JB

Fig. 5.2.18 Wat.er-level of 

Dozan River 

／し
東

{O 

ヽ
..t 

"'』2 IS 18 .21 
9月38

Fig. 5. 2. rn Water-level of 

Anabuki River 

む

、
枚

池

田

2

0

 

合．
4
・

届
畑

8
烹
ヽ

0 3 b,  a,5`  Zl ぷ ，3 ヽ9 9ユ Iヽ 8ヽ 21 

9月38 昨

Fig. 5.z.20 Water-level of Yoshino RiYer 

（口） 中流の支流穴吹川では総降水胡は源に近い川井で 408.4mm, 木流との合流点穴吹でぱ

232. 4mm, 穴吹 3日5時より］2時までの降水梵は総降水：他の 65％となつていて穴吹南方 8km

の長尾（徳，r；り賑美馬郡古宮村長厖）の水位は矛 5.2.19図のように 3日 11時に ］3.50mとなつて

いる．

（ハ） 本流では中流の池田町より 川下の水位は矛 5,2.20図及び矛 5.2表のようになつていて，

牙 2表吉野川の水位

姑水椋名 札反 野池 [TI 脇 町岩 津蕊 畑 牙 十新 町

位 詮 池川町池田町脇 町 林町 虻丈ll1村 1邸志村 他島 市

払準 1:(ij椋祐j (m) 87.57 88.40 33.08 30.38 5.00 3.94 0.00 

Jane敢邸水位 (rn) 9.oo 5.00 8.20 5.60 7.00 6. 15 3.% 

同 起 P.：f 3日 3日 3 R 3日 3日20時
3日15時 15[I.ff30ク｝ 16[i9f20ク｝ 19時20分 19時20分

既往最芯j水位 (m) l~.00 11.05 11.50 7.60 7.70 8.GO 5. 20 

同 起 II炉
昭 20. 昭 2. 昭 20. 昭 20. 昭 23. 昭 18. 昭 3.

lt.18 re.15 区．18 区．18 頂．'.l7 IX.18 頂．30

最祐j水位は板野では 14時；'C.9. OOm となつているが河口新町では 18時に最料が発現しているの

で peakの伝播II寺間は 4時間となつている．

（二） 徳島市西部で木流に合する支流鮎喰川流域の平駒降水祉は約 330mmで徳島の降水袖が 3

日9時より 12時までの3時間に 182mm で総降水披の 65%,10時から 11時までの ］時間雨並

が 87mm となつている通り極短時間の大雨であったため鮎喰川下流の氾濫は大きかつた．
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Fig. 5.2.22 

桑野

＇ ''I''i,, I''I・'I,'I,,I'' ;'..,_• ' I~' 'I~'' ;I '0;i4''3 
u.g 

宮洪樗o.o
(Iり、00)

も毛棺o.o
(8.1,2.2） 

も庄採 0.o

(q．口0

中島森o.o
(-o.H〇）

桑究揆0.0
(").t!ih) 

明谷揉0.0
(I. 88り）

宮円採0.0
(-0.10斗）

豊益揉0.0
(-1. 400) 

・water-level of Kuwano River 

牙 3表

徳島射附東部の膀涌川 ・那賀川・桑野川及

び湘卸ll流域の平均降水絨は約 400mmで，

勝涌川ート流の福原では 601.5mm, 

は上流の木頭で 502.6mm,

540. 3mm, 

mmとなつている．

観測がないが餃l]山及び徳島の徳時雨研より

日9時より 11時までが袋雨の加akである．

那賀川の水位変化はオ 5.2. 21図のようにな

つていて最邸水位は中流の宮浜で 3Fl 11時

30分，河口に近い中島で 15時 30分であ

るか ら peakの伝播時間は 4時間となつてい

る．桑野川の水位変化は牙 5.2.22図であつ

て桑野から富岡までに 1双 akの伝播時間は距

離は短いが高度差が小さいので 6時間を要し

ている．那賀川及び桑野川の最高水位は牙5.3

表のように過去の最翡記鎌に近く那貨川下流

の古庄及び中島では過去の記録を破るもので

あつた．

物部川

高知県東部の奈半利川・ 安葵川及び物部）II

では上流の降水梵は 400mm以上で流域平均

那賀川及び桑野川の水位

那賀川で

中流の日野谷で

悔部川では中流の 川上で 442.4

この地域の毎時降水祉の

9
9
 

輩 水 椋名

位趾

甚準 1面椋翡(m)

平水位(m)

Jane此 ',':j水位

時(m)
fi,J 起

詞檜水(rn)

既往最高水位
(m) 

浜 桶根古毛古叫中

ゃ；浜村貫茂谷t1ノlllJ開・ノlil]1平．1.：J村
14.5.00 14.50 8.62 -!.58, -0.25 

o.oo n.63 o.so o.721 o.75 
18. 50 5. 10 6. 40 6. 201 5. 80 

3日 3日 3日 3日
11時30分― 14時 15時15時20分

+18.50 +4.47 +5.60 +5.48|+5.05 

I 5.80 
I 

＇ 
，
 

•

9 

,＇ 
，
 

18.80 5.20 6.70 5.65 

野 ＼リl 谷 1富岡原ケ,,,{}豊盆

新野村希野町 此生木j• ‘硲Iiij町富岡町富岡町

28.00 9.56 1.88. -0.10 -1.10 -1.40 
I 

0. 00 0. 36 | 0. 80 I °. 88 1. 39 
2.40 3.85 5.10 I 4.10 4.30 

3日 3日 3日 3日
- 11時30分14時45分1711料0分― 9時50分

+2.40 +3.49'十4.30 +3.22 +2.91 
I 

s.90 I 

島窟t 野桑

3.30 5.35 5.49 4.51 

4.95 

3.15 

降水：地は奈半利で約 320mm,安葵川で約 250mm,物部川で約 200mm であつた．

物部川の水位は上流永瀬（香芙郡在所村永頗）で牙 5.2.23図のように 3日 11時に最高 2.70

し，

J双

z 

渡

1. 

゜I _•'I' ''.'' ~'' I_'' '·''I''I ''I ' 'I'' I ''I ''I 、 , 1, , 1,.,,,, 
18 2/ 2'f- 3 6 f /2. IS lfl ZI 沙 3 6 9 バ 15",,.
9月38 <iB 

Fig. 5.2.23 

四万十川橋）の水位は郷成水位 6.90mに逹せず，

いる．

(3) 

JI I 

徳島県下の欣況＊

徳島県下の降雨欣況

異はあるが． 3

Water-level of 1¥Ionobe River 

るが，

（秤1戌水位 1.OOm)となつたが過去の品録

5.00m（昭和 23年 7月 5日・パー）レ台風に

よる）に比ぺるとかなり小さい

仁淀川

泊j鉗屎中部を流れる仁淀川の千均降水址は

200mm で台風接近前の1日から 2日にかけ

ての降水祉が総降水：他の 4,'5%であつて台風

時に集中した豪雨でなかつたから水位は急昇しなかったが上流の支流土居川で 1ま 奥野地 ( -7 ,1`•川郡大
崎村長屋字奥野地）で 3日 11時に最砂水位が 3.20mとなり平水より 1.2m砂く なつている．

森知県南西部の渡川流域の平均降水虻は約 130mmで台風接近以前の］ R ］0時から 2日 1(）時

までの降水祉が 60%を占めているが降水並はこの河としては大きくないので具詞 （幡多郡具l,i]村

その最高水位は 3日 19時に 3.95m 

ジェーン台風の影響によつて雨の降り初めたのは，大体2日夕刻からで．

となつて

地域に よつて芳千の差

日の 3時ごろから雨強くなり，特に 9時から 12時の間に最も激しかつたと考えら

自記雨並計の設罹箇所は徳島，剣山，穴吹の各測候所以外lCは・ないので，
れる．県下においては，

県下鐸にわたる降雨の時間的変化の詳細は分らないが，測候所職員による各地の実地踏在：乞よる

被害朕況及び住民の言によれば，降雨の祉及び強度は共に最も烈しかつたのは，木県東部の膀袖川

那賀JI/，鮎喰川の各流域， すなわち剣山々系の主として東及び南東斜面である．特：こ 3日9時から

12時に至る間（台風が本眼の南部及び東部を通過時刻）の雨勢の烈しかつた点 は，

いては 60年来のものと，村の古老逹は述べているが徳島測候所においても， 3

時までの間において 1時間雨並 86.9mmを観測し，

候所開設以来の記録を示した

上流福原村においては， 4 日 10時から 6

其の値は次の如し．

上記地域にお

H 1(）時から 11

明治 45年 10月2日の 85.4mmをしのぐ澗

昭和 13年 9月4日から 5日にかけて，本尿東部を北上し県下特：c

膀涌川，鮎喰川流域に当時未曾有と云われた大被害をもたらした台風があったが，

日 10時までの 2 日間に， 780mm

この時，勝油川

と云 う雨研を観測

自記雨訊計の自記紙（当時福原村役場に設置，現在なし）は若干不鮮明で読取困難を感じ られ

5日 10時ー11時

I 74.0 

11時ー12時

130.5 

12時ー13時

138.5 

13時ー14時

74.2 

14 n恰ー15時

10.5 

10時ー14時

417.2 

＊徳島測候所担盆
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とも，最大級の記録ではないかと考え られる．今同の勝油川流域の実地踏査にあたつ

昭和 13年 9月5日との比較：こ主眼を四いたわけであるが．流域の生比奈，横瀬，

ジ
ェ
ー
ン
台
風

勝灌ll

牙5硲 粋 水 と I I } 

今まで木邦！こおいて測定さ れた，1時間雨弛 (138.5mm) 

昭和 13年，

ジェーン台風による水位と 昭和13年9月58の台品による水位

量水標：勝蒲）11下走の前原

·+5.40-ノ•一•一•一・＿ 既往最和k位-ミー
警戒I<.位 (+3.30)

3― 

2 

5
 

4
 

水

明治43年(+5.30) 

及び` 4時間雨梵

砂鉾，福原

昭和 9年のものが烈しかつたが，降雨

ジエーン台風が，逝かに大であつたと述べており，幅原附近においては恐ら

m 
-5 

-4 

-3 

-2 

-I 

E召和25,9 10 
t5和 13年9月5日

Fig. 5.:2.:26 

J.l 12 13 14 15 
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十手＝ニニニ t-+ + ＋＋ + 
五四

午年
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年年年年年年年年年年
Fig. 5.2.27 Maximum of water-level 

of Katsuu ra River 
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4時間に降つたものであり，

徳島屎下の出水肱況

23 

Water-level of Katsuura River at the arrival time of typhoon 

24 

81 

1時間最大雨祉 150mmに逹したので1ま

ないかと考えられる．すなわち福原における

2 日 10時から 4日 10時までの雨虻 502.0

mmはぽとんど 3日の 9時から 13時までの

その：itも雨梵計

からあふれたものであるから 601lmm近い1直

であったと考えると 150mmの値は一応考え

（こ の点主要山間部に

おける 自記雨他計の謡速な設四が痛感され

る）．

牙 5.:l. 24図にジ エーン台風の県内各地の

雨汎分布図，牙 5.:l.25図に昭和 13年 9月

の台風資料を掲げた降雨欣態の類似してい

る点ぱ娩く程である．
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ジエ ーン台風！こよつて 9月3日8時ごろよ り県下全般に雨強くなり，特に9時頃より 1ま雨勢一段

と強まり， 1()時ないし
12時の間は雨勢最 も強烈で時間雨他は海岸地方の平坦部50~100mm, 山

岳地方では 1(）0~15(）mm
と云 う記録的な豪雨となった急激た降雨1な河水の怠激なる増水を 来た

し，河川中氾濫せざるはなく，
ぽとんど堤防の欠坂を 来たした．雨が強く なり 出して より河川の氾

濫するまで，上流ではほとんど同1む
仕 下流で も3時間位と云 う急烈さであり ，屎下の低い土地河川

の流域地方で1ま僅か数時間の中に田畑逍蹄などが一変して水魔の世界となったのである．

蒻 lh川の出水外）；況

吉野川及び那賀川の出水朕況は前報にゆすり ，こゞでは勝涌川について報告する．降雨は勝油川

流域に砂て特i噂烈で，出水もまた記録的なもので，水位！こおいても，水位上昇の速度において

も共氾，既往の最大洪水を突破して， 被害の町）i:を首肯させる．すなわち図に勝涌川下流小松島字

麟におけるジエーン台風による洪水曲線並びに当時記録的出水と云われた昭和 ］3年 9月5日の

台風による洪水曲線を示したこれによつても， ノ--•‘エ ー ン台風による水位の上昇がいかに急激であ

ったかが分ると、思う．（11時 30分～12時，lm)

砂，中流，上流地方に砂ては更に甚しかつた桟様で，中流技の生比奈村においては 11時頃

3(）分間に約5尺以上の培水を示した又参考として昭和 14年以降の最恥水位を示した．

牙 5.4表北陸，近畿， 中国各地降水斌

地名箱山女良 伏木幅野大義山組lJI 八rt大此谷細入即II 釦 it¥白萩小）吟平上滝

河川名 I I 
冨 9JJ 1 H O. 0 5.4 0. 7 0. 9 21. 9 0. 4 0. 4 1.1 o.o 20.6 - ¥ 32.0i 51.71 0.2 

~" 118.8 42.6 18.1 11.6 13.0 31.6 13. 7 ~. 5 3. 8 -16. 5'2G. 7 17. 7¥ H. 8 
山 310.9 67. 5 24. 1 35. 7 78. 0 31. 7 50.4 l~).l 11.8 30.0 8.9 -10.0 3~.3J -~ -~ 

-! 8.5 1.5 0.1 0. 7 4.0 11.l s:ti -5.-1 :!-1.5 5.01 2.3, 10.0, 19.1117.s 県~；'~138.2 117.0 43. 0 48. 9 116. 9 74. 8 59. 4 3〗匁 39.4 59. 41 57. 71 108. 7¥ 126. 8! 39. 2 

地名企沢九谷 1大塞寺1大杉 1小松 白招 女原別宅内｝も知l 湯桶 t¥t幡字の気形作

版 I/ 大月直油谷牛販浅野袢幡字の気子祉j
l''J/1日 1 流域 I/ 1 // I // 

1 R O.0 0. 0 - - - 1．人 • ^‘‘ ’ーハ2 40.4 80.oI ー 16.0 24.4 1.4 30. 3 - 31 [I ウ3.5 -m．ソ如• V -3 34..4 10. 0 43. 0 54. 0 27.3 67. 6 53. 6 67. 0 6? 3 56. 1 64.0 2? • ？ 咬・？呼・！4 0.0 - 4. 5 - 13. 4 7. 5 •20. 0 ツ[l - - U. u u. u.l ・占

石 5 - - - - 1 - - - - 3.2 ニニ闘
— 0 .1 

μ r 74.8 90.01 43. 0 74. 5 51. 7 83. 8 91. 4 87. 0 9.5．3 80. 0 67. 2 48. 6 100. 8 45. 5 
- --

川地名能登部七JじIr,,J 1u I :rn介富来作見論鳥 l"J11勺長沢柳[II9 阪1111:j：出律大谷穴水

勾 t街祓七｝国 I/ 富来大幽寺河門 [ll /、IIケ河I],f11 町I/野·牙9~） l_l 泊岸ゾ~I谷小I/又
0.1 0.5 0.5 0.5 - o.o 
ti.l -1.3 3.0 2.6 6.2 10.3 

so.2 1s.s 22.0 22.7 32.7 40.o 
0.8 O.o 1.3 

牛収,, 

人・ 4
l. -1 30. 3 
67.6 53.l¥ 
,-..'1....,．, ... 1 トI• ,---, 

河川名

県
1日
2 

3 
4 

5 
(i 

7 
計 42.4 24.4 26.1 27.1 38.9 50.9 

1. 5 0. 3 31.0 19.0 13.1 22.o o.6 
o.o 

ニー I I o.o 
1.5 0.3 31.01 19.0 13.1 訟．0 0.6 

地名 I面蘭JI:I三国 1丸l)'Ji松岡 瓢 11 大野 朝日式,,.：今／i:西Ill中 l)LIケ油河野竹lll)ゞ 谷ぶ町l

河川名I I I I I 
1日 0.9 1. ol 。.6-I5. 3 5. 0 20. o o. 3 - - - - - 13. 5 2 l. 2 2 I 0.01 23.0l - 1.s: 21.5 15.2 10.0 - I 1.01 12.01 - I - I,.:!':!,.：}ヽ ．73 47. 7 41. 5 29. 2 3. 4 70. 3 60. 4 11. 2 49. 1 95. 0 49. 0 3(i. 2 73. 4 4. 3 154. 5 ] 24. 3 

輻 Ii 2. 1 - - -| -| - - - - - -0.  1| 

計 50.71 65.51 2!J.8 5.21 97.1 80.G 41.249.4!96.0¥ (il.01 36.2'73.4111.. 51 lfl5.4° l-14.4 

JI: I」詔名上池 rl1大河 内下一光北谷坂谷 中島束郷愛発敦賀 耳 -, •村熊川小戻11 名 Ill,:':j 浜

I I I I 0. 01 16. 5 8. 2 3. 5 1. 51 2. 2 | | o. 1 
l.(i! 0.41 (i.ll 5.8 lli.4, 10.s: 13. 7 2.3! 7.7:15.0'H.o:..J3.0 lL'j 
39. 8 63. 5 71. 6 135. 0 85. 1| 50. 0 65. 1 79. 1176. o’63. 5 75. 2 95. 4 7ゞ．II 
6. oi - 0.0 -
O.OI 4.0I 0.01 -

L 

I I 1 | | | 47.41 84.41 Sli.O'lH.31 103.0i Go.s: 81.0'81.{83.778..58!J.31 138.-{ ¥l:!.,'i 

名
日

1
1
1
2
3
4
5
r
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河

県
0

0

0
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地名！岐且 今｝じ 大Jli 杖lケ原在日

河川名 長｝じ川 拍斐 If 
油域 If 

1日 55-8220.5 108.5 
2 32.2 44.2 5!).5 
3 37.3 20.7 2li.9 
4 

:• I• 

鱈叫,'ifl/ Jl1 Iこ 1：卸II 北）J• I棺見坊1J;［

” ←比良 ii砂し ←1.:良
////  // 

1.5 27.(i fiO.n 70.1 7.5 
28.8 27.8 4(1.0 (ili.l :37.0 
91.8 172.(i 35.0 85.5 U-¾.O 

// 

” II II 

13.0 37.0 53.:2 22.:2 
18.0 "27.'2 80.0 ~8.5 
85.0 UCi.O 55.5 8-!.5 

125. 3 285.-! 19-!. 9 116.0 190. ~ 138. 7 135. 2 117.1 ~28 .0 1-H.U 221. 7 lf¥8.5 153.010:L-l 

地名 八幡 気良 白島隈川太llI伽揺七岐祁付知料村 中津大）1： -,、・ヤi l.！油i }霞 I竹Ii[| #'}｝1: 
岐I I l l l I I 

河川名 -ザ /f // ォ?://， 彗皮オ~I1』r // 1 // 1 // 1 , 1 // ―柑’とオ：frI
1日 126.6 74.1 66.419.7-!2.5 6.8 25.122.721.S'7.2'21i.2 49.0'100.-!I -!¥l.O 81i.O':i:5.0 

阜 Ij. ,~(j. 4 21. 9 46. •2 (）．52. 5 34. 1 22. 0 13. 3 9. 2110. 5111. 7| ll;. 7| (i5. 4 50. 3 24. 6 25. 1) 3 18. S -!6. 6 86.0 3(i.0 48.010. 0 10. 6 20.0-!1.512り．-!117.8!41i.o: H.71 51.5, IH¥.51 -13.1) 4 

県 I
計 161. 8 142. 6 198. 6 62. 2 93. 0 50. 9 57. 7 56. 0 72. 5 47. 1155. 71 11『：ば嘉：； 150. 81 127. 1| lI)．3. l) 

地名 |I]淑砧根 1久々根Iり＇L,1/iJm |以厩 IiI上川 白川古川河合船津栃柚l|（「 匂韓叫 'l '·i-'~
河川名

門
3 
4 

計 121.010-!.7 70.5 6-!.l. 78.9 57.5 

I地名 1J);i',•UJ 1)l•良 1I1/ji fl1原 1翌栢 1形％！ 1敗浜

500 ．．． 
30720 

090 ．．． 
260 

412 

029 ．．． 
067 

41 

780 ．．． 
33U⑳ 

070 ． 
220 

424 

535uo ．．． 
05Q-a 

ス333

河川名I洵・}＇1!: // // II // 

1 13.3 9.9 8.0 7.8 2G.O 
2 , | 3D. 0 22. 8 9. 0 fl. 7 18.0 

愛 I 3 l(i.7 21.8 18.0 H.O 18.3 
;'";r o9.o 5-!.5 s5.o 31.5 ti:2.3 

知 I
地名 1翌lj)JI f町じ！岡1屈f_|―挙・n| ／Jヽ竺

河川名 鯰矢作 I/ 
II II ”

 

” 

!/ II 

” // 木竹

“ I/ 

21.7 10.8 7.9 9. ＋ 25. o 66.o 
25.~ -J,7.7 19.7 17.(i 3.7 6.5 
o.s 31.-! 30.~ 丑． J 17.:s 41. 2 

53.7 6&.9 57.8 71.~ 4li.~ 113.7 

大廿{|足JJ)JI :f竹橋 I此ill!， I t;・，.1;,'，j 三愉

”
 

野
．ヽ
ゾ

県 1 1 22.--l 13. 2 8.7 9.8 22.S 15.0 
2 --l.l 15.6 22.0 24.1 28.0 ~0 .0 
3 45.5 3 1. 6 11.3 32.0 Zu.5 45.0 
I―; I- 72.0 60.4. 42.0 65.9 77.9 80.0 

“
 

亀llし｝r|饂叫卿1,I大山

足D)J 武節 巴 殺

“ II 

” II 

6.5 14. 5 39. 0 1(i. 7 12.9 

17.3 H.8 13.J 29.5 24. 9 

37.:2 91.7 :23.8 :28.3 31.0 

61.0 121.0 7(i.0 7士．7 68. 8 I 

知r~ I'.i>11, 

II 木ft
II 

95.0廿．5
20. 0 1 (I. s 
38.0 4さ．l

50.8 9. 6 22. 6 18.li 16. 0 25. 6 18. •3 3(i. 2 3 7. o 
10.0 -!0.0 10.2 l~.8 13.0~7.l\13. ~ li.H 1，ヽ．l)
23.2 78.5 l'.l.8'.l7.1 21. 0 10. 0 19. 1 20. 2 40. o 

84.0 128.l 45.6 58.5 50.0G3.350.5li3.~ ¥15.0 

坂 I‘― 淵戸

li：内 矢Ill

” 
II 

8.1 7,(1 
2.4. 17.ll 

41. 2 :!l. :{ 
51. 7 40.:l 

こド11 1 咲根

i蔽I'，1: j（人
I/ 

“ 
14. 1 20. ̀  
17.7 21. 2 

7 7. 9 7 1. （） 

109.7 ] 13. o 



・ヽ

8.J. ジエーン台）j•し 、Hi 約· 牙5'位 陥水と 出 水 U
ゾ

地名 島牙4 波切 浜島在ケ所一之汁ji ] ＇ f 津 —に島 ／心iを木ノ本五郷 防殿 菰阻f• 四日 Tli 白子

1 | ＇； ：［ I I l 'l l 熊野熊野
訊 II I支J<父

1日 21.4 19.0 33. 0 29. 6 93.6 1但．0 74. 5 109. 2 198.0i li8. ll 170.4 lfl2. 5 9. 2 17. 2 
2,1.3 11.0 31.o, 72.5 41.5 34.5 38.0 12:s.8 ~3.0I st>.11 32.5 48.5 10.5 20.ti 

ニ H li.8 3.-J 3.01 18.ti l(i.5 lli.O 18.0 48.7 ーー 52.5 25.1 22.0 35.2 
4 - 0. 0 - - 0. 1 - - 0.0 - - - | -

訂・ !)().5 33..J (i7.0I 120.7 151.7 15-!.5 130.5 343.7 281.0I 1.57.21 255.4 23li.l 42.3 73.0 

,T(11認 津 松坂 41111［粥見波瀬 111rr1 川i恭萩原大杉谷奥津 布引 1名張 柘柏

河川名

県， JH 22. 3 39. 8 5(i. 5 45. 0(i0. 5| 48. 01 74. 6 73. 4 75. o! 44. 5 50. o ll. 2 4. 0 
2 J-!.3 41.7 2fi.Ji 08.0I H5.0'. 7-!.8'54.DI 77.21 95.0'100.0 u.o I 50.5 I 111.0 I 1 iu.,.io.o -11.,I o.ol 101.01 21.3; 58.-!I 29.ol 4o.o1 uc1.01 35.o I sz.s I ;s,.o 4 | | | | 

：訂・ 63. 3 121. 5 ] 24. 4 119. 01 30(i. 5 1丑．fl11s7.9117D.ol210.0, :2ss.5; 97.o I 9L5 I 112.0 
地名 吃Ill 愛知川政所日野八幡棗之中河l人Ji翡ill1 大津 古槻 名前［水n沿 rll:Jご1,,rr1こ今津春！！(1

} l i ）し，l.~

滋
河川名

［［野川愛知 余火翡時渾IIl 姉大｝T'l'箪 1Jj',tiit阻滋jビワ石Ill

1日1

” I I/ I/ 日児i // 1 II I/ I/ 1托均IlJ I/ II/ ”| I/ 1/ hし1J I/ 入野
- 1 - :LO - I - 0.2 - I 1.81 1.81 3.0 !l.O 2.fl! 1. 732.0 - - 0.0 

烈 20.3 1b. ！） 2. 0 1. 5(i. 0 20. 7 27. 0 1(i. 1 21. 7| 30. 0 - 24. 5 31. 6 4. 5 1. 5 0.5 39. 3 
3 I 1.1 3ti.8.51.0 3.010.J 3:-l.lil 73.049.(il 4li.8: 95.047.0:W.953.300.0 - 11.0 1J7.0 

県 4 41. 3 1 (il. 0 31. o •33. 7 3. o' 1  1 | 25. 7 
tr I 4~.71 55.7 11,.o:-i:s.53s.s,54.5'103.o,li7.5I 70.31128.o'.1G.o,:s.+.o:86.69o.5 1.53,.2 1;sc;_3 

，比叡，字治 下和地名 点拙 lりll部 ），l，jHI木津経峠： 河守 綾祁 ，（JI・根抒叫I‘其1-lllIll辺輻知 lII化岡舞紡’’1 111 /j且知

河川名 i/ 
桂Ill II II 字治桂木律直接 由良 ／， 直揆竹野桂 「！退桂

ク り グ日 4噌｝グ 日本・ifi II // II II 
0.7 1.0 (i.2 0..J 9.8 - 0.-! (i.{ - - - 2.4 0.220.0 

H.238.~:n.o O.iil0.017.5 1.4 GO.O 22.8 Hi.2 7.~ 1.0 - 3.031.(l 11.278.5 
3(1. fl 37. 5 70.510. 0 81. 0 20. ll 31. ¥l 70.0 (J~.o Hl0.4 147 . 3~,.013.5 30. 0 lll. G 105. 2 0.し）

4.(i 1.830.!J O.o li7.li 0.2 0.5 12.018.0 112.4 
0.0 

50.17Ci.793.347.791.H7.!l lOtl.9 130.0 115.0 207.5 100.9-t0.031.5 H5.4!l-5.G 116.G¥18.5 

河川名

9,』．、
1 
3 

部 3 
4 

/ r̀-J: 
a 

計

地名

J

0

7

0

7

 

木

．．

．

．

 

8

8

9

5

 

2

5

9

 

ゴ）
 

1Jii 
ー

1

1

0

3

5

 

・
J

.

.

.

.

.
 

I

V

3

2

0

0

5

 

いり

1

1

2

＇
卜

1

1

l

9

8

0

5

 

t
 

.

.
.

.

 

5

3

1

0

 

、11’1,

1

6

8

 

A
 
＇ ＇ 1

名
日

4

月
1
2
3
4
5
6
t

也

ー
／

そ

U

j
i
i
I
 

‘、l

じ

店

／
 

9
-

III屈rI西Ilt1， I I I IIl［ 三 I l l 篠l l l 佐‘if; I | : 'J'j・・ ｛l l ll | l ’ l 

17.0 3.8 10.5 4.6 0.7 24.7 21. o l~.~ 
H.5 13. :.l ~1.8 24.0. :.l8.7 ~4.4 :.l,5．3 ~8.0 
5-!. 9 54. 7 90. 8 82.8 ¥):.!. 7 100.3 73.0 135.,5 
o.z 5.8 :28.:2 13. 8 (i.2 

0.2 

8 6. 6 77.5 151.3 111.4 l::i.S.!J 15.S.8 119.3 175. 7 

地名出石翌岡和I: 浜扱姫路竜野 赤穂 佐川 木戸谷 川西

740 ••• 
169 

13 

541 .̀ •• 2101 
16 

0000 •••• 
1416 

22509 

80750 •••• 
5040 

269 

3022 ．．．． 
1708 

550 
11 

6398 ．．． 
5ー＆5

汰じ8008214 
.1 ＇ ,1 .... 11 

2507 
1809 6545面II
．．． 心IC-11762631 

157ー11I 

5005UJ川ダク•ク840&2詮野グ315476435
1316g13 11玉i"＂

五234506二鱈JlllB23450計
河J河

奈

洞川 寺垣l人」

， 熊野
// 

80.0 77.5 
159.5 
79.1 

80.0 316.1 

5
3
9
0
8
 

．
．
 

6
4
9
 

2
4
 

3
3
0
 

．
．． 

5
3
7
 

1
7
 

西谷 村liGJ

18.5 
阻．o 40.0 
58.0 140.!J 

U2.0 199. 4 

川辺
イT野西谷

5.0 ,5.0 
22.0 1 9. 5 
76.1 91.u 

74.o I 57.1 93.6 81.2 1()3.1 115.. 5 

河合 大台ケ原 JI I J.:. 上 llJ 在篠

-,- rlt 古閉i・ // II 

” ” II 

(j7.8 343.4 30.0 7.0 0.8 
258.3 (i3.ツ 35.ti l'.27.0 4b.O 
109.1 443.3 '.215.0 72. 3 5!.J.5 

,5．o 

432.2 849.9 285.o ~06.3 108.3 

名

日

ー

1
2
3
士

50
トー一ぃ

ー
、
日

河

，人

阪

府

地名

大 阪 上 郷 鳳 池 Ill l 東 郷

庇｝在川 胚 JI: 石 i It 猜 名

” II 

” II // 

4.5 1 3. 5 10 . ~ (5.0 4.0 
18.0 21.o 28. 6 (LO 
48.fi 57.5 4¥1.9 68.0 

0.1 

71.1 3-lc.5 67.5 84.6 78.0 

淡 1h村洲本 ./11遥・; ベ99•.1• ,In., i 甜•J牧 明石 紳戸 酉‘；勾六甲 ,11 布馬

河川名

1日 40.2 28.2 33.G 10.5. 1.0 9.0 11.-! 10.1 8.0 6.8 
、2 84.5 3,.1 :27.1 33.(l 53.0 13.0 10.7 10.0 20.2 50.0 

3 UO.G 8-!.0 5-!.l 68.4 35.5 -!8.0 5!).0 75.1 43.0 13~.4 46.7 

兵
4 1. 2 

.5 1.1 | 
6 7.3 

計 130.2 208.7 109.4 12().1 8Ui 102.0 81.0 97.2 li3.l lGO.G 103.5 

フこ 王

II 

0.0 
H7.8 
4.5 

153.3 

三木 ＼ 剥I/Ii 

13,:j 5.0 

27.0 

5士．8 133.8 

95.3 138.8 

1

"＂

0

0

0

0

 

'

J

;

 

ー

1

•••• 5

5

3

3

 

-

1
1
6
5
a
3
5
 

i

v

1

 

プ

．．
 ，
 

-
9
 

1

名
日
~

4

",
1
2
3
4
5
|
 

]

そ

＂

也

ド

j
[

河

／
 

日

良 八木 多武招三輪奈良 I王寺松山 株原 付 14、i

fl 

9
5
7
 

．．． 

1
6
5
 

4

3

 

84.1 

// // II 

” 名張

13.7 0.5 0.3 8.4 11.5 
15.0 :26.3 ~8.6 46.2 81. 5 
65.0 48.0 0.9 ~8.0 

93.7 7.J..8 ~9.7 54. 6 l:.ll.O 

o
n
o
 

．．． 

9
1
6
E
8
5
 

5
0
0
 

．．． 

↓1
0
1
 

1
8
4
 

II 

133.5 178.0 

地名 和歌lfr 紺'f ili 応 ：II: 邸野IU 八幡 竜 if,ll1 1維坊 川上

河川名 紀 IIの II 

“ 
紀の支

布 「91 日 1:':j II I/ 
毀志III II 

1日 5.0 3. 9 0. 4 0.6 13.3 9. 5 
2 cl0.4 46.6 51. 2 84.~ 86.9 ll{l.0 50.0 0.6 

和 1 3 30.0 51.6 47.0 95.0 1:23.9 1 9. 6 28.0 ~u.o 
4 0. 4 54.5 
5 

計 75.4 102.1 98.6 179.6 211. 4 148.9 89.5 84.1 

I
t
o
o
 

.
l
 

.
• 

7
1
3
 

↓
l
l
 

”
 

会

2

歌

山

県

f
5
7
2
1
 

宮

阻

．
．
．
 

7
4
8
 

8
3
4
 

II 

新

熊

，

l

虫

西

0
,
:
0
3

?
7
4
 

1
3
3
 

II 

f

、

V

1

-
ー

-．ソ名

日

ー

1
2
3
4

名也

）

J

河

ス

a
t
，
 

―-' 

| 

183.5 I 370.-! 

渠栖川 白浜 色）,, 七川

当 rn 大西 古庄
// // 

58.3 8. 2 176.4 98.8 
!）2.o 182.0 156.7 190.0 
73.9 84.:2 79.7 26.9 

2
 ．
 

4
 

↓1
 

9
- 274.4 412.8 305.7 

田辺 潮 岬

U7.0 
.JO.l 
26.7 

~40.0 193.8 

在,.I
 

日

詮

0
0
0

1
9
0
 

5

0

 

“
 

日

1

160.o 

近野 市鹿野

” ” 
46. 7 

184.1 34.1 
1~6.7 140..J. 

9L. 5 
6.:2 

357.5 9:-71 . .:,).・.:,） 



86 ジエ ー ン 台 風報告 オア 5卒 降水と 出 水

地名 島UL 米子 J..l•99• ,c 法膨;•• ’i: 阿毘絲 多 '1!• 日野上 黒坂 I 

河川名
2 31.~) 3~ . 3 71.0 78.0 49.0 98.5 96.5 
3 86. 5 42. 4 39. 4 44.7 25.0 32.4 49.5 
4 2.0 

計 118.-cl 74.7 110. 4 122.7 74.0 128.9 148.0 

＇「し地名 淀江 J<ilI.『 佐摩 創来），1t 上"'''' 古 ィ'1iIi: 社 穴嗚

河川名
30.0 I 2日 21.G ~7.3 2.o 7 8. 6 40.~ 30.0 5~ .o 

lli.. 3 l¥). 4 1秋）．o 75.9 33.0 86. 6 73.5 70.0 85.0 
4 29.5 

計 41. （) 180.0 103.2 35.0 lo5.2 113. 7 100.0 166.5 

具， 地名 甘i谷廊野 島駆 古成 国英 JIjケ瀬押頭 躙'f櫻 1 本Ji:

根雨 構：口 八瑯

93.1 73.9 5~ .o 
82. l 86. 4 o4.3 

o . ~ 
175.2 160.5 116.3 

矢盆 I 三湖 I 上井蚕

flO.O 15.0 36.0 
08.0 70.0 63.7 

0.0 0.1 
1~8.0 85.0 99.8 

蒲生 I )-:茅 |」二札部

31.0 16.0 ,n.o 
70.0 169.4 109. o 

101.0 185.4 150.0 

河川名
2日

| 
42-21 88.o 11.8 11.l 2.2 11.1 19.4 18.5 22.3 

3 I 5li.01 li8.5 8li.O 91. l 109.5 101.0 126.G 94.0 88.G 
4 - - - - - - - I - -

ば,. I 98.21157.l 1)7.8 102.2 111.5 112.l 14G.O I 112.5 110.9 

認岡山西｝ヽ．1・,1fll気 三石誌島手窓如）崎味野玉lふ 笠f,i,J 矢掛叫l1倉敷邸梁輻波

河川名見ill 1;//JI- // i印'1‘ II II 1 // II II II i，'，》梁 II II II )見
1日 2.5 0.81 0.2 0.1'1.0 1.6 3.0 7.0' 4.311.411.0 
2 20.5 4.4 7.11 13..J. 22.3 2-4.0 18.2 27.5 2lL!) 9.537.8116.231.2 
s 3s.1 52.5 11.8.J.3.ol 41.5 4t,..J. 45.o 46.o 10., 10.6, 10.orn.o: s.620.5 49.o 
4 47.1 15.01 I I,  I 0.5 
5 5.0 

l1』 (i 2.8 ! I : I 
5.2 

計 61.l 52.5 63.3 78.91 55. l fl8-8 70.0 65.8 41.2 4.J..5I 19.561.n6.262.7 49.5 

山 地名 巾 l11原1Jl―l壻部新見山奥久1し湯本上長1LI奥津］、中原行）j］玉町 林野；；；i・ 訓 I

河川名古）1： // 1介~，梁 11 // 旭 // II li'i; —JI• // II II I II )仙 ， II II..  I II..  I II 

県 1日 2.（i 2. 1 1(i. 7 14. 1 30. 0 3. 4 12. 5 11. 5 8. 1 • 3. 5 1:. 0 19. 3 
2 50.2 o0.7 so.5 D.o 19.51 40.o3o.o 44.3 2.51 53.o - I 101.120.1 S.J..2 
3 33.0 37.5 21.0 21.9 40.51 26.041. 7 48.0 7.01 2.0 60.0 10.5 
4 , 3. 8| 60.o 
5 
lペ

99『 85.8100. 3 74. 2 45. （i 90. 01 69. 4 84. 2103. 8121. 4| 2. 0113.0 123.01 104. 9 65. 7 80. 5 

地名広島八幡 ， 1）Il計 天IF月 壬生 可部 I j『「IJ I生桑 吉令 小国 甲lll

ブ·~，l ll

64.5 
U.3 
2:6.0 

県

I 地名 江IIll,・} 1,ttlt,1只諏 西條 I炭谷 I翌栄 1河内 1竹原 三原

名

日

1

1

3
3
4
5
ト

生

U

J
 

河 亨
6.0 40.3 13. 7 
11. 7 11.4 2(5.0 
12.8. 6.4 15.fi 
- | - -

30. 5 58.1 

2
5
7
 

梨

↓

i
5

椋
，

3
2
1

9
2
8
 

．
．
．
 

4
6
5
3]
 

1
2
1
 

3
8
8
 

．．． 

2
5
5
 

2
2
2
 

”
 

55. 31 73. 9 56. 9 75. 4 

沼I/III

16.8 
38.4 
6.1 

61.3 

竺茂
6.0 

46.（う
22.0 

74. 6 

12.2 
29. 8 
28.5 

70.5 

市 ±生

御調
// 

17.? 23.3 
47.7 24.1 
16.5 I 41.4 

地名醐1,I久友 I前IIII]l 哭 八前 比不II 中野 1戸河III叩 l 新坂

河川名芦田 他良 三河 志跨束比和
II 

滴 1.h 紳野瀬帝釈
II II II 1 // II I I.9 1 // II 

1日 7.1 1.4 32.7 19.9 114.o 46.2 0.2・ o.61 - I _ I 
2 36.8 30.0 - H. 7 124.0 32.0 63.7 68.9 84.11 52.0 

広 3 15.3 12.0 43.5 4.1 49.4 14-5 70.2 60.8 H.4 3.8 
4 - - - - 1. 8 ー 40.11 11. 9 40. 51 39. 5 

計 59.2 43.4 76.2 38.7 289.2 92.7 174.21 142.2 139.0'. 95.8 
I 

島地名 小奴可 百四島1員喜 大下島鍋島古坂 階見 布嬰f・ 大長

河川名］）I城 I -- . I西家 阿字 布野
県 II I II I I~ 

1日ー 1.2, o. o o. o - . --I . -- I 5. 1 
2 21.9 22.41 89.9 14.3 22.1, 2s.o・ 52.0 I 27.5 
3 72.5 28.41 s2.1 36.3 32.9 5.0, 73.o I 30.6 
4 22. 2 - I - . 1. o - ... I 10. o 

計 llE¥. 6 52.01 122.01 51. fl 55.O (28.0)1 (135 :o)I G3. 2 

地名 下関角島田耕西印 仙 I窃宇部大rll 萩

1河川名祁li田川 栗野木／呑． 深川 厚束 ， 
II 

II 松本II II II . II 

8月31日 O.G I 1.4 
9 J] 1日 0.1 I 17.5 29.9 1.3 78.2 

2 1.4 3.8: 5.0 6.7 34.l 3.8 58.5 
3 0.0 0.11 7.0 0.0 3.7 5.5 
4 

I 
計 2.1 3. 91 12. 0 25. 6 67. 7 5. 6 142. 2 

I I 
口 1 地名 稔 （／r:広瀬 I玖珂岩直 平生小松 I伊佐

."r 

河川名 火l”ll川柴//木 太 [ll 可愛 II 
// I/ 

1日 14.4 66.o 109. 6 94.4 o.7 
2 14.0 75.0 11. 7 10.9 12. 4 
3 5.'1 35.0 21. 3 1 9. 8 85. 7, 
4 3.4 
5 

;1・ 33.8 176.0 146.0 

地名
上
,:':j野JIJ 八鉾

広河川名刺l町湘 I！噂
// // 

1日 99.9 29..5 
~ 4(i. 7 120. 5 

島 3 34.li 50.U 
4 

Jiて原

3
7
9
 

．．

．
 

1
8

7

 

I

I

1

5

 
5 

:;l•1 81. 2 200. 977. 9 

125.1 

帝釈

刃R

5(l. o I 
47.6 
2~ . 3 

125.9 

可愛 生日 馬洗 美波樅 I)＇与 IIl
// ” ” II II 

63.0 103.0 28.1 
42.0 

64.1 
22.5 32・.7 58.2 37.2 
13.5 21.2 17.6 45.8 13.2 
3o.O 

!84. 9 98. 8 135._()_~. 9 ~3. 9 

上7‘• I計1木 i御児i・ I ・,'T;f:11 tiと111 1 

ザ I',9:j梁 ― i心i／社 玖島~- I'''}} 太 III II 

o:2.2 I 4ti.l I 12.0 I 13.0 I 13.2 
35.o I 20.0 I 29.0 I o.o I 4.5 
14.0 I 27.0 I 39.0 I 60.0 I 0.2 

0.2 
1.4 I 

111.8 I 10:2.1 I 8u.o I 73.0 I 19.5 

87.8 114.5 

大竹 廿日 TIJ

松野 八幡
II II 

~5.0 47.0 
4.8 

- I 7.2 
- I 

25.0 5!l.O 

2
2
5
a
9
 

．
．
．

．
 

3
-a

4

2

 

3

1

5

 

須佐

町l.i.

20.1 
10.5 
12.5 

81.4 8.88 

否淀 来原

可愛 本村
// II 

37.0 
20.0 40.6 
27.0 30.5 

84.0 71.1 

三次 戸手

可愛 芦打I
II II 

61.7 17.7 
28.0 29.5 
22.5 11.2 

112.2 58.4 

御堀 防府

梢野 佐波
U II 

0.2 
65.1 4.5 
0.3 0.8 
11.(i 6.1 
o.o 
77.0 11. 6 

15.6 
5 9. 3 
12.7 

87.6 I 43.1 

船木 1 篠生 I 
河川名松本 錦 島田 錦 m布施民代 I1 厚東I // // //り fl fl 

県 8月31日 0.2 1.9 13.0 10.5 3.3 0.8 
I 9 JJ 1日 53.5 3. 4 9. 0 9. 0 8. 0 6. 8 23. o 

2 11.6 1.6 1.5 15.8 6.4 1.3 
3 29.3 6.0 0.6 O.li 0.1 
4 

計 94.6 11.0 13.0 38.4 18.5 16.6 25.1 

有帆 1 松本
II II 

1.6 
5.0 
9.6 I 59.2 

16.2 59.2 

防／i•`l:

地名 大 ii: 可,._ 0・1 塩治 恵公

島、 ，9月23日-・ 1 26.C 23.4 3.-! 8.0 
:!3.0 50.0 24.1 3.0 

根 4 fi:-l.O lti.5 

゜
10.0 

炉ぷ 升ぃ 112.6 I 89.9 ~7 .5 21.0 

玉湯

6
9
:
8
 

．．． 

i
/
0
7
 

1

1

 

広瀬

1
5
0
6
 

•
•
•• 

9
5
9
3
 

2
9
1
9
1
8
 

内日

7 

I 松永

笏原
// 

30.1 
3o.4 
18.7 

85.2 

川尻

26.5 
30.5 
14.5 
71.5 

牧

ザ
45.2 
2:.!,．5 
22.0, 

89.7 

宮野

叩f•

80.5 
7.1 

10.7 
o.o 
48.3 

見島

佐波 木Jせ
// II 

8.7 
0.1 5.0 5.0 
-!. 2 0.3 4.6 

13.0 5.3 9.6 

赤 Jせ 恥上

42.5 68.7 
95.0 27.8 
41.2 
178.7 95.6 

§ 3 近 畿地方＊

1. 降 水

近畿地方においてジ エー ン台風による降水の分布はオ 5.3.1図及び矛 5.3.2図に示したよう

＊大阪笠区気象台調査課青木滋ー担当
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Fig. 5.3.1 Isol.Jyet 10h2nd~l0b3rd Sept. 

50 

1
J
 

Fig. 5.3.2 Isobyet 10h3nd~l0h4th Sept. 

なものである．台風の進蹄が近畿地方にあっ

たのにもか＼わらす雨祉は余り多くなかつ

た．従って四国地方ほど降水のためにこうむ

る各河川の災害もそれほど激しくなかつた

紀伊半島南東部の山地で総虻 400mmを越す

ところもあったが，その他では平地で本体

5D~JOOmm, 山地でも 200mmを越すとこ

ろは一部分であった

今降水欣態について分布図によつてもう少

し詳しく観察する と次のようである．

(1) 9月2日 1()時から 9月3日 10時

までの 24時間雨祉分布を牙 5.3.1図からみ

ると，紀伊半島南東部山岳地帯が多雨区域に

なっている．大台ヶ原，新宮の区域に非常に

多く紀ノ 川以北は大体 50mm 以下になって

いる．台風中心径路の区域は案外少ぃ．京都

府北部の台風進路の左側に相当する区域に多

少多茄区域がある．その他局所的に多雨域や

森雨域があるが，降水現象として問題になる

ほどのものではない．台風が大阪湾に入つて

きたまでの前 1日間の降水特徽としては紀伊

半島南部及び南東部が指摘される・

(2) 9月3日 10時から 9月4日 10時

までの 24時間雨試分布を矛 5.3.2図からみ

ると，依然紀伊半島南東部山岳地帯の多雨域

が日立つている．降水分布の一般の傾向は前

図と相当よく 似ている．大台ヶ原，尾唸，新宮

の区域を含む多雨区域が多少北四方にすれ

て，三重屎大杉谷が 400mmの多雨域になっ

ている． この期間に台風は近畿地方を通過したのであるが，その中心径路に当る区域は最卯少雨域

でなく，進路の右側に相当する近畿地方中部区域が最小雨域になっている．京都府北部から烏取県

海岸地帯にかけては多少多雨区域になっている．

なお総雨焚分布については多雨域は紀伊半島の南東部と京都府北部山岳地帯から中国地方山岳地

牙 5卒降水と 出 水

* 2日，＊＊ 1日，＊＊＊ 31日
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方に及んでいる区域である．たゞ紀伊半島南東部の多雨域とポ都府北部の多雨J戎と1よその程度は相

当逹つているが，台風進路の両側で多雨域を観測したのは注意を要することである．たゞし左側の

但馬地方山地にある 円山川上流の出石郡合栖では 218mmを観測し平地の翌岡でも lG:3.7mm を

記録している．

近畿地方各地の降雨時間及び降雨強度は次表のようである．

測候所 降り始め時刻降り終り時刻 降雨時間 総雨絨 1時間最jく焔 In] 起時

洲 本 2. 15 I 16. 57 14.7 78.8 22.-! 10. :lO~ll. 20 
姫 路 3. 58 17. 46 13.8 I 83.8 25.1 11. 0-!~12. 0-! 

I 
J．立II9 岡 2. 50 18. 20 15.5 l 1 6 8. 6 43.8 13. 30~14. 30 

舞•}A し

鶴 1. 56 19. 12 17.3 117.8 46.0 12. 20~13. 20 
都 3. 05 19. 20 16.2 39.2 7.3 1~~13 

彦 根 5. 10 20. 18 15.1 63.2 ~3 .2 1~~13 
伊 吹 I lI **18. 20 20. 43 | 48.3 5~ .8 16.9 18~19 
春 照 ** 8. 40 20. 40 60.0 1,56.3 28.1 11. 0~1:2. 0 
大 阪 0. 01 18. 20 18.8 4.7 '.l4.8 13. lS~H  18 
神 戸 0. 10 18. 30 18.3 85.2 12.8 11. 1.5～12. 15 

I 和 歌 ,u * 22. 48 21. 40 22.9 5-!.5 20.9 10~11 
松｛ 原 * 11. 30 18. 02 ' 30.5 82.0 18.6 n 38~13. 38 
大台ケ 原 * 22. 05 21. 50 I 23.2 4-!-!.9 ti3.0 8~9 
上 野 3. 2-! 17. 30 H.l 56.9 15.4 10~11 

津 2. 50 18. 30 15.7 40.8 1 6. 2 08. 13~09. 13 

尾 翌 ***9. 43 23. 43 85.0 400.9 4-!.3 **H~l5 
潮 岬 1. 20 12. 50 11.5 51.0 19.5 09. 30~10. 30 
亀 山 3. 22 19. 20 16.0 34.,5 8.8 8. 35~ 9. 35 

| 

洲木，姫路，豊岡，舞鶴，伊吹山，大阪，和歌山，橿原，大台ケ原，尾翌の各地：こおける降雨の

欣態はオ5.3.3図に示したようなものである．尾笠の降水欣態は特徴があって，降雨徹続時間が相

当に長く 他地の数倍に及んでいる．更に 1日に相当批の降雨があって 2日にはかえつて雨祉は少＜

3 日には又降つている．大台ヶ原では比較的短期間にかたまつて雨が降つていて， その強度の激し

さがあらわれている．その他の各地では大体 3日午後に各々その地における多雨をみている．近畿

地建藤野良幸氏の調査によると，大台ヶ原，和歌山，上野，舞鶴．訓戸の各地では台風の最も接近

したと思われる時刻より前に最強度の雨が降り，大阪，料原，京都等中部の盆地では後：こ2 姫路，

豊岡ではほゞ同時になっているそうである．彦根，伊吹，舞鶴では台風通過後寒冷前線のための駿

雨が可なり弧かつたようで．台風そのものの降雨と云うより附属的の現象で雨が降つていた．

矛 5.4表に北陸，近畿および中国各地の降水兄を示す．

廿II
 ．

 

0
1
 

水

ジェー ン台風は前記のように近畿地方を通ったが，紀南地方を除いては大した降雨がなかったの

で，各河川の出水朕況 も余り日立ったものがなかった以下主要な河川について詳述すると次のよ

うである．

(1) 淀 川 の 出 水



90 ジ ン 台 夙 報 告 方，5窪 降 水 と 出 水 91 

洲本
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Fig. 5.3.3 

淀川流域ぱ台風の勢力範囲内にあったが，

和歌山
WAkA'(AMA 

Precipitation at every locality 

NAIZUl<LJ 

舞龍

/ 
橿原

KASH I WA RA 

このころ台風の勢力も可なり衰えていたし且つ降水龍

少かったので増水も余り顕杵でなかった

ます降水梵として，木津川流域では名張川上流に最 も多 く曾爾で 147mm, 松原で 99mm

る． 同じく木津川流域の北東部伊賀川士流では拓植で 168mmの淀川流域中の最大雨祉を観測 して

いるがその他でぱごく僅かである ．すなわち柘植から僅か 7km

であ

を離れているにすぎない天瀧では

56mm である．大体伊賀川流域では北部中部に少 く向東部に多くなっていたら しい． 次に桂川流

域では上浣の間山で 91mm, 限部 91.5mm，亀岡 74.6mm である．それで も桂川流域としては上

記大堰川上流区域はまだ多い方で，賀茂川士流区域はすつと少く僅かに比叡山の 75.7mm で他は

50mm以下になっている．宇治川流域では吉槻の 125.0mm, 政所の 112.0mmの他 100mm 以

下である．すなわち東部鈴鹿山系，北四部比良山脈の奥地で漸く 100mmを越しその他琵琶湖浩岸

の低地及び北部では淀川流域中の邸雨地帯に当つている．

各流域別の千均雨猜は木津川 105mm, 桂川 85mm,

均雨飛は 78mmであった

料魁湖 73mmその他 54mmで， 全流域平

次に水位について淀川の各訊水標の最高水位を示すへ欠表のようである ．

河川名 が： 水標
舒戒水位 最高水位

I 
同起時

(ro) I (m) 

木 津 )II 

I 
月 ケ 瀬 3.50 5.40 14.00 

同 上 島 ケ 原 3.50 2.95 16. 00 

同 上 ＇ I 大 河 原 5.00 6.40 15.20 

同 上 I 加 茂 3.50 3.70 18.00 

同 上 木 津 1.50 3.40 18.30 

同 上
I 

田 辺 3.50 3.7.5 21.00 

同 上
I 

八、 幡 2.50 3.15 *00.00 

桂 JI I 亀 岡 4.00 4.48 21.00 

同 上 天 竜 二CS')'． 1. 70 1.47 21.00 

同 上 納 所 2.00 2.ll5 *ll0.00 

本 JII 広 瀬 3.50 3.00 *03.00 

同 上 枚 方 4.50 8.08 *05.00 

同 上 長 柄 4.45 *08.00 

* [|Jは 4日，仙は 3日

以上のよう に淀川支流の木祁川， 桂川では大体将戒水位を上網つている．木津川，宇治川の3支

流の合流点附近には広大な遊水地が設けられているために，淀川木流に対する洪水波の伝播は阻止

された形になっているのは治水上の成功と云えよう．淀川木川の広瀕，枚方，長柄の各訊水標の台

風による最高水位が啓成水位に逹するまでに終つていることは注目を要する．

広瀬では3日 17時か ら 23時までの間に 1時間約 70cmの急上昇をして 2.70mに逹したが，

それから 4日8時までの最高水位に逹するまでは比較的緩やかに上昇した

れたためであろ う．枚方では 20時ごろから急に増水し始め， 4 日1時指定水位 270mに達するま

では平均毎時 45cmの上昇で，

1.46mである．

が，

それからは緩かな培水となり 5時最高水位 3.08mに達した長柄

では台風の高潮の影評が現われていて， 13時 10分 3.94mとなったが高潮のための異常潮位は

この増水はすぐ旧に復したがその後淀川の増水のため 22時ごろから水位は次牙

に上昇し 4日5時 4.25m に逹した． この頃までの水位の平均上昇速度は毎時 26cmで念であった

それから 8時の最高水位に逹するまでは割合に緩やかな上昇であった．

(2) 紀ノ川の出水

これは遊水地の設けら

前述のようにジ エーン台風による降雨は紀伊牛島南東部の山岳地帯，すなわち紀J川上流域に多

かったので，紀 J川では相当出水した紀ノ川における最高水位を示す と次表のようである．

批水標名
最邸水位

(m) 
同 起 時 が：水椋名 最邸水位 同 起 時

上
五
稿
七 ケ

布
条
本
井

0
0
5
3
0
 

5
0
0
0
2
 

．
．
．
．
 

9
0
5
4
4
 

14.00 
15.00 
17.00 
19.00 

藤

船

小 豆

陥
戸
島

0
5
a
-
a
 

8
0
3
a
 

•
•
• 

4
5
0
5
a
 

22.00 
~2 .00 
*23.00 

＊印は 2日，他は 3日
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なお近畿地方建設局の報告によると， 航戸での最料水位 5.05mは既往の大正 7年 9月 26 日の

台風の際の 5.15m より低いが， これは恐 らく 緋戸下流の狭窄部の改修工事のためその当時より疎

流がよくなったためだろうと云われている． この事実によればジエーン台風による洪水流禁は大正

7年のそれをはるかに突破していたであろうし，且つ又大正 6年 1(）月 1日の大洪水の記録6.06m

にせまり 1参脆たる被害をもたらしたかも知れない．

この多雨域が初め四国東部で多梵である事は確か！こ地形性彩

靱が多い事1ま否定できないと恩うが移動性である事はこの降雨群ぱ台風固有のものと考うべきであ

る多雨域に相当するものと恩われる．

ろう．

(3) そ の 他

その他の河川，熊野川，大和川，由良川等でも多少の出水もあったが，

めに大したことはなかった大和川では結崎で指定水位 42.50m,台風による最高水位 43.50m, 
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なに分雨枇の少かつたた

＊本節大阪笠区気象台予恨課 齋蒻狩ー， 中央気象台予報課

的場で指定水位 44..50m, 

45. SOm程度のものである．

§
 
4
 

毎時多雨域の移動＊

最邸水位

いすれも取

りたてて述べるぽどの出水ではない．

台風が室戸岬にせまり肺戸附近に」-.

陸，若狭湾に抜けるまでの鉦時雨：他の多

雨域を追跡すると社 5.4図となる． これ

から見ると多雨域は四国東部に 5II年～6

時， 7時には30mmの多雨域、近畿南部大

台ケ原を中心とする多雨域とがある． 前

者は図のように台風と共に移動し雨他は

]0~11時徳，島の 90mmを最大として訓I

戸上陸前から最も少くなるらしく 40mm

程度で北． I-．しているのが明示される．後

省はぽとんど位置は動かす雨弛も 8~11

時の 50mm

共に急激に雨祉も減少している．

らこの雨域は主として地形性のものであ

る事が分る．矛 8章で試みた台風静止鉦

時雨梵分布図でもこの多雨域は中心進路

右側 150km位に出ていると思われる．

前者は矛 3.3図の中心か75kらk0m~5m

の距要に中心前而から左側に現われてい

上）1：兼文

を最大として台風の上陸と

これか
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別表 1．各地の裔潮概表

第 潮

§ 1 

(I) 

高潮の桧潮記録による調査＊

概

Fig. 6. (A) 

況

6
 

章 高

台風ジエーンはその進路近傍の各地にかなりの高潮を起した．

Isochrone of maximum tide due to the Jane 

(3rd sept. 1950) 

＊東京湾l1コ的潮位

Fig. 6. CB) lsogram of height of tide due to the Jane 

(3rd sept. 1950) 

＊ 本節 神戸海洋気象台 宮11r:,汀E1紺，吉沢栂，潮III照子

その規模は 1934年 9月の室戸台

風に伴つて生じた砂潮につぐもの

であつて，大阪湾，紀伊水道，瀬

戸内海西部，若狭湾等の浩岸には

願著な風津波が来製しばく大な被

害を与えた各地の桧潮儀に記録

された最高潮位，最大偏差及びそ

れらの起時は別表 1に示した通り

である．

て，各地の高潮の分布を示した

のが牙 6.図（A）及び牙 6.図（B)

である．

高潮の最も著しかつたのは大

阪，紳戸，岸和田の各地であつ

て，

る．

た．

これらの資料を基とし

いずれも大阪湾北東部に位す

これらの場所の最高潮位は平

均水位より 2m以上高く，最大偏

差も叉 1.5mを越えている．

下津， 翌盆等が高く，

これ

についでは洲本，飾底，和歌山，

最高平均水

而上 1.5m内外， 1扁差約 1m に

逹している．叉若狭湾滑岸の宮津

でも 70cm程度の高涌が見られ

名古屋では推邸干潮時に当つ

ていたので，潮位自身はそれ程高

くないが，偏差は lmを越え，

しい異常を示した

著

邸極潮位 束京湾中 P.L．上 最大偏差 最低気圧 最 大）瓜述
地点

起時 平均潮位
等潮位上

偏差絨
（海面値）

上 (cm)
(cm) (cm) 起時 (cm) (cm) (m/s) 

名古屋 |12 h 50 
h h l l 

412 12 50 146 14 08 995.4 14 30 SE 2fi. 7 

烏 笏 9 30 113 320 11 00 36 凡11笠 11I 992.3 12 20 s 20.8 

串 本 11 15 126 301 11 20 113 潮岬 990.0 9 50 SSE 30. 7 
9 41 

下 津 (12 00) (166)・ (331)(12 00) (103) I 
， 

l 

和歌 山 I12 22 136 243 12 22 113 11 35 961.6 1~ Ob SSW 36.5 

岸和田 (12 55) (212) (231) (337) (12 55) (173) I 

大 阪 (13 00) (259) I C 469) (13 00) ('37)| : I 12 03 970.3 1'3' S 28.1 

紳 戸 12 55 202 221 316 12 55 
12 10 

33.4 167 1rn2 1.4 , 964.3 1120 NE  

158 姫路 19.0 飾 磨 14 05 243 14 05 95 12 OO 979.0 11 20 KE  

洲 本 10 58 157 316 10 58 119 11 07 963.4 10 20 NKE 31. 3 

豊 盆 9 48 395 9 48 125 徳島 969.6 11 00 KN¥V 29.2 
10 47 

I 

高 知 9 10 38 ?18 9 10 39 10 13 983. 8 10 20 K KW  18.0 

裔 松 15 30 149 331 15 30 75 10 20 986.5 11 20 KW  2:2.3 

字 野 15 30 312 15 30 70 岡Ill 990.4 8 17 KE  11.8 
111 23 

、¢ヤ
津 113 18 90 187 13 18 舞鶴 969. 9 13 10 X KE 16.8 72 13 20 

I 

台風門：｝近傍における最高潮位の起時は麟，．洲木等ではぽとんど最低気圧の時刻と一致する

が，誹戸， 泄阪，和歌山等ではかなりおくれ， 1時間内外のすれを生じている．

して北東風によつて堆苗が行われたのに対し，

これは前者は主と

後者は後面の衛西風が主因となつたた めと見られ

る．進路両側における高潮は中心域からの衝撃波の伝播と考えてあまり差はないであろう．

次に異常潮位の各点における時間的経過を概観しょう．肺戸，大阪，岸和田の自記紙には最翡潮

位に引き続き週期 300分内外の副振動が著しく発逹し， 4 日午前まで認め られてい る．

湾の甚本副振動と考えられるが，従来観測された週期よりや＼長くなつている．

歌山， 宮津の各地の記録には顆著な津波が 2回現れている．

られるが，

た．

これは港湾における反射の影咽と考え

その詳細な機巧の解明については今後の研究にまたねばならない．

叉高潮と関連して短週期の別振動及びうねり，波浪の記象が各地の記録に見られる．串本で（よ副

振動の全振巾は実に 130cmに逹し，帥戸，

洲本，名古展，和

高松等では表面波による 10cm以上の昇降が見られ

これらの起時は最大風速の時刻とぽゞ一致している．

次に台風前後における毎時の実測，推罪潮位及び両者の偏差をか＼げ， これらについて調在した

事項について述べよう．実測潮位はいすれも桧潮所の読取甚準面から測つtL値である．読取基準而

と平均潮位，東京湾中等潮位との関係は別表 2に示した通りである．

すなわち串推邸潮位には 8月の平均偏差が知られている個所についてはその値を加えてある

これは大阪
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別表 2

釦輝名 IA B 桧潮所名 A B 検湘j所名 IA B I馴 j所名 A I B 

舞 坂 81.6 8-!. ~ f,l和 fll 105.3 翡知桂浜 179.5 9',:,' • 椎 97.1
島 41 207.4 jゞ 阪築港 - 210. 0 油 水 161. 7 ぢ泣 1 129.4 
: l i 本 174.7 紳 戸 9-J.5 113. 7'j:和島 ~04. 5 193.1浜Ill外ノ i「j 99.2 104.5 
l‘• i i t 1H5.l 飾 磨 85. 観音寺 262.9 池 沖 - | 142.4 
和 歌 fiJ 10-l.O 洲 本 - 159. 3 {：j 松 167.1 18~. 2 I 

A. ・・ • 東京砂IJ等湖位下 cm B ・..•平均潮位下 cm

本， 和歌山， 詞戸，大阪，洲木， rij松， 三律浜，宇和島，荊水， 境，外J油である．その他の個所

については砂潮の影閻を受けないと見られる前後の苺時実測介I'［から 25時間についての平詢偏差を

求め，更正を施してある．従つて前記 11ヶ所以外の推冥潮位及び偏差については若干の相対的諜

差！ままぬがれない．

なおこ札らの夜料ぱ中央気象台， 大阪筏区，名古屋， t:i松各地方気象台，各測候所及び各港湾工

務所布の手を煩して）収集したも のである．

(II) 各 地の欣 況

(1) 舞 坂

台風前後 8niirl：こおける径IJ年の潮位を自記紙から読取ったも のを附表 1に示す．

推窮曲線：ま平常時でも実測と合わないか ら，これによつて偏差を厳密に計邸することはできな

いしかし 3R 23時 30分の満潮位1ま2日 23時の満潮位より約 20cm高く，砂潮はこの程度の

1直と考えられる． なお浜松における3日の最低気圧ぱ 13時 30分］005.Omb, 最大風速1士 12時

8分 ESE 1-5. 7mlsであつた．

(2) 名古屋

2~5 日の苺時の実測潮位を推邸潮位（中央気象台で J5個の分潮を用いて両いた推邸曲線から

読取る）及び両行の偏差と共に附表 2に示す．

潮位は3日 12時ごろ，折か らの落潮期に もか＼わらす増大し始め，］2時 50分， 412cm の高

極潮位！こ逹した．牙2表にあ らわれている通り，偏差にはかなり規則的な変化が見られ．特に干潮

時に談差が大きいようであるが，とにかくこの推邸曲線を用いて佑j極時の偏差を読取れば 146cm

とな る．当時気圧降下の速度は最大 (12~13時 2.6mb/br)であつて， 風速は］3時 SE17. 6 

m/sとなつている．14時 45分に至つて再び 390cm（偏差 143cm) の極大渤位が視われている

が，以後潮位は急激：こ減少して誤差の範囲内に入った名古屋における 3日の最低気圧ぱ 14時 8

分 995.4mb, 最大風速は］4時 30分 SE26. 7m/sとなつている．丁度干潮時にあたつたため，

祐i極潮位は低く，当時の推邸満潮位上約 20cmに過ぎない．しかし偏差自身は誤差を考慮にいれて

もかなり大きいので，その成1月については特別な調査を要するであろう ．気圧により期待される＿I::.

昇は僅か 20cmの程度に過ぎない

なお副振動としては週期 2分内外のものが高潮前後数時間にわたつてかなり発逹し最沿j卜数 cm

の振動を示している．

(3) 尾 。 膀

週期 10分内外及び 3~6分の副振動が3日7時ごろからやと 顧著に現われ， 10時ごろには最

点辰幅約 20cmに逹したその後 15時ごろまで振幅は時に 10~15cm に逹しているが，以後は

次牙に減衰している．

これらの副振動を平滑した 3日の毎時の実測潮位を推邸潮位（中央気象台推邸）及び両者の偏差

と共に附表 3にか＼げる．偏差1ま 10~13時， 30cm内外に逹し， 11時には 36cm の最大値を記

録した恥極潮位は 9時 30分ごろ 320cmとなつている．なお尾跨における 3日の最低気圧は 11

時 11分 992.3mb, 最大風速ぱ 12時 20分， S20. Sm/sであつた

(4.）串 本

平常は 16~19分， 10~12分の各週期の副振動が現われているが， 2日 2~6時， 18分前後の

振動がやい顕著となつて， 最高振幅ぱ約 13cmに逹した． 7時ごろその振幅がや口減少する に従つ

て， 6~8分及び 2~3分の短週期の振動が卓越してきたそのころの振幅は 5~8cm の程度であ

る． この欣態は 3 日 4 時ごろまで続いたが，台風が近接して風速が喩大（潮岬 14 時， • ESE 12. 4 

m/s) すると共に副振動は急激に発逹し始め， 5~6時 35cm,8~9時 80cmのそれぞれ極大昇降

を示し， 10時 20分遂に 130cmの最大値を記録したこの時刻は最低気圧後約 40分，風速が最

大（潮岬瞬間最大値は 10時 14分， S47. 2m/s) となったころに相当している変化の最も著し

かつた 10時 10分～11 時 30 分の間では平均昇降は約 90cm 程度と推定される． 室戸台風時

は最高 90cmであつたから，今回の方が1なるかに大きいわけである．その後は副振動は急速に衰

え， 3 日 18時にはも早著しい昇降はなかつた．

次に気象潮について考える．附表 4は串本における 2~4日の実澗，推邸潮位及びその1扁差を示

したものである．実測時副振動の著しいところでは特に前後 10'分間の最大昇降の平均をとつてあ

る．これを見ると，高潮は台風通過の前後約 10分間だけに限られ，後にはその彩靱はほとんど現

われていない．潮位は 3日8時ごろより急激に推邸との差を増し，満潮時後約1時間の 11時 15分

には 301cmの両極潮位に逹している．こ の値は平均水而上 126cmに相当する． 11時 20分ごろ

には推邸との差が最大となり， 10分間平均を とつて 75cm, 最雀りで 113cmの程度の値を示した

(5)下津

3 日 11時 15分より 12時 15分までの約1時間は水位が記録し得る上限を越えたため，実際

の潮位を表わしていない．

週期 15~17分の副振動が3日 10時こ ろからやと発逹し， 13時ごろには全振幅 25cm の最裔

1lI'-［に逹し， 15時ごろまで顕著に認められたこの週期は平常｛鳩測されるものと一致し，下津港の

同有振動週期と見られる．又 9時ごろよりうねりの影評が現われ，記象は 22時ごろまで太い線と
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なつて，その幅は 12時前後には 10cm を越えたこれは極めて額著なうねりに相当する．

翡極潮位は scaleontのため自記紙上に記録されていないが，後の原器測定の結果から計邸して

みると， 331cm(12時ごろ）すなわち東京湾中等潮位上 766cmの程度となり，拙邸涸位との差は

103cmとなる．以後潮位は 1度下降し， 13時 45分再び 299cm の極大値を示している．なお苺

時の実測，推邸潮位及びその1扁差を附表 5に示す．推邸潮位は和歌山を悲準港に選んで得たもので

ある．

(G) 和歌山

潮位は 8日 10時の推邸満潮時をすぎてもなお一様な速度で上昇し， 12時 22分高極潮位 243

cmすなわち平均水面上 136cmに達したこの時推邸との偏差ぱ 113cmとなった 13時 5分潮

位は 1度 lSGcmまで下ったが， 14時 0分再び 224cm まで上昇し，偏差 109cmを記録した気

象潮はこの時刻を過ぎるころから急激に減少し， 20時ごろ!'Clかまとんど平常の瓶態にかえった

実測，推邸潮位及びその1扁差の徳時の値は附表 6に示す．和歌山．における 3日の最低気圧は 11時

35分， 961.9mb, 最大風速は 11時 30分～12時（）分， SSW36. 5m/s 以上に逹し，裔極潮位の

起時はこれより 1時間内外おくれている．

(7) 岸和田

台風前後における毎時の実測潮及び大阪を甚準港に選び潮時，潮差の改正を加えた推邸潮位及び

両芥の1扁差を附表 7に示す． 3 日 12時 45分ごらから 13時 5分ごろまでの間記象が記録し得る

上限に達したため，この間の潮位変化は不明であるが同日 16時の測定によると，読取り甚準面ぱ

50cm低下していたから高極潮位はこの値を加えた 337cm と推定される．この値は平均水面上

212cm（前車戸基準）に相当し又偏差は 173cm となる．記録には 5時間内外の週期をもつ副振動が

最砂潮に引続いて数回現われ以後の偏差は複維な変化をしている．

(,c;) 大 阪（大正橋）

毎時の実測値及び推邸潮位（天保山）及びその偏差を附表 8に示す．偏差は 3日 2~7時や.¥.大

きな員の値を示し，最低 21cm(7時）に逹し以後潮位は台風の近接と共に急激に上昇している．

なお記録には 2時潤内外の週期をもつ副振動がかなり発逹しているのが見られる．

(9) 大阪築港（天保山）

3 日 11時ごろから潮位は急速に上昇しているが 12時 20分ごろから約 1時潤，自記ペンが

seal<'ont したため欠測し，そのため 13時 25分以後の記象は実潮位よりも低下している．その

低下:.htは4日午後の測定結果によれば 75.6cmとなる．最高潮位は自記紙からは読取り行ないが，

桧潮井戸内の痕跡から判定すれば 469cmとなる．又この時刻は 13時 10分（土10分）ごろと推

定される．大阪の最低気圧は 12時 3分， 970.3mb であったから，これより約 1時間おくれたこ

とになる．最大風速は 12時 32分， S28. lm/sであった最高潮位は平均潮位から計邸して 259

cm 以上，又この時の推邸との偏差は 237cm となる．以後潮位は 310分及び 70分の各前後の週

期で上下しながら次矛に滅衰している．この週期は別l戸の記紋に視われるものと正しく 一致する．

18時 13分， 23時 17分における極大潮位はそれぞれ 819cm,295cm であったなお 3~4Fl 

の毎時の実測，推邸潮位及びその偏芸は附表 9に，又砂潮前後の実測潮位，偏差及び気依｝状況の変

化はオ 6.1.1図に示してある．
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Fig. 6.1.1_ High tide, air pressure and wind (Osaka) 

次に副振動としては前記の長週期のものの外はあまり判然としていない．台風通過前から 22時

ごろまで記録に細かい振動が現われ，これはうねり及び短週期副振動の合成されたものと考えられ

る． 14時ごろその振幅は約 10cm に逹している．

潮位は 2日より 3R 9時ごろまではほとんど推罪曲線と一致しているが， 11時（実測潮位 173

cm)前後より急激に上昇し，台風の中心通過後約 40分の 12時 55分に邸潮値 316cm （千均水

面上 202cm)に逹したこの11在は定戸台風時の 394cmには及ばないが軸戸の捻潮儀に記録された

もの入うちでは最高であつて，こ の時推邸との偏差は 167cm となったこれは中心通過後の四風

と気圧上昇によつて対罪紀伊水追よりに推秘していた水が急激に風津波となっておしよせたものと

考えられる．その後，砂潮は 310分， 70分前後の各週期で上下しながら次牙に減衰している前

者は大阪湾の副振動，後芥は横方向の箪節静振の各週期にあたるものと考えられる． ii:j潮と気象の

・実況は矛 6.1.2図及び附表 10に明示されている．基木副振動は特に額村であつて，四つの週期が

確実に観測され，最後の振幅は約 25cm (4日 2~4時）であった風向が西に転じてから風述は
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急激：こ減少し， 15 時にはすでに 16.6111/s にすぎないがらこれら後記の振動は initialelevation 

による自由振励と考えてあま り差はないであろう．また桧潮記録には週期 8~13分の副振動があら

われているが， 3 日7時風速が十数 m をこえたころから次牙に著し くなり， 12時 40分ごろ振

幅は 30cmとなったが，以後念速に衰え， 18時には 7~8cmとなったまた週期 1分以内の細か

い振動が同時にあらわれ， 4 日0時ごろまでつゞ いているが，これは恐ら くう ねり及び短週期の副

振動の直なり合ったものであろう．こ の記録からではこれらを分離するこ とぱ困難である．その最

大振幅ぱ 3日 13時～13時 30分， 約 10cm に逹したこれら短週期の振動の記録には非常に減

衰して現われるので，さきのデラ台風の際も最高振幅は約 4cm にすぎなかった当時の湘而の朕

態をあらわす一つの仄l子となるであろう．

(11)飾廣

四大分潮応， 01, M~, Stから計邸した 9月3日の毎時の推邸値を実測f直及び偏差と共 に附表

11にか とげる．潮位は 3日 10時ごろから急激に噌大し， 12時 30分 215cm の極大値を示し，

13時ーたん 185cmまで下降した後， 14時 05分 243cm の高極潮位に逹している．この水位ば

東京湾中等潮位上 158cmに相当し，手たこのとき偏差は 95cmとなった以後潮位は 60~90分

の週期で振動しながら次牙に下降し， 20時前後には推邸よりかえつて最高約 30cm 程度低 くなっ

ている．なお姫路測候所における最低気圧は 12時 00分 979.Omb を示し，また最大風速は 11

時 20分北東 1.9.0m/sとなっている．

紳戸を標準港に選び，これに潮時及び潮位の改正を加えた毎時の推卯潮位を実測潮位及びその偏

差と共に附表 12にか .I..げる． i備1位は 3H 8時ごろから急激に推邸との差を射し， 10時 58分r:':j

極潮位 316cmを記録したこれは平均水面上 157cm の上昇にあたり，このとき推窮潮位との偏

差は 119cmであったこの時刻は最低気圧 (11時 07分， 9G3.4mb)より僅かに後で，この間台

風前而の北々東の風が強く， 10時ごろから風速は平均 30m/sに逹しているから， i沿潮は気圧の低

下とこの北寄りの風により起されたものと考えられる． 潮位はその後 13時 35分再び 304cmの

極大値を示し， 18時 50分の満潮時前後には約 50cm の偏差があらわれているが，以後は推邸曲

線との著しい差異は認められない．週期 2~4分の副振動が 3日5時，風が北に転じ， 10m/sを越

えるころから次矛に発逹し， その全振幅は最裔約 15cm(11時 0分）を示し， 18時ごろまで続い

ている．

(13) 豊盆

台風前後の瞼潮記象か ら苺時の滑1位を読取った値を，椿泊の四大分潮の常数によつて計邸した推

邸潮位及びその両者の偏差と共に附表 13にか .I..げる．潮位は 3日7時ごろから念漱に増大し，台

風最近接時の前後9時 48分に高極潮位 395cm に逹している． この時刻は大体推罫満潮時とも一

致 し， i扁差は 125cmとな る．偏差は 16時ごろまで 70~80cmの値を保ったが，以後は次矛に減

少している．また潮位は 14時 25分及び 19時 30分に再び 329cm,311cmの極大を示し，こ

れは 4時間 50分内外の週期をもつ副振動の存在を示すものと考えられる．

(14) 高知桂浜

週期 16~18分， 3~4分の副振動が 3日3時ごろからや .I..顕村となり， S時 30分ごろ叫cm

の最大振幅を示し， 14時ごろまで 10cm 以上の振幅を保つている．この前者の週期は平常現われ

るもの とほゞ一致する．またこ の副振動を平滑して画いた潮位曲線につき苺時の実測潮位及び` 油水

償知屎）を基準港に選んで適当な改正を行った推箕潮位を その間の偏差と共に附表 14にかいf

る ．偏差は 4~13 時の間 10em を 越えているが高極潮位 (9 時 10 分， 218cm, 束京湾中等潮位＿• Iこ

3Scm)の際，最大となり 39cmに逹する． 最低気圧 10時 13分， 983.Smbはこれより約 1時間

前となるが，これは副低気圧の存在によるものと見られる．また最大風速は 10時 20分 xxw
18. Om/sであった

(15) 清 水 （高知県）

2 日9時ごろから 3~5分及び 25~30分の各週期の副振動がやり顕著にあらわれ，前者は 3日

8時 20cm,後者は2時及び 8時 23cm の最大振幅を記録し，以後 4日0時ごろまで 10cm 内外

の昇降が認められる．当時足摺岬における 3日の最低気圧は 7時 40分 990.5mb を記録し，また

風速は北から西に転するころ最大で 6時 NW13. Om/s, 11時 W 12. 7m/sとなっている．また 2

~4日の毎時実測，推邸（中央気象台推節）潮位及びその偏差を附表 15に示す．偏差は 3日 7

~8時，すなわち最低気圧のころに最大となり，約 20cm に逹している． 

．
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(16) 宇和島

週期叫～33分の副振動が 3日4時ごろから 13時ごろまでやい著しくなっているが，振幅は最

祐jGem (12時）に過ぎない． 2~5 日における征時推邸，実測潮位及び両者の偏差は附表 16に

示した通りである． 1扁差は 3日 6~8時にや＼大きく 30cm程度に逹しているが，特に顕斗立な現象

は視われていない．

(17) 油律

週期 15~18分， 23~25分の副振動が平常あらわれているが，台風の前 3日1時ごろからや＼

著しくなり， 9時ごろには振幅約 8cm に逹した．苺時の実測潮位は附表 26にか入げた通りであ

る．翡潮はほとんど認められないので偏差の計邸は省賂した．

(18) 下関

9月 2~4日における 4時間話の推邸，実澗潮位及びその偏差を附表 17に示す．偏差はぽとん

ど一定で台風による影靱は現われていない．

(19) 三沖浜

2 日8時より 4日1時ごろまで 13~15分及び 4~6分の週期をもつ副振動が現われているが，

その振幅は最大十数 cmの程度にすぎない．．また 2~4日における毎時の実測，推邸（中央気象台

推邸）潮位及びその偏差を附表 18に示す．偏差にはかなり長週期の昇降が見られ，推邸曲線の誤

差があらわれているが，これから読取れば 3日 10時及び 12時の最大値は＋17cmとなる．いす

れにしても箸しい梵ではない．

(20) 今治，観音寺

台風前後における毎時の潮位を瞼潮自記紙から読取ったものをそれぞれ附表 19及び附表 20に

示す．

(21) 侶j 松

3 日 10時最低気圧 (10時 20分 986.5mb) に逹するころから気象潮はやい杵しく，偏差 50

cmの程度となった 15時 30分ごろ潮位上昇と水面の移動のため，桧潮儀のフロートが井戸の

床板に打つけられて故障し，以後 4日8時 30分まで欠測となった．最高潮位は恥松地方気象台の

調査によれば 331cm, 15時 30分（すなわち欠測の直前）で，これは平駒水面上 149cmに相当

し，この1直を用いれば偏差は 75cm となる．附表 21に 2日9時から 3日 15時までの毎時の実

測，推邸（新たに 15個の分潮の常数を用いて推邸したもの）潮位及びその偏差を示す． 3 日 8

時より 13時ごろまで記録にはうねり及び短週期の副振動による激しい昇降があらわれ， 9時 15

分には自記紙上で全振幅 28cm に逹した当時風向は始め北後西に転じ，風速は 9~12時の間 15

~22m/sであったまた同時に週期 17分前後の副振動がかなり即村に出ているが，うねりの記

象に妨げられて，その正確な振幅をとり得ない．

(22)宇野

．
 

2~5 日の毎時実測，推邸潮位及びその偏差を附表 22に示す．推邸潮位は高松を基準港に選

び，潮時及び潮i:’りの改正を加えたものを使用した潮位は最低気圧又は最大風速のころにはあまり

麟な変異を見せないが，推邸満潮時前後に至り 14時 10分 (292cm),1戸時 30分 (312cm)の

各極大値を記録し，後者は約 70cmの偏差を示している．また 3日4時ごろより 15時ごろまで週

期 5~6分の副振動及びうねりがかなり発逹し， 9時前後には副振動の振幅は 8cm に逹したな

苓岡山における最大風述は 8時 17分 NE11.Sm/s, 最低気圧は 11時 23分 990.4mbであつ

た．

(23) 宮 施

3 日 11時ごろから宮沖港の基本副振動，すなわち 56分， 46分前後の各週期のものが発逹

し，その合成振動の振幅は 3日 12時 50分～13時 18分， 19時 25分～58分， 4 日4時 47

分～5時 12分にそれぞれ 33cm,32cm, 25cm の極大値を記録し，その中間では小さい．この合

成振動週期は平時は 4時間半前後であるから，これよりもはるかに大である． 3 日 14時ごろから

は 17~20分， 7-:--11分， 2~4分の各週期の砂次副振動があらわれてきた次にこれらの短週期

振動を平滑化した毎時の実測潮位を推罪潮位及び両者の偏差と共に附表 23にか＼げておく．推算

潮位は綸島を標準港に選び，これに潮時及び潮差の改正を加えたものを用いた

潮位は 3日8時ごろから落潮期にもか＼わらす増大し始め， 13時 18分， 187cm の高極潮位を

示したこの潮位は東京湾中等潮位上 90cmに相当し，またこのときの偏差は 72cm となる．偏

差は 16時ごろまで 20cm を越えているが，以後は次牙に減少している．なお，当時舞鶴におけ

る3日の最低気圧は 13時 20分 969.9mb,最大風速は 13時 10分 J¥TNE16. 8m/sであり，高

極潮位の起時はほゞ最低気圧時と一致している．

(24) 境

台風前後 9月 2~4日における苺時の実測，推箕（中央気象台推算）潮位及びその偏差を附表

24に示す． 3 日 14時ごろから 4日 12時ごろまで欠測しているので，その間の事情は分らない

が，偏差は 3日 13時＋13cm に逹している．また週期 60~70分， 25~30分の副振動がかなり

発逹し， 14時前後には 14cm の振幅を示す．

(25) 外ノ油

週期 12分内外の副振動がかなり顕著にあらわれており， 3 日 1`5時ごろには最大振福 13cmを

記録する．また 3日 12時こ；ろ以後極めて短週期の昇降が伴つて現われ，これはうねりと見られ

る． 13時前後には自記紙上でその幅 4cmとなった当時は 3日 22時ごろまで北寄りの風で，風

速は 11時 NNE8. 9m/s, 13時 NNE13.4m/sを示したがその前後においては数 m の程度を出

ない．またこれら短週期昇降を平滑した苺時の実測潮位を推罫潮位（中央気象台推邸）及び両者の

偏差と共に附表 25に示す．偏差はあまり変化していないが， 3 日 10~13時の間最大で 21cmと

なっている．なお 3日の最低気圧は 11時 17分 1001.5mb であった
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(26) 山崎の鼻（大阪市）

標高は 0.Pで示しており ，最高 0.P+3. 45m, 13時 25分に現われている．末尾に実測潮位，

と推邸潮位（平均潮位として O.P+131cm をとり振巾を大阪湾のものをとった）との差すなわち

偏差を附表 27に示す．室戸台風時の最大偏差は 185cm, ジェ・ーン台風時は 195cm となりジエー

ンの方が大きい．

(III) 桧潮読取詔表 （附表） “ 

時刻 実測推邸偏差時刻 実測推邸偏差 時刻 実測推鉢 1偏差 |1時刻 実測け噂I偏差-
! 

| 

71 l -1 -,I 38 
83 I -

I 
2日 ， 3 ―|3日 211106 - 4日 15 87 

10 74 I —, — 4 80 - -l ， 22 109 16 86 I -
11 77 - - 5 77 ー 23 111 17 85 I -
12 78 - - 6 76 24 111 18 84 -
13 78 - 1 - ~ I 74 - 4日 1 llO 19 83 

牙 " 
1 14 77 1 - - 8 741― □ 1 

2 108 ー 1: 20 83 
表 15 79 - - ， 76 - 3 107 

- ！卜’ 21 831 -
16 

75 - i― I 
10 78 4 104 22 83 -

舞 17 
訂二＝

11 83 - l| 5 101 23 83 二1二18 12 86 

□ 1 

6 98 II 24 83 

19 75 - - , 13 89 7 96 — 5 日 ． 1 82 I 
20 79 - - i 14 92 8 9-! 2 81 - -
21 83 - ＇ 15 93 _ I ， 92 3 79 

坂 22 86 - 1 16 94 
l 

10 91 4 77 _ 1 -
―l! 23 88 - -| 17 66 - I 11 90 5 

75 !一l―
24 

： I 
89 6 87 - 1 18 

温I==1 
12 73 - -

3日 1 86 1 - - i 1 19 13 89 7 70 I - -

I 
2 84 -

i 
20 103 - - 14 88 '8 6s I―|― 

| II I 

28 8 364 366 - 2 38 2 242 | 208 I 34 3日 20‘360 370 -10 I I 4日 1499臥 202 32 
9 370 370 0 3 234 208 I 2ti rl 21 382 372 10 15, 286 258 28 
10 362 358 4 -! 234 228 ti, 22 382 356 26 16 2813 26(i 20 

I 11 334 322 12 5 258 258 0 ! :23 3()0 334 26 17 300 290 I 10 
12 306 282 2-! 6 288 298 -10 24 306 288 18 18 314 314 0 

牙 、 1
2 13 290 242 48 I 7 322 326 - 4 4日 1 29.J-252 I I 42 : 19 330 342 -12 
表 14 256 222 3-! s 348 350 _ 2 :1 2 250 224 26 I 20 340 360 -20 

15 256 224 32 9 366 354 12 : 3 242 214 28 21 348 3o0 1-,-12 
名 16 270 248 22 10 384 346 38 1 -1 2,13 220 1 22 ! 22 344 350 - 6 

17 298 28:l 16 11 382 316 66 5 250 242 I s I 23 338 330 s 

出・1 18 332 334 - 2 12 368 282 1-14 n 262 2'/8 -16 ! 24 316 30-! I 12 
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20 376 382 - 6 I 14 360 240 120 8 302 326 -24, 2 276 248 ~8 
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3 256 230 26 
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I I l 
23 334 316 18 17 292 292 o i 11 3~2 320 22 5 238 232 6 

I 24 306 274 32 18 320 328 - 8 12 328 298 30 6 240 252 -12 
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I I I II 
I 

9 I 3日 12 264'30 113日 18 280 282 - 2 オ2日 24L1 240 262'-23 38 6 
252 243 29-! 

表 3日 1 227 226 1, 7 277 271 6 13 275 246 I 29 I 19 290 I | 301 -11 
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1時ゑ．IJI実測 1-11E鉢偏差疇j 実iJIIJ ti噂偏先時刻実測推卵偏沿 II該1J 実測推邸偏‘(；

I 1日 14¥ 125 I 121 1- 2,.2日 11 184 178 6 3日 8 205 181 24 4日
15! 130 I 131 I-1 II 12 166 1 158 1 8 11 
I 

9 225 I 192 3:i 
161 147 I 149 I-2 II 13. 152 I 150 I 2 10, 240 I 197 43 
17 170 174 - 4 14 143 142 1 111 246 191 55 
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I 
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61 162 I 155 I 7. 3 117 I 118'- l 24 172 202 -12 
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阪神閻 （尼悼笥～本庄村）の

高潮によろ浸］」研大況
1・950年 9月3BJane台屈

一 防潮遠(i)決漬固所

一 高潮の追来万向（拮定）

¢一し床上浸那

”'”が床下浸）」く

---— 浸ホ芍品憬（要j＼の濠さ m)
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§ 2 

(I) 

高潮と浸水＊

概 況

所見られる ． 矛 G.2. 1 図は浸水区域図で大阪湾 • 紀伊水追の南西むき長軸に対し対朋的に茄岸没水

が見られ湾奥で非常に浸水面栢が大となっている． 大阪 ・尼ヶ崎 ・堺の各市以外は設水面栢が小さ

今回のジエーン台風では，大阪管区内の近畿・中国・四国の各地で異常潮が観澗されたが，

による浸水被害は，

各府県で見られる．

大阪湾，紀伊水逍滑岸の和歌山，大阪，兵庫，徳島，

高潮

なかんづく大阪，尼ヶ崎及び堺市はかなりの面桔に浸水し，人口稗密な商工業 ・港湾地帯のため

被害ぱ甚大を極めた．

したが，

高姉及び裏日本の京都の

台風の径路附近では高潮の他， 波浪の被害が加わり，浩岸施設，紺舶を破哀

これは丁度天体潮が年間中の可成り治j¥()時期で且つ満潮時に当つていたため更に高潮を強

めたことは一つの大きな原因である．波浪観測は，現在， 器椴観測がないが， 実地踏査の記録に所

ごyogo

“a  

r
.V. 

一

1
‘
¥
Y
 

Fig. 6.2.1 

＊ 本節 大阪往区気象台観測課 大西慶市

人

((5)頂を除く）

Region of inundation 

＆吐

ふ

ヘ
＼ 

〖ヘベヽ.、・-
八 心・I．へ．-・ し

I 

•-j 
＼
 

ー

いので，没水報告のあったところだけを悔洋線を黒線で示してある．従って凶潮没水｝状況の記述は

主として大阪市のものとなる．

＊
 

をうけている．

(III) 

....、

天保l1」検潮所の没水痕跡の窃剪

大阪 市 の高潮

(II) 大阪府の邸潮

大阪府の洵岸線は桁円形をしてい

る大阪湾の長軸の東半分の大部分を

占め， ジェーン台風ぱぽぽこの長軸

に千行に南西より北東方向氾進行し

たので， 台風の進行と共：こ翡潮は発

逹し，南より北にゆくに従って潮位

は硲くなっている．

天保山では検潮井戸 1こ窃真のように痕跡が祀録されているのでこれから決定した．

丘が続いているのと潮位も低くかったため浸水被害は部分的に過ぎなかった．

以下各地の外犬況を述べてみる．

すなわち府 ・市

及び気象台の調査によれば，数兄的

に確められた最凶潮位は次表のとお

りである．

地 名 潮位O.P．上観測時間 1所 f在 I 地 名 |l朝位0.P．上l釘はl]時間 l所笠

天 保 1J1 3.85m* 13時15分気象台 中島橋 I 3.8 m 府
源兵磁渡 3.ti 府 北港大橋 3. 8 1 府
甚兵箇渡 3.6 府 正蓮寺 I 5.5 府
岩 崎 橋 3.5 附• 堺港 4.35 13時05分 l if 大 正 橋 3.5 13時-!5分 府 11 大津港 3.6 I 1崎 55分 府

12時50分
朝 日 橋 3.6 

I 府 痒和田港 3.25 府・
鼠 橋~ 3.8 府 深 日 2.士． | } （'.j: 
備 1‘1’ lj 栢 4.0 I 

府 淡 輪 2.86位 気象台

大阪府の沿岸では大阪・堺の港湾地域は浸水被害をうけているが，堺市の大浜海岸以南ぱ巾数間

に及び，防風林のついた立派な防潮堤があるので，浸水による被害はぽとんどなかった． この沿岸

防潮堤は過ぐる室戸台風の災害の後に建設されたものである．大津港・岸和田港でも可成り の被害

南部滑岸の所々にある漁場 ・漁港の部落では被害のあった所もあるが，防風林の砂

今回のジエ ーン 台風の高潮：こよる浸水肱況の規模を知るために近年における記録のある裔潮被害

｝状況を次に掲げる．
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I最窃潮位 1浸水而耕
(+O.P.) （平方米）

3.18 被害なし

2.45 被害な し

昭和 9 年 9 月 21日 ， 5.10 49. 306. 000 港・大正 ●此花・ 住吉各区の大部分
' ｛西成 ・ 浪速 • 西 ● 輻島 • 西淀川各区の一部

2.64 !I ｛港 ・ 大正 ・此花• 東西
淀川・ 廊島区 • 西各区の一部

2.87 44.508.000 港 ・ 大正 •此花• 西淀川・ 輻島各謳の大部分
' ｛西• 西成区の一部

2. 90 52. 969. 000 港 •大正●此花•西淀川輻島各区の大部分
' ｛西・西成・北各区の一部

3. 85 110,280, 000 ｛港 ・ 大正 ●此花• 西淀川の大部分
住吉 • 西成 • 西 ● 浪速の各区の一部

2.19 I 11 港 ・ 大正 ●此花• 西 • 西成各区の一部分

年 月 日

大正元年 9 月 25日

昭和 12年 9 月 11日

昭和 19年 9 月 17日

昭和 20年 9 月 18日

昭和 25年 9 月 3 日

昭和 8 年 9 月 4 日

昭利 11年 10月 3 日

昭和 23年 10月 4 日 2.39 II 

没 水を受けた区名

港 ・ 大正 ・此花•西淀川 ・ 雁副島各区の一部

すなわちジェ ーン台風の場合最高潮位は室戸台風に及ばなかったが浸水面栢では室戸台風の陵 fを

2倍 となり浸水被害に関するかぎり近年最大のものである．

室戸台風よりも潮位の低い今回のジェ ーン台風の方が被害が大きいのは何故であろうか．こ の原

因の大部分は全く近々昭和初頭より初まる工場水使用による地下水圧低下のために起つている沖梧

片の地盤沈下の影態といえる．この地盤沈―Fの運動を知るために地理調壺所の測点の一つである北

区堂島浜通 3丁目にある水準点 237の標高の変化を 1例として取れば昭和 9年から昭和 24年迄の

15年間に約 64穂の沈下を示している．すなわち次表のとお りである．

地理調査所水準点 237（北区堂島浜通 3丁目）測点移勅朕況

標高
測定年度 標 高 測定年庇 標裔 11 I標窃測定年度 (rn) (m) 

l 
Cm) jl , 測定年度 cm) 

昭和 9 年 3.6979 昭和 13年 3.3701 昭和 17年 3.1037 昭和 21年 3.0928 
昭和 10年 3.6159 昭和 14年 3.2857 昭和 18年 3.0844 昭和 22年 3.0980 
昭利 11年 3.5370 I昭和 15年 3.2152 昭和 19年 昭和 23年
昭和 12年 I 3.4507 昭和 16年 3.1558 昭和 20年 3.0!JOS ・ 昭和 24年 3.0574 

大阪市の地盤沈下の肱況を略述すれば，

(1) 地盤沈下現象のおきている範囲は概ね木津川南側，束横堀川と西横堀川の中間より中ノ島

東部を北上して，天軸橋筋の阿側をとおり，南方町，三国方面よ り紳崎川，尼ヶ崎方而に達してい

る．

(2) 此花区島屋町方面は沈下が最も激しく近々 10年の間に 1.50m も沈下している．

(3) 昭和 10年より昭和 28年迄の期間における沈下祉が 80cm以上の激甚地域と 40~S0cm

の地域とにわけて見る と前者は平均 105.20cm後者が平均 60.GOcm全平均 71.41cm となる．

(4)・時間的に次のよ うな変遷を経ている．

(a)等速沈下期間 （昭和 2又は 3年以前）

(b)沈下速度増大期間 （昭和 2又は 3年～昭和 11又は 14年）

(c)沈下速度減少期間 （昭和 11又は 14年～昭和 18年）

(d)地域的沈下期間 （昭和 16年以後）

前掲の堂島浜通りは，丁度前記 (3)によつてわけられた全沈下区域の平均的な場所と見なされ

るが，浸水をまぬかれていて， その現在の標雌は 0.P．上 3.0574m を示している．又その他で

も 0.P. 3m 以上のところでは，一つも硲潮浸水がないことを併せ考えて，この度のジエーン台

風では約 0.P. 3m のところまでが浸水区域の限界点と考えられる．なお室戸台風もジエーン台

風もこの附近まで浸水しているので大阪市でかなり廣
•
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範岡にまで浸水する邸潮危瞼限界として，この揉¢りを

越えた潮位とをと水面栢をプロットすると牙 6.2.2図の

とおりになる． これら 1まいすれも防潮施設のともなわ

ない時分や， あるいは防潮施設（防潮堤，排水ポン

プ，抽水施設等）の機能を停止せしめた台風について

である．平日 0.P. 1. 5m を越えることはしばしばで

牙 6.2.2図泌水面も月と危政水位関係図 あるが，これは 0.P.3.5mまで堪え得る防潮施設が

活動しているので，湘炸附近の港湾施設の都合上防潮施設のできない一部を除いては浸水しない．

ただ室戸台風がこの線こl素このらないので両者の浸水朕況を比較してみよう．

次表は両台風の市内の数地点における 0.P.上最i:．:j浸水凶，地上没水科の比較表である．室戸台

玉戸台風とジェーン台風との迂水比較表

I西 1I西 2-l西 3| ilI --1 I•I, 2 11,3,1』 4 11, 5 111 6 | I I 此花区此花区櫻 I此花区櫻 ＇•厨這面亘—条 港区鰭 ―-| 
島町東洋．1,：｝南之lll「海炸逍港通 1丁日油 1丁「l泄区千舟港区南湘港区南海

栴町阜頭税杖II日油入口 1水上料入、関西汽船水寄氾念栢際港湾岸通 2T船 凪2丁
白墜柱 口 翠 J 塔 1同玄関口 「I

I ージ：虹ピ :I室戸ご亨叫＿ジ :l虹ビ：主戸ージ戸叫＿~:l室戸4 ージ： I室戸 1 ご： ＇完戸
汲邸浸水位＋ O .P.~-~g - 14.20 - 4.2014.5014.155.3114.154.374.00/4.4313.55こ4.204. 80 4.00 4.80 
地上泌水位 1. 00 - - - 1. 952.31 1. 70 1. 90 2.00 3. 06 - I3. 25 - - - - - -

1港区南廂港区新幅港区新篇港区南廊港区西八泄区I吋ih港区音笏泄区玉 池区他
名 岸辿 3丁 11い1r2丁蛉町 1丁 11しが町 1丁幡r谷松ノ 1,y，J1丁口

□ 日 「l [l nl［ 夕凪橋町 3丁目舟橋際 月町

1ーで1主戸ご：印戸乞虹二年之咋ージ事叫J：年＇ごづ室戸＿竺咋
、.―—:— I

汲 ，:::凌水位十 •o. P. 4.054.8o3.954.7o4.o54.654.o54.633.6oa.083.10 - 3. 55 - l2.35/ -
地上泌水位 l. 70 - 11. 90 2. 74 0. 60 2. 22 L. 602. 25 2. 40 1. 791. 50 - 2. 50 - I I _ 2.852. 75 1.601 - 1.800.49 ―-_ 1 港区南樟 ―---- --- I 

地名
川町 2丁港区市港区北釆港区北禍
目 I I 
（辰己栢） 岡浜通翻1,炉束町 11r:.r西ノ町

-―ン`：五lージ：室戸ージシ室戸ージ：l生戸，
汲『：凌水位＋0.P.12.8513.202.85- -~ 
地上没水位 1.00 - 11.60 -

I 2.101.251.20 -

地

地

名
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I西 l 西 2I西 311, 1 1 II, 2 rl, 3 | ll3 4 中 5I'1, 6 

港区大正 、正区舟
区北泉）じ

大正区泉大正区北大正因r-大正区鶴大正区鶴ナ 大正区舟大正区舟

l翡J• 2丁
）既竹ノ町茫．1J[1島元歳大辿 2 浜通 lT町11悶林省
2丁[l 町 1T口丁日 町 3丁日日 米殻倉I車町 10番町 3芥地

1に 一戸―1 ..• ジ ジ印戸 印戸戸二室戸 工室戸ンェ
ーン ーン ーン ーン ーン 一：

最i:＇翠水位＋ 0．P.3. 30 3.492. 203. 14 3. 50 3. 64 3. 85 4̀ 10 3. 75 4. 504.004. 18 4. 004. 28 3.9514. 33 3.904.20 
地上泌水位 il. 451. 191. 35 0. 93 1. 75 1. 22 1. 70 0. 96 1. 65 1. 95 1. 25 1. 59 1. 65 2. 24 1. 55 2. 92 1. 50 2. 94 

大n:．区南大正区南火正区南大正区］、大正区千大正区大大正区大大正区大大正区 3
想双島町恩質島町 軒家東 1
1136 2117 恩賀島町林町1892島町 222正通1023正通7150正通5173丁□

地 名

エI
ンI

地 名

Iー勺誓＿J亭叫戸叫勺厨ピ戸叫ご亨叫こ‘‘: 1~·: 
li之心j談水位＋ 0．P.3. 55 4. 39!3. 35 4. 00 3. 25 3. 80 3. 45 3. 85 3. 45 3. 75 3. 20 3. 75 3. 50 3. 45 3. 451 
地上泌水位 1. 45 1. 3311. 40 1. 32 1. 45 1. 39 1. 75 1. 46 1. 05 0. 90 1. 60 1. 44 1. 75 1. 14 1. 95I 

大正区今大正区平
木町 lT)じ町 1-.r 
「1 日

地 名

ー：）：主戸ージニ叫
最此j泌水位＋0.

I p. 3. 65 3. 66 3. 7014. oo 
地上泣水位 1.15 0. 710. 90;0. 98 

| 

ジェ．

ーン1

'.2.303.45 
1. 651.13 

風当時の最的潮位 O.P.+5. lm,ジエーン台風の最高潮位 0.P.
55 

+3. 85mとは 1.%mの差があるのに，

潮

位 森

恥

(IV) 

4に 6ヘ

大阪市の投水

8m 

距 離

牙6.2.3図

最高水位と距離との閃係図

きにコンターを入れてある．

,o~ 

ら離れて内陸に入ると，

風の方が大きい．

地上浸水高では悔岸か

ほとんど大差がなくむしろジエーン台

このことは O.P.点が不動であれば，悔岸線

から奥地への最腐浸水位の減少が室戸台風より，

の方が緩やかであったものと考えられる．之ぱ浸水朕況だけで

なく ，`河筋の潮位についても云える．

牙 G.2.3図は市内河筋の最高水位の天保山からの距離による

変化図である．室戸台風では指数函数的滅衰変化をしているのにジエーン台風では直線的に減水し

ている．

矛 6.2.4図はジェーン台風時の没水区域図で，最高浸水位等伯線は資料のあるところだけしか画

いてないが台風の後大阪府 ・市及び大阪筏区気象台の澗祉及び実地踏査の報告を木として 20cmお

尼ヶ崎市のものは帥戸悔洋気象台からの報告のもので，

ジエーン台風

●印の横の数

字は O.P.上の地盤標高を記入してある．

0.P. 基準点の説明をすると，明治 4年から昭和 7年までの大阪港の最低潮位面で現在では淀川

から市内堂品．土佐堀川に流れこむ水祉を調節する毛馬の間門に移されて，東京湾中等潮位が日本

の陸地の基準点となっているように，大阪地方の陸地の基準点となっている．昭和 12年の記録で

疇
数字ヽ地紐高(+o.P.)

濯水召埓

- 9.  
9 9 

IL9J 潮

川津木］ご／？？箋晨
肉 a

ゞ I I 
495ぷ森文 笏如9

I 
(1 ，マー—-----ヽ

三[ O‘‘ー、
,, 9 

は，東京湾中等潮位より 1.05m 

港， 大正，此花，

Fig. 6.2.4 ぬgionof inundation in Osaka City 

低い．
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西淀川各区は全く浸水し地上没水恥も深く，被害も甚大を極めた．市の東部城

東，東成，生野の各区に所々見られる局部的浸水は，

地の浸水である．

高潮浸水ではなくて，排水が不良なための低
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西淀川区方面が大部分没水したために室戸台風より裟水面栢が大きくなっている．この区の梅岸

附近ぱ祠崎川の支流が多く又地盤沈下弛も大きくて一部は既に海没しているところもあるので浸水

が大きかったが，これは祐溝］による悔水の設入，河川の逆行の府かに，夕刻になって最禍浸水に逹

したところもあるのを見ると，降雨による訓崎川の増水の影騨もある．

西成，東住吉区方伯iの浸水区域の「hi北に仲びた岱界線は沖守附近から南下している堀忠l]に沿つて

おり，この附近では地上汲水尚も低いので，東側の人口 の稗密な区域には浸水していないと想像さ

れる．東住吉区の浜口町附近の東へ入り こんだ授水区域は細井川が東へ入りこんでいるためであ

る．

前節でも述べたが投水区域の中で平常より氾面下にある四大阪には名種の防潮施設があるが矛

6.2.5図ぱ，これらの中被害をうけたものを図示したもので，防潮堤は設明を要しないであろ う．

/,i' vl ~ 、-二二〉

・ス

゜゜
沢 {91]

一竺 土ャ旦訂

冬

Fig. fi.2.5 State of water-breaker when Jane Typhoon attacked 

水門は大正区のように蓮河，貯水場の多い地常に設けられたもので，木津川，尻無川等の河筋と

の調節をする．抽水所は下水を集めるところで排水所は排水ポンプで排水するところである． とこ

牙 6咋サ
ーP I口J

Fig. 6. 2. 6 State of inundation in Osaka City 
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ろが防潮礎は図で黒線で示したもの以外は，石塊を苗み重ねたもの，箪に土盛り したも の等戦争に

ょつてこの方面への建設が等閑にふされていたために所々風浪によつて破ばされこ入から没水した

ものが被害を大きくしている．黒線で示された防潮堤は，天端の巾も 6m位もあり両側もコンク

リート同めの石垣で一つも破ばされすこの防潮J是のおかげで，例えば此花区朝日橋西の嬉ヶ野附近

は助かつている．又図の中で相五斜線で示した区域は O.P. 」-.3. 5m まで盛土されているので、9

海水は地上を洗ったが床下浸水程度で，滞水時間も極めて短く，被害は他の浸水区域に比べて極め

て少かった．

以上種々の防潮施設ぱ未だ建設途

上のため局地的には被害を軽減して

いるが，全般的には何等没水を喰止

めなかった．又停軍或いは投水のた

め排水ポンプも機能を停止し，下水

から溢水したところもあるし，没入

した水もかいだせなかった．

矛 6.2.6図 は市内の滞水｝状況図

で，大阪市土木局の好意：こより故い

た資料により作図したものである．

大正区方而が早く退水したのは排水

ポンプの復旧が早かったためであ

り．東淀川区方面の遅いのも緒局排

水作業の遅れたためである．

終りに各方面で調査した浸水表を一括して次に掲げる．

大阪府河川課の実地踏査による大阪市内最麻没水表

地上最高 比較1こ川いた B.l¥I．椋高 0.P.1こ直し区 名 観測楊所 没水位 (O.P．上）た最ふ辿水位
Cm) B. l¥I.符り- cm) Clll) 

此花区伝法川北岸 伝法町北 3丁日 3.00 西部 3 1. 27 4.27 
此花区伝法川北岸 伝法町北 1丁□ 2.00 
此花区正蓮寺）り北作 恩鉗島北之町 3.00 西部 4 2.13 5.13 
此花区正蓮寺川南岸 島 尾 町 1.00 西部 11 0.'40 1.40 
此花区安治川北作： 安沼 川鉄迎駅 1.20 西部 13 1. 21 2.41 
此花区六軒Jせ川北痒 呑日出上 2丁日 2.00 西部 8 0.71 2.71 
此花区逆川南粋 西 ブL 条 1.00 西部 2 2. 29 3.~9 
輻島区木楊川北岸 新 足 町 1.00 中部 14 1. 28 2.28 
泄区安治川南岸 石田町 2丁日 2.00 231.l 2. 26 4.26 
港区安治川南岸 木 尻 町 1.50 
港 区 玉船耕天町 0.50 西 25 I 0.95 1.45 
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区 名

港区尻無川北粋

港区尻無川北）や

西I屈安沿川南；＇ゃ

西成 区

住古 区

地上最高 比較に用いた B.l¥I．椋邸 O.P.に直 し
絞測場所 汝水位 I (O.P．上）た1及邸没水位

(m) B.:i'.I．符り・ (m) (m) 

iii岡浜通り 3丁日 1.00 西 27 1.03 I 2.03 
市岡浜通リ 5丁日 2.10 
南安治川通 1T[I 1.00 231 2.03 3.03 
（源兵御渡）
千本通り lT□ 1.00 南 4 3.40 4.40 

北島辿り 3丁日 2.00 

備考 (1) 9 }］ 4日の調査，河川課の調査は地上からの値のみである．

(2) 比較に用いた B.M.は笠区気象台で妓も適砧と思われるものを選定した．

(3) 従って 0.P. に直した値は正砒とは言えない•

(-!) 観測楊所がほとんど川添いの地上であるから水位椋の示した最邸水位と比較ナるに使利であ

る．

9月 7~8 日大阪管区気象台観測課で此花区と大正区の最高浸水位を実地踏査した結果は次表の

とおりである ．調査の方法は家の壁に筏った最高水位の康跡を B.M．から直接測定するか， B.lYI. 

の所在が見付からない場合は同一地上からの高さを測定したものであるから，この観測{II'［（まかなり

信用出来るものと思う．

B. ?II.の標裔
地上最邸 O.P. 上

観 測 拗 所 Banch. 1¥Iark (0.P.+) 泌B 水位 最協没水位
Cm) C.1¥I.上） Cm) (m) 

此花屁恩毀島北ノ町 192 住友病院正l・"J前 西 部 4 :?.13 1.62 3.75 

此花区酉島町 大阪市土木）pj北港衣材趾楊
酉島地盤沈―l‘^観測 3.85 -0.25 3.60 
所 （井戸側天端）

此花区島展町 扶桑金屈工業株式會社 西 部 13 1. 21 2.79 4.00 

西区九条小公園内
九条地盤沈下観澗 2.17 -0.47 1.70 
所 （井戸側天端）

西区九条小公園内 西 部 45 0.9:l 0.70 1.62 

西区九条小公園内 多根病院 西部 45 (II付近） 0.92 1.20 2.12 

西I匝九条新逍通 三和銀行前 西部 45 （附近） 0.92 0.90 1.82 

西区九条新迎逍替羅派出所前 西部 45 （附近） 0.92 0.85 1.77 

西区九条新逍通り 松竹削楊前 四部 45 （附近） 0.92 1.25 2.17 

西区花固橋市雷停留楊前 西部 45 （附近） 0.92 0.70 1. 62 

大正区大正通 3丁 日 三軒家小学校庭 酉 部 31 1.43 1.60 3.03 

大正区南泉厄町 3丁目 泉）じ束小学校校庭 西 部 33 1. 20 2.12 3.:12 

大正区小林町交又点 西 部 34 1.63 2.02 3.65 
大正区南恩賀島町

西 部 35 1. 74 1.50 3.24 関西配雷会社鶴町変霊所内
大正区平Jじ町 1i]立木津川術泊所庭 西 部 36 2.82 0.79 3.61 

大正区南恩奴島町 南恩致島小学校校庭 西 部 37 2.03 1.16 3.19 

大正区泉）じ竹ノ町 1丁日 万輻寺換内 西 部 30 1.31 1.80 3.11 

大正区北恩笠島町 北恩賀小学校校庭 西 部 29 1.21 2.03 3.2-! 

大正区新千歳町交又点 西 部 42 1 • 68 1.69 3.37 

大正区鶴浜通り 1丁 日 港満部鶴町工場 西 部 40 2.68 l.06 3.77 

大阪市港湾局が実地踏査した結果は次表の とおりである．方法は最高浸水位の痕跡を水準測批 し

たものである．
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測 点

此花区櫻島北ノ町
住宅 2軒□台所柱

此花区梅町 2丁 口
束洋阜頭税関白墜

此花区櫻島町 日通入口柱

港区北海｝や通丁 1日 抒察培前

港区天保山 関西汽船降口槌

港区四条通 lTU 水害記念塔正面

港区千舟橋霊停前 港湾）［J玄関

港区南海｝乍通 2TB
港湾局港務係分室

港区出諭町 2T[I 港湾局1日試瞼楊

港区南湘岸通 3丁 [l 三井愈[li

港区新禍崎町 2丁日

港区南輻崎町 3丁口
1日陣地コンクリート壁

港区南輻崎町 1丁日
輻鯰渡祇出所柱

港区大正辿 lOT日 23番地
虚気局ノ前

大正区小林町 189ノ 2
大正泊防培樅

大正区千島町 222

大正区南泉）i町 3丁目

大正区今木町 2丁目

大正区泉）亡梅 ノ町密羅辿絡所

大正区大正通4丁□5番地
市営住宅 1号

大正区新千歳町 128
大阪プライウッド株式合祉外前

大正区鶴町 3118

大正区鶴浜通 1丁 日 1番地
市港湾局牙二建設事務所

地上 0.p._I::. 
冠水硲汲i,：:i水位
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測 点

港区八幡｝佳松町 2T□
港区八幡足町 2T□
港区西市岡町 1丁口

II港区石 III町

i港区北輻崎西ノ町

：港区北翻I窃康ノ町

I港区辮天町 5丁口

港区抱月町 4丁口

港区南揉川町 2丁日 ）反己橋

港区TIIl/i]浜通 1丁口

大正区三I[f家束 1丁日
， 臨港舟，ij下下

大正区大正通 5T日 73靴｝豆

大正区大正迎 7丁□50牛乳足

大正区平）i浜通 lT□
大正区南恩賀島町 1丁□36番地

大正区南恩賀島町 lT日 117番地

！大正区南恩四島町 lT□1番地
1 荒物）せ
1 大正区舟町 1番地
， 農林省米穀倉fili外塀
：大正区舟町 10番地
： 帝国化工株式會社住宅塀
i 大正区舟•町 3 番地
！ 中山製銅株式合祉

i住吉区南港町

住吉区釜口町

地上 0.P．上
冠水邸最i'，は水位
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次に近畿地方建設局が浸水痕跡を水準測虻した ものを掲げる．

最O森(.没mP)水.+商附0近.地盤裔楊 所
cmP) .十 I 摘 要

北区中ノ 島 5丁 目 34番地 3.50 2.82 

北区,1,,ノ島 7丁目 34番地 3.36 2.82 西ノ秘砿水椋

西区仲ノ町 2丁目 4番地 3.72 1. 78 和田孝蔽方

大正区大正通 1丁目 3.05 1.87 市雷大正椅停留所前

大正区大正通 3丁日 106番地 3.28 1.25 三軒家小学校表門前

大正区大正通 3丁目 106番地 3.16 1. 74 三軒家小学校々庭

大正区泉J心上通 2丁目 55番地 3.15 1.43 石本嘉和方

大正区泉凡上通 3丁目 25番地 :l.58 1.81 石 原 氏
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穂では最高が 2回ぁったと報告されているが， これはf張潮期叉は落潮期に台風による異常潮位がみ
場 所

大正区小林町 169番地

大正区小林町 11番地

大正1甚新千歳町 117番地

港区夕凪町 J丁日 13芥地

港区八桔／せ元町 1丁□280番地

港区八幡屈元町 3丁 D

港区西lii|ij町 2丁目 2-!番地

港I盛冠冴加］2 丁日 20番地

港区泌｝点 1TD  31番地

港区、ぷ町 3丁日 31番地

西区九条中辿 4丁日 35-!番地

西区本田町 3丁目 71番地

西区本田町 2丁□64番地
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摘 要

3.65 

3.42 

2.87 

3.47 

2.78 

2.85 

3.29 

2.84 

1.98 

1.76 

2.12 

2.12 

1.32 

0.98 

0.82 

1.33 

1.29 

1.22 

1.07 

1.20 

0.97 

1.22 

附近提裔 O.P. +2.85m,b砥千歳町停留所前

佐 古
↓
L
"
 

マナ 打こ

廿J雷玉舟橋停留楊附近

松島遊廊内

備考：本表品載の観測泌水翡は停濡時の痕跡を実測したものであり瞬間的な最邸潮位は観測することが出来

なかった．
た時刻は賓料が少く明らかではないが， 四寄りの風をまともに受ける淡路島西芹が最もおそく一部

(V) 

ジエーン台風ぱ 9月8日 12時すぎから 13時すぎまでの約1時間余りの間に兵庫県南部から北

ヘ樅断したが， これに伴い，浩｝位各地に高靱が来製した． この高潮について当台調査課員， 州本，

姫路両測候所員の踏査結果及び各町村役勘からの報告で約 60ヶ所の究料を得たので，

した結果を報舌する．

(I) 

兵庫屎下の没水＊

慨 況

崎朝の起時：ま時間のわからないところが多く，

波の 5時ごろ（百波村役場の報告：こよる）という例外と赤穂以西 (16時前後）を除き，

の通過前にぱほとんど贔潮の傾向を見たという報告がなく，

潮が来製した校様である ．

•「i:j潮の起時はお 入むね， 台風の進路に階つて又それより遠くなる程，

路島南岸が最も早く 11~12時ごろ，

ごろ，淡路島西岸の 14~16時ごろ，

路をたどつて最砂の起時を見るとお＼むね淡路島南岸，淡路島東岸，

宛おくれており，

相当し，

＊本項 紳戸湘洋気糸台

これを調査

又同じ場所内でも区々であるが，淡路島四岸の育

10時ごろ

~14時ごろで場所によ り異なるが最向潮位の現われたと息える約 1~4時間前から台風通過前の

北東の暴風：こより水位が平常より次牙に高くなりつ＼あった事になる．但し淡路島南痒では， 台風

台風の通過直後南寄りの強風と共に沿j

次牙に遅くなっており，

二見港附近以I府の 14~18時ごろの）頒序であつて，

淡

次いで淡路島東岸の 12~14時ごろ明石市以東の 14~15時

台風の進

阪祠地方箔指の順に約 1時11}］

台風の通過に伴つて北ないし東寄り の風が南ないし両寄りの風に急変した直後に

その上丁度満潮時前後に相当している．淡路島の由良及び洲木，播磨濶滸岸の広畑及び赤

られ，

る．

その後（或いは前）満潮時になって，共の潮位が平常より可成り邸くなったためと、思われ

最祐j潮位は大阪湾の最奥部に当る西ノ宮，

つて最高を示し，満潮面」-_4m前後に逹し．

害が最も大きく，

宮， 

次いで紀伊水迫に面した淡路島南岸が満潮面上 3~4m

尼ヶ崎方面を除く大阪湾常岸が満潮面」→． 2~3m位で明石以四の播靡灘浩岸が最低で満潮面上

O. 7~1. Om位であつ応

今回の高潮によつて淡路島浩岸及び阪帥地方浩岸の大部分と明石市以西の播磨灘滑岸の所々が浸

水したが，浸水の速度は前述の様に除々に翡くなりつ入あった潮位が更に台風通過後の強風によつ

て海水の吹き寄せや，低気圧による吸い上げで急如砂くなったため怠であった場所が多く，

速度は地形の関係もあつて淡路島南罪その他数ヶ所を除き大部分はゆるやかであった．

を除き 21時～4 日611寺ごろで，他は慨して 16~2(）時ごろとなっている．

(II) 各地の砂潮の肱況

各地の祐溝］の朕況は別図及び別表の通りであるが県下所在の桧潮所1ま帥戸，

所に過ぎす最高潮位の数字には波料を含むものもあり又過大なものもあり，時間も正砲を期し難い

が報告の通りそのまい記入しておいた．

次に兵庫県各地の高潮の｝状況について台風の進路及び地理的関係等を考胞して淡路島南岸，東

岸， 西岸，

(1) 

肺戸市以東及び明石市以西に分けて述べる事にする．

淡路島南岸

淡路島の南岸は紀伊水氾に面し兵庫屎下では最初に台風が通過したのであるが，

北東の風で台風の通過と共に風向が、訟変して南の強風が吹き砂潮が来製した．最，；：j潮位の起時は沼

島及び篇良が 11時すぎ， 次いでその他が認 II寺ごろであつて士．灘方面では風向がi令iに変る一寸前

に続いて大波が 3回来製し，

窃 潮

尼ヶ崎間が南寄りの硲風による吹き寄せと満潮が重な

工業地帯であり人家の密集している尼ヶ崎方面ぱ被

位，淡路島西炸及び西ノ

洲木及び飾既の 3ヶ

台風の通過前1ま

中津川，相川及び畑HI方断では湘岸の舟が 1隻を残し他は全部流失し

たとの事である．最高潮位は鳴l"J悔袂階岸を除き満潮而上 3~..J.m（波砂を含む）で，

日正午ごろからウネリがあり 3日の南風の最強時には波砂が 4~5mに逹したそうである．嗚門湘

峡沿岸の最恥潮位は他にくらべて低く，海峡の入口にある阿万が約 2m（波高を含む），福良は約

0.3m（大潮位）であったが， これはこの区域では台風の通過に11ミい風向が転逆しており，

は北流の最強時と転流時の中間位であったためと息われるが明らかではないなお沼島の対岸土生

では来製した時ば溺面が静かであつたとの事である．没水及び退水の速度は悔岸の背後がすぐ山に

なっているためか共に念であった

(2) 淡路島東岸

123 

退水の

千潮に戻っ

沼島では 2

又潮流
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淡路島の東岸は大阪湾に面iし台風の接近に伴い早朝より北京ないし東の地風をまとも に受けてお

り，台風の通過に伴つて風向は1ll良が順転して南に変つているのを除き各地共逆転して四寄りに変

つていて，風力の紋強が北東風でその吹き寄せによつて高潮が起り，砂潮の起時は中部の釜口，佐

野 (14時ごろ）を除けば 11~13時ごろで満潮時前後に相当し最邸潮位は満潮面上 1.1~2.Om位

であった概況に記した様に洲木では 12時 00分と 14時 35分，由良港では 11時 3(）分ごろ

と 12時 30分ごろのそれぞれ 2回宛最砂を示しており潮翡は洲木は 2回共満潮面上 1.Sm, Fil良

港北部では 1回日が 1.1m, 2回目が 0.9m，中南部では 2回共 1.1mであった由良の最高潮位

が淡路島東洋で最も低かったのは，前方（すなわち東方）に細長い成山島があり天然の防波堤とな

つているためと思われる．泣水速度は安平を除き紅で，退水速度は北部及び南部は急，中部はゆる

やかで平潮に戻った時刻は志筑以附が 16~17時ごろ，佐風以北が 18~20時ごろであった．

(8) 淡路島西岸

淡路島の西岸は播底灘に面し台風の通過に伴い風向は逆転し，風力は北東の風よりむしろ四寄り

の吹き返しの方が強く，満潮時を過ぎていたが波はかなり翡かった様で，最砂潮位は東岸より比較

的低かった校様である．砂潮の起時は最邸潮位の起時より 178時間早く浅野の 5時と云う例外を

除けば北部及び南が早く 10時 30分～11時ごろで台風通過の数時間前であったが，中部は 15~

16時ごろで台風が通過した直後の北阿ないし西の突風となった直後で，最商潮位は満潮而上 1.0~

1.,5mであった中部の尾崎鳥伺の最高の起時が 1~2時間遅れているのは紀伊水道から大阪湾を

経て明石湘映から播磨灘に伝播するものと鳴門悔峡から播窮灘に伝播するものがあつてその中間に

遅れを生じたのではあるまいか．浸水速度は津井を除けば念で退水速度は郡家を除きゆるやかで，

平潮に戻った時刻は郡家の 17時 30分ごろが最も早く他は 21時 30分～24時ごろで，最も遅

かったのが湘井で 4日6時ごろであった

(4) 紳戸市以東

帥戸市以東の大阪湾階岸は台風の接近に伴い早朝より東寄りの風が 10m/sec以上吹き， 10時ご

ろから 20m、’sec以ートi となり 12時すぎには 30m/sec以上となって最大を示し 14時ごろには台風

1950年 9月3日ジエーン台風による

地 名 I 邸潮の起時 詞潮の辿来方向 最詞 の時刻

帥戸市舞子 14 時頃凪向がWIこ念変した直後
II 乖水 14 時頃 II 
II 塩 Iせ 14 時頃 II 

神 “ 牙II「II岬 11 n 1f 頃 14 li'.i 頃 夙向がWに急変するに同時
II 帥戸港 11 li与 頃 W 13時 55分 凪向がWI'こ念変した直後戸

” 脇ノ浜 10 時 頃 14 時頃市 // 新在家 13 " ！f 頃 SW 
以 武叫郡魚 l硲 SW 14時～15時夙向が SWに急変した直後II 深江 13時 10分頃 SW 14 時頃風向が Sに念変した直後束

西ノゃ；市西ノ‘心；港 14 時頃

武1,li郡嗚 r¢ 13時 30分頃 15 時頃夙向が SWに急変した直後
尼ケ崎 l l J 12時 20分頃 s l4 時 頃／武r1.1]が Sに急；変した直後

;,j, 6邸砂 潮 1~.j 

の通過に伴い風向はII阻転して南1屑ないし四の突風が吹き姶めたそれで翡潮の起時1ま前1|！戸港附近以

西では東寄りの風が相当強くなった 10~11時ごろ帥戸港以東で は 12時 20分～13時 30分ご

ろでいすれも東風の吹き寄せによつて起り満潮時（帥戸では 12時 30分）をや豆過ぎて各地共

14時ごろ怜i西ないし四の強風により怠に邸くなって最r::i潮位に逹した． 1l謡：j潮位1ま紳戸i巷以l珂で

は満潮而上約 2mで終日風当りが最も強かった脚戸市和川岬附近が最も被害が大ぎく， 刷l戸港

以東は満潮面上約 2.5mで大阪湾最奥部に当る四ノ宮，鳴尾及び）ピヶ崎方而ぱ波r；'りを含めると 'im

以上に逹し，防潮堤を破L公し？ i交水範囲は県下で最も大きく（別図参照）「もヶ崎の最凶潮位は喉戸

台風 (193-!年 9月 21日）の際より約 50cm, 枕崎台風 (1945年 9月 18 Fl)の際より 約 GOcm

翡く，四ノ宮ぱ滋戸台風の際より約 30cnii:'りかった．狡水速度は嗚尾を除き怠で退水速度は帥戸

泄以1屑が比較的早く扉il中継以東がゆるやかで，四ノ宮が 14時 30分ごろ，深江が lG時ごろ，嗚

尾が 1G時 30分ごろより減水し，平潮に戻ったのは祠戸港では 17時ごろ，四ノ宮では 18II年ご‘

ろ，喝尾では 19時ごろ， 深江で1ま4日朝に及んだ．

(5) 明石以四

明石市以両の播磨滋恐）iきは台風の左半円に入り， しかも台風が淡路島の向う側の大阪約を通過し

たため．，風も比較的弱く 5地区では砂潮も最も小さく，授水も軽徴であった．高潮の起時は究料が

少くて明らかではな いが，東から西へすなわち台風の進路から遠い程遅く，朋石が 11時ごろ，広

畑が 12時 20分ごろ，相生が 1411年ごろ．家島港が 15時 40分ごろ，赤他は 16時ごろで．最

裔の起時は飾隊以東が 13~15時ごろ，広畑以西が 15~16時ごろ， 家島港は 17時ごろ，赤

穂は 15時ごろと 18時 30分ごろの 2回となっており，赤偲以外に広畑も 16時 00分と lG時

40分の 2回最裔を示し，台風の通過に伴い風向が北西ないし西に急変して間もなく最高となって

いる場所が多い．最高潮位は高砂流井及び八木から飾靡を経て広畑に至る浩岸が 6.0m~O.Sm,他

は約 lm（但し家島は約 0.8111)で中部が比較的低かつた様である． 浸水及び退水の速度，平潮に

戻った時刻等は衰料僅少でほとんど明らかではないが，広畑は 19時 20分ごろ，赤他は 2[）時ご

ろ，家島港は 18時 30分ごろ平潮に戻った

兵uli県各地の高潮の朕況

最邸潮位
没水返炭 I 退水速炭 1平潮に戻つた時刻 そ ".) 他(m) 

約 2.0
約 2.0
約 :2.0

＊約 3.0 急
1. 7 17 時 頃 13 flか20分頃より泌水

約 2.0 急 比較的早し
＊約 3.0 急 ↓＂女パ

約 2.5 与心・ 緩 1芦6尺[lTh打出の波の最窃は約 1.3m
約 2.3 念 緩 4 日 朝 !j,頃より減水

＊約 3.7 急 緩 18 時 頃 14時 30分頃より減水

＊約 -4.7 緩 綾 19 時 頃 16時 30分頃よリ減水
*3.5~3.6 急



1~6 ジ ン 台 風 報

明

石

市

以

西

淡

路

島

束

岸

淡
路
島
南
痒

淡
路
島
西
~
）

地

明石市
II 

加古郡
// ， 
II 

印南郡
// 

II ， 

港
岱
港
港
港
井
保
根
形
港

名

石

見

府

砂

木

明
林
二
別
邸
荒
伊
行
的
八

詞潮の起時 邸衿J]の辿来方向

:Is_J 11 時

飾磨港
広畑
網千
御津
室津

相 I|こTIiC41VIこ湾）
赤穂郡赤穂

“ 坂越
飾磨郡家島港 15時 40分頃

1_  _1--
津名郡岩屈 10 時頃

II l•Ili 11時 30分頃
”仮屋 10 時頃” 釜口 14 I1年頃” 佐野 14 時頃

” 志筑 11 時頃” 安手 12 時頃
洲本市洲本港
沖名郡由良町内m

II II 天川
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告
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l以

時

J
 

↓,＇ ，
 

-’ー
の時刻

頃

風向が Sに急変した直後

風向が sw,~念変した後

15時頃， 18時30分頃風向がNWに変つた後
（多少あったが住民は気が付かなかつた）
17 時頃

E 
~E 
SE 
w 

贔
NE 
NE  

NE  

11 時頃
15時50分頃
12時～13時
14 時頃
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夙向がWに変る時

風向が Sに念変する前
風向がWに急変した後

II 
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10時 30分頃

s
s
s
s
s
s
 

w 

KW  

謬
NE~NW 

12 

12 
11 
12 

11 

14 
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l i; 頃

夙向がNWに急変した後

” 
” 

註 1. この表は神戸海洋気象台調査課，洲本測候所及び姫路測候所の踏査結果，各町村役楊の報告等

2. II鐸1Jは総て夏時刻で中には正確を期し難いものもあり ，最裔潮位及び波邸の中には過大なもの

3.最邸潮位の＊印を附したものは波裔を含む．
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最姦湖位は大潮位
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により作製した ．

もあるが一応そのま l..記入した．
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緩

緩

22時 30分頃
24 時頃
21時 30分頃

17時 30分頃
22 時頃

4日6時 頃
波裔約 5m
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第 7章 被害朕況

§1 概 況＊

ジエ ーン台風による人的，物的の気象災害は実に莫大なもので，死者 398,傷者 26062, 行方不

明 141，罹災者概数 875335名に逹し，物的損害の総額は 1800億円と見苗られた被害の発生は
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別 表 (2) (9月 8日の苺日新聞による）

大阪兵 wl和歌山京都滋賀

仰、III | ―--1
1000 I 400 ; 100 35 32 

•­
J
 

園1,;,＂ 

33 

その他

200 

計

1800 

九洲を除く西日本から北溺逍まで台風の径路附近一需に及び，関i図方面では昭和 9年の室戸台風以

来の滲害を被った府尿追別の被害概況を次の表に示した．被害の特に激しいのは大阪，京都，兵

庫，和歌山，徳島，滋賀，福井の名府県であるが，建築物の被害は大阪，京都，兵庫，和歌山，祗

＊本節 大阪笠区気象台調査諜

井の各府県に多く，陸上の水害は徳島屎に，砂潮による水害は大阪，兵庫，和歌山の各府リぶこ甚し

く大阪市が格段に激しかった

紺舶，航路標識．燈台等の悔上被害も広範囲に及んだが泊上1呆安庁牙 5行区（糾l戸）管内が最も

甚しい．

ジェーン が大阪湾附近にあった 9月 3日兵庫屎西宮市北部及び愛知県二川町に竜谷が発現し滲害

を起した．
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§2 地域別被害＊

(J) 四国地方

A 徳，＇以県の破害朕況

都会地は終戦後のバラック式建築のため被害多く郡部は勝油川，那卸！！流域の洪水：こよる被害が

目立つている．

(a) 土木関係， この被寄最も激しく総額 24億 5-130万円

(b) 農地及び農業l紺係，農地閾係では耕地及び開拓地の流失埋没，製滸，梧梁，堤防，樋l"Jの流

＊ 本節 ｝ゞ阪符区気象台濶査諜 堀内（｛i一郎
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失破坑や開拓者住宅の被害等 20｛岱 618万円に逹し，農硲物の水稲，甘藷，藷菜類果樹類，桑固

の被害等 13億 3687万円に逹し水楢の滅牧 19万石 と稲せられ，

円余：こ当る．

台風の中心が常岸を通ったので本屎の如く漁港の乏しい所では今回の如き場合

は手の施し様もなく大部分は大波と暴風による被害である．漁舟けの最被害は北部瀕戸内消に面した

北灘と南部の浅川港であり，樵紺の損害 3635屯，
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の

水施資材の流失破損 413349貰．

林業関係，今回の台風の特性である記録的な雨他により県下の 山林を荒し，

による崩壊土砂は一時に渓谷に押出し下表のご とき損害をうけた．
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これら総被害額 33億 9868万

山崩れ 峠崩れ

秤 日 概 要 数

林
山
木
炭
そ

逍
林
材
窯
他

崩壊
新生荒廃地
流失
崩竣
風倒，折損木，木炭

姑

I 264. 722米
1.039町

107.538石
1.388基

の

計
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（箪位千田）
387.830 
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60.068 
21.140 
73.935 

1045.735 

その他， 民間工場事業場の恨害見苗額 83件で 4億 658万円， 農協組合の建物在庫品設備等の

隕害 88件で 1790万円となつている．以上累計 85億 7978万円に逹する．

香川県の被害肱況

本県では高潮及び河川の氾濫による両者の被害は

B
 

は東部香川である．地域別被害は次表の通りである．

この外通信関係の電

信電話線の損害，軍力関係の送電線路の被害，鉄逍関係の被害を 入れると優に 100億以上の莫大

な数となる．

はつきり区別できたいが被害の激しかったの

牙 7卒 被 :;t, .. 状 況 1:13 

¥lt 
地 区

区
I
I
I
I
I
I
I
I
 

也i
 

rnlII
川
松
豆

木
坂
大
i"
9
小

綾歌
仲多炭
三豊

れている．

った．

D 

(a) 

(b) 

(c) 

日

I
I
I
I
I
I
 

人的

建物

交通

）
 

［
 

m" c
 

ノヽ

川
畑
流
火
町c
 

ー

）
 

提
防
決
沿
米

,

'

（

 
）
 

粕
梁
被
掛
米c
 

ノヽ

雷
柱
倒
捩
本c
 

同
談
水

5
-1ー 魯

9646

）
 

2
2
1
4
 

同

半

竣

戸
（
 

ノヽ

家
屎
倒
複
戸（

 
）
 

同

牛

援

扱

c
 

喜
火
幻

―

漁
船
沈

C)

-

行
方
不
明
名c
 

2
 

2
 

著しい被害はなく．

道路，

3
 
3
6
1
 

13 
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しかも今回の台風では進路の西側にあたっていたため と思われる．

50 

50 

そ

風津波あるいはうねりの変形かと、思われるものが観寮さ

12時をすぎてからは次矛に穏やかになり夕方までには静稔となった．雨は比較的少か

より西で1まあまり

おそら く安芸郡の土佐湾階岸地方は東の成分をもつ風に対しぽゞ南北に走る野

次

地域
野根町 1左束禎Ill].I叩 IiIIIr 至戸町 室戸II1川町 形根村 吉良川町 : I• 
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人の死傷（名） - i ： 1 1 
家足仝壊（戸） 2 

I 
5 2 5 2 16 

” 牛 壊c戸） 22 15 80 7 1~7 
田少Ill流失（戸） I 
田丈Ill泌水（町） 70 50 - | 10 130 

24 l 
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誼路決泊（米） 20 30 74 
提防 I/ （米） 200 100 

ロ
300 

I_l l 崩C米） 46 46 
船舶破損C隻） 6 5 22 ， 42 
同流失（隻） 5 6 3 14 

床下浸水（戸） 10 
， 

20 30 
霊柱倒捩（木） 10 12 6 28 
廿庶減牧C割） sl 7 7 
水稲油失（町） - | 40 50 50 I 143 
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揺梁，流失 2 ヶ所 22 m 8000円

堤防，決戦 8 ヶ所 30m 27万円

担戦 5 ヶ所 570m 

(cl) 晨業被害流失，畑 0.72反 田 1反 山林 3反

冠水，川 366反

(e) 漁業流失 網 19張 173.5万円

漁紺破損 4 動力 1 其の他 3

(2) 中国地方

A 岡山屎の被害肱況

(a) 和気郡伊豆村溺罪は 3 日 13時 30分より 16時までの間平常よりも約 4 尺の高潮とな

り附近一帯床下校水あり．

(b) 勝田郡の北部では暴風雨のため家屋崩~3 戸，床下浸水 24 戸，田畑冠水 15 町歩，その

他翫柱倒J:公相当あり．

(c) 岡山県農務課調査，梨柿等品質不良で 280万円，水稲は 3万石ないし 3.5万石減牧で県

全体の 2％に当る．

(cl) ~話線市内 5, 市外 15 回線故障．

B 鳥I即県の被害肱況

(a) 人及び家毘の被害

死芥 1，裏千代川にて流木捨行中溺死．

家展没水，（床下）岩美郡 4, 東伯郡 10, 鳥取市 30.

(b) 土木関係，堤防決礼月 27ヶ所 1250m, 稲梁流失 32, 泊路決談 18ケ所 319m. 

(c) 農地及び農業関係， 水稲，流失埋淡 17町 395石減牧， 冠水 12時以上 870町， 風害

28039町 .:50415石減牧，陸1晋，雑殻，甘藷，者果物等以上合計被害金額として 458205千円．

(cl) 水斎関係，防波堤，設岸破J:文合計 384m.

(e) その他，通信関係，謁取，貧吉，米子，掠間いすれも 4 日 9時復旧，（啓察雷話）交通l鬼

係でぱ支障なし．

〇 島根恥の被害｝状況

＾ 
(a) 水廂関係，簸川郡Ill岐港にて漁船 1隻大破．

(b) 農業関係，浸水面屈'i150町，稲倒伏 650()町，風害 15000町，減牧稜訊 30900石．

(c) 土木関係，遜限郡大国町において屎氾 3 |｝暉枯裟あり．

(3) 近畿地方

A 大阪府の被害j状況

9月 3 日ます正1uiから京阪紳を製つたジエ ーン は 11時 15分紳戸附近に ヒ陸し兵庫屎東部を横

牙7邸被店朕況 135 

断， 13時前若狭湾に抜けたこのため3日朝から雨 もよいの大阪は 8時過より東の風が急に強くなり

風雨烈しく 1() 時 30分サイレンが全市中になっ氾 風は東から南東へ，南から南西へと変つた．

この時は1度満潮時に近く，沿j汐は風にのつて大阪湾から製来，名河川は逆流し，堤防を越え，市

街低地に浸入した大阪府下における被害を示す．

大阪府農作物被害は下表のとおりである．

(a) 水稲の被害

被 布 年
被害の種類 作付面栢 碁準牧批 被宙面秘 減牧派 面

私＇t|減 牧

反 石 反
59.84石9 u％ .o 嘉夙

忍 238.910 
水
流 失 赳！ 汲 326 
塩 寄 I 1.190 I 病 告 45.600 
虫 害 I 6.450 

; l• 322.800 819.912 292.476 84.110 90.6 10.3 

(b) 陸栢の被害

夙 害 60 66 ! 60 13 100 20 
病 告

計 60 66 60 13 100 20 

(c) 雑殻類の被害

あ ゎ

I 7 I 3 3 1 43 33 

B 大阪市の被害

大阪市は全般に被害をこう むったが中でも港，大正，此花の各区は全域，西淀川． 福島の両区は

その大部， また浪速， 西成． 住吉， 酉の各区も相当部分の浸水を見，その面栢およそ 12(）｛)万坪

で全市の21％に相当する． 罹災家尾 106744 罹災者総数

543(）95 となっている．

(a) 泄湾の被害

みなとの被害は別して大きかったが浸水の最もひどかつ

た港区の中でも盛土あげ工事の完了していた地区が浸水の

災厄から全く 免れ今さらのようにその効果が高 く評価され

ている．在港紺舶被害は右表の如くなる．

(b) 交通部関係

沈 没
掴 外'.:

大 阪
中 I]ヽ 破

計

機帆船 絆曳船

30 (j7 
27 23 
4 145 
58 429 
119 (j(j,l 

電源を絶たれ10時より 全線不通となったが軌逍の復旧は5日中にほとんど開通した．退迎のおく
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れた 98輛は浸水の悲蓮をみた

(c) 水逍部

送電線故障のため送水不能となり 3日 17時一部送水を開始したが 18時市内の 40%位であり

完全復旧の出来たのは 5 日の 17時であつた．

(cl) 士木関係

神崎川，大野川，新淀川（揺町附近）の堤防と緊急防潮堤の決演が 46 ケ所に及んだ．

(e) 郵便関係

4 日は集配ともに欠便， 6日は浸水地区のみ欠便， 9日全部復旧．電信取扱局 293, 罹災局 112,

電話市内回数 70223, 罹災回数 56864, 市外回数 1829, 罹災回数 661となつている．

C 兵庫県の被害肱況

帥戸以東，尼ヶ崎間の大阪湾泊岸では高潮による防潮堤欠憐による浸水により全悔岸とも相当の

被害をうけ特に尼ヶ崎市は被害甚しく，また夙川を境として東に行くにつれ風害も大きく尼ヶ崎が

被 -
9
 
．．
 et, 

被

床上没水

， 戸！人

49768 196844 
2950 13368 
611 2650 

2s3 I 

126 

72 

杏

如滋水 計

戸 1 人戸

31866 I 22733 137931 
719 3426 5874 

1300 6500 3352 
2880 12074 I 3519 

28・! 

1273 I 

619 

274 

決

878 I 

327 

729 

133 I 

定

3775 

11371 

3018 

463 

報

55 
251 
143(i 
106 
504 

553 
、:l33
745 

1183 
118 
926 

53810 215028 38832 153131 157070 
I 

8 33 319 1582 919 
657 

27 128 1032 
55 264 1075 

5 28 97 482 977 

137 1305 118 589 2128 
179 1205 577 2653 lti39 

329 2571 1193 5698 8427 

I 54139 217599 40025 I 158829'165497 
I 

背~

I 

非住家

1 [[l 畑
の被沓

人 1流埋冠水油埋

543095 8870 rno11 11808 I 
26192 2735 10.5 13.0 90 30 
15606 449,1 115. 5 3ti. 7 
14726 863 530.0 15.3 
1287 95 120.0 

249 
1128 203 1 
(i212 297 1.0 2 22 
318 1267. 9 480. 0 
2236 35 123. 0 8 

2153 
986 
3218 
4951 
511 

3873 

354.0 
37.0 

244 175.9 
544 17 18.0 3 

57.0 
4!.li 120.0 

529 

1053 

2‘ 6
 

＇士

゜
21 1

8

7

5

1

4

 

4

8

4

4

1

0

 

7

0

0

6

6

4

 

6

4

3

4

4

4

 

21 6
 

11094 
7513 

595 
2283 

39402 16662 

666143 37124 

田畑 (/.J被布
迎
路
損
沿

水冠

70.5 

鋏
迅
不
辿

堤
防
決
沿

栢
梁
流
失

2
1
 

，
 

1
1
1
 

0
4

 

ー

1 11 21 3 

3
 

3

2

1

1

5

6

7

 

1

1

 

嘉
2
8
0
5
1
1
2
1
8ー

3
3
39
9
1
7
9
1-

ー

3
1

2

9

-

4

3

2

5

5

9

0

2

 

1

3

9

1

1

1

7

0

 

ー

0
0
3
4
4
8
2
5
3
4
J
1
2
8
1
2
 

1

3

4

5

1

5

2

3

 1

2

2

 

5

7

8
 

．

．

．

 

9

7

1

1

7

9

6

2

 

7
1
6
4
1
4
 

7

1

4

1

 

5

0

4

9

 

．

．

．

 

0

4

3

5

0

 

゜
ーL

I
O
 

．． 
6
1

 

6

7

 

3

7

 

3

0

 

．． 
5

8

 

9
1
3
 

1268 3.15 37.1 
2921 0.5 239.4 
1348 0. 81731. 0 
4526 1.6 339.1 
3721 448.3 63.7 202 

最もぴどかった．

淡路島は午前中は東悔岸が，午後は丙悔岸が高潮により海岸線に沿った逍路，橋梁，港湾等に甚

大な被害をうけ漁緋の流失，破損多く，中部内陸では豪雨による被害が大きかった．

但馬地方では豪雨のため河川噌水氾濫し堤防の決樅，椅梁の流失．田畑の流失冠水等水害による

被害が可なり大であつた．

播豚地方では特筆すべきほどの大きな被害はなかつた．

以下兵庫県下における被害を示す．（次頁）

(a) 尼ヶ崎市 高潮のため省線南方はほとんど全部浸水し，海岸地帯では深さ 3.9mに逹し

全市の 4割位浸水した風は初め北寄りの暴風雨であつfこが次牙に東に廻り 12時前後には南風と

なり猛烈に 2時間位吹き続き丁度満潮時に当つたのでたちまち邸潮となり暴風も手伝つて倒i公した

建築物も多く滲漑たる肱況を呈したが雨は大した事もなく洪水の役害はなかった．
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(d) 

(e) 

(f) 

武庫郡 砂潮と浸水の被害は大であるが尼ケ崎より軽徴であった．

伊丹方面及び川辺郡 屋根瓦がとび倒兵床屋も続出したが尼ヶ崎方而より被害少＜帥戸市

より大きい．雨ぱ 8(）mm程度で大した事なく河川もほとんど増水しなかった．

宝塚山泊い方面

肺戸市西部

淡路地方

この方而も平均して紳戸よりや入大きい程度であるが門戸厄帥から上原

を通る線を 12時 15分ごろ竜谷が通過し通路に当る家吊の全l公したもの多く相当大きな彼害を与

えた．雨は大した事なく河川はや＼培水した程度であつた．

舞子より明石， 邸砂間，高潮は舞子附近で 1.5m,明石附近で 1m前後，

北東の媒風は大体悔）躇ビ線に平行しており ，

裔砂

方面で1ま0.7m前後と西に行くぽど少くなりぽとんど浸水した所なく風害も大体屋根瓦がとんで

いる秤度で比較的少なかった．

洲木の満潮時1ま 11時 20分ごろで

被 宮 朕 況 139 

床上没水
戸

587 

18679 

1609 

245 
206 

13 

3385 

-
9
1
 

7
 

-23 

8

0

8

2

 
7’ 7
 

5

了。

，
 

9
1
r
/
 

9‘
一

布

床下没水

F I 

2682 
221 

69:51 
18 

4323 

4502 
132 

1200 
102 

4282 

191 
590 

40 

293 

0
5
-
6
 

-
o
8
 

3

3

 

104 

500 

0613 

33435 

計

4375 
224 

33709 
76 

7690 

4929 
405 
211 
1200 
126 

8 
8692 

280 
598 

14 

嘉
348 

0
5
-
L
O
 

50 
4
 

-o 
3
 

117 

553 

10676 

75087 

田

流 埋

8.0 

4.0 

1.0 

3.5 

4.03 

20.7 

6. 4 
2.1 

1.5 

5.0 

2
 

――――
9] 

ー5
 

6.2 

冠 流

一

水

25.0 
190.0 
734.0 
2.3 

323.0 

134.5 
6.o 
5.0 

135.1 
444.00 

410.0 
271.9 

470.4 
55.2 

204.0 

13.8 

134.0 

125.75 

108.2 
55.7 

959.18 

96.2 

3
 

0

8

0

0

 

．
．
．

．
 

3

0

8

6

 

4

6

7

0

 

6

1

8

6

 

1
7
(
 

50 

2
0
7
(
5
 

．
．．

．
 

9

0

7

0

 

1

5

9

 

1

2

 

冠

|
 

＂じ
ー
— 

21 

『閤一
0

0

5

―-
A

0

2

3

2

1

0

5

a

 

7

1

 

ー

10.3 

0.7 

40.5 

0.3 

0.2 

59.04 

0
6
5
 

．
．． 

2

1

0

4

 

1

7

 

水

700.0 
20.0 

198.0 

106.0 

3.り
3.8 

25.0 

118.00 

82.7 

15.0 

2.0 

47.0 

5.0 

1.8 
15.7 

-J.20.57 

33.5 

205.0 
8. 6 

13ti.3 

381. 261 2570. 0 

泣

損
路

訳

7
0
-
8
-
E
 
36 

1 
11 

‘)-—,( 

6

8

5

 

と

1

1

0

-

―l
-

―8
 

1

2

 

3
 

一ー

0

4

8

 

2
1
-
i
/
 

-
0
 

61H7 

橋

流
梁

失

5
3
2
8
-
1
 
ゥー

11 

-

6

4

 

一ー

91 

50 

194 

゜
8
 

7

3

-

4

 

3

1

8

 1

4

 

堤

決

防

沿

“，ぷ『
1
8
H
2
3
7
3
0
-
3
8

ー

5
1
 -| 
4 

20 

L

ー一

0
1
 

6
 

673 

108 

2 

246 

1352 

鉄

ィ

逍

通

―-o
-
4
 

―一ー

10 

あったが当時の最砂潮はわすか 110cm位ですんだので邸潮の被害は少かった．

風は西洵岸に とり悪い条件ではあったが満潮時をすぎていたので 100cmから 15(lcmの料潮程度

ですんだが打寄せる激浪のため砒岸堤や防潮堤，氾路の決泊が続/I＼して土木関係だけでも 67(）1'1]こ

逹した．

(g) 

D
 

但馬地方 台風が中心をそれたので被害莫大とはいえないが被害の渾頭は農作物で相当の

滅牧は免れすこれについで堤防，柄梁呼の狽害であるがこれらは卯日復旧した．

和歌山屎の被害肱況

9 月 3

吹き返しの西の給

R四国東部をかすめ北」ー．したジエ ーン台風は木県も その危瞼捲Irス］に咎き込み 8時より 13

時までその猛威をたくましくし通信交迎は忽ち杜絶し家凩逍蹄混作物の被害は大きい

なお水南関係の被害としては，朗舶の狙害は和歌山地で 142隻，誨屯郡では 156隻， 有川郡で
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京都市の被害

京都市では市両が不通となり水追は断水，停鼈等一時きわめて困難な肱態となったが市軍は同 R

夜より 一部復旧し水悉寵灯は完全復旧まで数日を要した． 下表は市内各区の被害｝状況を示した．
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滋賀屎の被害朕況

^~ ＾ 
ジエーン台風の被害は全県下に及んだが湖西より湖東特に湖北に珍らしい被害をうけた．

G 

その中

で特に南東風により琵翌湖の水位の変化は今次の特長であり南部より北部に押上げられ北部の湖洋

はそれに併行した逍路に大きな被害があった
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奈良屎の被害朕況
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通信関係
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48810500円．林廂物 13叫 13士00円

市外電話回線，被害数 320被害李 100%，市内電話回線，被害数 4030被害率 30%,

全施設数 25737木のうち 3300木損害．

被宙率

軍柱伎害
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l =，甲県の被害肱況

人的被告 I 仕家被杏 非住家
校合

工 事
1 投産楊

援 全竣 全壊死 亡 祖 傷 軽 偽 全 竣 牛 壊 全 撲 牛 全壊 半壊

3人 l人 人 戸 戸 戸 戸 2棟 16棟 4棟 温4 20 201 340 195 263 300坪 11885坪 5334坪
I 

競翰観 : t-””そ

雷 柱の 高圧雷柱 苦鈍合 袖クンク 漁 網 m 畑 堤防 迎路 |船舶上Iゞl; 席
倒 漿 の倒竣 の倒 竣 牛 壊 流 失 I冠 水 決沿 決沿沈汲牛 壊

1棟 本 本 甚 1002張 i 町 ケ所 ケ所 2災
50坪 '.202 4 1 12 528万国 886 3 21 80屯

（三重県庁調査）

種別 I河川 I洵 ｝ や I砂防 I誼路栢梁
市町村
工事

百万田 百万fil 百万国 百万国 -—ー百万国 百万国 百万円
121 I 50 I 47 I 2-! . 18 I 47 
109 26 45 213 | 23 98 累

I 

1 股業 Jn施設 1 _mk業JTl施設 1 

種 別楼地

I此逍水路 1設岸 提堀井堰 ・［溜池 1橋梁

百万田
- | 

百万円
33 I 125百万田 94百万田 ' 251 
町 メートルメートルメートルメ ト）レ

I 

110 60()0 11000 6400 4000 160ヶ所 20ヶ所I10ヶ所
1 | | 

粕作 林業関係

秤＾種別
デ林

ー 果樹裁菜計 一

1 F 
物^業

流失埋没1冠 水 1夙杏 1 林地崩竣林逍

関関 百万田百万田百万田百万田 百万田 百万田
係巴 被害見秋額 770百万円 | 100 40 910 70 | 75 145 

1被害面秋 225町 1510町 15910町 I I I I 

I 

水
柾 別 r(（l 網 I ~珠癖lL Hh船其の他 ー加工坑倒捩 1 考千こ／I I 

産 |_＿ 1 

百万田 百万田 ― 百万田 百万田伐］ 百万田 百万田
係 被杏見秘額 18 

I 
30 I 100 

I 
8 I 10 I 166 

I 35統 1 ・ 1200件 69件 ll5件 5万買
I 

公 1 各地方 県 立 ； 校 市町村 一
共

県 関係

事務所 全壊 I；冨と1こー竣 Ilヽ中学校［市町村役場！
計

建
百万田 百万田 百万田百万 田

---．負 3;瞼楊 2 9百万国 38 | 3 1 55 
百万田

位 5ヶ所 1校 I8校 I 1校 30校 15ヶ所

I 

土
木
関
係 被寄見私哨i

被宵ケ所

額
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.. 1
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官
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係

計

計

地域

計
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）
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1

・ト

3
• 

下『
一悲

ハ
争秋見杏被

被宮見枯総計 1834百万p:]

(4) 東海地方

東悔地方で風の最も強かったのは伊勢湾階岸と擬美平野で風述の最大は沖 28.4 mis,名古凩

26.7n喜，岐阜 26.1 m/s等いすれも風力 11に達し，台風径路からの距離が培すにつれ減少し伊

良湖では 10，浜松 8,御前崎 9, 静岡 8 となっている．なお亀山，上野では径路に近かつたにか

かわらす最大風力が 9 ないし 10であったのは地形のためと考えられる．

雨梵は大台ヶ原方面で 250mm以上，鈴鹿阿諜山岳で 150mm以上， 富士山赤石山脈南紗では

100mm以上を測つた木曾，天克川その他の各河川は揖斐川を除き努戒水位に逹しなかった．降

雨の少なかった地域は岐阜県東謀地方，三河湾消岸，静岡尿南部で雨：他は 25mm以下であった．

A 愛知県の被書肱況

(a) 建造物関係 この彼害は風力の強かった愛知屎西部に4釘しくその他三河平野と台風中！乞発

生した旋風による骰橋市東方二川町が比較的iこ多い．

(b) 鉄沼通信関係 国鉄私鉄とも尾張郡に被害が多かった．

(c) 紺舶関係 沈没流失 4, 破摂6，深滸 1で南方に開けたいりうみの知多湾消洋と悔部郡泊

岸とであった．

(cl) 農作物関係 被害の原因別は圧倒的に出偲期， 1恵学期の摩擦被害が多くつぎに倒伏，潮風
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によるものとなっている．現在までの減牧見込総虻 315226石のうち ヘリーン台風のさいの冠水被

害によ る減牧 7(）845石，各稲病虫害による減牧 123365石に対し今回のジェ ーン台風による被害

は 1(）364()石で総計の約 33%に当つている．

屎下名地区一般被害を矛 1表に，楢作被害を牙 2表 として次！乞示す．

牙 ，．
 

表

件

金

154 
万田

額 7820.1248.¥1375.0:2113.69800.0 :2GG7~:il 

名古I和 Ii 3350 應稿 11 J. 5000 岡鯰市 3200 ーノゃ；TIi 4430 瀬 戸市 320 
牛 II/di 3680 春日 JI:Iti 8700 判lJI! Tij 4000 津島市 2650 約南市 3(i70 
刈谷由 3554 愛 知郡 l4227 Jlt;(f:-1:3 -JIこ君I:16728 l1月1ド日 ）1：郡 19707 丹牙牙郡 12675 
洪身i-1t1; 3493 '!'，鳥 Alli 15:2:27 海部郡 11268 知多郡 19390 祝洵郡 Z8780 
幡豆郡 10500 額 /I/郡 14345 ・西加茂郡 18749 束加茂郡 9483 北設染郡 6740 
南設来-rn; 8130 a: （汲郡 l:Z470 渥美郡 19340 八名郡 8770 総 計 ~87570

さきに 巾，郡名つぎに被古 Iui手it（町）を示す．

B
 
岐 l•砂屎の被害状況

．^ー
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r
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人的被‘j,：住家被肉 非it家 14こ
被布 ～1‘• 工楊学校 111 

畑

ク闊頭汲噂全忍噂:f饂噂fflJ塁噂1 油失冠水応）＜

名名戸戸戸戸戸
1 45 I 67 I 11s1 213 3171 5 I u :.l 2 2 7nrr :.i,,111r1 330111r 

提逍虚‘心
防路柱線
破破倒切
損掛竣断樹
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8f'i'-1 lclf'I•• 387オミ 193 
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祐 減牧見戟高
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6--l--l7 18345 

面 減 牧
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I
 

，
 

叫． 5％

30.0 

39.0 

~

i 

(,)) 北陸地方

台風がかなり接近して通過したのと副台風が能登半島を横断したので北陸地方にはかなりの般害

があった なお じ尾湾で 1よ翡潮の被害もかなりあったが石川屎より新尚屎に行くにつれ被害も少な

くなり L<•野県の北部地方も北陸地方と同様な伎害をうけた．

仇） オ：木関係

被

I I 
河川砂防道路

| | 
I 

191 I 汝女

(b) 林業快11系

3
 

187 

橋梁

41 

港誘

9
1
 

,:1・ 

林泣 432ヶ所 94510m H27G. 5万田
炭窓破紺 1845甚 742.5万田，
木材油失 -420530石 21026.5万n]
木炭 45080 俵 685.2 万円，薪 725GO束 7•2 . 56万田

(d) 

B 

水発業関係 漁池 32 ヶ所 1(）479.0万円の狽宵をうけ，

沈淡 (;7隻2341.0万円，

石川縣の被害肱況-～ 、クク 、~ヽ

．．
 
＇ 
↑

r
 

9,
 

朕

(C) 

況

炭業関係

桁

桁

桁

作

樹

他

J
r
f
l
免

r
,
0

の

9

9
 

米

作

畑

呆

そ

一

胃l• 

被古:1rii私被',1-，..9梓

II I ! • 
]0(i4(i 
11980 
l0619 

3725 
2 4 !） 

500 

37719 

％ 
(i5. （i 
77.8 
71. 2 

7
1
3
0
 

．．． 

3
5
0
 

9
8
9
 

被‘，片数：1:・

,(i 
43889 
80!19~ 
82583 

204200i'[ 
4-180!)()l'［ 
(i(）00円’、[

披‘，片へ頷

万n]
:.!]!14-t.,) 
41)4りfi.O
41:.!!ll.,'5 

7:H'-l・()
fi751.ll 
5’i5. （） 

1 1 8 : } ! l f ;, f) 

漁紺の被害ぱ次の通りである．

大破 194隻 5(）53.5万円，小破 1(）7隻 (i(j8.（） Jj円

件

ヽ
・
~
△

•I 
ノ・

(a) 

害である．

(b) 

欠

n

店

/

省

住 家

全竣半

187 

2051. 2 I 1235. o 

七尾湾北部

L̂；心湾l眉州地需

全耕地の4虎l]である．

A 福井県の被害欣況
ヽヘヽ (c) 

rー
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"
L
)
 

．） ．
 

カ
↑ー（
 

,i 
し＃

．．
 J

 

,
1
 

9
川・-"" 

域也j
 

r
i
 

も.1 

亡

J
I
'
 ，

 
，
 炭

喜
扱―ヽ

A
.

、1

イ

ー

ノ
ー

1

,

[
＼
{
 

塁
讐

A
1
 

ノー 計

3
4
7
 

ぅ
~
l
9
1

8
1
5
3

』

/

3

9
↓
1↓
1

7

 

＇）
 

1

4

(

 

3
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6
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0
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4

3
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0

4

4
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1

6

3

 

1

2

1
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4
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341 
104 
197 

717 

-1'i I I l 

1

6

7

3

5

0

7

5

 

7
1
3
3
0
4
 

6

1

2

0

 
ー

J:J,i JI: 

1

5

6

3

0

3

0

6
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部

叫

71
汀

打

69

1

2

 

人野

7

4

3

6

0

 

0

0

2

 

l

l

ヅ
1

A -'--、_;L

0
2
2
 

4

4

 257 
171 
13:2 
lli(j 
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丹外・・一

1
9
0
 

3
4
-

28 
544 
143 
242 
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〇
ス

3
-
a

11 
8~ 
6 

29 
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閏

0
3
3
6
7
1
2
1
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り

1

3

三方

1

3

4

4

3

0

0
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0

0

 

1

1

 

辿敷

0

4

4

0

2

2

3

7

 

1

1

2

5

0

9
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1
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｝＜阪
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3
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a
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計

4
6
0
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4

0

8

0

8

 

8

0

7

0

6

 

6

3

9

6

5

 

4

1

7

 

割，晩生作 8忠l]となり，

(d) 

民根瓦の狽傷が大きい．

(e) 

ノヽ孔

C

(

 

じ）t湾南芹地需

七尾市

能登半島北部の[hi側

貨山県の般害航況

人及び家尺の被害

挟

1921 

非ft家

被宮

188i 

1250.0 

山中の木立1ま大きいの1ま直径 30cm 

．．
 

iヽuり

般唐1ま割合に少なく，

その他漁糾仝破7袋，

麟鱈麟叫Ilヽ船沈没エji:j鯰麟疇li
-l:., 14こ―I‘.

加ヶ所
万田

1，ヽI).り

1
文

‘̀
i 

25.0 

70 

水

9J• 

，
 

k
/
 

大破 S隻，

1 (i件

130.0 

70件

8880.0 

流失 3災である．

28皮

~08.0 

10ヶ所

1500.0 

なお農業関係では水楢却（）（）（） 町歩 25 万石の減牧 1~25(）（)万円，雑設 158(）（)万円，呆樹 1,"i(I町

歩 11(）0万円，野菜 2292町歩 5525万円，養蚕 438町歩 872.14万円の狽害をうけた．

各地の彼害

砂潮による投蝕と栢の倒伏，用根瓦の狽似が主なる般

0.6~1.3mの灼潮：こより洵J芦固I択ま／まとんど校水をうけまた塩布面栢1ま

幽岸工事の決戦が 「1立ち延 2()()lll で米の減l［父は早生作］‘，f;l]，中生竹4

氾水没入区城 200m, 市内柳の木が枯れ漁糾沈没 2隻＿＿Cl：中の建物倒lj;2ヶ所で

硝）＇臼では，： ，；渇i]のため介庫が校水し，無視力の小さな漁紺：よ破J公され，

ぐらいの松の木まで半分ぐらいの所から折れたものもあった。
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人 的 被 -と'r'・. 住 宅 非 住 宅 D 新尚県の被害｝状況

夕じ 亡 屯 似 I軽 偏 令 竣 牛 埃 仝接 牛竣 (a) 全般的の被害

r",'. ' • I l l 市 1 2 2 1 10 8 11 
9 9 9．, 9 J ． 岡 ii』. 8 39 39 183 68 133 家）登仝壊 70戸 迅路決ii't 31ヶ所 (987m) 感霊死 2名
7‘• 新川郡 13 77 33 111 ＂牛捩 33戸 捉防決社't 1ヶ所 (30m) 船舶油失 4隻
中 新 ｝Ii 郡 1 26 49 280 屈根破損 323戸 橋梁流失 1ヶ所 C50m) II 大破 9鯰
上新川郡 2 5 板据倒壊 15ヶ所 木材流失 114石 ”逍雖 7 J.t 

婦 1’l 郡 11 10 4 2 床7吋妥水 1戸 雷信雷話不通 11ヶ所 水桁被害比較的小

射 水 郡 29 203 157 493 吊稿落7ヽ． 1ヶ所 (69m) 虚村：倒援 3ヶ所 iIII被忠甚大
束 働 波郡 1 16 160 た／ 1 棧橋流失 1ヶ所 (50m) 樹木倒壊 19本 （特に呆樹lふI)
西硯波郡 2 10 116 14 212 135 406 設作決i'i't 2ヶ所 (29m) 悩災者数 2500名
氷~ 見 郡 5 8 

損寄見秘総額（迎路橋梁河 iヽ條）＇紅閃係 70ヶ所） 6000万田
計 4 20 1.57 I 131 I 894 460 1439 

(b) 土木閾係
(b) 農作物の被害

泣 路 I I 橋 梁河 JI! 砂 防 悔 炸町村工事分I 計

件 数 1 37件 62 I 61 3 26 1 190 
応 念 1it | 744.5万円 16:2.5 4-10.0 15.0 253.0 250.0 1835.0 
復 旧 代 2094.7 1735.5 714. 5 280. 0 4376. 0 250. 0 9-450.7 

(c) 林斎関係 上新山郡山地内長棟川線ぽか 194椋 に 崩広があり被害延 48725m で被害額

97士5万円，立木の役害1ま 1(）（）00石にのぽり被害額 500万円に 逹 した．

(d) 水楽関係 紺舶の沈浚 1隻，大中破 15隻，漁網被害，定四網 19統 ， 地 曳網 2統，そ

の他 10統．

(e) 農業関係水t酋と雑穀

ーn1一 生 9 1 9 生 晩 生 雑 双邸 計

被寄而耕 9803.2 36919. 9 16876.7 3133.3 n6733.l町
減牧見込 10048 128481 9~775 Ul36 243丑0石

野菜と果樹

ごン，＇，；乏・ 菜 根 菜 果 菜 果 樹 計

被害面私't I 14586.6 1778.2 195-!.l 528.9 5-'519.8町
被宮金額 10945 47496 18290 20713 97444千田

殷業経螢上の建物

住 宅 作 業楊 堆厩肥令 帝 令

入1-. 壊 112 352 305 175 
牛 竣 695 952 537 252 

I水粕雑穀
郡市 別

I 被害面積 汲牧見込被知叫1滅牧見込
,1 

反石石石＇
如諏郡 ．160000 , 1000 I - -
中蒲原汎Ii | 73422 4405 

犀翡悶喜 ！悶霊 誓腐 □ □I! 
I 

三島郡 8000 I 2000 ' - 1 -

古志郡 3200 800 50 - I 
南魚沼郡 818 I 578 I 1508 I 402 !1 

刈 笏郡 1 3071 1500 1 - - | 

郡 Tji5JIJ 

束頸城郡
中頸城郡
西頸城郡
料船郡

佐渡郡
新潟市
新発町iJ

計

水 秤i 雑殻

被害・[6ith| i咸牧見込被寄而秘減牧見込

石 石石
3600 1000 360 240石
8000 5000 
3894 1240 -
7000 2500 120 

一
叩

62372 I 4232-! 12710 81.59 
16123 3490 I 254 32 
5200 300 50 -! 

423699 89842 151B 8857 

佐渡ヶ島の被害肌況

家尻倒換
II 乙ド峻
”流失

床下泌水
火見粕倒竣
淘柱倒捩

戸

戸

戸

戸

本

2
2
1
0
1
3
 

3

1

1

 

雷杜燒失
調；悼決潰
小船流失
船舶大破
粕油失
材木流失

レJ
 

本

卜

石

石

3

i
3
5
9
1
0
 

ーー

メ

゜
ス
＂）91 

尻根大破
板批倒竣
ガラス破損

叫 "l倒竣
枝橋流失
ヽ大破

200戸
15 

2100枚
1 

50m 
1 

農業関係 良作物被害 760ilff(6忠りの被布）
粕作被布而枯 6311町歩 C減牧見込平年作の 1割 5分）

原IKIは潮風および倒伏脱粒によるものです．
呆樹，梨 4店ll減，れii5割減

伝馬船大破
渠船流失
大望網破損
＾ゼ倒捩
道路決沿
畑作牧穫皆無

4 
1 
2 

50 
lODOm 
60町歩

E 長` 野県の被害状況
J へ＞～

(a) 長野縣北部地方農作物被害

歩r
 

ご

川

86
 

ん

。

，
 

り

一

ぶどう

42.8 

梨

8.0 

水稲倒沿

1467.2 

雑穀

504.8 

その他

74. 2 

そ
U

3003.8 

その他の被杏，人死 1名，訳傷 1名，軽似 15名，家）令仝壊 4戸，牛捩 57戸，民根の掛傷 392戸，

霊柱の倒捩 54本

(b) 飯田地方



150 ジエーン台風報背~

ft家＇ド炭 捉防決沿 橋梁流失 1,;] 破拍 泣路祖援

1戸
7万田

lfi: 
認 0万田

10 
385.J 

3

7

 

3
 

-a 

25 
39~.l 

農作物被布

2046.1町
不明

7Y 7卒 被寄状況

利i 類 地 、域 牧稜皆無
誡牧見積
5割～7閲J

雑 殻 飛 島 1. 5町 22.3 
薮 菜 飛 島 7.8 16.3 

,,
u
 

8
1
 

．． 
3

4

 

り
・1
9
1

15l 

減牧見秋価格

6~0000田
395000 

股作物被古批額 863.29 万田，西紗L朕上イJI•那郡は軽微

（り） 東北地方

山形，秋川，両森の 3恥にかなりの被害があったが雨よりも暴風によるものが多く，家屋の破囮，

水招の倒伏果実の落下が日立つている．台風が日木洵を通ったので西悔）壮地方が使害大で内陸に入

る、こしたがつ て小さくなっているが水梢の倒伏，梨実の落下はかなりの広範囲にわたつている ．

A LIl形虻しの殷が1)；況

(a) 一般被宮

地区
l i J • 町村 被 寄 秤地寮区湘 Tli町村 被 害朽察署

／社根破m 50戸 (20万m) I 桁倒伏 3町
1l :~，烏 飛 ,I .,.＇ , iI II 1'| : 1)J掛‘,I-； 70万m 天~究 出形村

呆伐被害 3町5J又
＂即 '1ビI:•lf流失 60万P-1 ii 

— i 赤湯 屈代村 果 伐 100万国
lij瀬村 )衣根破祖 2戸

， 
仕1,ik破 2)1一部破損53戸

秤i) 1 1 村 I '板社根抄t敬//損 3)1 ＇ | ， 鶴岡 TI J. 椅梁 1 枕木 11
1ヶ所 ＇ 虚綜切断， 9 ヶ所

西遊佐村 尻恨破姐 2}T 
加茂町

1’l似（女） 1所,木材 i戒失9万国
板抜f.2ヶ ，落盤 1ヶ所

i,｝j遊佐村 屈根破姐 ~o戸 ＇ 

i「i Ill 樹木倒1k 1)1 山添村 I~ぶ被柑 1000n 100万国

叩 暉 lH I /袂根破iii 3戸 鶴岡
斉 村

）社根破掛 60}1 

呆牧被布 10万p:J

南’|'Ill村 屈恨破iii 8戸
枢抄岱ケ所，樹木倒1k1 大泉村 屈根破損 18戸

H II.l]村 )i;-4jは1岐すii 4戸 J,'.',¥l iii)村 小船舶大破 3良

大沢村 I尻根叫ii 4戸 琢／や．倒竣 1戸
念珠ケ杖l 屈根破出 106}1 

ートノ ,,, 金 ） 1・・ 村 /iJlH岐jii（小学校） 呆‘i't被古 411lJ•5反

I、クン lZO枚破祖

/,J‘ 、 f I -l.;:沼村 池｀綜切断 2ケ所

(li) 晟作物被害

一桁

北 ’l'-111 村， !•'/i/1 / 村本Wi村西荒瀬村南辿佐村粕JI I オ••'「 遊佐町

:21.]Ulf :21.4 I :23.li I :2:2.5 17.9 I 33. 7 I 21.3 
67. （i石 li8.5 I 7,5.8 I 73.0 57.3 I 107.9 I 68.2 

.J

9

1

5

 

．
 

ー

・
・

ー

9
5
a

3

2

 

吋

1

ー．．
 計

減牧見秒
200. 7 30％以下
643. 8 3:!3 lVOO IIl 

(c) 港湾施設被害

飛島港 1. 防波堤拾石波浪のため浚去
2. 防波堤亀裂
3. 船楊拗決沿
4. 埋没（浚珠作業を要す）

吹ii1i港 1. 防波堤決沿
2. 埋没（浚探作業を要す）

mi ゜゚゚
額
却

聡
50

布損
、

卜
＇
，

9

3

,

＂ 

m
m
m
m
 

20303000 

1

0

 

1

4

 

10 m’}損宵総額
4000 m" J 2000000田

(cl) 通信剥係

面線断線 47 ヶ所，碍子破損害 17佃，電話器燒 1拮，電柱仰斜 2本．

B 秋田県の被害肱況

郡 別、
雄膀 由利 南秋1.II 山本鹿角 北秋n1 河辺 仙北 計

被客屯砂I

家展全援
I 

1戸 1 ~l 2 
I 

25 
家屈牛竣破竣損 37戸 63 1086 371 134 I 1691 
盆杜倒 104本 6 ， 119 
祗し船流失 4隻 士

呆桁作1被忙告裕面戟下
25000貸 2011 闊 4000 31011 

400町 800 750 3000 1000 2900 1:200 2000 14750 

C J青森媒の被害一肱、”況

(a) 一般家用，田畑，交通関係ぽとんど被害1まない

(b) りんご（落果）および水稲被害

りんご莉類
リ ん ご

水柏倒イ）こ

祝 旭 紅玉 Iデ~ リン 印炭 国 光 紅絞 その他 計 面 :fi't
郡別 ャス

箱 箱 箱 キ,.L,l・ 箱 箱 箱 箱 箱 町
東 郡 919 1305 152-! 96 112 4860 22 112 8950 2022 
西 郡 300 4900 800 liOOO 3007 
I !1 郡 1 9 2 8 
南 郡 1000 19500 18000 4500 6500 12000 3100 64600 4324 

北 郡
171 I 

- I 3002.8 
上北郡 749 132 3067 192 1845 

l 
675 li831 ー I

下北郡 651.5 
三戸郡 3-!99 3010 2737•3 988 1283 3781 6613 310 4(i856 3H.2 

計 6-167 288-!7 49963 °-ト‘-a— a— 8087 22486 10535 10517 133:.l37 15~4~). ii 

（東郡，西郡はそれぞれ束津牲郡， I雨 it糎郡の略）

その他，水川流失 2 反，裟水 5 町，狽害 25万円，畑流失 1.5反，浸水 1町，担害 1.5万円

(c) 土木被害
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区 分 I令所／戌町村 祖杏程度

戸

石

瀬

9

戸

舞

赤

大

30m 
10 

100 
20 

(7) 北海道地方

晨作物に多少の被害はあったが，

による被害を示す．

(a) 雄武測候所

(b) 江差測候所

風烈布川，徳、占別川，

所，

農作物被害内訳

堤
路
波
防
路

逍
防
捉
逍

額 一

区 Jヽ
9,J 

す4↑
 

町屈所 損害程庇

下幌別川流域一帯浸水，

l-「l畑浸水 120町歩，被害総額 1824120円．

鰺ケ沢能代線 大戸瀬

深油港深 llli
岩脇港岩綺

合計被杏額
一

＇ 田

ioa

万
0
0
2
5
0
3
0

1

1

 

鰺ケ沢約,， 
赤石川右炸
謗ケ沢能代粕

滸路 33m 
誨岸工事100
荷楊場 12 

339.5万国

金 額

国
-
a
-
a
7
 

万
4

区内（阪帥南悔地区）が 84%，牙 8管区内（舞鶴山陰地区） 9%,牙 9笠区内 （北陸地区） 3%,

→般の被害は軽微であった以下l司地方における視lj候所別報告

．畑浸水 10町歩（内牧穫皆無 4反），電柱倒ば 5本．

家屋浸水床下 4G戸，床上 12戸，橋梁破損 1ヶ

雑穀ー．n;鈴署 野菜 その他

663 510 83580買
92.82 I 1.53 I 16.716-- I 15 

麦 類 垢
~

一ゴ
9 麦 総 額

64俵
7.95万田

(c) 

251.5 
18.39ti 

帯広測候所

農作物被害

152.412 

桁大豆
トウモ

ロコン

993町 7609町I1697町，

I 

菜豆類

2033町

そ ば

3051町

黍

3926町

稲
I 

553町

稗
デン 1ヽ

コーン
荏

10町 1112町 9町

粟 計

20984町

電気関係被害， 電柱倒壊 15本， 高圧断線 4件， 配電関係事故 100件．

(cl) 

(e) 

(f) 

(g) 

(h) 

室曲汎IJ候所

壽都測候所

長流川噌水木橋流失 1, 電柱倒壊 30本程度．

屋根剥脱 8件，煙突倒ば 13件．

函館海洋気象台

札幌管区気象台

釧路澗候所

いか釣紺行方不朋 6告．

床下浸水 27戸，

電柱倒i文5本，

害そば 5割減， トウモロコシ，

災課公報，

から採録した．

田冠水 5反歩．

高圧線断線 3, 変圧器燒損 1台， 帆紺 2隻遭難，農作物被

イナキビ 3~4割減，阿寒の水楢は全倒した

以上の資料はジエーン台風により被害をうけた各府県，気象官署よりの被害報告， 国啓． 府県防

中央気象台異常気象報告（ジ エーン台風概報） および関係官公当局が発表した被害報告

§3 

湘上保安庁l毎北検査部の調査による，

台等の被害朕況は次表のとおりである．

矛 7.3.1表は地域別の被害表である．

牙（ぅ管区内（内海四部地区） 2%その他 1% を示しており，

8割を占むる底率となっている．

＊ 

c
 

海上の被害＊

） 内は本部所在地

牙 7.3.2表は船桃別被害表である．

6%，孵 5%,

9 月 30 日現在の溺上の被害すなわち紺舶．航路標談，燈

これによると全被害に対する各地域別の役害李ぱ牙 5笠

牙 7.3.1表 地 域 別 被

なかでも阪紳地区の被害ぱ全体の約

害 （災

これによるとその全体に対する被害率は漁船 SG%,

数）

- 被＃．j: 別
ヽ｀` 沈 汲乗楊 行方不明 |接触衝突 1 漂流 その他 合 計

地域別

牙 l狩区（小栂） 4 3 6 4 5 22 

牙， 2：i予区（塩釜） 1 士 5 
牙3/j序区（横浜） 1 I 1 

牙4符区（名古）社） 3 1 6 1 I 41 52 

牙5符区（神戸） 539 171 680 10 4049 5H9 

牙6笠区（広島） 108 108 

牙 7行区Cl"J司）

牙8笠区（舞鶴）） 1 
101 59 403 563 

牙91杢区（新潟 5 4 ， 211 229 

計 653 239 693 16 5 4821 6426 

恨帆紺

その他 3%を示しており． 小型紺の被害は相変らす圧倒的に多くなっている．

し大型紺の 62隻におよぶ被害も実質的には莫大な損害である．

被害別
沈没 I乗楊 1行方不明接触衝突 深流 その他 計

紐秤別

旅 客 船 4 I 2 6 

貨 物 船 3 ， 
2 8 

36 56 

機 帆 船 105 75 l 204 385 

漁 船 459 3 ¥-:゚692 I 5 4399 55ti0 

絆 66 96 1 172 335 

そ の他 14 52 6 ． 5 ~1 ト( 

海上保安庁屈屈紐 2 4 1 

16 

3 10 

計 653 239 695 5 4821 6429 

牙 7.3.3, 7.3.4表はそれぞれ被害紺舶のトン数，燈台および航路標識の被害朕況とこれら損害

の見苗金額を示したもので，紺舶の損害見苗継額は賞に 92億園の巨額である．

次に帥戸の牙 5管区海上｛呆安本部の同じく

大阪笠謳気象台予報課

牙 7.3.2表

永光要人，三好信之

船 種 別 被 害 （隻

しか

数）

9 月 • 3() 日現在の管内被害紺舶の状況ぱ牙 7.3.5~
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叶
＇

朕 況 155 

7.8.9表のとおりである．表中汽郷ま 5 トン以上の動力紺 を云う．

牙 7.3.3表 還Iiit船舶の隻数， トン数， 祖害見h'i領 狩区別燈台，航路椋談被害数及び

損杏見秋額

i f・}雅和E月lj

沈 没 祁 舶
乗 楊 船 舶
行）」不明茄
接 触 衝 突
涼流；猾舶

．その他

: I• 

疫 数

653 
239 
659 
16 
5 

+8~1 

64Z9 

トン放

59.549 
40.75¥l 
4. 915 
7. ~)54 

35 
67.888 

171. 100 

I i訊坦認？
領 （万田）

約 47(i392
11 18:WOO 
11 3D320 
II 19089 
9 56 
II 205862 

II 923319 

区笠1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

＇ ガ

計

牙 7.3.5表

船
茄
カ
カ
他

~
 J
 

帆
勅
無，｛の

r

船
船
―
-
＂

札ー

汽

機

油

そ

~7 6183 
65 4635 
47 
250}不明
96 10542 

188 ~1360 
297不明

1 1 
10不 IIJJ
33 101 } 
71 86 
5 不明 I

103 187 
15不明

1 1 
3不明
6 l 338 } 

175 2U 
3不明 1

230 5u2 
6不明

11 
L-! 

4743 
468 

牙 7.3.4-表

）
 

田c
 

額祐見士損
路
数識

航宮被

椋

‘,'-

数

t
3

台

〇

燈

6
3
3
6
1
7
4

店被別部本区笠

9

1

 

ー

i

＇ヽua 

（店）

3
7
i
l
 

1
2
1
 
9
1
3
6
 

ua 

4200.000 
1850.000 
2000.000 

13900.000 
35!)50.000 
17180.000 

6170.000 
4120.000 

85370.000 

牙 51i序区内船舶被杏調査表 (1)

← + - -

沈没采楊掘庄

隻 1，、ン隻，、ン隻 1,、ン

汽 船
機帆船，帆船

礁船
動力

， ｛抑孤カ
そ "J 他

計

汽 船
機帆船，帆祁

漁船 {1)J 1J 
無動力

その他

計 、
ー

L
 

,r ，
 

n
"
 

舟L
 

冊
汽
機
漁
そ り）

計

船
船
船
他

i't 
機帆船，帆

塁 (/.> 

計

船
船
研
他

、’vし

-
1
1
-
1
1
1
3

いー”―

-
5
8
-
5
8

1
⑮
臨
ー

17ー

総 .. 
u
 

560 ~228-4 
318不明

50 0337 
75 H548 

1 1 
3不明

1 1 
I 

11不明

14不明

1 1 
lO不明

1 1 

1 l 

註不明

1
3
3
1
6
 

1
2
5
o
l
i
/
 

4

4

8

 
81 ]4(j35 
翡 不 明

18 20469 
9 969 

47 2士141
64 45579 

5

1

1

5

1

1

 

~
 J
 

8
j

8

j

 

6
リ

6
リ

II

6
不

6
不

不

2
1
7
1
1
1
2
1
7
/
1
1
1
3
-
4
 

1

1

 

1
1
1
1
1
 

不リj

不明

――
 

l
l
l
l
l
 

そ の 他

隻

57 51617 
36 3311 

畠｝不I_IJJ

55 6781 
HS 61709 

訟り0 不明

5 25538 
2 不明

384 824 
188 246 
認 1

577 36608 
14不明

1 1 
5不明

525 1787 
69.J. 1073 

8 不明
138 2860 
13 不明

6

6

1

0

3

1

3

 

2

8

0

 
ー

-

l

。-
5

1

1

 

Iトン

8

8

1
6
6
1
2
 

0

5

6

 
7ー

-o
_
o
 

1

1

0

7

ー

1

1

 

7ti 5:Z:J,64 :>, ll03 ¥J3047 
2I 不明 l3l.5 不明

隻

計

トン
伽 考

ll3 83012 
l:24 9383 
618 
96,｝不明｝大阪

248 50801 
485143196 

I 
7122223 

32不明
416 925 
259 332}兵庫
28 1 
628 33480 
60不明

1 1 
19不明

580 22125 
867 1297 }．和歌山

14不明
1455 3-!22 

I 

牙 7.3.6表 牙 5行区1勺船舶被肉調査表 (J)

数

数

筍

数

数

知

扱

（

隻

（

船

率

船

半

古

杏

隻

被

比

隻

被

比

、ー

し

、
ー
し

大

阪

港

紳

戸

港

一

港内船舶

狡

,-qt 
＇ '
]
 

数

壁 接 船 舶

プf.；；し修珂l’"_)もの

｛［港船舶

6

9

6

2

0

0

 

1

5

o

l

 

切
四

8
5
2
6
8
3
1

6

6

0

6

6

7

 

1

1

0

1

3

 

ー

う

1
1
4

4
3
7
 
8
8
1
 

3

2

 

牙 7.3.7表 牙 5笠区l勺船舶被寄調査表 (3)

洵難釉類 袋数 トン数誓口 I1J/li 孝
ノ 海難種類 扱数 トン数 見秋令頷

（万p:j)
備 考

i
/
l
/
1
6
-
a
1
1
 

-

6

-

6

2

0

3

 

1

1

1

1

 

1
9
・リ

｀
 

，
 

6

6

1

3

3

1

6

 

―-
6

-

6

1

5

6

 

l

l

1

8

9

 

1

1

 

2920182230 
1678 不明

知

沈

没

乗

拗

船
船
加
他
明

帆
．
の

汽
機
池
そ
不

,

'

し

船
船
船
他
明

の

し,r 

汽
機
柏
そ
不

、

v

』

1
7
,
3
0
4
 

27
⑱

的

郎

1

8

1

1

5

2

3

3

 

3
0
5
0
7ー
4

3
肌

3
0
9
2
 

9
不

1
8
7
0
5
甜
叫

7
4
5
1
3

6
4
1
0
不

4

5

0

0

5

0

0

5

0

 

2
J
l
(
1
3
0
J
 

)

8

J

J

 

6
2
7
 ー

8
5

ー

2
不

4

1

6

1

 
8
 

3
 

ー

9
9
1
6
不

4
 詞

科
炭
の
も
の
が
多
い

「
不
明
」
は
伝
島
船
或
い
は

9

(

、

;t-
―
 

．
 
＇へ

拙l

｛
 

船
船
船
他
明

帆

の

訂

汽
機
漁
そ
不

,
＇
、

の
も
の

右
以
外

総

船
船
糾
他
明

帆

の

汽
機
漁
そ
不

20 27154 I 
9 9(i9 

I 

47 24141 
21 不明

（う2 7715.s I 
56 4317 

2030 -!79-! 
55 6781 

1315 不明
:292918:2:230 
1678 不明

I 

108600 
935 

認~o

不明

185150 
2375 
3030 
1•220 

不明
39丑・35
不明

牙 7.3.8表 牙 5W区1人J400 トン以上船舶被官調庄表

船

あけぼの

太

あかね

牙—I--)IIl1利

原

牙三共同

橋

奉

9
.
J
 

，ー
J1

,
 

9
.,
 

比

名

叶i

川

立

世

JI I 

あきつ

9
二
1.

1
 

牙二浚泊

巴ii
1110 

937 

1121 

565 

4114 

2220 

10896 

2523 

884 

1043 

840 

757 

遭雖楊所
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fr， 
ォ2突捉26’少
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牙3突提28'サ
}＇1と
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ック前
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工楊前 1 
櫻島日本悔述
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19番）や壁
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利

沈没

”
”
I
i
 掘］屯
””
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乗拗

“
 

別

沈没

乗揚

沈汲

港名

大阪紐

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

II 

“
 
II 

船

ブ＜

さ
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,
ト
-
1
-
n
"

t、9

士オ

ー雁

玄

-m 
IIlm 

浪

赤
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名
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I
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工
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.
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＇ ＇ 

切

城

I,71 

｀
欠
ー

姿
総
ン

~221 

スクンホ ー ルI5000 

1047 

9 2 1 

1122 

635 

1729 

23丑

2376 

589 

719 

3378 

遭狸塩所

Jく阪造船所）や
披

牙 1突提11り

北港

牙 2突堤26'サ
}＇l': 

仕友介卯liij

牙2区

牙， 3突捉28'サ
f1': 
名村辿船所粋

壁

fl 

安冶川‘：匂島町
河｝i,:

三 II叶啄川

木iド！IIドック
入口

種 別

棚／坐

港名

大阪港

坐礁

鋪鋲切断

船体姐傷

I
I
I
I
 

，
 II 

II 
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I
I
I
I
I
I
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II 

I
I
I
I
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沖 7.3.9表 71'5/i序区内施設被：+，：調査表

(1) 航 路 椋

施設心秤類

足擢此が登台

人阪港船溜沈除
提灯柱

尼ケ 1虻t突提燈台

尼ケ l~j継rnサ 1 1
i 」•KI: 

(2) E.r 

‘
、
{

可
パゎ

議

ジェー汲澤国神戸港 I：あり b

在港船舶

拍‘占11hl所

灯塔組裂

拍1-，．程度 I復1n1'l見秋額

中破

灯柱倒援

鉄扉貯気
椅流失

灯杜倒竣
I 

大阪

II 

fl 

，，、スガ波石灯椋

（甲ノ i11i)

甲ノ港口灯椋

尼ケ1I1t:jj巷西防波
堤梵台
和歌山港北防波

1 捉灯台

800000 

400000 

100000 

470000 

施設の利類 祖害個所

灯塔中央
部折損

灯椋倒竣

鉄梯子

灯塔組裂

祖古程炭復1日1？見祓額

大破

II 

II 

小破

wooooo 

300000 

~50000 

600000 

施設V...l利類 損古:11~,所

釦賭恥四 毎定期旅名船t除
図OO9t（茅5ビ）に 4隻在治

6
1
C
J
 

凡切

榎瀑城生船
次船

悟殴宅船

1000" 500 

芍

蒼茫、杏

血 (/9)
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ン
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灯
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路
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水
＂
ナ
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伽
浮
滋

紳
灯
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サ
播
椋
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II 

掛宮11KI所
I 
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体その他

100000 
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施設の秤矧
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牙， 5 特区泡上保安本部調ペ

Fig. ~. 3 .1 Damages by the Jane at the port of Osaka 
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Fig. 7.3.2 

なお大阪帥戸両港における在港船舶と被害船舶の外）t況を示すと牙 7.3.G表のとおり港l勺において

錨泊又はプィに緊留中の港内碇泊紺の損傷比率ぱ祠戸において 0%,

接岸紺舶の前車戸 31%,大阪 85%,

充 4
 

Ships at the port of Kobe in case of Jane Typhoon 

邑

大阪港において 56％で摩壁

全比率は前1j1戸 21% に比し大阪 74%の砂率を示している． こ
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れは帥戸市において佑j潮 1.G4m,大阪市において 4.37m の潮差が大きく影懇したものといえよう．

矛 7.3.1, 7.3.2図（ま阪紳両港における紺舶の台風による移動を図示したものである．図中大阪

港在港大阪商紺所属玉・津丸 (S士（） 屯）は「けの暴風と記j潮のための圧流をさけん としたが当時空紺の

ため吃水浅く遂に錨地より約 1(）｛）0mの距離を 5分間で圧流され，岸壁に乗り揚げたものである

叉詞港在港の小舟艇（ま大阪池へ注ぐ安治川，以無川の両港に退辿したが，高潮のため急激に逆流し

退迎先で相互に衝突接触し，沈没接損等の被害は著しいものであった．

§4 西宮市北部の籠巻 （兵庫賑四宮市上ケ原附近を製つた竜巻踏査報者）＊

昭和 25年 9月 3 日 13時ジ、エーンの台風眼通過中武庫郡上ヶ原関西学院珊工科校舎附近一帯

が竜姻口製われた旨同校[T|中彰寃殺授から通知があつたので 9月 7, 8 日の 2 日間現地調査にお

もむいた．

被害発生判時より 4日間経過しているので居住家吊等は多少修珂を始めていたものもあるが木な

どは1まとんど倒れたま＼であり大体当時の気象肱況を知ることが出来た．被害地踏査は新田下上大

市，門戸厄帥，」ー．ヶ原等の地域について行ったが各地の被害及び当時の気象｝状況は次の通りである．

註 上空1こ漏斗雲を作った大きた旋夙を竜巻と定義すると，果して今炭の旋夙が上空に漏斗雲を1半つて府た

か否かは，その進行辿此が異1位1こ速かったことや，天空が塵挨などの飛li女でうす陪くなりはつきり見えなかつ

た事，洪常な轟音におびやかされてゆつくり観察する者が無かつたこと等，耗々の理由で被害地やその近傍の

居住者に附いても漏斗雲の有無(1)を答え得る者が皆無で残念乍らはつきりしない． しかしその規朕の大きさや

域内の夙の弧烈さは確かに窓巻の部類に1品しているので今次旋夙を竜巻と呼ぶことにする ．（l)

新田附近（矛 7.-!. 1図参照）

居住民の話を綜合すると 13時前は東寄りの風が強く 暴風雨であったが 13時過ぎ一寸風が止ん

でから南寄りの風が強くなり雨も降った由．

被害ぱ屋根瓦が少々飛び塀が倒れるなどでそれ程大きな被害は受けていない．竜咎が附近を通つ

た様な森音も間いていない様である．

新III]屑方 500m（門戸厄肺駅南東 500m)の水田中にある建坪 10坪位の小犀の中にいた藤井哲

氏ぱ 13時過ぎ風やんでむし暑くなったとたん小犀もろ共東方に約 3m吹上げられ再び北へ飛ば

され建物は木ツ築みじんとなり辿方に吹き飛んでぽとんど跡かたもなく籐井氏は約 10m離れた小

川の堤防＿1噂こ吹き飛ばされた由で竜巻はこの附近に発生したものらしい。

下大市（阪帥門戸厄紳駅北東 5(）（lm)

この附近も迎ごろ東＇洛りの風が強く雨も降つていたが 13時ごろちょつとの間風雨が止んで静か

になってから数分誌に空がうす昭くなり後烈しい南風の暴風雨となった．村の南寄りの地区内居住

者の中：ではコ｀｀ーッと云う掘昔を1li]いた人もある．被害は屋根瓦が少々飛び板塀が倒れ所により樹木

＊本節刹I戸海洋気象台篠原猛夫

(I) 上ケ原の住人で当時南東方に県い雲が漏斗状に下つているのを見たという人が 1人あった ．赤）1噌り康

附；；ビ

牙7窪被＃i ｝lk 況

Fig. 7.4.1 Path of landspout, 3rd Sept. 1950 

の倒伏もある程度で下大市南端では松（直径 1尺）が北西の方向に倒れていた．

門戸厄祠駅前（北側 50m) 
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この附近は住家 2軒のみでこの中 1軒は屋根を巻き上げられて全ばし， 1軒は屋根瓦，屋根板

を巻き上げられ，建具類もほとんど全部吹き飛ばされて半壊に近い｝状態であったこの半坑に近い

住家の居住者に当時の模様を聞いて見たところ初め東寄りの風が強く給風雨で 13時過ぎ風が一時

おさまつてから念にうす暗くなり突然猛烈な強風で家を破兵された．北側の住居も同時刻にやられ

た由で旋風はこの附近を通過したものと推察される．

門戸厄祠駅西方 300m 附近

この附近は東四に仲びる打1圃逍に浩つて 2階家が 2軒並んでいるが西側の家の居住者の話たよ

ると翌ごろは東寄りの風が強く暴風雨であつたが 13時過ぎちょつとの間やんだと息つたら怠に全

天うす暗く夕方の様になりゴーッと云う覇音と共に家の南側の屋根瓦が巻き上げられ，家の南側に

置いたたらいが巻き上げられ限根を越えて北側の水!Tlの中に落ちていた由で家の外側の壁板も半分

位吹き飛んでいた．

東側の家も I~ ゞ同様な被害を被つているからこの附近を旋風が通過していることと推察される．

門戸厄帥本通り中央部附近（上ヶ原行道路と門戸厄肺木通りとの交叉点北 50m) 
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この附近居住村の話によると午前中東寄りの風が強く搭風雨であつたが， 13時 15分ごろ風が

一寸の間凪ぎ，雨も！まとんどやんでから数分して怠に宵闇の様に暗くなってこれは変だ と息う瞬間

コ｀ーッと云う音と共にうす黒い煙の柱の様なものが南の方から近すいて来たので驚いて家の中に逃

げ込んだが，その音が近所を通過したと思うとたんに烈しい南東風の暴風雨となった1-l1で旋風が近

所を通過したことは舷実と考えられるので南北に走る本通りを消蹄に滑つてこの地点を中心として

南北を踏在して見たが，北方は被害は大したことは無く南方約 250m附近は道路に沿つて約 5llm

の幅にわたって軍柱が倒ばし，屋根のトタン板が電柱や松の木の上部にかた くからみつきその吹流

れている方向は北西で南東風が強かつた事を示し（写奨 1．参照），床屋の屋根瓦や犀根板が巻き上

げられ倒共にぴんした住家が数軒ありこの〖付近の四方丘陵は幅約 5,60 m にわたって＞樹木の築が

枯死して赤味を幣び周囲に比べて比較的明瞭な境界羞虹を形成し東光寺附近を通り丘陵の上方に向つ

て北I)肪こ仲びているのが望見されたこの糾梨から見て旋風がこの附近を南東から北西に向つて進

行したものと考えられる．

門戸厄肺東光寺附近

この寺の住戦の話とら唸内の樹木や家吊の被害を調査した紬果から見るこ，当時初めは東寄の風が

強く暴風雨であったが 13時 15分ごろ風が一寸おさまり急に全天がうす暗くなって来てコ｀｀ーッと

云う音と共：こ南東から照煙の立上った如く南東から大風が来製し，境内の紅築（直径 1尺 5寸）の

上部 （地上約 2.5m)を吹きちぎり北側にある家屋の中に飛び込み．家の屋根瓦も風のため多数谷

きー，→.げられ建具の大部分大破し，板塀も倒ばし被害大きく，風向南変後も雨はかなり強かったら

しく，東光寺 を旋風が南東から北西に通過したことは確実と考えられる．

次に東光寺北西追路附近は大木，小木数拾木倒伏していた．倒伏方向はほとんど北四で南東の風

が烈しかったことを示し，又坂道を北西によりきったあたりの樫の木は根元から 2.5m位の高さ

以上が吹きちぎられていたがこの南方に南北に建ちならんでいる脚戸女学院ぱ屋根瓦が少々飛んだ

秤度で被害ぱ軽徴であった．

東光寺上ヶ原Ilil平坦酒路附近

この附近ー存社は水川地帯で所々に品があり木は無く軍社が数木立つているのみであるが，水川は

おくての稲で未だ穂が出ておらす菜の先が［さ＼ら］の様に吹きちぎれて枯れていたのみであるが，

茄子品は茄子が全部北西に倒伏して枯死していた霞柱は［ステー］が張つてあった箆か倒伏して

おらすや入傾斜していたがその1tfi斜方向は区々であった この辺は木が無いので風の模様も良く分

らないが股作物の被害欣況等から見て窟巻はこの追路の北側を沼路に浩つて北西に進んだもの と考

えられる．

上ヶ原関西学院坪工科•東側部落

この辺追路の両側に住家が建並んでいるがこの中 4軒が尾根を巻き上げられて全ばしその他の家

展も被寄甚大でこの辺を竜巻が誼路に消つて北西に進んだことはぽとんど砲実である．竜巻来製当
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時の校榜をIり1工科校舎南束辻居住の一老人は次の様に語っている．

一老人談 「13時ごろ束寄リの風が強く 10分問位パケーツを打ちあける様な激しい雨が條つてから念に夙も雨

もゃんだので外に出て見ていると 2分間位たったと思うころ急に日荘時の様に陪〈なリコ今ーツと云う轟昔と共

にP'J戸厄剥Iの方何から槃い柱が相賞裔く舞上リこちらの方に押し寄せて来たので家の中に逃げこんだ瞬間家が

ぐらぐらとゆすられると同時に南寄りの猛烈な風となリ雨もかなリ降つた． この時刻は 13時 20分ごろと思

うが確かではない•

上ヶ原関西学院理工科校舎附近（牙 7.4.2図参照）

関学理工科用中数授，田中庶務主任その他職員の方々から校内被害朕況や当時の気象欣況の説明

をして戟き被害現場を調査した結果牙 7.4.2図に示す様に，理工科校舎南東住家を破坑した竜谷は

道路浩いに北四に進みコンクリート建校含を其正面から製い，惜内東側の電柱や庭ドを吹き倒し，

校舎の東側の窓ガラスを目茶苦茶：こ破限し， 2階西側にある講堂の屋根を巻き上げ北丙に進んで校

テニスコート
ノ； ↑ ¥＼ 

，，， ―＼'南北及い東西方向1：：伶成す
/―□ 

. . : ・・・・ • olご応（全抑年5米I

(：..,I 

ベ↑
樫松
(W) (WNW) 

脅柱叩）1

方向1が到伏方向

國全嬢又lむれ心虹い
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Fig. 7.4.'.2 Inspection of damages by landspout (3rd Sept. 1950) 
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含西側 30mにある化学実瞼造 2棟 と宿含 1軒を全兵し，更に北西に進んでいる．

図中の矢印は樹木や，r1柱などの倒伏方向を示したもので問伏時刻は関学職員や近隣居住者の言を

綽合して見ると大体竜咎が通過した時刻と見てよ い様である． この図で見る通 り，樹木や＇心柱等の

倒伏朕況から判定して本陪の南東部庭先に南北の幅約 80m位の時計の針と反対廻 り渦春の形跡が

あり竜谷ぱこの部分から北西に進んで校舎の窓 ガラス特に上方の窓 ガラスを破ばし校舎の丙側中央

の鉄板ぶき屋根を谷き上げ，更に北西に進んで実瞼室 2部を通り福約 7,8m南北の長さ約 30m

棟を全坊し庶務主任宿含の用根を巻き上げてほ とんど全塩させたものらしい．実瞼室 (A)は倒壊

当時のま入となっており用根を取られ北四の方向に裏返しとなっていたが，（B）実瞼室はすでに手

を加えてあつて倒卯状況は不明である．校舎南東部の窓ガラスを破つて数室に入った屋根瓦の破片

（長さ 10cm位， 厚さ 1.5cm位）が コンクリ ート の壁（しつくい塗り） に孫勺 ~cm 位つきささ

つていたことから考えて， 当時の竜巻の風辿が如何に強烈なものであったかが想像される．

実瞼室 (A)の西端：C接する宿合に住んでおられた同校庶務主任川中俊二氏は当時の外犬況を次の

如く語っている．

田中庶務主任談 「盆日毀ごろ束寄りの風が強く並雨が降リ 13時ごろから家の壁などが落ち始めたが 13時

10分から 15分ごろと思えるころ風がちょつとおさまり空が11ifくなり，コ～ーツと云う轟昔がしたとたんに自分

の体が空中に浮き上った様に感じあつと云う間に家の民浪が巻き上げられたので 2オになる子供を抱いて家の

外に飛び出した昨は激しい南寄りの夙のため歩行困難で1伯か 20m 少肛1圃逆を通つて南側の家に避難するのも

やつとの市であった．
ヽ

なお，夙月の梵突（南東に而する墜から外につき iHていたもの）が龍巻で抜け出して少しも破損せずそのま .I.

北東に面する窓からすつぽりと入リこんでいたのは不息議です．」

」-．ヶ原関西学院理工科実瞼室より同校中学部に到る区域

実瞼室丙側に北東から南西に 8m前後の11!］隔でポ プラの立木（直径 1尺 5寸位）が約 10本並

んでいるが， これが全部地上 5m位から上部を大部分もぎとられその西側にある・テニスコ ー トの

囲仮が倒共していたが倒伏した多数の板がテニス コー トに一面にひろがり．倒伏方向は大休南北 と東

四の両方向で， コー ト内北寄りの所をほゞ南東から北西にこの両者が入 り乱れている線があり竜巻

の中心がこの線の附近を北西に進んだのではないか と考えられる、

このテニスコ ー トの北西 100m K.関学中学部がある． この東側の庭木が数本北四に倒れており

中学部校含の北側の用根は吹き飛び狡舎の北側にある印刷所は全度しその西側にある 印刷所職日の

宿含 1棟の凩根が吹き飛んでほとんど全塙していた

この被和状況から見て竜巻は実瞼室を破J:裏した後も北四に進んでテニスコ ート を通過し関学中学

部の校含の北側と印刷所の間（幅約 40m) を通過し北西！こ進んだものと考えられる．
• 

岩阪建ー氏は当時の模様を次の様に語つている．

印刷所職日

岩阪建ー氏談 によると 「13時ごろ風が弱くなって南に廻リ雨ゃみ空が明る〈なったので外を眺めたら東南

麟角にあたる理工科校令南蛾の向う側の方から火災の短の様に見えるものが地上からかなリ空邸く立上つて

いるので最初火事かと思ったがそのII3ゴーツと昔が して来たので1登いて家の中に入り雨戸をおさえたとたん激

しい南寄りの｝n，に手 を吹き抜かれそうになったがかろうじてまぬがれた，」 1，il氏iii令の東側のii1令はこの明1iiliこ

屈根を吹き抜かれて仝埃に近い｝状態となった．

上ヶ原•i序水場附近

印刷所宿舎の北酉逝路！こ常つて家屋の用根瓦や屋根菜が吹き飛び甚だしく破坑された家が数軒ぁ

虞谷はこの附近を通つて北j屑進し 山に登り邪水地の南西§;i註を通り西娼の谷間：乞抜けたらしく西端

の松が約 20木西南西の方向に倒伏していた．

竜巻来製直後は洋水場構内一帯に関‘怜の屈根鉄板やその他のものが多数飛改していた由で詞場職

n三宅義ー氏は竜巻の模様を次の様に語っている．

三宅義一氏談

機の煤昔の様な行がして来たので外に出て見ると南釆 500m,杖J学のボプラヽ t4くのすぐ後方と，思われるあたリ

に 50m位の邸さに、r・店い柱が立ち上り色々なものを？せ中に吹き飛ばし凄惨な形相を早している り）で竜谷と直惑

して家の中に飛び込み子供を抱いて再び屈外に飛び出し地而に1犬せた翻闊窟脊は1:f,]近を過ぎ去った．」

さて三宅氏！こ竜巻を見て家にもどり子供を抱いて庭先の地而氾伏せる！こ嬰した時間を再演して妓

きその時間を計つて見たら大休 10秒位で従って咆谷は地上で1ま 5(）0m

になり，

結

大休 50m/s位で移動したことになる．

E
n
 

至
＂

「13時 00分ごろ雨が強、がつた． 1311年15分ごろ雨がちょっとゃんてからコ・ーツと云う飛行

丘陵を北i屑に進み東光寺を通過し門戸厄帥，

を 1(）秒位で移正した事

. 1-．ヶ原 •]府水場通過後の｝状況

土ヶ原•i腎•水場を通過した竜谷がその後如何なる径路を取ったか路在の扱合が無かつたので明らか

この竜巻では巻き上げられたものが大体通路の前面に落ちており，上ヶ原での間込みに

よると甲 山南東 500m の追路附近及び北東 800m の在の池附近忙快l学の屋根鉄板及び実瞼室の栗

でないが，

晶箱等一見明瞭に分る物が落ちていた由であるから竜谷ばi『水場附近から阿進し甲山附東部から谷

間を通つて北進し五の池附近を通過したらしい．

ジエ ーン台風の眼は風が静穏に近い肱態になっているところを [I艮とすると， 阿は別府村から東1ま

尼ケ崎に逹する東四約 55km，南北約 10km前後の非常に東四に細反いもので眼と云うよりはむし

ろ不連続線と云う感じに近いものらしいが，今次竜券はこの眼の東娼が武庫郡門戸厄詞附近を南か

ら北に通過中 13時 15分ごろ門戸厄訓1と荒木新「「！間の水1「1中に発生し眼の南緑：乞滑つて北丙：こ進

んだものらしく阪急門戸厄帥駅北側から阿北西に進んで門戸厄帥南部の滸路を横切り， その阿側の

上ヶ原間の道路に滑つて西北西に進んで上ヶ原関西学

院珂工科校含を製い更に北西に進んで閲‘芹・中学部の核合の北端と詞校印桐所の間を北j屑！c進み」力．ケ

原邪水場の南西部を通過し以後は詳細不明であるが甲山北東山中に進み襄減した椋に考えられる．

竜谷発生地から」ー．ヶ原靡水場までの距離は約 2.5kmである．

竜巻の渦の直径は，関学珊工科校含附近では倒伏 した困往や庭木憚から 30111.位と推測されるが

その他の地区では判断する査料が無くて不明である．上空に漏斗立が布つたか否かも分らない
こぐ,,

IU、

巻に伴った被害区域の幅はこの渦巻の直径よりかなり大きい様で，所：こより相述はあるが理工科校
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．含附近でぱ輻 50Ill位その他の地区でも大体 50m前後の所が多い

窟巻がどの地区で最も発述したかは，この辺一帯が野畠山林が多くて家尼が少く判定材料が僅少

でよく分らない．又被害は地上からの邸さが翡い程大きい様で，立木等を見ても 3111位以上が吹

きちぎられているものが多い竜巻の進行速度は 50m/sに逹していた模様であるが不確実であ

る．意巻来製前は気溢が邸く雨は降らなかつたが通過後は強烈た南風と同時lC大雨となつている．

今次窟なの成1月：こついてぱ視在まで！c集つている査料では調査困難である．

§5 関西方面の被害の特徴＊

ジエーンによる関四方面の被害は陸上では主に風害，悔岸では風害に加うるに祐j潮による水寄で

あるが，大阪の惨害の主原因は邸潮による没水である．祐iii~や風による災害について 1ま気象や地形

の影砦を受けたものが多い．それで今後の資料とするため：'C, 一応被害の特徴として次の 4項目を

あげて記述しておこう ．

(1) 西大阪の凶潮彼害

(2) 大阪の風害分布

(3) 阪紳方面の風害分布と地形

(4) 西宮市北部に発硯した竜谷

(1) 四大阪の砂潮被害

宝戸台風の時の大阪湾の異常潮については有力な研究者によつて種々桧討され数々の論文が公け

にされたのであるが．今回は潮位実測記録が前よりも豊富に得られているから，資料を充分活用

し，あ らゆ る角度から綜合的な研究がなされるよう期待して止まない•

こいではます今回の大阪の高潮被害に関連して次の諸項を概観して見よう．

(a) 天体潮 (f) 地盤沈下

(b) 気圧の下降 (g) 浸水時間及び没水の深さ

(c) 暴風の作用 (h) 陸水の影靱

(d) 湾水の振動 (i) 防潮施設

(e) 台風の進行速度及び径路 (j) 沿j潮瞥報の利用

これらの 中 (a)から (c)までは邸潮と密接な関係をもつ原囚的なものとして普通考えられるの

であるが (a),(b), (c)及び（e)に関してジエーンと室戸台風の場合を比較すると次の矛 7.5.1 

表のようである．

そこで大阪湾その他高潮に関連する従来の有力な研究である荒川秀俊，吉武素二両氏の低気圧が

悔上を等速で進行する場合及び風による悔水の堆栢に関する所論；山田彦兒氏の進行低気圧による

沿i潮の所論； Coldi呻氏の風による吹きよせの実瞼式；中村左ヱ門太郎氏の大阪湾の潮位上昇と風

＊ 大阪：在区気象台調査課赤jl沿fik

牙 73位被害・朕況

牙 7.5.1表 ジェーン台夙と主戸台凰の比較

I -

ジェーン台風 室戸台風

年111で潮位の恰jい時で

天体潮 あり，大阪誘通過は蒔左に同じ
湖時附近に相当

最低気圧 970.3 mb 954.3 mb 

28.lm/s(IO分間平均） 40m/s以上
(20分間平均）最大風述炭

瞬間最大風

以上の方向

44. 7 m/s 60m/s以上

犀風網続時間
(LOm/s以上）
大阪涜I；付近で
の進行辿炭

南

14時間

58 km/h位

径
室戸岬から京阪帥通過

路 iまでの進路は主戸台風
の楊合と酪似

降水総姑 I64.7 mm  

南

4時間

60~70km/h 

19.5 mm  

牙 7.5.~ 表地上水深 (m)

区 名 手均 汲詞

束淀川区 1. 1 4 2.20 I 
西淀川区 2. 4． 9 3.70 

此 花 区 2.55 3.70 

港 区 2.85 3.90 

西 区 1.35 2.70 

-)liie,; i ,1:,1 区 1.25 2.50 

ブC 正 区 1.90 3.10 

浪 速 区 0.75 l. 50 

住 吉 区 0.80 1. 60 

西 成 区 0.85 l. 70 

l li:j 

放低

゜1.30 
1...JO 

1.80 

゜
゜0.70 
゜゚
゜

及び気圧との関係の実瞼式；肥沼窺ー氏の風による海而の昇降に関する所論；寺rn一彦氏の街哄の

伝播による湾水の振動と見る所論；和逹油夫氏，日祐j孝次氏，邸谷静馬氏等の湾水の自由振励に関

する所論；

これらをジエーンの場合に適用しても大阪の邸潮が室戸台風の場合よりも邸くなるという 結果：こ

なるものは一つもないようである．屯実ジェーンによる最高潮位は 4.37m, 室戸台風の場合の

5.10m よりも約 1m低かつたがそれにもか入わらす浸水範国（面柄は約 2倍）及び浸水の深さ

は室戸台風の時とほゞ同様となったのは，どうしても西大阪の地盤沈下が主原因と考えられる．次

の原因としては，台風による降雨がジエーンの場合の方がはるかに多く，陸水の影評も考えられる．

地盤沈下の測定結果によれば西大阪では沈下の少い所でも 60cm以」-.,最も激しい所では 1.5m

も沈下を来たしていることが明らかとなつているが平均的にみて 1m程度は， 10年余前にくらベ

て沈下したと考えられている．

一方既設の防潮堤ば暴風の破壊力をうけたと共にその高さの低かうたことが惨害の一因と考えら

れているが，地盤の沈下がなければ防潮堤の祐jさは低きに過ぎたという結果にはならなかつたわけ

である．

次ぎに川筋の所では折からの増水が高潮にさ＼えられ浸水を助反するという現象が起つた．

被害のあり方と最も密接た関係をもつものとしては，没水の深さ及び没水時問の長短で，設水地

帯の地区別の地上の水深は牙 7.5.2表のようである．授水時Iii]の長かつたことは大阪の松j潮被害

の非常に璽大な特徴であつて，邸潮による災害地帯の没水日数別の区域の概略ぱ牙 7.5.1同のよう

になつている． これらによつて浸水の深さが大きく特に浸水II年間の反いことを知るこ とができるの

であるが浸水地域の排水は防潮堤その他の閃係で杵しくおくれ 1ヶ月経過後なお排水しない地域も
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Fig. 7.5.1 Kumber of days of inundation in Osaka City 
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ぁった．

,f;j潮！こよる投水に暴風の破J:文力が加わって惨害をあたえ，授水時間の長いことによつて，いよい

よこれを深刻化したということになる

最後に述べるべき誼大なことは祐j潮呼報伝逹の間題で，弊報は適切に発布されたけれども通信観

即の故防，杜絶，伝逹糾絨の不完全のために高涌地幣居住者への徹底が不充分であったこと1ま，辿

け行べき種々の被害を防ぎ得なかつたという不幸な結果となった． これがうまく行っておれば被害

を相当軽減できたと思う．

(2) 大阪ヴ風害分布

陸上の風害と広地域にわたり，被害対象と建築物，交通，通信，軍力関係諸施設，農作， 園芸，

山林布すこぶる広範囲に及んでいるが，大阪方而は集中的に被害は大きい．その最も著しいものと
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Fig. 7. 5. 3 Precentage of collapse to total 

number of homes in Osaka City 

して建築伎害の分布を大阪府建築部の調査によつて大卸するために，大阪府及び大阪市の仕家の全

戸数に対する全坑率を牙 7.5.2図及び牙 7.5.3図に示す．又大阪府下の学校被害の分布を冴 7.5.4

図に示した．又大阪府南部，和歌山屎北部，奈良県南阿部にわたる地域の交通関係の被害分布を抱

観するために牙 7.5.5図をつけた

大阪地方では風速が大きかつたと共に屈風継続時間が長かった（約 14時間）こと 1ま防潮堤の破

ぱ及び浸水を助長し，他の原因と結びついて室戸台風に次ぐ惨害を起すに至ったと考えられている

が，一般風害を大きくしたことも事実口あり，同時に瞬間的な大風速によつて短時間に被害が発生

したことも目撃されている．又ぶ風維続中の風向及び風速の変化1ま被害の上に紐々の特徴を残して

いる．

(a) 建物の倒ば方向についての大阪市の外火況は大阪府建築部の調査によれば矛 7.5. G図の如く

で，最大風の風向が南であつたため，北方へ倒坑したものが最も多く約 58%で，北東方向へのも

のがこれに次ぎ 18% となっている．比較的に強かつた束ないし南東の風による倒坑よりも，弱い

南四ないし西の、風によるものが多かつたことは，強い南風には持ちこたえたが局部的破ばを招き，
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‘、

又この方向の風の継続時間が割合長かったことに原因すると考えられている．叉浸水によつて耐風

カの減じているところへ西よりの風をうけて東側へ倒れたものもあると考えられこれについてはす

でに述べた東側への倒塩は 13%で案外大きくなつている．

(b) 建物の全半坑を通じ，平家建よりも 2階建の方が多かるべきはすであるが事実は反対で平

家建の方がはるかに多かったのは戦後に小規模な平家建バラックが多く建てられたためであり，大

破，小破が比較的に多かつたのは暴風継続時間が長かったことが最大の原因である．しかし局郁的
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施工の不良によるものの多かったことも事実である．

(c) 建物J}i]囲の欣況による風当りの強弱ということをよく云うが被害の跡にこのことがよく出

ている．すなわち密集している所では被害が少<,散在している所や空地に富んだ所では著しく多

くなっている．又建築に対する姶風の破填力に関する有力な資料となるものも多数調べられてい

る．

市街地の形や建物の配列によつて風が局部的な変化をうけるから，平時において市街の風速分布

や流線について調査して対策をたてれば｀， ょほど被害は減じられているであろう． こういうことが

痛切に感じられる．

(cl) 公園樹の被害は 11％程度であったが街路樹は全路線にわたつて被害をうけ約 70％に及ん

氾街路樹の倒伏方向は逝路の方向によつて異なるが北東に倒れたものが多く，又街路樹の中で倒

伏の全くなかつたのは東区御堂筋の日生ヒ‘}咋付近と北区御堂筋の同ヒ｀｝吋付近であったがこれは逍蹄

の両側に訳iい大きな建築物があつたためで，暴風は東から南を経て西へと風向が変ったが道路両側

のt;jい建物が防風壁となり又風向の変化に関係なく一方向からの風圧をうけたので倒れなかった

ものと考え られる． 倒れた街蹄樹及び公園樹木には．風当りの強さよりも東，南，西と移動した

風のため遂次 8方向から風圧をうけるに品をり，根本がゆるみ倒伏したと考えられるものが多かつ

た．

(3) 阪祠方面の風害分布と地形

次に阪祠方面の風害について若干踏査した結果を述べ風害分布に関し多少の考察をしてみよう．

大阪市内

家尾の倒土屋根の破損，電往の倒戌，樹木の倒伏並び：ここれらの側斜等の被害欣況の調査によ

れば，概して北東ないし南の風によつて被害が起ったこと を示しているが風に対して比較的抵抗力

の強い樹木（大木），電柱の類は一般に南から北へ向つて倒れ又は傾き叉建物や瓦屋根の破損も南側

に最も烈しく，南よりの最大風の時に短時間に被害の起ったものが少くないことを物語っている．

耐風力の弱いものは風が最大に逹せぬ前！こ被害をうけているが，最大風より後！c建物の個ji文したも

のもある．

西大阪の浸水地域では水害と共に耐風的にも強くなり最大風の過ぎて後に大きな被害をうけるに

至ったものがあるのでこれらは被害の跡が最大風の方向と符号ぜぬ結果となっている．この例とし

て設水の烈しかった大正区におけるものをあげよう ．風の肱態としては，大正区の東側と西側にあ

る大阪管区気象台と築港分室との観澗から見てl咀j区は風の強くなり始めは北東風で，南よりの時に

最大となり門よりにまわった時！ま可なり弱まつていたこ とが確実に推定される．大正区の倒戌又は

側斜した主として家屋の方向の分布は牙 7.t,. 7図の如くでその方向は概ね北東から南西ないし南か

ら北であるが西から束へ倒れあるいはイtJi いたものが莉干ぁった．（原I•「 1 技官調査）

広区域にわたって非祁；に多くの軍注が倒ばら折損， ftJi斜したがこれは数本ないしそれ以ート．の相当
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Fig. 7.5. 7 Direction of collapse and inclination of houses 

“-― 

強力な電線が張 られているので，被害の肱態と最大風の方向との関係は電柱のならんでいる向きに

ょって必すしも筒箪で1またい大阪市の南西蔀（住吉区）．における踏査によれば東西にならぶ電柱

50本位が全部南から北へ傾き，附近の樹木も亦南から北ヘイtri斜又は倒伏していて最大風は南より

であつたことを示しているが，南北にならぶ電柱は東から四へ1tsiいているものが多かった．

（西川技官調査）
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京阪紳地方

この方面の鉄追沿線の風害i状態特にその分布を次の方法で調査した．（矛 7.5.8図参照）

（イ） 風害分布観察の基準として家屋の足根主として瓦尾根の被害i状態を採ることとし，破損の

程度よりもむしろ多少とも破損した家屋の数の割合によることとした．

（口） 屋根のいかなる部分に破損が多いか，家や兄根の方向と破摂個所との関係1まどうか，破摂

は屋根のどちら側に起つているか．

(A) 大阪，明石間 ▲
`
 

大阪駅から国鉄線で進むと塚木の手前附近から「もケ崎までは最も激しくコンクリート造りを除い

て家苺に破担した被害は 100% と見られる． 尼ケ崎駅附近から急激に減少し次の立花釈との間は

70％位，立花， 甲子l掛口間は 50%位，

減少し 20ないし 15%位，西宮，

甲子園口駅から 500m 位の所から更に急激：こ不連続的に

芦屋間は 10%位，

ないし 10%の軽徴な程度となっている．

屋根の破担は

それから阿方は四明石方面まで大差なく 5
 

般に突び出た所，すなわち屋根の角，棟，，， 稜線問辺の部分で足根の腹がやられて

いるものもあるがこれは風害の激しい区域でのみ見られる． このような区域では屋根の方向にあま

り関係なく被害を生じているが西宮から西方では棟が東四に仲びているものでは概してその東側の

△ 

大辞•山

,,._~lj 

の気骸
I
{
J
¥
っ

稜線に箔うて破狽し，棟が南北に伸びているものでは棟の瓦がとんでいるものが多い．

から四方では北東ないし東よりの風が最強であつたものと推定出来る． P判明石附近では台風中心の

後而の西風がかなり強 く屋根の西側のやられているものがわすかにある．

帥戸洵洋気象台の観測は最大風述北東 33m/s,瞬間最大北束 48m/sを示しているが祠戸の風

害は甚だ少ぃ．

ものであるから市街家屋の翡さの所ではすつと風は弱かつたと考えられる．

ぃ．（赤井技官調査）

(B) 

一見不息議に息われるがこの観測は一般脚戸市街より非常に記iい塔の上で行われた

大阪京都間

京阪の―I度中間砂槻までは大阪から漸減し翡槻附近は 30,％程度で以北京都まで1ま 10%又はそ

れ以下と見られる． 京都市街ではこれより大きい所がある．帥戸方面に比し京阪間の方の風害が若

干大きいのは注目すべきことと、思われる．

(C) 大阪一宝塚ー西宮間

阪怠線：こ殆うて大阪ー池Ill一宜塚ー西宮間の肱況を前記の要領によつて調査した所，

進するに従って彼害の割合は減少し，岡町，

から西方宝塚間ぱ 5~J0%位，

仁川から宝塚；こ向つて減少し，

宝塚，

（三宅技官調査）

ょつて西宮

これは別途に桧討した

大阪から北

骰中方面では 40~50%，池田では 20%程度，

四や、北口と四窮駅間は 15~20%程度である．

これ

西宮間では仁川，酉宮北口間がやい杵しく 25％内外で，

この線で1まー1此屋根の南側の破狽したもの，樹木も南から北へ倒伏したものが多いが東側のや

られた用根も若干ある．（赤井技官調査）

゜
4 km 8,K1!¥ 

3. 魁中，石橋，箕而方而（矛 7.5.9図参照）
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柱の倒如ま至る所に見られ，概ね北側に倒れている．家屋，
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この 3ヶ所を結ぶ三角形地域にある丘陵，

である．（者木技官，矢追技術員調査）

箕伯i•豊中間風害調査

(1) 

（口）

(A) 

(B) 

軍車線路浩線区域

展根瓦の破損（ま大阪市生野区より甚だしい．特に南側が激しい．樹木，煙突，板塀，広告板，翫

踏破地区の被害

寺院内境内の松3木（その中径の最大 J5cm)折損，他は屋根瓦の破損．

学校

(C-D間）

柳数本折損

共に松杉の山林で平均 20木('L.1本は折摂している．樹木の倒迂方向ぱ北ないし北

北西，径 30cm 程度のもの中空で折れている．但し被害の甚しいのは西ないし南西斜面．東斜面

にはほとんど被害はない． ただ丘陵斜面の農作物の倒伏が所々にある程度，斜面に立つている⑮往

の 2,3が東風で西方にfl:Jiいている．

山林の風害状態を特に詳しく調査した結果は次のよう

工場の倒ばせるもの 2,3あり．

これは電柱を埋めた地面がやわらかいためもある．灌木類は

Fig. 7.5.8 Osaka, Kobe, Minoo, Takarazuka Districts 
東風で傾いているが，巨木は折摂もなく傾斜もない．
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c
 

-------➔ 諏杢江径跨

Fig. 7.5.9 

(E) 寺院と藻

燒屍家居（小屋程度）倒ぱ．

(F) 

Toyonaka, Ishibashi and Minoo Dis訂icts

直径 50cmないし SOcmの松の大木 4木倒伏（方向北々四），培

石は大休そのまいであるが 2,3落下しているものもある．

疎開者のバラック家吊 4軒共1tfi斜，

この種丘陵地幣の谷間1ま被害は少いが，

なお寺院1まちょっ とした丘陵上にある．

1軒ば限根が吹きとんでいる（磁ぶき）．

この辺としては珍 らしい被害を うけている．住人の言に

よれば］3時ごろ風が南：こ変り被害をうけた．家屋，屋根共数回風の息、にゆすられ4軒とも ほとん

ど同時に被害をうけた同時に裏の松の木数本が折損， その朕態は C-D間に同じ．

大阪大学分校（旧浪速邸校）南側斜而

松林の被害は特に甚しい．

(G) 

向は北．同大学ー数官の言によれば，

び杉は所々折損しているが大学南側斜面ぽどではない．裸林は小枝，

は折れていな‘^ ． 誼柱はほとんど傾斜している．

(H) 

杉巨木（直径 lm)根こそぎ倒J:え（但し方向は西）朽木らしい．

2本北に倒伏，根の径 811.1.

(K) 

家用に何ら被害なく樹木も健fE.

(L) 

3.5m 

刀根山常泰寺

池と山かけにあたる区域

稲荷社（昭和 17年の建立で比較的新らしい）

と 4.5mの相当大きな社が北東方向へ倒壊，

が南から南西に変つたときに倒れたらしい．

（ハ）

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

のは．

大阪，

よりである．

塚，

綜 括

上の理論とは逹つて，

南側は池で開いている 直径 45cmの巨木が折阻している．倒伏方

室戸台風時より被害は甚だしい．待宋山登nの街路樹，柳及

と士 m 平方位．

溢室のガラス 1枚も破団なし．

松樹折損の最大は 45cmの径で，

根こそぎ倒壊は径 lm近くの巨木でも行われている．

中枝の折損している秤度で幹

その他松の巨木（直径

土台石のみ残る．

大体地上 2m以上の所で折れている．

山系附近の地表風に現われると考えるのは必すしも無理ではないと恩う．

山系に比較的接近した範囲であろうと推察される．

0 cm) 

午後 1時 JI)分ごろ，風

丘陵の東側は被害少く西側が大きい．

丘陵上の風の吹き絵れ区域は完全に被害は大きい．風の死海に相当する区域ぱほとんど被

害ばない．

松が 1番よく折損し杉は割合小枝で止つている．

被害分布と地形

阪帥方面の被害分布が以上のようであるのは建物の構造特に瓦屋根の直：き方の相違：こ括くという

こともあろうがこの耐風力だけのI詞1で，池田，宝塚間及び甲子園口〖付近から西方で急激：こ被害が

減少しあるいは被害の欣態に特徴を生じたもの とは考えられない．阪祠哨線の北側！こ：まパ甲山（湘

抜 932m) を主峰とし， 500m fA」外の山岳が連立しこれらを結べば楕円又1ま円に近い形はなるので

この山系の特別な影靱が考えられる．

一様な流れの中に板或いは円注叉は楕円柱が置かれた時の流体の速度分布や流線の形1よよく知ら

れている通りである．今の場合は一様な流れがあたるのとは欣況は異なるがこれに似た傾向がこの

ただ山系の影聘の箸しい

京都ではいすれも台風の南東象限：C入つている時に最大風が現われその方向ぱ南ないし南

この外犬況は西宮附近から宜塚を結ぶ線以東に．被害の上にもよく現われてい るが．宝

池田間が特に被害が小さいのは北側の山の影態であろ う．すなわちこの方面では南風1よ 述の
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山地に直角：こあたる形となつて弱まつたのであり ，西宮，宝塚間はその西側に近接した山地に沼う

形となつて吹走したので被害も大きくなつている．西宮附近から帥戸のや入西方までは 山系に対

し，北東ないし東の風が強められる位四にあり ，南偏風は弱められる位晋にあるので，台風がまだ

上陸せぬ時の北東ないし東の風が最大風となる結果となつたのではないかと考えられる．そ して扉車

戸の最大風ぱ北東 33.4 m/s（瞬間最大北東 47.6 m/s) という大きな値となつているがこれは気象

台の風力塔（海面上 81.9 m)での値であつて，一般市街ではこれよりもすつと弱かつたと考えら

れ，被害も少いのであろう．

(4) 四宮市北部！こ発現した竜巻

この竜慇こついて1ま帥戸海洋気象台の篠崎技官によつて詳細に現地踏査が行われその報告は本章

§4に記されている．禾文の筆者と大阪から現地に赴いて概略の調査を行ったのでこれらの結果に

ょつて要点を次はか入げる．

1. 当時の散態；こ関する現地での問込みを総合して， この旋風は陸上の竜巻と判定してよい と思

われる．

2. ジェーン台風の中心域に発生したものでこのようなこ とは実に珍らしい．

3. 台風の風のため：こうけた被害ぱこの方面では軽微といえるが， この竜巻のために狭い範囲な

がら瞬間的：ご死偽，家屋の大破全壊などの惨害が突発した

4. 人体が直接巻き上げられたものは皆無で死傷は主として家屋の材の下敷となることによつて

起つている．

5. 竜巻通過の痕跡は幅 50~1()Om, 長さ 3kmにわたつて残つている．

6. 被害の軽度な所では屋根を大破し．激しい所では家屋全体を巻き上げ竜巻の進行方向に投げ

出し全ばせしめている．

7. 被害の跡から判断して竜巻の猛烈な旋回風の範囲の直径1ま 50m内外，旋回の方向は反時計

まわりと推定される．

8. 被害の烈しかつた場所では大体製来直前ゴーという異様な昔を聞いた

9. 竜巻の進行速度は 30~50m/sと推定される．

10. 吹きとばされた屋根瓦ぱ，竜巻進行の前面にある他の建物の窓硝子を打破り更に内部の壁に

相当大きな瓦片の押丸となつて深く打込まれた．このような特別な事象から風速の推定が可

能と思われる．

§6 農作物の被害＊

1. 概況

ジエーン台風は 9月 3 日四国の室戸岬附近 より上陸して．阪紳地方を通過し，日本悔に出て北．

＊ 本節 中央気象合産業気象諜災寄掛

時の校様を踵工科校舎怜j束辻居住の一老人1ま次の様！c語っている．

一老人談 「13時ごろ束寄りの風が強く 10分間1位パケツを打ちあける様な激しい雨が降つてから急に凪も 雨

もゃんだので外に出て見ていると 2分［打1位た った と思うころ念に日荘時の様に陪〈なリコ・ーツと云う狐行と共

に門戸厄面車の方向から黒い柱が4111芹；，:':j〈舞上リこちら JX方に押し窃せて来たので家の中に逃けこんだ瞬間家が

ぐらぐらとゆすられると同時に南寄リ の猛烈な夙となリ雨もかなり降つた． この時刻は 13時 20分ごろと思．

うが確かではない•

上ヶ原関西学院珂工科校舎附近（矛 7.4.2図参照）

関学理工科川中孜授， l~I 中庶務主任その他戦員の方々から校1勺被害欣況や当時の気象朕況の説明

をして戚き被害現場を調査した鈷呆牙 7.4.2図に示す様に，踵工科校含南東住家を破i公した窟組ま

逍路浩いに北四に進みコンクリート建校含を箕正面から製ぃ，構内東側の面柱や庭1達を吹き倒し，

校舎の東側の窓ガラスを「l茶苦茶：こ破唄し， 2階四側にある講堂の昂根を谷き上げ北西：こ進んで校
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含西側 31)m :C ある化学実瞼~2 棟 と宿含 1 軒を全iえし，更に北西に進んでいる．

図中の矢印は樹木や遥柱などの倒伏方向を示したもので倒伏時刻は関学職員や近隣居住者の言を

総合して兄ると大休竜咎が通過した時刻と見てよい様である． この図で見る通り，樹木や電柱等の

倒伏肱況から判定して本館の枠i東部庭先に南北の幅約 30m位の時計の針と反対廻り渦巻の形跡が

あり竜谷1まこの部分から北西に進んで校含の窓ガラス特に上方の窓ガラス を破ばし校含の西側中央

部を通り幅約 7,8m 南北の長さ約 30m の鉄板ぶ き屋根を巻き上げ，更に北西に進んで実瞼室 2

棟を全i文し庶務主任宿合の凩根を巻き上げてほ とんど全i文させたものら しい．実瞼室 (A)は倒戊

当時のま入となっており屋根を取られ北西の方向に裏返しとなっていたが，（B）実瞼室はすでに手

を加えてあつてf到l;お伏況は不明である．校舎南東部の窓ガラスを破つて数室に入った屋根瓦の破片

（長さ 10cm位，厚さ 1.5cm位）が コンクリート の壁（しつくい塗り）に 約 gem 位つきささ

つていたことから考えて，当時の竜巻の風速が如何に強烈なものであったかが想像される．

実験室 (A)の西端に接する宿舎に住んでおられた同校庶務主任「II中俊二氏は当時の欣況を次の

如く語っている．．

田中庶務孟任談 「霜日毀ごろ東寄りの風が強く並雨が降り 13II年ごろから家の壁などが落ち始めたが 13時

10分から 15分ごろと思えるころ風がちょっとおさまり空がll)'fくなリ ，ゴーツと云う轟昔がしたとたんに 1:！分

の体が咽lリ噂き上った様に感じあつと云う間に家のI辺根が巻き上げられたので 2オになる子供を抱いて家の

外に飛び出した時は激しい南寄りの風のため歩行困難で1位か 20m のIII圃逍を通つて南側の家に避難するのも

やつとり.)•1f·であった ．

なお，夙呂の歴突（南東に面する壁から外につき出ていたもの）が龍巻で抜け 出して少しも破損せずそのま .1.

北東に而する窓からすつぽリと入リこんでいたのは不思議です．」

土ヶ原関両学院理工科実瞼室より 1司校中学部に到る区域

実験室l府側に北東から南西に Sm前後の間隔でポプラの立木（直径 1尺 5寸位）が約 1(）木並

んでいるが， これが全部地上 5m位から上部を大部分もぎとられその西側にある テニスコート の

囲板が1到坑していたが倒伏した多数の板がテニス コート に一面にひろがり 倒伏方向は大休南北と東

西の両方向で， コート内北寄りの所をぽゞ南東から北西にこの両者が入り乱れている線があり竜巻

の中心がこの線の〖付近を北西に進んだのではないかと考えられる、

このテニスコートの北西 10()mに関学中学部がある． この東側の庭木が数本北西に倒れており

中学部校含の北側の扉根は吹き飛び校舎の北側にある 印刷所1ま全拭しその四側にある 印刷所職員の

布含 1棟の尾根が吹き飛んでほとんど全i公していた

この被害｝状況から見て竜巻は実瞼室を破ばした後も北四に進んでテニス コートを通過し関学中学

部の校含の北側と印刷所の間（幅約 40m)を通過し北四に進んだもの と考えられる． 印刷所職員

岩阪姓ー氏は当時の模様を次の様に語っている．

岩阪建ー氏談 によると 「13時ごろ夙が弱くなって南に廻リ雨ゃみ空が明るくなったので外を眺めたら束南

束方fりにあたる理工科校令南端の向う側の方から火災切咆の様に見えるものが地上からかな り空高く立上つて

いるので最初火事かと思ったがその中コ・-ツと音が して来たので梵いて家の中に入り雨戸をおさえたとたん激

牙 7 窪被~+；状況 l (i:｝ 

しい南寄り の風で戸を吹き抜かれそうになったがかろうじてまぬがれた，」 J,;j氏狙令の東側の研令はこの瞬間に

尻根を吹き抜かれて仝壊に近い）lk.態となった．

上ヶ原湘水場附近

印桐所宿合の北四追路に常つて家用の吊根瓦や屋根戻が吹き飛ぴ甚だし く破I公された家が数軒ぁ

り竜谷はこの附近を通つて北西進し山に登り滑水地の南西端を通り西端の谷間：こ抜けたらしく 1i(i端

の松が約 20本四南西の方向に倒伏していた．

竜谷来製直後は邪水場梢淋J一需に関‘倅の足根鉄板やその他のものが多数飛改していた由で/,ij場職

員三宅義ー氏は竜巻の模様を次の様に語っている．

三宅義一氏談 「13時 00分ごろ雨が強かった． 13時 15分ごろ雨がちよつとやんでからゴーツと↓．；う飛行

機の憐許の様な秤がして来たので外に出て見ると南束 500m,杖l学のポプ ラ立木のすぐ後方と思われるあたり

に 50m位の応jさに黒い柱が立ち上リ色々なものを空中に吹き飛ばし凄惨な形111を名しているり）で恋谷と直惑

して家の中に飛び込み子供を抱いて．再びr,;;：外に飛び出し地面に1kせた瞬l:ll千釘巻は1付近を過ぎ去った．」

さて三宅氏に竜巻を見て家にもどり子供 を抱いて庭先の地1fri氾伏せる：仁要した時間を再演して故

きその時間を計つて見たら大体 10秒位で従って竜谷は地←I-．では 500m を 10秒位で移凪した事

になり，大休 50m/s位で移動したことになる．

-I-．ヶ原淮水場通過後の｝状況

上ヶ原沖水場を通過した竜巻がその後如何なる径蹄を取ったか踏在の檄合が1n［かつたのて明らか

でないが， この竜巻では巻き上げられたものが大休通路の前頂i：こ落ちており，上ヶ原でのIiil込みに

よると甲 山南東 500mの逍蹄附近及び北東 800m の在の池附近にl共l学の吊根鉄板及び実駒点の栗

品箱等一見明瞭に分る物が落ちていた廿1であるから竜俗ばi『水場附近から阿進し甲山南東部から谷

間を通つて北進し五の池附近を通過したらしい． ．

結語

ジエ ーン台風の眼は風が罪稔に近い｝状態になっているところ を眼とする と，酉は別府村から東1ま

尼ヶ崎に逹する東四約 55km，南北約 10km前後の非常に東西に細長いもので眼と云う よりはむし

ろ不連続線と云う感じに近いものらしいが，今次竜巻はこの眼の東端が武庫郡門戸厄帥附近を南か

ら北に通過中 13 時 15 分ごろ1"］戸厄帥と荒木新打l間の水 ITl 中に発生し眼の南緑図孔—'tつて北丙：こ進

んだものらしく阪急；門戸厄帥駅北側から西北西に進んで門戸厄帥南部の追路を横切り，その四側の

丘陵を北i)りに進み東光寺を通過し門戸厄帥，上ヶ原間の滸路に常つて西北西に進んで上ヶ原閲1)［i学

院理工科校含を製い更に北l吋に進んで関‘惇中学綿の校合の北端と詞狡印刷所の間を北西に進み 1こケ

原邪水場の南阿部を通過し以後は詳細不明であるが甲山北東山中に進み褻滅した様に考えられる．

竜巻発生地から上ヶ原所水場までの距離は約 2.5kmである．

竜谷の渦の直径は，関学理工科校含附近では倒伏した祖柱や庭木等から 30111位と推測されるが

その他の地区では判断する究料が無くて不明である．上空に漏斗文が有つたか否かも分らない． 泡

巻に作った被害区域の幅はこの禍谷の直径よりかなり大きい様で，所により相逹はあるが1用工科校
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含附近で1ま輻．う()m 位その他の地区でも大休 50m前後の所が多い 牙 7.5.1表

牙 71筏

ジェ ーン台風と 玉戸台風の比較

被
｀
 

叶
r

朕 況

牙 7.5.-!,表

1 (i,5 

地上水深 (m)

詔谷がどの地区で最も発逹したかは，

きちぎられているものが多い．

この辺一需が野畠山林が多くて家屋が少く判定材料が僅少

でよく分らない又被寄は地上からの翡さが砂い程大きい様で，立木等を見ても 8m位以上が吹

竜巻の進行速度1ま50m/sに逹していた模様であるが不確実であ

る． 窟巻来製前1ま気温が邸く雨は降らなかったが通過後は強烈な南風 と同時に大雨 となっている．

今次氾谷の成1klについては現在までに集つている資料では調査困難である

§5 関西方面の被害の特徽＊

ジエーンによる快l西方ri'riの被害は陸上では主に風害，悔；ドでは風害に加う るに祐ji¢』による水害で

あるが， 大阪の惨害の主原因は祐j潮による浸水である． i:は潮や風による災害については気象や地形

の影罪を受けたものが多い．

あげて記述しておこう ．

(J) 

(2) 

(3) 

(4) 

(1) 

四大阪の凶潮被害

大阪の風害分布

阪紳方面の風害分布と地形

西函市北部に発現した砲谷

西大阪の翡潮被害

ー室戸台風の時の大阪治の異常潮については有力な珂究者によつて種々桧討され数々の論文が公け

にされたのであるが，

し，

それで今後の資料とするため：こ， 応被害の特徴として次の 4項日を

今回1ま潮位実測記録が前よりも豊露に得られているから． 査料を充分活用

あらゆる角度から綜合的な研究がなされるよう期待して止まない•

こいではます今回の大阪の―if:j潮被害に関辿して次の語項を概観して見よう．

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(e) 

天体潮

気圧の下降

暴風の作用

湾水の振動

台風の進行速度及び径蹄

(f) 

(g) 

(h) 

(i) 

(j) 

地盤沈下

浸水時間及び浸水の深さ

陸水の影聘

防潮施設

沿j潮努報の利用

これらの中 (a)から (e)までは記jfi叡と密接な関係をもつ原囚的なものとして普通考えられるの

であるが (a),(b), (c)及び (e)に関してジエーンと室戸台風の場合を比較すると次の牙 7.5.1 

表のようである．

そこで大阪湾その他裔潮に関連する従来の有力な研究である旅川秀俊，

泊土を等速で進行する場合及び風による湘水の堆栢に関する所論；

r:':j潮の所論； Colding氏の風による 吹きよせの実瞼式；

＊ 大阪笠区気糸合調迩諜 赤JI濱！iCli

吉武素二両氏の低気圧が

山[Tl彦兒氏の進行低気圧による

中村左ヱ「"l太郎氏の大阪湾の潮位上昇と風

I 
年中で潮位の詞い時で

体湖 あり ，大阪湾辿過は滴
潮II年附近に相当

被低気圧 970.3 mb 

天

最大風速此

瞬llll最大風

以上の方向

暴風網絃IIが1hl
(LOm/s以上）
大阪涜附近で
の進行述炭

径 路

降水総絨

28.lm/s(lOク｝間平均）
40m/s以上
(20夕1I:：］4iy4)

liOm/s以上44. 7 m/s 

南

ジエ ーン台風

14時間

58 km/h位

主戸 111111から京阪訓l通過
までの進路は至戸台／武
の楊合と酪似

64.7 mm  

虫戸台凪

プf．に同じ

954.3 mb 

南

4時間

60~70km/h 

19.5 mm  

伝播による湾水の振動と見る所論；和逹消夫氏，

する所論；

5.10m 

は室戸台風の時とほゞ同様となったのは，

れているが，

である．

になつている．

区 名

区

区

区

区

区
E
 

｝

｝

 
J
‘
1
 

淀

淀

東

西

此

港

西

齢

大

浪

住

西

島

正

辿

古

成

区

区

区

区

区

-'I• 均

1. 14 

2. 49 

~.. 55 

~.85 

1.35 

1. 25 

1. 90 

0.75 

0.80 

0.85 

最 " l"I 

2. 20 

3.70 

3. 70 

3.90 

2. 70 

2.50 

3.10 

l. 50 

l. 60 

l. 70 

最 侃

0

0

0

0

 

3

4

8

7

 

．

．

．

．

 

o

l

1

1

0

0

0

0

0

0

 

及び気圧との関係の実瞼式； 肥沼窺ー氏の風による悔面の昇降に関する所論；寺IrI

日恥孝次氏，砂谷静馬氏布の湾水の自由振動に関

これらをジエーンの場合に適用しても大阪の裔潮が室戸台風の場合よりも高くなるという綽果に

なるものは一つもないようである．屯実ジエ ーン による最高潮位は 4.37m, 

彦氏の衝栄の

室戸台風の場合の

よりも約 lm 低かったがそれにもか入わらす浸水範囲（而苗は約 2倍）及び没水の深さ

どうしても西大阪の地盤沈下が主原因と考えられる． 次

の原lElとしては，台風による降雨がジエーンの場合の方がはるかに多く，陸水の影聘も考えられる．

地盤沈下の測定結果によれば西大阪では沈下の少い所でも 60cm以上，最も激しい所では 1.5m 

も沈下を来たしていることが明らかとなっているが平均的にみて lm程度は，

て沈下したと考えられている．

10年余前にく らベ

一方既設の防潮堤は暴風の破L裏力をうけたと共にその高さの低かつたことが惨害の 閃と考えら

地盤の沈下がなければ防潮堤の高さは低きに過ぎたという結果にはならなかつたわけ

次ぎに川筋の所では折からの増水が恥翔］にさとえ られ没水をll)J長するという現象が起った．

被害のあり方と最も密接な関係をもつものとしては， 没水の深さ及び浸水時間の長短で，設水地

帯の地区別の地上の水深は牙 7.5.2表のようである． 没水時間の長かったこ とは大阪の邸潮被害

の非常に祖大な特徴であつて，高潮による災害地帯の浸水日数別の区域の概略は牙 7.5.1図のよ う

これらによつて浸水の深さが大きく特に没水時間の長・いこ とを知Iることができるの

で あるが浸水地域の排水は防潮堤その他の関係で希しくおくれ］ヶ月経過後なお排水しない地域も
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Fig. 7..:5.1 Xumber of days of inundation in Osaka City 

ぁった．

砂潮；こよる設水に暴風の破J:公力が加わって惨害をあたえ，設水時間の長いこ とによつて，いよい

よこれを深刻化したということになる沿

最後：こ述べるべき朗大なことは翡潮悴報伝逹の間題で，夜冬報は適切に発布されたけれども通信脱

関の故訊杜絶，伝逹組織の不完全のために祈り潮地帯居住者への徹底が不充分であったことは，迎

け行べき沌々の被害を防ぎ行なかったという不幸な結果となったこれがうまく行っておれば被害

を相‘月怪減できたと恩う．

(2) 大阪の風害分布

陸上の風寄と広地域にわたり，被害対象と建築物，交通，通信，囮力関係詔施設，農作，園芸，

山林布すこぶる広範囲に及んでいるが，大阪方而は隻中的に被害は大きい．その最も著しいものと

—·-•今が 251紅

饂・・・ ・・ 1 5 / • 

芦••. • 1.01. • 

□・・・ ・ 0_5,: -

ロ•••..a?5X.

Fig. 7.5.2 Percentage of collapse to total 

number of houses in Osaka Prefecture 
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Fig. 7. 5. 3 Precentage of collapse to total 

number of bou$eS in Osaka City 

して建築伎害の分布を大阪府建築部の調査にょって大卸するために，大阪府及び大阪市の仕家の全

戸数に対する全兵率を矛 7.5.2図及び牙 7.5.3図に示す．又大阪府下の学校被害の分布を：牙7.5.4

図に示した．又大阪府南部，和歌山屎北部，奈良県南西部にわたる地域の交通関係の被害分布を慨

観するために牙 7.5.5図をつけた．

大阪地方では風速が大きかったと共に暴風継続時間が長かった（約 14時間）こと1ま防潮堤の破

共及び｀浸水を助長し，他の原因と結びついて室戸台風に次ぐ惨害を起すに至ったと考え られている

が， 一般風害を大きくしたことも事実であり，同時に瞬間的な大風速によつて短時間に被害が発生

したことも目撃されている．又．暴風継続中の風向及び風速の変化は被害の上に種々の特徴を残して

いる．

(a) 建物の倒L公方向についての大阪市の｝状況は大阪府建築部の調在によれば牙 7.5.6図の如く

で，最大風の風向が南であったため，北方へ倒ばしたものが最も多く約 58%で，北東方向へのも

のがこれに次ぎ 18% となっている．比較的に強かつた東ないし南東の風による倒坑よりも，弱い

南西たいし酉の風によるものが多かつたことは，強い南風には持ちこたえたが局部的破i文を招き，
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又この方向の風の継続時間が割合長かったことに原因すると考えられている． 叉浸水によつて耐風

カの減じているところへ四よりの風をうけて東側へ倒れたものもあると考えられこれについてはす

で：口述べた東側への倒虚は 13%で案外大きくなっている．
23.2n、

(b) 建物の全半坑を通じ，平家建よりも 2階建の方が多かるべきはすであるが事実は反対で平

家建の方がはるかに多かったのは戦後に小規模な平家建バラックが多く建てられたためであり，大

破，小破が比較的に多かったのは暴風継続時間が長かったことが最大の原因である． しかし局郁的

大
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施工の不良：こよるものの多かったことも事実である．

(c) 建物）古］囲の欣況による風当りの強弱ということをよく云うが被害の跡にこのことがよく出

ている．すなわち密集している所では被害が少く，散在している所や空地に富んだ所では著しく多

くなっている．又建築に対する暴風の破拭力に関する有力な資料となるものも多数調べられてい

る．

市街地の形や建物の配列によつて風が局部的な変化をうけるから， 平時において市街の風速分布

や流線について調査して対策をたてれば，

痛切：口感じられる．

(d) 

よぽど被害は減じられているであろう．

公園樹の被害ぱ 11％程度であったが街路樹は全路線にわたつて被害をうけ約 70％に及ん

だ．街路樹の倒伏方向は迫路の方向によつて異なるが北東に倒れたものが多く，

こういうことが

又街路樹の中で倒

伏の全くなかったのは東区御堂筋の日生ヒでル附近と北区御堂筋の同ヒゞル附近であったがこれは追路

の両側に記jい大きな建築物があったためで，搭風は東から南を経て四へと風向が変ったが道路両側

の高い建物が防風壁となり又風向の変化に関係なく一方向からの風圧をうけたので 倒れなかった

ものと考え られる． 倒れた街路樹及び公園樹木には，風当りの強さより も東， 南， 四と移動した

風のため遂次 3方向から風圧をうけるに至り，根木がゆるみ倒伏したと考えられるものが多かつ

た．

(3) 

次に阪粕方面の風害について芳千踏杏した結果を述べ風害分布に関し多少の考察をしてみよう

阪祠方面の風害分布と地形

大阪市内

家屋の倒戌，屋根の破損， 軍柱の倒虞樹木の倒伏並びにこれらの1項斜等の被害外Jし況の調査によ

れば，概して北東ないし南の風によつて被害が起ったことを示しているが風に対して比較的抵抗力

の強い樹木（大木），電柱の類は 般に南から北へ向つて倒れ又は傾き叉建物や瓦屋根の破損も南側

に最も烈しく，南よりの最大風の時に短時間に被害の起ったものが少くないことを物語っている．

創風力の弱いものは風が最大に逹せぬ前に被害をうけているが，

のもある．

広区域にわたって非常に多くの電柱が倒戌，折損，

最大風より後に建物の倒J:哀したも

西大阪の浸水地域では水害と共に創風[1’叙こも強くなり最大風の過ぎて後に大きな被害をうけるに

至ったものがあるのでこれらは被害の跡が最大風の方向と符号せぬ結呆となっている． この例とし

て浸水の烈しかった大正区におけるものをあげよう．風の形態としては， 大正区の東側と西側にあ

る大阪管区気象台と築港分室との観測から見て同区は風の強くなり始めは北東風で， 南よりの時に

最大となり西よりにまわった時は可なり弱まつていたことが確実に推定される． 大正区の倒i裏又は

仰斜した主として家用の方向の分布は牙 7.5.7図の如くでその方向は概ね北東から南西ないし南か

ら北であるが西から東へ倒れあるいは傾いたものが若干ぁった．（原1「1技官調査）

傾斜したがこれは数本ないしそれ以ートの相当
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強力が露線が張られているので，彼宵の肱態と最大風の方向との関係は雷柱のならんでいる向きに

よつて必すしも簡箪ではない． 大阪市の南西部（住吉区）における踏査によれば東即Cならぶ電柱

50木位が全部南から北へ仙き，附近の樹木も亦南から北へ{tii斜又は倒伏していて最大風は南より

であつたことを示しているが，南北にならぶ電柱は東から西へ何iいているものが多かった．

（四川技官調査）
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京阪帥地方

この方而の鉄道浩線の風害肱態特にその分布を次の方法で調査した．（矛 7.5.8図参照）

(4) 風害分布観祭の基準として家屋の尾根主として瓦足根の被害｝状態を採ることとし，破損の

程度よりもむしろ多少とも破損した家犀の数の割合によることとした．

（口） 屋根のいかなる部分に破損が多いか，家や屋根の方向と破摂個所との関係はどうか，破摂

ぱ毘根のどちら側に起つているか．

(A) 大阪， 朋石「lil

大阪駅から国鉄線で進むと塚本の手前附近から尼ケ崎までは最も激しくコンクリート造りを除い

て家誌に破損した被害は 100% 尼ヶ崎駅附近から急激に減少し次の立花駅との間1ま

70％位，立花， 甲子［函口間は 50%位，

減少し 2(）ないし 15%位，

ないし 10%の軽徴な程度となっている．

屋根の破損は

と見 られる．

西宮，

甲子園口駅から 500111位の所から更に怠激！こ不連続的に

芦屋間は 10%位， それから四方は西明石方面まで大差なく

般に突び出た所，すなわち足根の角．椋，稜線周辺の部分で屋根の腹がやられて

いるものもあるがこれは風害の激しぃ区域でのみ見られる． このような区域では屋根の方向にあま

り関係なく被害を生じているが西宮から四方では棟が東四に仲びているものでは概してその東側の

△ 

大必•山 ）ヽ

ua 

稜線に浩うて破狽し，椋が南北に仲びているものでは棟の瓦がとんでいるものが多い．

から西方では北東ないし東よりの風が最強であったものと推定出来る．

後面の四風がかなり強く展根の四側のやられているものがわすかにある．

詞戸洵洋気象台の観測は最大風速北東 33m/s,瞬間最大北東 48msを示しているが祠戸の風

害ば甚だ少ぃ． 一見不恩議に、思われるがこ の観測は一般帥戸市街より非常に恰jい塔の上で行われた

ものであるから市街家屋の砂さの所ではすつと風は弱かったと考えられる．

ぃ．（赤井技官調査）

(B) 

(C) 

大阪京都間

京阪の＿J度中間ri:i槻までは大阪から漸減し砂槻附近は 30%程度で以北京都まで1ま 10%又はそ

れ以下 と見 られる．京都市街ではこれより大きい所がある．訓戸方面：こ比し京阪間の方の風害が芳

干大きいのは注目すべきことと息われる．（三宅技官調査）

大阪一宝塚ー西宮Ilil

阪怠線に硝うて大阪ー池Ill一宜塚一四宮間の肱況を前記の要領：こよつて調査した所，

進するに従ってi郊害の割合は減少し，

から西方宜塚llilは 5~JO% 位，

仁川から出塚：こ向つて減少し，

宝塚，

岡町， 翌中方而では 40～卵％，

四明石附近では台風中心の

これは別途：c桧討した

池IIlでは 2fl%程度，

l)り宮間では仁川，西宮北口間がやい杵しく

四宮北口と西宮駅間は 15~20%程度である．

ょつて西宮

大阪から北

これ

2.'i% rス］外で，

この線でぱー需：こ毘根の南側の破損したもの，樹木も南から北へ｛到伏したものが多いが東側のや

られた屋根も芳干ある．（赤井技官調査）

゜
4 Km 8K  3. 豊中，石極，箕面方雁（牙 7.5. 9図参照）
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この 3ヶ所を結ぶ三角形地域にある丘陵，

である．（宵木技官，矢追技術ii調査）

箕面・豊中間風害調査

(,j) 

足根瓦の破摂は大阪市生野区より甚だしい．特に南側が激しい．樹木，煙突，板塀，広告板，曲

（口）

(A) 

(B) 

面車線蹄沿線区域

山林の風害肱態を特；こ詳しく調査した結果は次のよう

工場の倒ばせるもの 2,3

踏破地区の被害

寺院内境内の松3木（その中径の最大 1,5cm)折損，

学校

(C-D  Ilfl) 

柳数木折損

共に松杉の山林で平均 2(）木に 1本は折損している．樹木の倒ぱ方向1よ北ないし北

北西，径 8(）cm 程度のもの中空で折れている．但し被害の甚しいのは西ないし南四斜面．東斜面

にはほとんど被害はない．ただ丘陵斜面の農作物の倒伏が所々にある程度，斜面に立つている電柱

の 2,3が東風で四方に傾いている．

他は毘根瓦の破損．

あり．

これは電柱を埋めた地面がやわらかいためもある．泄木煩は

束風で1tIIいているが，巨木は折損もなく 1項斜もない．
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刀根山常泰寺

(E) 

(F) 

寺院と硲

燒屁家J桂（小屋程度）倒坑．

Toyonaka, Ishibashi and l¥Iinoo Districts 

直径 50cmないし 80cmの松の大木 4本倒伏（方向北々西），墓

石は大体そのまいであるが 2,3落下しているものもある． なお寺院はちょっとした丘陵上にある．

疎開者のバラック家星 4軒共ftJi斜， 1軒は限根が吹きとんでいる（磁ぶき）．

この種丘陵地常の谷間は被害は少いが， この辺として1ま珍らしい被害をうけている． 住人の言に

よれば］3時ごろ風が南に変り被害をうけた．家犀，足根共数回風の息にゆすられ4軒ともほとん

ど同時に被害をうけた同時に裏の松の木数木が折損， その欣態は C-D問に同じ．

(G) 

松林の被害は特に甚しい．南側は池で開いている

向は北．同大学ー数官の言によれば，室戸台風時より被害は甚だしい．待宋山登口の街路樹，柳及

び杉は所々折損しているが大学南側斜面ぽどではない．裸林はI]、枝，

は折れていな‘^・銅社はほとんど傾斜している．

杉巨木（直径 lm)根こそぎ倒坑（但し方向は西）朽木らしい．その他松の巨木（直径 8(）cm)

2木北に倒伏，根の径 8m

(K) 

家屋に何ら被害なく樹木も健｛F.. 溢室のガラス 1枚も破損なし．

(L) 

3.5m 

（ハ）

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

のは，

大阪，

大阪大学分校（旧浪速翡校）南側斜面

池と山かげにあたる区域

楢荷社 （昭和 17年の建立で比較的新らしい）

と 4.5m の相当大きな社が北東方向へ倒壊，

が南から南西に変つたときに倒れたらしい．

綜

よりである．

括

と 4m平方位．

直径蒻 cmの巨木が折損している． 倒伏方

中枝の折損している秤度で幹

土台石のみ残る． 午後 1時如分ごろ，風

丘陵の東側は被害少＜ i珂側が大きい．

丘陵上の風の吹き暴れ区域は完全に被害は大きい．風の死悔に相当する区域ぱほとんど被

害はない．

松が 1番よく折損し杉は割合小枝で止つている．

松樹折損の最大は 45cmの径で，大体地上 2m以上の所で折れている．

根こそぎ倒壊は径 lm近くの巨木でも行われている．

被害分布と地形

阪帥方面の被害分布が以上のようであるのは建物の構造特に瓦屋根の荘き方の相違：こ―.J長くという

こともあろうがこの耐風力だけの珂FI1で，

減少しあるいは被害の航態に特徴を生じたものとは考えられない．阪祠沖線の北側に！まパ甲山（海

抜 932m) を主峰とし， 500m 内外の山岳が述立しこれらを結べば桁円叉は円に近い形になるので

この山系の特別な影聘が考えられる．

一様な流れの中に板或いは円柱叉ぱ楕円柱が置かれた時の流体の速度分布や流線の形ぱよく知ら

れている通りである．今の場合は一様な流れがあたるのと出状況は異なるがこれに似た傾向がこの

山系附近の地表風に現われると考えるのは必すしも無理ではないと恩う．

上の理論とは逹つて．

池田，宝塚間及び甲子l糾口附近から阿方で念激に被害が

ただ山系の影聘の箸しい

山系に比較的接近した範囲であろうと推察される．

京都ではいすれも台風の南東象限に入つている時に最大風が現われその方向1ま南ないし南

この外犬況は西宮附近から宝塚を結ぶ線以東に．被害の上にもよく現われているが、宝

塚，池田間が特に被害が小さいのは北側の山の影籾であろう．すなわちこの方而では南風ぱ一連の
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山地に直角！こちたる形 となつて弱まつたのであり，西宮，宝塚間1まその西側に近接した山地に硝う

形となつて吹走したので被害も大きくなつている．西宮附近から帥戸のや＼西方までは 山系に対

し，北東ないし東の風が強められる位四にあり，南偏風は弱められる位骰にあるので，台風がまだ

上陸せぬ時の北東ないし東の風が最大風となる鈷果となったので1まないかと考えられる．そして紳

戸の最大風1ま北東 33.11 m/s（瞬間最大北東 47.6 m/s) という大きな伯となつているがこれは気象

台の風｝］塔 (i靡 i上 8-l．9m)での値であつて，一般市街ではこれよりもすつ と弱かつた と考えら

れ，被害も少いのであろう．

(-le) 西宮市北部之発硯した竜谷

この竜谷．こついては扉巾戸悔洋気象台の篠崎抜官によつて詳細に現地踏査が行われその報告は本章

§4に記されている．木文の筆芥と大阪から現地に赴いて概略の調査を行つたのでこれらの結果に

よつて要点を次：こか＼げる．

1. 喝iI炉巧状態：こ関する現地での間込みを総合して， この旋風は陸上の竜巻と判定してよいと恩

われる．

2. ジェーン台風の中心域に発生したものでこのようなことは実に珍らしい．

3. 台風の風のため！こうけた被害1まこの方面では軽徴といえるが， この竜巻のために狭い範囲な

がら瞬間的：こ死{g，床用の大破，全壊などの惨害が突発した．

4. 人体が直接巻き＿l-．げられたも の1ま皆無で死傷は主として家屋の材の下敷となることによつて

起つている．

5. 竜巻通過の痕跡は幅 50~1nOm, 長さ 3kmにわたつて残つている．

6． 被害の軽度な所では屋根を大破し．激しい所では家屋全体を巻き上げ竜巻の進行方向に投げ

出し全t文せしめている．

7. 被宵の跡から判断して竜巻の猛烈な旋回風の範囲の直径1ま 50m内外，旋回の方向は反時計

まわりと推定される．

8. 被害の烈しかつた場所では大体製来直前コ‘ーーという異様な苦を聞いた．

9. 窟巻の進行速度は 30~50m/sと推定される．

10. 吹きとばされた犀根瓦は，竜巻進行の前面にある他の建物の窓硝子を打破 り更に内部の壁に

相当大きな瓦片の押丸となつて深く打込まれたこのような特別な事象から風述の推定が可

能と、思われる．

§6 農作物の被害x

1. 概、］兄

ジエ ーン台風は 9 月 3 日四国の室戸岬附近より上陸して．阪帥地方を通過し， 日木悔に出て北

＊ 本節 中央気象台充業気象諜災忠掛

口

w 

工5 
lL° 
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Fig. 5 Isotherms at ~OOm b level 
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翡溢城，低温域とも応':il豆によっ

て位似が変化し 2(｝（lml)-l(‘¥’t91ではオ

5図のようになり ，warmcenter及

び coldcenterの翡度による位凶の

変化ぱオ (ilXlの通りである． 2（）（） 

mb-leve]における NNW方 500km

の cold('cntcrは200mb-leve]で突然

現われたものであり， lOOmb-leve]の

sw方 500kmのwarmcenter Iま成

肝怜l上の祈：j溢域である．矛 1次似j溢

域ぱ NWに1姐斜し， 牙 2次砂溢域

ぱ500mb-levelまでは NWに， 41)1)

mb-level以ートは NNE に傾斜して

いる．

ロ． 蔽点溢度1ま牙 1次似j溢域及び

牙 2次企：j溢域内で佑j<，牙7図のよ

うに中心のN方から SW方にかけて

湿つている．すなわち集風線及び不

連続線上が湿つているが，剣山が台

風中心に対する相対的位置は牙7図

に示すように湿潤幣上を移動してい

る．台風が四国南方海上から北上し

てきたためこの湿潤域が反時11:J.Pll 

国東部の上にあったこと 1ま四国東部

の降水並が特に多かった原因の一つ

となつていると考えられる．

台風中心附近の風が台風中心から

W ないし SW50km内外の所で最も

強いこと及び DivVが SW 断面の

65km前後で最大の牧緻になってい

ることは台風中心の所側でごう雨が

あったことと一致し，台風中心の進

行に伴 う降水群のためその 1時間雨
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古しは徳，＇』で 87mm，紬 Iiで 1,5mmに

なっている．たゞし室戸11111!，洲本，

紳戸などではこれ程大きいものでは

ないから地形効果が大きく左右して

いることは否まれない

新居浜南方山地でもこの降水群の

ため豪雨があつて端出場（新居浜市

南方約 10km)では JII与潤雨焼1まだ

1nmになったが焼灘からの北風の地

形性上昇気流のため大きくなったと

考えられる．

新居浜から蟷出場南方の ENEか

らWSWに述なる 山脈まで1よぽゞ ー・

＾ 様な仰斜而であつてi渡による流線

の変ィrもないから，「台風と水害」に

おいて ，： ：矯沿一郎先生が地形と雨他

との関係について述ぺられた山に風

が‘距つておきるIて昇気流の強さよ り

1 II;『潤雨牝を求めてみると，山の砂

さを 1600m, 1項斜角 19. 4, 風辿

NNvV 18m/s（波止浜，釦妥帷の最

大風述より内挿），気温 22°c.涵点

21°cとすれば］時間降水拙は67mm

となる．この降水群の 1lie．『間雨吼が

波止浜 3mm,多度沖 7mm,裔藪 10

mmであることより端出場の雨如ま

6 mm前後であつてよいはすである

から新居浜南方山地のごう雨1ま地形

、『Iて．のものである と考えてよいであろ

う．

Jane 台 風

村

と 剣 I lJ * 

木 巖＊＊

§ 1 Jane台風の進路と剣山の気象

台風を流す一般流の17安として餃lj山の風向，風速が利用されていることはすでにしばしば紹介さ

れているが，今同の Jane, Kezia雨台風についても気のついた所を引汗報告する．

牙 1図は Jane, Kezia及び昭和19年 8月 6Hの No.4403の3fll,Jの台風の径路図である．（中央

気象台刊行印刷天気図，大阪管区気象台ジエーン台風速報参照）これらの台風は共にそれぞれ硫貨

島西方悔上を北四進している．所が Janeは室戸へ, Kcziaは九州へ， No.4403は紀州西料へそれ

ぞれ進んでいる．さてこれらの台風は共に硫黄，島西方を比較的似たコースをとつて進みながらも，

その後別の方面へ進んでいるのであるが， このそれぞれの進除が餃Ij山の観測にいかに現われている

かと言う点を報告したいのである． 軍ねて述べるまでもないが， KcziaI埠 lj山のはるか西方へ抜け
• 

Janeぱ剣山に近接した コース をとり， No.4403 Iま剣山の東万へ抜けている． これらの中 JanC',

Keziaは北四進の途中で crossし， その後の進路を決定しているのである．

さてこれら台風の進路繹Ij山の気象が関係あるものとすれば，この交叉点附近にあるころの位1j山

の気象にも何か特徴が現われて良いぱすである．そこでます Jane, Keziaが交叉点附近にあったこ

ろの依Ij山の徳時の風向，風速を比較してみよう ． これが矛 2図である．図形h’仇こみて交叉点は2S0N

134°E附近であり， Janeがこの地点を通過したのは 9月 2H]5時ごろ kezi＆は 9月12Fl.q時ごろ

となる．矛 2図の比絞は各々 その交叉点に逹する前18時間，後］2時間である．

もちろんこ＼に砂て考えなければならないのは全般的配侶である．そこで cross前 18時間の 9

月 1 日 21時及び 9 月 11 日 9 時の印則天気図をみると，両各共日本湘に；：~り気圧があり， 日木洵岸に箔

つて cold-frontが伸びており， 南悔逍はそれぞれ東寄り の風が吹送していると言う比較的似た条

件である．

そこでそのま 汲 ll山の親測値を比較してみると cross 0時間前より両芥共風述ぱ 1(lm程度とな

り，風向は Janeが SSE, KcziaはSとなつている．続いて約5時間前より Kcziaの場合は風述が

飛躍的に府大しているが． Janeの場合は逆に 5-6mに落ちている． このころの天気図によれば，

場として1まJaneの時の方が強く吹いても良さ そうである． 以後 Keziaは南風が次矛に培大して行

き20111近い風が吹続したが， JaneI切風述の変化が激しく．いわゆる不安定な欣態を続けたか入

る｝lk況は本年 8月6日の熱帯性低気圧の際 も筆者の経瞼した所であり， この兄解に従えば Janeは

剣山にかなり接近することが予想された事実ごく接近して通過したのである．

* T. Kimura: The 8elation between the Jane Typhoon and Meteorological Change at Mt. Tsurugi 
＊＊愈1)1I I測候所
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この椋に台風が接近するにもか とわ らす依lj山の気流が不安主なの1ま，
恐らく 2(）（）0m佑j度におい

て1ま般流の前訓が訓l附近にか いつていて，大きな変動がなく終始したものと考えられる．実際

]＜cziaの如く，又 No.丑（）3の如く，あるいは従来の例にみるごとく，
依lj山の経瞼からすれば，風

向，風述の安定した｝状態の視われている場介は，それぞれ~lj 山より離れた方而を通過している ． すな

わち南風が卓越している場合：ま依lJ山の西方へ， 北分の風の場合は東方へと， 割合はつきりした関係

が保たれているのである．なお気団の性質をみるため，交叉点前後における蒸気圧を比較すると，

Janeが 12mb前後］くeziaは 13~14mbを示している．しかし山岳の蒸気圧については布干検討の

余地があるので，当時の月火況を総合したものとして降雨1状況を牙 3図に示す．

以．I→．要約して，硫歳l沿方而より北四進する台風が， 約 135°E（餃lj山を通る南北線）， 27-28°N附

近に来たころの依lj山の風向，風述が， その後の進路にかなりの開係を持つていると言うことである．

このこと1ま従来の依lj山の南北風の予想法に一段の実績を 加えたのであつて，今同の数例によるもの

ではないので，今後の台風予想に充分利用されるよう希望する次矛である．しかし， 135°E以四で

ぱ約 100(）km俗l附近で， この特徴が現われて来る＊ことを中添え・ておく．
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§2 最低気圧起時よリみた台風垂直軸の考察

矛4図は台風の径蹄の西側（四国）各地の最低気圧出現時と台風の位似と？関係図であ る．こ の図

からみて最低気圧の起時が，必すしも台風の最接近時に起きていないことが判る． しかしこゞ で典． 
味をひくことは各関係が割合猿つた型を持つていることである．すなわち洲水，宿毛，宇和島， i~:j

知などは緯度線に千行した位附で起つてい る．又穴吹，依lj山，徳島， 汐岬は皆詞ー・地点，すなわち

9h47m-49m I：りに現われている． It:j松の起時は穴吹に千行性を持ち，多度津，波 II:浜，松山などは

岡山，姫路と詞じく， つまり一般的な位凶で現われている． もちろん披低気圧起1寺が，台風中心の

泊辰に大きく影評されることは無視出来ないが， こうした比蚊的幣然とした数種の分布は，台風の

垂直構造を考えてみても良いのではないか と息う．すなわちこいでは台風垂直I咄の問題を考えてみ

たい．

i'(si方から北上 して来た台風は， 7-8時ごろには，ーとの垂直IIlhを1iliに1tiiけていた入 め，このI|i川の1‘.

方地技で最低が起つていたとす る．台風が徳，島県の i•ii) '，Eへ進むにつれ，地形的牧磁気流に加勢され

た中心ぱ，発逹その極に逹したも の ＼ごとく，こ のころ (9h47m-9b48m)剣山，穴吹，徳，島，汐岬

で最低を観澗している．なおこのころに1ま北四象限は山脈に遮 られ吹き込み気流は滅じ られている

ため，垂直軸の下部は， I）ljより次牙に北に捩られたも の ＼ごとく， 1i:j松の娘低はこのとき現われた

ものと思われる．このころは台風の辿度も落ちていたし，地形効果も考えれば，かような見方もあ

ながち無謀ではないと息う． しかしその後憾l以東方を北東進しなが らも次牙に正常に帰り，以後多

度沖，岡山，姫路などの様な一般的な発視II年をみるよう；こなった． もつ とも発述阿域，変JI診区域は

極めて狭く，松山，波止洪，多度津はこの影聘をう けなかつたと見るべきであろう ．しかし径路の

東側については汐岬以外に資料を持たないので，鈷論は出し1'.}ない．＊

［追記］ 依Illl1の気圧の記録によれば牙情図の如く， 11h30m ごろ及び 11b45mごろ小低圧部が通



199 
l 98 ジェーン台）瓜 ili ｛り

過したようである．前 Kの場合1ま北々 I)liだった風向も，再び北に反り約］（）分吹送している．これは

地上の，氾銀，例えば穴吹，徳島（低l：し澗候所ジエーン逃恨）にはぽとんど認め難いが，奎戸の記録（室

戸岬測候所ジエーン台風調在報告）に1ま翡干考えるべきものがあるようだなお llh45mのものは規

校も小さくなつているか，一述の関係を持つものと、思われる．今回はこ＼に報告だけにとゞめる．
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§ 1 700mb面天気図による台風の発生とその経過

、この台風が 140°Eにそ う troughに発生してい る事はくり返し述べ られているが，その trough

を700mb面で追跡して見ると牙］図とたり．牙 2図に 8月27日12時，牙 3図に28日0時の天気図を

Fig. 5 Barograpli trace at Mt. Tsurugi 
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示す．これから 140°Eにそい捩<

叩邸このびる準如；~ trough と凶

気圧間の割れ11に相当するtrough

とがあり troughは①②③の 8木あ

る事が示される．Rは準定常，①

ぱ振動的に動き，②も東半分は振

動的に南下しているが西半分は北

土．傾向を示している． 2SFl 1211年

（オ4図）とオ・3図の （）時との間の

変化は明版ではないが②は怠激に

南下し③，①との間に硫紺島怜i方

に即村な牧れん域を作っている事

が分る．各発散風系の気流源もそ

れに従つて移動しているのが見ら

れる． この牧れん域が成捩してジ

―’ エーン台風となるものである． 29

日()|lか（矛 5図）にはオ 4章で述べ

た trough⑤が現われたがその原

囚は明 らかでないこれだけの査

料で（まジエーン台風の前に発生し

疇幽の渦動化と関辿するらしく見えるがともかく矛 5図では新しく発散風系が発生している事は

明1脱で29日12時（牙 6図）術点で捕捉されている．これはW)印は冷い型の troughである・事はオ 4章

Fig. 1 Movement of trough and high pressure 

before the birth of tropical disturbance ('.l(jth 
Aug. ~28th Aug.) on 700 mb surface 

で指摘した通り である．要約すると

28日12時 trough①②Rの会合域（l枚れん域） に熱低を発生したがさらに trough⑤（牙4章）が

* K. Uwai: Analysis of TyphooH "Jane" 

＊＊ 中央気采台予報諜
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Fig. 2 700 mb-map：：紅 121127th Aug, 1950 (before the birth of T. D) 
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Fig. 3 

,. -
700mb-map at Oh 28th Aug. 1950 (before the birth of T. DJ 

発生 して牧れん城に作II]したらしい

と言える． もし下h饂 coldtroughである⑤の発生が先行した熱低の渦動化によるものとする とそ

の変化は興味が深い．

3]日は熱低として確認されてい るが31「!］2時（牙ヴ 図）で1ま循炭の中心がIll
いた資料の邸度が異

つ 循哀の中心があるように息われる．なるので推定ぱ危瞼であるがもう
確認されているのは図の
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Fig. 6 Gradually developing (12h 29th Aug.) 

(appearance of T. C on surface map) (see 

Fig. 1.2.3 of chap. 1) 
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Fig.. 5 Birth of another T. D (by 

Hivasion of•(?) ？(0 h 29th) 
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Fig. 7 Gradually developing (12h 31st Aug.) 

(coincidence ? with⑤ arnl @) (named. 

tropical cyclone "Jane") 
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Fig. 8 Rapidly developing (l¥!h 1st Sept.) 
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Fig. !) Rapid development (Oh 2nd Sept.) 

Fig. 10 Climax of development (Oh 3rd Sept.) 

3<! 

匹

南の部分である．9月 1日（オ

8図）， 2日（牙 9図）に1ま用

いた究料の1:':j度（5（）（）mb)が異

なるが台風城内に流線の発牧

城を生じている．これは眼内

の下降流の生成に相当する．

3日（）時 （牙1り図）では明

Ii猜！こ循猿の中心を二つ！こする

か父1.:l:tfiPiili涵jとすべきと、lc,I、

う． 3 H認IIが（オ1JlXi)でぱ究

料がないのでよく分らないが

地上と考え併せて循哀中心ぱ

つあるかあるいは桁円祉’,｝動と考うべきであろう．

この考え方で循猿中心が二つ又は中行円袖，＼動 として各中心 （又は杵用］とすれば焦点にあたるものと

推定されよう ．）を追跡する と矛認 図となりうIも行既により確認されているのは，このー一方の中心の

よう：、こ息われる． Ilij題になるのは 3「I(） 時から 3Fi12I！おまでの二つの[Jh線の連ね方でこの間の飛行

機による確認はない．牙 J.J. l l又l の地 1^• 中心から言えば鎖線でつなぐ ・ ミきであるが述度，方向の連

Fig. 11 Decay of §ヽ, (12h 3rd Sept.) 
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続性から考える と実線で連ね

（） 時と12時 との間に台風h'心造

の変化 （たとえば大Jl作な想像

にすぎないが台風を大き く見

て伶円渦動 としその中に循猿

中心を二つ考え一方が眼を11:

い他は強い風のみで眼ばない

ものと考えると，域内の渦度

の合計が一定ならば二つの祉’,i

動の沿jさが異なつていれば，

二つの渦動の勢））の変化で地

上での，いわゆる リレー式進行が考えられよ

． 
如 ‘

咄

う．キジア台風報：片中で九州上陸後， 山陰沖

に出て以後の変化 をこの考え方で設明を試み

た）を考えて前方をそのま 汀l|！ばした方がよ

いと想、う ． しかし矛ーにこういう構造が安定

なも のか どうか，狸論的に究明を必要 とする

事は言 うまで もない事で筆省 1)はこの種のも

のが他にもある事からこ 入に大脆な個説をし

て．観測現象を説明し ようと試みたものであ

る．

§2 台風静止高層天気図

矛13図に地」-•中心に対して （多少間題があ

るが） 700mbr面における等圧nJi,［：渡， 気溢，

風の分布を示す．たゞ等1直線を描 くに際して

これらの変化 を起す troughの存在 を考える

必要がある．又台風の｝状態が異なつている（実

際は種々の stageにある ものをとつてある）か

らその影靱 を多 く含んでいる．従って500km

以上の所では台風の構造による ものを示す と

(1) 」こ:JI::Hl50年lit台夙について (I)

昭+1125年11)］令国気象研究会講杭，研究II!J―;

祁掲 さいの予定
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Fig. 13 Fig. 15 

Fig. 13ー 16

Fig. H Fig. rn 

Distribution of temperature, heigLt of isobaric surface, winds 

aloft and tropopause referred to typl1oon centre 

ぱ限らない・(1)

これらを考慮において奔1直線の大勢を見よう．中心の両側 3(10km以上に守圧rl'.lif.:i度の,:・:jい区域

があり ，気溢では翡溢域，風では風向の発散域がある．

1';・ 

中心域の竹．圧I[ri似j度は細灰く怜iにのびてい

るらし く風の分布でぱ循炭の中心が南側にも一つあるよ うに見える． 気溢では北側の循磁の中心は

東部が似j溢域， 南部の中心は低溢域である． これはもしこの二つの循炭中心を二つの禍動 と考える

と前者は北側の中心は wanncore, 南側の中心は coldcoreとなつている事を示している．

ち渦動とすればその性質を異にするわけである．

もう

(1) 

すなわ

つり）噂な事は，北西紋限に 出る低溢域で，風の分布からは JI父れん域，祁圧roi,：'り1妥では大

Il淋氏論文とは'、:雑（i線が沢なるが衣料叫if手閉のやり）--、 m
J ）ヽ，.;なつて来るり）で，箪行は数値を迅入してある
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2(）（｝ ジ ン 台 凪 tIt 1';• ＇ ジ ェ ー ン台夙の解析

休しroughの緑辺になつている． こ＼に使IIlした呑料1ま：3日1g時までとられてあるからこの間の進

行方向ぱ ~V~N:Nヽ V~N の間のものがとつてある ．

これと矛8.8図の雨梵分fli図を対照させて見るとその1V述 は時間の異なるためか大分拍しなつては

いるが前 n'riから台風の rorc に対数螺旋(l’•J！乞谷付いている多雨常に似た形である ．

.59)（lmb而（オ14図）では大体の傾向は 700mb面と同様である． 3（）（Imb（矛15l'is_l)も詞様である

がこの沿j度では台風中心域は］：j圧部となり前伯iの低気圧性循猿は不明で 後伯iの COlclcoreの区域

のみ明脱である． 和叩lに tropopanPPの翡さを示したが究料が少ないので詳細は不明であるが大

休ぱ前図と詞様である．

以上要するにキテイ 台風とほゞ詞様な構造を持つもののように息われる．

§3 等圧面高度変化と台風の進路

台風が布圧面r:．;j度変化の頁域に進む・J日よキジア台風報告で示したがこの台風も全く同様で牙17図

よ加和3図までにその変化を示す．日変化がかなり大きく同時間のものをとると資料が少なくなる

ので日変化を考慮に入れて描いてある． これから見ると一般流がぽゞ一定したと見られる31日ごろ

から図のように変化の小さい区域が近畿中国東部に出視（図の数字は 1(）ft 應位の等圧面裔度変化

を示す） したが， この位附は 500mbより国の troughの位置に相当しその両側は恥圧部であ り

特に 500mb以上では九州，南西謡島のものが村しい．

1日()fl年ではこの翡圧部は北．Iごしたが＿1培の trough は1在とんど位四不変で詞 Ff1:?時では九州の

等圧面高度が下降してi'り圧部は南下し， 2 Fl o 11年では南点が杵しく下降し， 九州南西の高圧部もさ

らに南四に退却した このII年期は地上では台風が、揺辿に発逹した時期に相当する．

2日12時では南点ばl-．昇域（日変化の影騨も無祝できないがその梵が大きく日変化のみのためで

はないと思われる）
となり邸度の下降域は資料がないので分らないが，北上しているように、思われ

る．」-．柑の南西詔島の沿j圧部も北上している．
この森圧部は地上でも弱心：j気圧であり台風の発逹

前に南下している事は注目される．矛噂からも明瞭で台風の念速な発達と関連しているようであ

る．齋藤氏は tripplepoint又ぱ dreimassenneckを指摘したが，

謡島にある）が台風域内に入る． すなわちl枚れんを強めるはすであり，

次にわたり指摘した．すなわち

つてこの trough は台風の発逹にあすかる事が分る．
且甘発散は気圧降下の最大原因であり，

気圧降下の役日をはたし行ると思う．

これに伴う一闊手の trough

なおこれらについては別に発表したい

2 Fl 12時の南点の上昇は台風構造 (t
ことえば前節の構造）を考えると容易に設明されよう

(1) IL lliehl: A l¥Iodel of Hurricane Formation , Journal of Applied Physics, 1!150 

（南r）り

これに似た現象は筆芥が数

発逹の triggeractionとして」祇 troughによる disturbanceが働いている

事になる．要するに牧れんを強める作用とり手の発散とがあれば発逹するわけで当然であろう．
従

これ

応ついては最近の Riehl1) の論文があるがこれと
少し意味が異なるが，南北に長い1舟ftroughば

3 Fl 

() 19年では各佑j度で troughの位凶が大分異なるが，

は5(）（）~3(）0mb(l_)troughのように見える．

一定したのは 2Fl 1211昇年からでこれが台風進路を決定したど，［えよう．

台風の通るべき予定径路には継続的な守圧而下降域がイf・在す る．

城又は低澁域）

と言える． これは地1-.天気図における気圧下降域のそれと全く同様の怠味をもつもので §2の梢．辿

を考えると当然考えられるものであろう．

た．等圧r{riの沿i／豆下降は

印巻l気溢分布の関係との関連しているわけで Ertrlの大気力学の変分定耶にも矛府しなくな る．

たゞし等圧rrri,：＇：渡変化の員域に進む．と 言 う市は

又 §2の図を 見ると中心域前訓に翡圧，Vヽ ．

共に移動する事が当然考えられこれにtt/7すれば

台風ぱ前伯iの小齢圧，小翡沿1部の方向（実際ぱ布前方に見て）に進む

とも云叶「｝よう．

ジア台風 3)でも示される．

§4 

＾
 

地上資料よリみた台風の構造

般に台風のような熱需陀禍動では発逹の頂点にある場合の風述，

! c 
WIND 

u」

[V… 
D:, 
VELOCITY 

＇ ; ' 

f
 

F:ssu~． 

⑰饂

•つ 1ま台風の循炭の影棟とも考え られ いなもの

これから見ると日甘 5(）（hnb以 1この lrongh

すなわら

（従つて多くの場合気澁下降

キジア台風でも全く詞様に解折（］）される ・て卜は咽打が示し

般には溢度の下降も、意味するから必然的に大久1呆，

以前から考えられており別に新しい号えではな

1:':j温域がイf在している＇ドに気付く．

これに関連した 1国は橋木氏0)の調介されたものがある． lrij様なr:';j溢部の存在はキ

箪—祉’,＼動ならば牙叫図のごとくなる．

気圧分布は地-K観測：Cよると

を中心からの距離とすると VR=const,BC, DEでは VCl)R,

弱風域（たゞし Vc:::lRIま一般に VwR

ように見える．

え台風が Vruax一渦動，

Fig. 24 S chematic 

representation of S 

キジア台風報告

橋本：昭和26年3)］気呆学会および 5))研究所・汁灼『会

キジア台夙報1’；・ （上井論文）

泊洋気象台ク叶ll. 牙157'サ ‘心；本氏報f';・

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

なる．

AB, 

とも

2(）7 

の位仰が

中村両氏の進路と成

この区J戎も台風と

EFで1士V を風速，

これから台風はかなりいびつになつている事が分る．

R 

CD= 

つの 2次曲線で現わ

す Deppermunの校型もあるがこの台風では VC/.lRのみの方がよい

この型だと最弧風帯で介致しない所もあるがこれは

筆省は台風構造によるものとして説明する予定である．）となり気圧

曲線では B,Eは Vmax,(~f) に相当する（自記紙lごでは Rの
oR /max 

代り に時間 tを使えばよい）．今渦動の非木模型として牙叫図を考

又は Vmax-Ringで示されるものとする．

眼は Vmiuの区域内にあるはすである．

今JO分1手の室戸の観測と台風中心に入つた延長丸(4)の観測とを用

い台風中心位四に相対的に観測値を記入して行くと牙25図のよ うに
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Vm-Ring の •Lくさを求めると屯戸附近で 1、ま恥1叶I 55km, 燭 IlI|4(）～45km （比にすると1.4~1.:l:J)

の桁円）Iクとなつ Cいるらしい．

りである．

の中では，

Vmin 

となり，

ある．

22. 5km, 

眼のある弱風域はlぐ袖；；:~km, りが1叫1~5km の十1i |l」形である ．

j竹しているわけで，

と Pminは

気圧曲線でなく，

もう

いわゆる眼1まこの中にある．

ジエ ー ン台夙の 1,1，（ 析・

この）診は中心の決め方でかなり辿うが，

一つ の ~·!r-t政として町＇1に出る風,,.,J

らかにベルヌイ効果と考えてよいであろう ． しかし風述の最J¥.1まかなり前1(rjに/I'，ておりこの低気圧

わすかではあるが風述も ー9 且弱くなりまた副極大とな つている．

と（喜）max
線を対照すると牙26図のように後の低極で1まT国（図の as'lumeclVm) 

•致しており許通の Vm- 祉’,＼動の性質を示してい る ．

前111iの低極を局部的かまた地刷附近のものとすると木質的な渦動は

むしろ風速曲線に示されると考うべきであろう．

かように考えて Vm-Ringのにさ を速度をかけて求めると牙25図の1直とぽとんど` 一致する．

この構造で台風が進行したものとすれば各地で1,rj様な風述，

帥戸，ろがこの台風は喉戸より北十する間に変形している．

この気圧曲線！よ齋藤氏の抽かれたものである．

ものである．

る事で帥戸，

雨は弱風域ではないが Bによる Pmin~付近で 1ま弱くなつているのみである．

なお図の A ！よ室戸附近では矛 25図のごとく

いるように見えるが， 洲1本で1よかなり前1i'riに離れている．

洲本附近で（ま 22.3kmでぽとんど

C はi咬ゞ等距離になつている．すなわち

次に自記記象か ら見た A.Cの性質を見よう．

はど ういう性質を持つのか，

定の強風技で低気圧となる．

これに風迦Jl1線より

一定である事が注日される．

Vm-Ringの型1よ艮軸 63km,

比べ Vm-Ringの拡がり 1ま G3/55令 1.2倍となつている．

その沿jさがどうなつているかを見る．

2(）!) 

てうきるだけ正確に描いた栢

この外側では風迦ま、急激 に

これぱ明

そこで風速と気圧曲

とは

気圧曲線が行 られる 1ますである．

•致し

もし

とこ

洲本附近で詞様な図を作ると矛 27図

Vm-Ringを記入した

これを兄て村しい・：jm1まBの弱風城で気圧の低極と蒻風城の中心1ま著しく喰い辿つてい

洲本布の曲線（牙28図）をみると Bが通つて気圧がかなり昇つているの氾風が弱い事で

又 Vm-Ring と

Vmiu-Ringとは中心がかなりすれていて Vmiu-Ringが後に取 り牧されたように見え眼はこの弱風

域に存在する（気圧は上昇してい る）．低の中心には眼がない＇ ドがnnされよう．

Vm-Ringと前而の牧れん線との交合域に現われて

しかし AB間のtll対的距離は室戸附近で

BC Ii]も22.3kmで A,B,

A,B,Cの三つの気圧の低極の中心は坪速で全体として B が Vm-Ring中をすれるに従つてす

れている（たゞし Cが初めからあつたかどうかは確認されない）

事が推定される．そうするとCは初めは牙25図よりも少し「4iにあつた＇ドになるがこの点は分らない

短軸 45kmの桁円となつているからにI哺を比較すると宅戸附近に

牙 26,27図の中心域前甜，後泊iの牧れん線ぱ降雨と閲連す るものでこの附近で1ま風も強く（もち

ろん地形的彩製も大きい）下）付只向の分布からも前1uiのもの1よ（f:｛F．確）tと考え られる．

Bが台風の本体である 1Hま判然としているがA,C 

Alまべ｝レヌ イ効果によるものら

しい事は考えられるがもしそうとすると極めて低的このみ気圧I川線に出るものと考えてよい． これ
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Fig. 29しa) Barogrnphs at the snmmit'.m1d foot o(mountain~by A,B,C-centres 

ぱ紬lI，穴吹の気庄n記紙がら見ると（矛29図 (a)）餃I]IIIで1まBが』尉中で Aばかすか!c判定できる

秤度であり，穴吹で 1ま時間'•Jl'C. ＇ま Pmin ！ま室戸，洲木と詞様：こ A ！乞よるものと考えられ B による

Pmin Iよ］mmf11.r:':i0. f、認l,9し 1まり℃ 1次•より近距呻にあるが 1\. ！まがすかで Bが妍i:-;どである．

呪に1lfi斜とか襄弱とかが考えられるが洲本で（ま Aが ，．Ili丼で （距闘が近いから当然であろうが）か

ならすしも •様な変化で 1まない．

CiまA とl,ij様：こ｝ii空，

いようである．

大台ヶ原，伊吹，存照のI'1，氾紙から1ま山頂で Cが不明＇I仮な事から邸度が低

しからば A,Cの発生原1利ま何か．

から木邦附近の台風で1まアイオン， キテ 1布の合風 1)が台風の記号に似た別が得られる事から，

しろ台風の構造はよるものと考えたい．

なお津，岐 l礼， 名占叩序でも気圧rll噂！ま AB堕であるが，

次に舞鶴附近の台風を考える．和8図を見ると Vm-Ringの[<さ 1ま30km位に減少している．

なわち紳戸，洲本附近の 1/2になつている事が分る．

を示す． このlくさぱ最初の蒻風1或に相当する． もちろん蒻風域の大きさは1fij様に紐減している．

線の極小部を対照させているが， 廊揺附造で説明可能かどうかを試みる．

に亜直な最短距離になつたII年は現われるものとすると， その径蹄1ま牙 29同(b)

(1) 1-.JI:：陥雨罪の移ir/JC llI) 

罪i℃i也11汐的なものとしてよいかどうか．

研究Il.,J· 恨 ;;:I·~ 俗］4，1 5 リ・

となる．

これから A

筆者は降雨群の解析

む

前の低極は風述の極大に相当しており

天気図を見ても風がり菰く明らか：こベルヌ 、i効果と号えられ，後の低極がBによる ものと息われる．

す

換言すれば上陸中に Vm-Ringが減少した事

中

心示度も omb」-．外してい る．

譴ぱ摩擦による Vm-Ringの拡大が考えられるの！立しく縮少しているのは牧れん線の変形を

考うべきであろう．

次に近畿横祈中の台風径跨について述べょう．齋｝餡氏1よA,B, C各低極の中心を追跡して気圧曲

もし気圧の極小部が径路

進跨の右
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側ぱ H,C による低極でこれ1ま北陸まで延l;_• され，

強風を作うも のである．

てBの径路：こ＇［なる． Bの径路（よかなり 蛇行させないと低極の起II.『4ま説明できない．

ぱ地）13の寓：・り線とほゞ平行してい る．すなわら

祉＇，通り 1よ地人：で1ま地形の谷にそつて進みやすい

と言える．これはじよう乱の性質であり無判1な径蹄で1まない．直線的に辿ねると在来の径蹄にな る，

§5 細胞渦について

この台風について窮本氏ll)の特異な解析があリ，

されている．

凪 祁 -{'；・ 

l},（‘ぱ41111ごつて進行している ものの ようで Ciま

左側1まA,Bによる低極であるが紳戸以北1まIり111仮でない．

いわゆる細胞i1¥＇りを以て徴細な究料を巧妙に処狸

噴芯砂；本氏のIIJいた究料より 兄れば， すつと li祝的な普通の資料で 対数螺旋的に

Vm-Ringに谷付く 牧れん1,1'F(｝叫風需）を 如（1i, 後ri'liに 2本1股定(2)した．

決されるべき間題であるが，

桧討してみる．

Fig. 30 (al 

(1) 

(2) 

AぱBに先行し

かつその傾向

もちろんこれ1よ軋論的に解

こ＼で1まふれないでこの考え方で細胞渦がどの程度に説明されるかを

1例と して台風が釦邸i方にある 3F-113時の天気凶を あげよう ．他のII、ヤ間でも同様

に描かれるが窮本氏の言^ う細胞・i晶¥Iよ惰行の言う Vm-Ring,I[父れん線，

一致している 'l屯1ま図からIIJJII仮である．

'f'fO 

912 

13~ 。?

Weatber chart drawn by 1¥Iiyarnoto Fig. 30 (b) 

および trough布とぽとんど

1少oo汎

Same chart drawn by the author 

や，•本： ジエ ー ン台夙調査汁訊• ii.i詐気粂台羹t1iオ157'サ

この物刑的心味は 1'/i-I 昇 l(1i での じよう乱（又け trough) と [Y.1辿するらし V ヽ •J;: は 別 に示す予定である ．

•­
'-

ジ ン 1riJ.，＼ (/） fり't1・/i・ 

矛卯図 (b) と矛 25 図，矛 27 図 と 比蚊すると牧れん線と 1r l ll _ •Ring の変 JI多さえ考 え 5 どi11，'り動の変

形で允分説明される'Jtが分る．

§6 む す び

以上各節大）j府な仮定で鋭象の説明を誡みたが， i1i玩倫℃必要な」•l|！論的公付け は仝然ふれられていな

ぃ．咽省はさら に査料の詳細な解析を進めつ ＼あるので，

予定である．

ご
り↓

ー

踵論的考察と共に槻会をまつて発表する
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香川瓜諧；＇1i地方の台夙II!J：の気象l?)J :ll7 

香川県消焙地方の台風時の気象潮＊
cm 

ISO 

r皿廿 田 輝 也＊＊ I()() 

§ 1 概 説

香川県地方で1まi術籍誼大地震以後の地盤沈―ドにより，庭季西日本を通過する台風や低気圧によ る

ゎすかな気象潮によつても拇水が陸地に没入し，校水家）せやIll畑の冠潮を生じている．去る 9月8

日及び 9月13日から14日にかけてのジ エーン， キジア両台風時にもこの様な硯象があり， そこで当

時の気象潮を調査し，又その他~, 3の台風11年の気象潮をも併せて調べてみた．

土令
り゚ ?̀ :0 0:9 
匂

° o 

＼ 

＼一
／ 

〗へ。()

Position of station 

§2 ジエーン台風時の異常潮

so 

昭和 25年 9月 3Fl, 関西地方に上陸したジェーン台風時の前巾戸，宇野， ,:":j松，観音寺における潮

位と推邸1直との偏差を加図に示す．当時翡松の記録は 15h38mにぽゞ最高潮位331cmを示して後

翌朝 8h まで故障で欠測したので，池務所員の談話及び‘ド野の桧潮記録布を参照して推定した．I：’:j

松の推邸潮位1ま， i1鯰譴］沿直線より鉦時の値を続み取り ，宇野の推罪潮位は翡松のそれをそのま＼

}|jいた． fij畠寺の町'f潮位1よ，広島屎糸崎地の潮位ぷより， i!VJ仇改正数を J.]として鉦時の1II’tを邸

畠し， 訓戸の推邸潮位も潮位表より徳時のイJI'i．を加I¥した．

さて実測潮位から推3'1「潮位を苑し引いた偏沈ぱ， 111蕩'fii叶］｛かのイ退 ：口よつて多少の気紋潮外の偏発

を含んでおり， ぽゞ J「1週期の規則的な変化をしている．これを除くために次の様にした．すなわ

ちある時間の偏差から， その25時間前と25時間後の偏差の4追加'i, 又は箪K.25時澗前の偏差を差し

引き又 2日間にわたって偏差が増大している場合にぱ中 2日おいて， その前後の F1の各々25時間1廿l

隔にとつた対応する偏党の平均f1れを，吐.j2日の25時間IIの1扁究から発しりlいて，夕よりを気象潮と見

なした この場合前後の Hの1l認 国（ま氣紋潮が入っていないとしたのである なお低究の図（オ 1

＊ T. S!iioda: Meteorological Tide by Typhoon al ihe Coast, of Kagawa Prefecture 

** 1:':j松地）j気糸台
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Fig. 1 Deviation of height of ticle (tbe Jane) 

図）には直接の偏差と以上の様に補正した偏差の両方を示しておいた．

ート．記の様にして求めた各地の偏差を見ると，帥戸では13時に偏党 152cmを示し．

時に各々 19cm, 26cm, 15cmの山があり ．

父宇野では11時，裔松では1(｝IIか，

゜更に宇野ではlli時，裔松でも 15~10時ごろ，観音寺で

に大阪湾の振動と見られる偏差の山を生じている．

翡松における牙 1の山は気圧の下降と詞調して起きているから，

吸い上げであろう．宇野では忙：J松より 1時間お くれて視われているが，

1時間おくれたはすであるので， やはり気圧の下降による吸い上げである．

たゞ 祈：j松が宇野より 7cmi漏くなつているが，

き寄せによ る翡松側の上昇であろう ．

偏差のほゞ平均flI'i.，すなわら 23cmとな るが，

とほゞ一致している．

以後1811年， 23時

観音寺でも10

は18時に各々49cm,45cm, 34cmの牙 2の山がある．宇野では更に21時ごろに牙 3の山が見られる ．

これは気圧の下降による洵訓の

気圧の最低時もri:j松 より 約

これは風向が北東から北西であつたために，風の吹

したがつて気圧下降による洵訓の吸い上げ：:1c1却`：j松と宇野の

これは当時の気圧下降弛による廓）J浮的泊lI,ILI：外：他
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夙 恨 1し・ 杏川県沿；’1'地）iu.)台｝武時の気采杓）J 219 

牙 2の山は大阪涜に生じた翡`潮が仏播して来たものと見なされる．

して来たものとすれば，

今この偏究の山をiミ波の進行

II)拓栂峡より，：’：j松までの航蹄汎'iいの平均水深1ま32m であり ，

応皮の進行辿度は(}(；kmh，距離1ま水深を測つた線｝C箔つて 95kmであるから，

は］時進部分となる．この1直1ま前11l戸の認':j偏発起II廷，祈：i松の牙 2の山の起11.'Jとの開き，

約 2時間半に比して小さすぎる． しかし観音寺の偏差の山が更におくれており ，

2(）b80mごろ大阪防の振動の牙位の山に相当すると、思われる 山が見られること等から推 して，

らの偏芹の山1ま大阪約の翡潮が西に仏播して来たものと見なして1lil辿いなかろう ．観音寺では高潮

の伝播して来たものと，風向が1)りに変つたため，風の吹き寮せによる潮位増加があつたために，偏

発の山が変形したと見られる．父これらの伝播して来た砂潮の，：はさは，字野，

る，：9:湘］の，：はさのほゞ 1/5になつている．

§3 キジア台風時の異常潮

したがつて

その間の所要時間

すなわち

又宇野 において

これ

邸松では訓戸におけ

叩 ll25年 9月13~14日のキジア台風II招切；り松及び観竹寺における潮位の推邸1ll'［との偏発を牙 2互

に示す．
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ぬ
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Takamatsぃ

観音寺

kamo町＇
．． 

3□¥ 
勺ゴふ＼ふ..-----

I.,  1 ↑ • 9,  9 1 

Oh 3 6 
14th 

， 92 15 

一直符が届足

- 1ili正しE偏 差

98 

Fig. ~ Deviation of he:ght of tide (the K eziaJ 

． 
さきのジエ ーン台風時と異なった点は，気圧がさぽど降下しないのに潮位はに時間に亘つて増大

していることである．すなわち凶松においては， 13日の］ 時ごろからすでに潮位が上昇しは じめ，

知麟・低 (14日3h29m998mb)後 2~311年間にして 46cm,

早く 59cmという大きな偏差を示している．

の潮位を低めなければならない．

発現しており，

と等；によ jJ,

て来たものかもしれない．

観音寺では偏差域沿iは高松より 1時間

当時風向は常に東であったために．燒灘の東側にある観音寺では
，風による吹き窃せは，観音寺

しかし観音寺においては砂松よりかなり大きな偏差が 1時間前に

又この偏差他が， 1，rj地域の気象欣態だけでは説明出来ないぽど大きなものであるこ

この異常潮位もやはリジェ ーン台風IIかと,,,j様に他のiij域の異‘常潮位が西方から伝播 し

これについては更に多くの桧潮所の究料で調任する必要がある ．
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Fig. ::I Height of tide due to typhoon 
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その他の 2,3の台風時の異常潮
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今ジエーン， キジア 両台風II年の ii~]位を香川虹沿

;'1どの眼笠J・用の傑尺潮位観測所の観測によつて』り＾ぐ

てみると矛；｝図の様になる．iilj1.Il：は今以のほ＼:'}(

潮千均潮位1rriより取つてある．

分な籾度1ま無いが，

媒常戸 ：i<， 

これらの数fii1ま允

次のことが推測される．

図をみるとジエ ーン台風時は東讃地方で潮1¥Lが

キジア台風II．怜こぱ四讚地方で異常に

砂くなつている ．多度ir,4il引//¥JIま滑］位1ま佑jいが，

両台風II.¥.'ともパラレ）レに変化している．

度池， ~1 11; 11：りが佃讃瀬戸に泊iしており，

地勢上の顕箸な相異を示しているのであろう．

これ1ま多

多度祁以

西，オII引以東がそれぞれ杓祝帷及び播脱灘rc.roiして

昭和虹年6月21日のデラ台風及び昭和22年7月9日の台風時の凶松における潮位偏差を矛4図！こ示す．

8日母il24lら月 テ“テ 台/i1.

邸 和022 笠 7~

いる．

Fig..J-

一直母の綿差

ー 柚正しE偏巨

mb 

一切0

-1000 

12 
-,o,o 

Deviation of height of ticle due to typhoon at Takamats:i 

デラ台風（まキジア台風と詞様に 九州 を樅断した台風で， 当時の偏差はキジア台風と1,;j様に気圧の

降 ド`が大きくないのに最大偏差は気圧蔽低11年より 4時間おくれて 58cmという大きなものになつて

たゞ キジア台風II、'iこと異なる点は，前省は前日からすでに潮位の上昇を生じているが，

風II寺は気圧が降下し始めてから潮位の上昇を生じていることである．

の最初のふくらみは気圧降下による洵柏iの吸い上げと息われる ．

風 もさぽど強 くないので，

デラ台風II年においても，偏梵

その後の 58cmに及ぶ異‘iit潮位ぱ

やはり 他の洵域の異常潮位の伝播であろう ．

期の相異は台風の径蹄及び述度の相異によるものと息われる．

昭和22年7月 9Flの台風は，大きなものでなく，

デラ台

又潮位が贔．くなり始めるII．炉

中心示度 995mbで，潮位の異咋；も小さかつた
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が， この台風が四国を怜ii)りから北束に横りつたものであるために調在してみた

偏梵図をみると， 偏差の板・人は氣恥＇此低時 より 3~iIl.『l:il甘ijに出ている． 当時の台風の位凶は咄後

水逍南部であり ，以後の潮位の下降は台風が四国に上陸した後，数後水逍から瀬戸1人Jjllj部にかけて

風l｛リが北に変じたため，I人jiiiの潮位が降下，或いは少く とも上外を止めた ものと見 られる．

今こ＼ に1扁笑図は示していないが， 昭和2-!年 7月28「I, 紀伊半島に上陸し，近畿地方を北上した

ヘスター台風II年の潮位はほとんど異常はなく，
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むしろ下降の傾向にある．

又特異な例としては昭和23年10月

の リヒ ーゞ台風時には，伺台風が沖縄

附近にあつたころから潮位が，［：jくな
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Fig. 5 Tracks of typhoons 

異常潮が，

以上の様であるが，

して． それが仏揺して来るかどぷうこ と，

衰料によつて調在する必災がある ．

り始め， 台風が九州附方洋上にある

ときに誠硲になり ，数日間にわたっ

て異常に潮位がr~:jかつた．

以上辿べた台風の径蹄を矛 51判に

示す．

§5 

以上ジエーン，

して，

結 五ロ―――
-a 

キジア台風を主と

その他 2,3の台風時の気象

潮を香川県常）ドについて調在してみ

た．わすかの例で数ヶ所の記録によ

つて鈷論を求めることは早紐すぎる

が， 一応分明した点をまとめると

(1)台風が紀伊水逍を北上し，大阪湾にぬ潮を起した場合，香川似地方においては気圧降下とそれ

による if、細iの吸いI-．げ1まぼゞ Ilij!l.,J次こに起り
，その後紳戸で砂ii註］を観測してからぽゞ211が1lil半後iこその記j

潮が1/5の翡さ になつて翡松附近に仏播して来ること
．この時香川恥東部では更に潮位が記jいこと．

(2)台風が九州に 1-.1体した場合にも砂松では気圧下降による泥Ifliの吸いI-．げ蘭の4~5倍に逹する

知麟低II年より数II年間後に伝播して来る校椋で香川恥）li部で1よ更に潮位が砂い こと．

(3)台風が四国をiM1)りから北取に横切るときは
，潮似の扱大偏芥は気圧披低11年より 前に現われる

らしいこと．

(4) 台風が紀伊半島に 1~．陸した場令には，潮位にはほとんど異常がない

台風がどちらを通るにせよ，香川限の罰ドの異常潮は他洵域の異祁；潮のイL揺

によつて生じることが多いと云えよう ．特に台風が西方を通った場介に，
いかにして拠常潮が生起

又台風が南方i‘(：上を通ったII．炉の異常柑j笠．：は，災に多 くの

§1 猪 言

大阪湾はその主軸が1印可北東から枷屑に走 る桁円FLクをなし，

めに古来 しばしば砂潮におそわれ，

が最も砂くな るきわめて悪條件の位四にある． 加う るに昭和の初め以来大阪市の北阿部は地盤沈下

が杵しく，甚しい所では 1~2mにも逹す る所がある．

が陸地に流れ込み甚大な被害をこうむつて来た．

昭和25年 9月3日ジエーン台風が大阪柑祝こ製来す るに及んで再び宅戸台風：叫11当する杵度の祐j潮

による大没水を起し，有効適切な防潮対策の必要性が強く 叫ばれ，

防潮対策と しては (1)防潮堤，

るが費用の点で困難であるから主として (1)の方法が採られている．

決めなければならないが，
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確率潮位＊
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反

台風の進蹄と平行することが多いた

しかも大阪市は大阪約の湾奥に位し，i:j 潮波の正 1fn~にあり，潮位

従つで襄翡潮が製来すればその都1豆泊水

私逹もその必要性を痛感した．

(2)低地区全般の地盛 りが考えられる．（2)の方法ぱ最も確実であ

その人闘礎l, Iりな究4:I• として何 m の潮位が何 1-年に 1 同期待出来るか？

まり確率潮位を知る必要がある．（1) これ1ま従来経瞼的妃決めていたのであるが， 2 近代統計学の力を

かりや＼厳密な計邸を行ったので，鈷果の概略を述べ御参考に供し大方の御孜示を得たいと考える．

0 J 

prnbabi ljty 

The probability o[ maxirnurn tiLla at Osaka Bay 

0と 04 

Y. lTasliimoLo: On the Possible Maximum Tide in Osaka Bay 

）く阪狩区気糸合観測課

それに1まます防潮堤の翡さ を
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つ
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§2 資 料

明治8:l年より II{{f;11%年にせる51年間の大阪築i`巷 2)における年間1此：i潮位を査料として用いた．地

盤沈ドの影聘 よ大阪狩区気紋台桧潮係の登料で行えるだけぱ'flli正 を加えた．実際1よ天体潮と気象潮

を分離し， 気象潮の極について取扱うべきであつたが，起った年）1Fl I待が不明なために分離出来な

かつたの 1ま残念であった ともか く，衰料としては不満な点 1ま ある が， — 介応これを）占礎として計邸

を進めるこ とにした．牙 1表に大阪築港における年間最硲潮位を示す．

牙 1表 大阪誘における最 l',':jiり）J1ヽ［表

1"1.<:・,,;・;, J l「l.ot'．l‘い．’． l lnl丈,.:•:.•) 1n1.,:.,, ;•;, , • ， 
1mlべ.1，い·,•1 最高

1 | ：． 
怜）J位

，，1: 
潮位

勺：
潮位

1, 1 •. 
I i'1)Jイヽ,:I 

，，I'・ 
潮位

4 l : 
潮位,, 

リJ治 33
l 

~32 昭和 20 I 290 :HS 明治 4•3 220 大ll: 7 2131 J叫 n :2 22.l 昭和 11
34 ~~8 , ! 43 '.l22 I 8 214 3 240 12 262 21 

35 •310 | 44 245 ， 232 4 259 13 ~50 22 I 

36 210 101: 1 318 l 10 282 5 238 ]4, 214 23 I 238 

37 210 2 205 11 226 6 262 15 213 24 

:~8 229 3 218 12 23-t 
| 

7 235 1(i 223 25 I 385 
3() 208 4 238 13 2 5 •2 8 275 17 230 

40 223 5 2•28 1 
]4 265 !) 514 18 199 

~l 214 (i '.l51 J 5 2 2 5 10 uo ] 9 287 | l 

§3 計算方法

過去及び将来の年間最翡潮位を灼巣団刀flとし， その p.cl. L (probability density function)及

び r.cl. f. (cummulatecl distribution function) をそれぞれ．「（x),F(x)で表わし，かつ少くとも

明治88年より 将来相当な期間に宜つて共に不変なも のと仮定す る． 又我 の々究料を I1(1より取り /I,1

した— •つの 1T：意標本と 1股定する ．

A). f（x)：口辿続のi阪定のみを行う場合 3)5砂）

f(.r)に辿続だけ をf以定してl11月序統計の間題として．，；午容限芥を ＿I-．方にのみ設定する． よく知られ

た方法であるが， 次:'C要点のみを述べる．

辿続な 1)．d.i. j(．l.)を有する灯：集団 II,)から矛 1の標木 O.，，を取り 出し，大きさのll頂に屹べて

X, · ··· ふとする ． （~-, < r，し） 今， r,...・rA-を1;Sr,・ •・・ ;Sri： ;Sn なる正賂数とする．互• • ・ • Xrk を実

数列と し

f□( ~; )d'1, ＝J)，9[::＇r(o・氾 ＝1む，． f：/し.I（の）dx=pい 1

とすれば

f (a・、'1)cfa・,・1=（伽，．．． ．．．・• J (9h•Iし ）dの、．1.=d四＋1 

となる

( - CX)，知）（ a• 、 ’1, Xう・， 十d知 ）．． ．．．． ．． （臼＋（l％ + CX)） 

なる 21,+Jf和の区間を I1, Ii, J3, ・ ・ ・ ・ ・ ・ I21,+1 で表わすと

釘）’,<X,・1くん，I+xr1, T,・2く応 ＜（［い＋似・2, ・・・・・・ 臼 <X,.1c<d似・1,＋呪，し

}<阪誘 り）屈i： 半杓lj 位 22:； 

となる様な XII • ・ • ・X勺9 虚＇（1：平炭索を求める問題1、ま糸1『局， J,,...・ I-,1・rlなる陪級を持つ多項分布

切：J媒団から， I1の中に 1'1-1箇， I:!の中に 1箇， I:iの中/'(.I'ごー1'1-1箇 ・..J:!k r Iの中に 7i-rk:ffij 

人つている確率を dXr1,rlX心 ・・・dX,'んの ()rder迄求める1!ij題とな る，

従つて X,-1・-・・X町， の確率要素を J(Xr1 ・ ・ ・ ・Xr1,.) で表わせば

j(X1・1, Xr2 ・'・ ・ X,,k) dXr1'・ ・ ・ dX,,k= 
n! 

(1・1-l)'(r1-r1-1)'.. ・・(麻ー？’k-1 -1) ！ （？ i, -1'k) ！ 

x (f〗位）dxr-l(fx~-·::r(x)clxr-q-.1・ (L？〗に加）＂応，1 ）· .f（む）K.）分，1・・・・do-,/し

n ! ,.1 -l ,.2 ー 1•1 -1 U -1・. 

= (? • 1 -1) ！ （r」- 9. l -1) !..．・ • (r d - ？t -1 -1) ！ （?i -?./，・)． 
, Jり 1)2 .．．． ])7ヽ＋1竹lp,..・・(lpK+ 1 

f:]：集団 IIoから大きさ Nの矛 2の任意標木応を取出し， N⑳ !1,・ ・ ・ ・N;,+1（こ況＝N) がそれぞ

れ区間 (-(X)，a・,．1), （的•1, 応） （Xr2,互 ）・・..（⑫・k,+(X)）に入る確率は同様に して次の如くな る．

NI 八1 芯
1J1 }J2 

• 八7¢ +1
N, I N1! • • • ・Ni-+1 ! JJ1 JJ2 .... JJk+J 

従って X,・,,・・・・X,．んと N戸V1,・..·N~+ l の同時分布の確率要素 J)' ぱ次の如くな る ．

n! 
Jヅ＝

N! 
- X 

(r, — 1)' （応 ーパー 1)! ・ ・ ・ ・ (r1,;-r1,;-]ー1)!(n―府） ！ 1¥パ！凡！・ ・・・況．．＋1'

況十9'1-l 今‘r2十）・2-?・1-l__ 1¥7:i十9'3- ’•2-1 1¥1、+1+n-r
X J) 1 1位 1)3 .．．．・ • J) 

lo:+l 
清）． ．．．

l 
・・dJJ k+l 

況についての周辺分布ぱ凸..・ ．①,．／L. で 1l'を石't分すればれ｝ られ， f(x) に依仔しない．すなわ ち

鈷果は次の如くなる．

N! 叫（N叶？・ビ-:- l)~(N~十応ーり 一!)I ・・· • (N,.+rk-？`んー1-l)~(N;- +1+ n - 1·;- ) 1 

(r l -1) ！ （四ー？・1-1) !.. ・ • （冗ー?'i・-1ー1)! (n一r;-)!(N+n)! N1! ・・・・人、TA-+I I 

大きさ N の牙 2 の標木の 中応箇が牙］ の標本の最大血＇i．より小さい確率 pi（八T1 ) ば,~．式におい

N! (N叶？i-1）！
て 7c=1, 町＝n，Aバ十凡＝N として z11(N1)=n とな る．

(N+n)！八八'

又，凡箇が牙 1の椋木の最大fIIiiより大きい確率 1)上（凡）は,,;J様に して次の如くな る．

J)2(N2)＝n 
N! (N+ ?• —1-N:i)! 

(N十n)!(N-N:i)' 

従つて少くとも心箇が最大f直より大きい確率 a1ま次の如くな る．

~ .. (N+n-1-N:i)! N! 
a'＝こ？し

r^2＝泣 (N+n)!(N-N:i)' 

B)．標木から経瞼的 c.d.f. を決定す る． その適合度を 1忙桧定により確かめ，正規分hiからの

標木に変換する．正規母集団か らの標本を0,Il9(％陀，...%）とし(4) 応＝ s2= 
ぶ叫 こ（Xiーザ
？し ？i-1

とし

て Li＝元十ks L,=元-ksとすれば
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p = ✓ 1 『、 26―五 (z-m)2d~·
2ガ 0-JI1 

ば IJ1とl、・」の間にある I:j：集団の割介を求わす．pは．T,sの1iKi数であるから確李変数であ る．

1 ＋工＋CLJ fL2 1 

叩）＝ ✓27 ぴ[[JIヽle-292- （Z — ?19•国（r,s)dr ds ~ a 

なる如く lし・を決定す る．

|．．式の桔分1ま p,.(.'i-ks;S x ;戸＋ks）を表わす．これは次の如く変Il知される．

P1(-Kニの：T三7C)＝1)1 (-l,Jふ— □ -｛ふ：戸）ーパふ）

（叶1)
J-n_（←元）

n+l 
N(O, が に従い，茫はnr11度？i-1の入＇2_分布に従う故， — -（ま

11 I. ...... - ・- . -...  - S 

n11,度？i-1の t一分布に従う ．

9: -．T I9ま

故℃ g?l-1(t) を自由度？），ー1の t一分fliの確率要素 として

E(p) ~ p,（ーベふ三Jふ8@―そ）ニベふ）
k ✓m-

=f二如1(t)dt
-K 99十1

= a 

従つて位を「g,1-1(t)dl=a から決定すれば，区間 正一t“ ―
-la, 

(x-t"'J ~s,.r+t"' J n! l s) は平均

して諷団の 1(）（）a％を含む．それ故（＋ CXl，．f+t“J 口し）は 1;a X1(）0％を平均として含

1 
む．なお，後行の場合の分故1士？l,が大きいとき 以．卜を 省略して E((p-E(p)）2)＝2+t2“e-t; と”3 4万？i,

して求わされる．

§ 3 (R)の方法による場合ぱ尤諭公式として

Yc..c{22.0S17X-:-n.:1271) - ✓ （ 22.0 i'.' 17X~江327( ）y 二4 • t .（心函(22.0S17Xご4蒻露）｝

x (22.(）22.34)ー1

ただし Y は％， X I•ま m'.,1 ＇ii位とす る

を採用した． 我 の々間題の対象は低い方1よ余り 問題 としな いため，10(i.3cm以下ぱ確年 1) と考え

た． A/2-桧定の鮎果は仝究料につき約 O.(i7, :?15cm以上について！よ （）． ．Q(）以上である． かくして

計邸した糸む果を牙'3表，和表及び牙 1屁l:,C示すことにする．

牙 3表 (B) の計鉢結 果

E(p) 6“ 潮位 (Cm) l!.'(p) 6a 潮位 (Cm) E(p) 6“ 潮位 (Cm)

0.45 0.00481 236 
I 

0.25 0.01965 252 0.05 0.0'2957 330 

0.40 0.00909 :240 0.:20 0.0~250 259 0.0:.!5 0.02998 365 

0.35 0.0129:,l 243 0.15 0.0~515 268 0.010 0.02960 500 

0.30 0.01645 248 0.10 0.02750 283 0.005 0.02890 682 

牙 4表 淡苔 1.11 Iり↓ リ店 ； l^ 3？ 立乏

l 戸＋1l 
l 
✓□f t の十 /n+lxt-s 確 叶t X ・S 敢，＇，':jiiJJ位

n -1 n -1 ?1 -1 

0. 9 0.127 0.1299 0.08559 0.3337 2.35 
0.8 0.257 0.2/¥28 0.1732 0.4213 2.38 
0.7 0.391 0.3999 o.~1;35 0.511B 2.42 
0.6 0.533 0.5451 0.3592 0.6073 2.45 
0.5 0.687 0.702(j 0.4629 o. 7110 2.49 

0. 4 0.860 0.8795 0.5795 0.8276 2.53 
0.3 1.064 1.0882 0.7170 0.9651 2.61 
0.2 1.325 1. 3551 0.8929 1.1410 2.72 
0.1 1.725 1.7o42 1.1624 1.4105 :2.95 
0.05 2.086 2.1334 1.4057 1. 6538 3.31 

0.02 2.528 :,l.585-! 1.7035 1.9516 4. 1[） 

0.01 2.845 
' 

'.{..9096 1. 9171 2.1652 5．船

0.001 3.850 l 3.9374 2.5944 2.8425 

(B)の紡果を云い直せば，永い期間の間に次の割合で起る＿’ドとな る．

§4 計算結果の検討

§ 3 (A)の方法に従つて計邸した帖果を矛 2表に示す．

牙 2表 (A) の

0

1

2
 

z
 

N。| 15 

77.3 

17.8 

3.9 

30 

63.0 

23.G 

8.7 

50 

50.5 

25.3 

l'J,.5 

計 3な結果

N u IN 
3

4

5

 

15 

0.8 

0.2 

0.0 

30 50 

3.1 6.1 

1.1 3.0 

0. 4 1.4 

1，心： ；将•A(0) 観測年数

1v:N。年間にII間119年4't}紀以 I・.(/）i:ji,｝）Jの起 る1111数

最的潮位 6m 以上は約 950年に 1阿

5.5 ” 200年 り

5 II 148年 グ

4. 5 グ 111年 // 

士 I/ S3年 I/ 

3. fi I/ 48年 グ

3 I/ 23年

2.8 “ 1-!年 I/ 

(A)の方法は母隻団分布に辿続のみを似定している．（B）の方法では切化団分布が或る函数で表

わされる 事を仮定している． この1股定は出来得るならば，物1用的な見地より考慮して定められるべ
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きであるが， こ＼で1よi'［応経＇り合的に行られ，今までの分 ｛りを満足する様に定められたのであつて，

その ‘'i介ば将来の観i!！Ili佑こよつて判断されるべきものである．（R)の方法の根本的な欠点1まこ＼に

ある． しかしれしその1!＇よ定が止：しければ，（ B)の紺論は(A)の紺論より，はるかに良い女定｝妥（奴

咋f）を有することぱ仇lられている．

§5 結 五ローー―
-a

以上の計符により 将米大阪初に期待される砂潮の確率潮位の— -}ぶの 「l 安を得た．筆芥は先に昭和

9年の o.]). 5. 1士Ill（ま宅戸台風「1身が記録的なも のであり ，また大阪に沿jiiいを起すに最も理想的な

コースを通過したからで， 賂・叶くかような大規校な台風が通過するかどうか予測出来ないが，経瞼的

に防潮叫贔：’りを大休 o.p. 3. 5llm位氾するのが妥当であるとの糸，＇論を 出しておいた． 2) しかるに

僅か20年以内に再びジェ ーン台風がぽ＼中j様のコ ース を通過し，o.p. 3. 85m の恥潮の製来を受け

たため，先の結論を根本的に修正し，厳密な確率潮位の計邸による防潮堤）訊島；けの決定の必要に迫

られ木調任を実施した竹られた紡呆により将来建諜ずる恒久防潮堤の）訊％＇りは少くとも大 体 o.p.

5.（）（）m 以ートにするのが即想的である．士木こ[1i担当省記万全の策を講するようお願いしたい この

調査がいさいかなりとも将来砂潮の脅威を軽滅する • U}) ともなれば筆抒望外の幸せである．

最後に本調知に対し種々御助言を賜つた大阪管区気象台辰大谷博士，大阪大学小川数授，近畿地

建）J泰野技官及び訓倒な計邸を手伝つて頂いた大阪笠区気象台黒崎，北村，篇森各技官に厚 く謝謡を

表する次牙である． (1951. 1. 10記）
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c7) 佐藤良・郎： 数刑統計学・

Jane台風に伴う大阪の脈動＊

佐 藤 久＊＊

昭和25年 9月 3日近畿地方を襲つた Jane台風によつて大阪怜区気象台で記録された脈動は最大

牛振輻 7(） t クロン以上にも逹し近来まれにみる 4;-• しいものであった． これについて調杏した鮎果

を筒箪に述べる ．

§1 脈動の読取リ

この台風の影評が脈動にあらわれ始めたとおもわれる 9月 1F-1の既1ii]から台風通過の翌 H十日の

夜Il}]まで 1時間毎に，台風通過の前後では30分おきに読み取ることとし， この読み取り時刻附近の

脈動の比較的大きいと、＇払われるところをえらんで，振輻1よその最大振幅の牛振幅をそのま入地震計

の倍率で割つた伯を振輻とし，週期はその前後辿続した 5振輻ぐらいの週期のJP均をとつて週期と

した． これらの綜果は別表ならびに Fig.1 に掲げる ．使II]した地震叶ぱウイ ーヘ｝レ ト式水平動地

震計の東西，怜i北の両成分でその常数桧定仇＇［は次求のごとくである．

、J／ノ成

東西肘J

1,9,・,9キ I辿関l1 麻掠係数 iiil]」辰炭 11 成 分

85 5.4秒 i

、
0.01 南北勁

1，が半

84 

辿期朕掠係数 Iil~J-J辰／足 ー

5.2秒 5
 

0.01 

§2 振幅と週期

脈動は一般にその週期によつて分頻されるようであるが， この，,周在では週期1ま3.5~fi. 5秒間の

いわゆる中間週期が卓越し，他の短週期，此週期と称せられるものぱぽとんど認められなかつた．

振幅は和 l><iに見られる通り複維な振動を示しとくに最大振輻附近で1よその増滅が甚しくなってい

る．

振幅と週期の関係ぱ，振幅が増加するとともに，週期も多少増}]fl (4. 5秒附近から 5.5秒附近ま

で）しているようであるが，最大振幅附近で（ま週期1まかえつて減少し， fl.5秒前後を示している．

§3 脈動と風速及び検潮記録

脈動は気象要索のうちでとくに風述と密接な関係があることがわかつているが， 一般的にいつて

必すしも平行的な関係があるものでなく，最大風述の起II年12時30分と脈動の最大振幅附近］3時30分

ごろとは約 1時間の究がある ． このこいまこれまで多数の人々によつて調査された結果と — •致して

いるのであるが， 台風が大阪附近を通過して後，脈動が更に猛烈なものとなつていることは台風通

過と共に大阪約11『岸に打ちつける波浪が珈）りの風のために，特に村しくなったこと入 1甜係がある様

に思われる． こ＼ろみに大阪天保山桧潮所の桧潮白記紙と比較してみると， この自記紙にあらわれ

* U. Sato: On the Pulsation in Osaka due to Jane Typhoon 

** A阪特区気象台観測諜
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ー : I i・ 
JallC台1政に 1’!：う人下Itの ljl紅動 2 2 : I 

別 よ 脈 f/J 観 il llJ 表

南北 {o}J 束 l}り,J,)J 台風III jyj北利j 東西 ,Ji)J 台）j,い！’

夙池 心よリ 凪辿 心より

振輻 辿関l 振輻 辿！！J の距雌
1屈輻 辿！！JI振幅辿閑l の距離

!I JI ，， I | 

l R 9時 '.!.4 4.4 -l. -l 8 35.3 5. 5 39.3 4.7 0.3 180 

10 2. 9 +.~ 4. 4 8.30 3n.-! 5.2138.l 4.8 9.8 160 

11 2.9 4. 2 1.8 4.~ 5.4 ， 47.1 5.6 -!7.G 4.7 8.5 140 

1•3 ~.9 --1.2 4.8 9.30 56.5 4.8 42.8 4.7 10.3 123 

13 •3. 4 士．4 5.9 10 5G.5 5.(i 40.5 4.7 10.0 I 105 

14 2. 4 -4.~ 2. 4 4.~ 5.5 10.30 48.3 5.2 47.7 4.8 15.0 88 

15 2. 4 4.2 2. 4 -!.:2 （う．3 11 58.0 4.7 45.2, 4.7 16.8 70 

Hi 2.9 -!.i 2.-t 4.4 1.3 11.30 53.0 4.4 60. 7 4.6 17.6 50 

17 ~.9 3.8 2.-! 4. 2 4. 4 12 58.9 4.9 59.5 4.1 20.3 30 

18 :l.-! 士．4 0.9 U.30 47.1 3.6 I 71.3 3. 4 23. 2 36 

19 2.9 4.6 2.-4- 4.(i 1. 7 10-!5 13 58.!) 4.1 59.5 3. 7 23. 2 I 70 
20 :l.9 .J..~ 2.o 1030 13.30 53.0 -!. l 57.1 3.6 15.0 100 

:tl •3. 4 4.8 1.5 1015 14 6 8. 3 3.9 71.4 3.6 17.6 130 

2•2 3.5 -!...J. 2. 4 4.8 1.5 995 H.30 54.1 3.7 53.5 3.9 9.3 155 

~3 3.5 4.-l 3.0 4.3 :c.O 975 15 68.3 3.4 51.2 3.6 11.8 180 

24 4.2 5.0 3.0 4.7 1.3 955 15.30 50.5 3.2 47.7 3.9 9.3 210 

2日 1 3.5 5.:2 2.4 4.4 1.7 935 16 56.. j 3.6 5-!.8 3.2 11.0 240 

2 4.1 ,5.1 3.0 4.9 0.9 9:20 16.30 3 6. 6 4.1 40.5 4.4 I 272 

3 士．7 4.8 l. 8 4.8 0.0 905 ＇ 17 47.1 4.1 35.8 4.3 5.2 305 

4 3.5 -!.8 3. 6 -t.9 0.-! 890 ； 17.30 47.1 J.3 35.8 3.9 ー I 33:2 

5 3.5 5.1 2.4 4.9 O・士 870 ： 18 36.5 4.l. 39.3 4.3 9.1 360 

(i 5.9 5.0 3.0 4.7 1.3 8.50 18.30 29. 4 4.3 33...J. 3.8 393 

7 5.9 5.:l 3.tl 4.7 1.1 830 19 35.3 -+.l :W.8 4.1 2.6 4•25 

8 8.5 5.1 -t.8 ,J..8 o.:z 810 19.30 29.4 4.3 :,!7.4 4.3 45:l ， 3.. s 4.4 4.8 4.3 1.7 790 20 35.3 4. 7 ~7 .4 4.7 2.0 480 

10 4..7 4.9 3.U 4.7 0.-! 770 20.30 23.U 4.5 19.0 3.9 I 517 

11 5.9 -!.9 士．8 4.9 1.3 755 2 1 23.5 4.1, lG.7, 4.1 1.3 550 

1~ 5.9 4.4 6.0 4.5 2.2 7-!0 ' 21.30 30.(i 4.:2 :23.8 -!.5 575 

13 5.9 士．8 -!.~ 4.8 2. 2 720 22 21.2 5. 2 21.4 4.3 I 0.4 600 

14 5.9 士．9 3.6 5.0 2.o 700 1 
U.30 23.G 4.4 19.l 4.3 625 

15 -!.7 4.3 5.9 5 . ~ 1.1 675 23 11.8 4.5 23.8 4.3 0.4' 650 

16 7.1 4.9 3. 6 4.7 3.4 655 :23.30 22.4 4.3 14.3 4.3 - 1 670 

17 3.9 5.1 ti.O 4.7 3.8 630 24 15.3 4.7 13.2 4.4: 1.5 690 

18 7.1 4.9 3.(j 5.:2 0.9 610 4日 1 11.8 4.5 13.2 4.2 I 1.5 I 740 

19 7.1 5.1 5.9 5.0 2. 2 590 •3 17.7 4.5 11.9 4.9 1. 7 780 
， 

20・ 10.(:i 4.8 4.:2 4.9 1.1 5,0 3 11.8 -!.3 8.3 4.2 2.0 830 

21 6. 5 5.1 5. 9 4 8 0.7 550 
l 4 ll.8 4.5 6.6 4.2 0.0 I 870 

22 9.4 5.~ 4.:2 4. 4 0.4 530 5 14.1 4.7 10.7 4.1 1. 7 920 

2 3 10.U 4.9 8.3 -!.7 1.1 510 6 13.0 3.7 5.9 4.0 I 0.2 970 

2-J. 10.0 5.2 5.9 4.4 2.0 480 7 10.6 4.3 14.3 4.2 0.0 

3日 1 9.-! 5.4 6. ti 4. 9 2.8 丑5 8 11.8 4.3 I 7.1 I 4.2 1.3 

2 8.9 5.4 9.5 4.6 4.6 410 ， 9.4 4.2 7.1 4.3 1. 5 | 

~.30 8.8 -!.7 5.9 5.0 393 10 10.6 4.2 6. 6 4.5 4.2 

3 11.8 5.:l 10.7 ,!.9 6.5 375 11 7.1 4.2 {.7 4.2 4.2 

3.30 12.9 4.5 7 1 4.3 360 12 5.9 4.1 3.5 4.2 6.9 

4 :W.O -!.9 11.9 5.8・ 0.5 340 13 7.1 4.3 3.5 4.2 5.4 

4. 30 lG.5 4.8 10.0 4.8 3:lO 14 4.7 3.9 4.7 I --t.3 3.7 

5 14. 2 a-. l、) 8.9 4.5 H.9 300 15 5.9 -!. 3 ・L7 4.3 6.5 

5.30 17.6 5.(i 15.5 4.8 280 ]_(i 3.5 3.9 3.5 4.1 4.0 

6 23.5 5.8 16.7 5.:2 7.8 260 17 4.7 4.3 4.1 4.:,l 3.6 

6.30 27.1 5.:Z 19.0 4.G 2-c!O 18 4.1 4.3 3.5 4.3 4.~ 

‘←’ ・ 35.3 5. 4 21.4 士． 7 6. 7 220 1 9 4.7 4.4 3.5 4.0 I 0.4 

7.30 35.7 5.2 35.8 4. 3 200 20 4. 7 4.2 蝙3.9 3.7 0.0 

I 

I St 2 lld 3 fd 

60 

50 

30 

0

0

0
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“
 

micro』e

Jime 24 
Fig. 1 

た彼浪のヒ゜ークの時刻1311か15分ごろ（図には示してないが）

ていることがわかる．

§4 

このことは脈動の駆l入lが低気圧，

台風中心距離と脈動

牙2図には台風中心距離と脈動のi1'吐との別係を示す．

心が最も近すいた附近をのぞいては明！I仮に区別するこ とが出来る．

附近か ら振輻は、紐激に沿JJIIし中心接近と共に最大に逹しているが，

過前と蚊べて減少の仕方がかなり総‘I蛉であつて，

4th 

A 、L./ ¥JJ 
¥ ̂’’ I ¥I ¥ 

、J vし、ど心三．

24 24 
Variation of amplitude, period of pulsation ancl wind speed 

30 

゜

0

0
 

2
ー

6.0 

5.0 

4.0 

3.0 

と脈動の1i文人振輻附近ぱかなり 一致し

台風笠の中心勢力のエネ）レギーによつて波

浪の洵；｝軍に与える衝粉切による振動であるという説から もうなづける市柄である．

認I咄に脈動の振輻と辿期，横1咄に大阪から

台風中心までの距離をとつてある．i)氏幅についてみると台風の通過前と通過後の布杯ぱ，台風の中

すなわ ら`大阪をへだたる3(）（）km

通過後はその余勢おとろえす述

台風が辿くすぎ去つた後も微弱な振動をつづけて
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(1) 

(a) 

(b) 

熱需性低気圧の仔在位招が天気図上でも確かになり，

6時 48分に出発した．針蹄を北々西にとり，

たが，

に変化し，風述も 20 J ットよりが）ノット，

た．

で，

り滑らかで，

2けl

附 録

飛行機観軋I]より見たジエーン台風＊

当時の版況

8月 30日の版況

蜘 '9性低気圧の存在を確認するために代噂飛行が行われたが航路の選定が良くなかったために批

天域さえも見畠すことが出来なかつた．

8月 31 日の朕況（牙 1図）

これを探索するための飛行檄がグアム，l，'とを

はじめのうちは 5ないし（；ノットの弱い東風であつ

台風の中心より 24(）マ 1)レぐらいの間内に入ると;ii忍行r:]度の風鱈鉗1iの風もともに時計廻り

41｝ノットと急辿に強まり， m≪,iも非常に波立つてき

15時 4(）分に北綽 24度 22分，東経 137，豆 59分に，北東から南IIli方にlぐい中糾円）I多をした

杓甘‘立の隙I：りを発見した．発生期の眼のようでその大きさは蛉Ill160マイル，短1¥i1h8()マイルぽど

上方の雲は椀形を示しておらすまだ弧い辿心力は餅Jいていないようであつた． ifi面は波が扮ま

最低泊血気圧は 99:?.9mbと推邸された． 眼の東象限には大きな立の切れ11があり ，

眼のまわりの最大泊1i'.ri風辿は東および怜i東象限が最も強く 55 ノット， つぎが北東象限の 51) ノッ

ト，北側の 40 J ットで最も弱いのは西と北西側竺 2."5 J ット であつた

風が不辿続的変化をしており，飛行凶度の相当溢1立も i鵠 ljで 33u~7I妥，北側で 341~2度と気団

いることがわかる ．週期については台風通過前後約 300km以内において通過前と通過後の変化曲

線は交わることなく，

心とする出）0km以述では共に 4.5秒ll付近を示していて， 台風通過前後に変化はあまりみられな

Vヽ ． この調在は東西，

とんど認められす，

なかつた．

通過前には約5秒附近から通過後には 4秒附近に減少しているが，大阪を中

i•ii北の両成分について読みとつたのであるが，

又台風が，

その粘梨成分による変化は1ぽ

tiふ卜にあるときと上陸してから守による脈動の変化も何 ら認められ

の異りを示している．

(c) 9月 1日の朕況（牙 2図）

グア ム島から針路を北西にとつて台風域に向う．

1(） J ットぐ らいの怜i東風を受けていたが，

転するとともに風述は 2() ノットから絋述に強まり，

高度で 53 ノットの南1屑風になつた．

の厚い）酎に変化している．低い精ぷの文低も SI)IIit応ドり，

た．

台風の中心より

桁円）I多の眼に入った．そのlぐ抽は北東からi・ii1)りにむかい，

また北東とH0i1JLj象限では

はじめの間は太千洋佑j気EEの気流と、息われる

330マ1)レぽどの問l一人lに入ると風は順

ついに北綽 2.1度では・Mn'1iで（；（）ノット飛行

また北緯 22度附近よりな｝甘ェの傘が次オに低くなり l:i／甘＇兵

II昇こは栂11'1iを見ることも 困難：であつ

15 11年 18分には北綽 25度 :"i:2分東経 1:J5度 23分で 5()マイルと士（）マイルの！1咄を持つた

中心気圧は！）83mbであつた．

の気流は北東象限がもつとも悪く北西 ・i・f,i東・ iかj1JLj象限が）I廊次これにつぎ，

中心附近

また台風の中心か ら

5()マイルはなれた北東象限では 1,15度方向から 7:} J ットの風が吹いており詐i:1(1i}風も St) ノット

をこしていた． （この報者により熱需性低気圧ジェーン 1ま台風に昇格） II艮内の

当溢位は 347炭で甘wr1と大梵ないの：こ 8.3tImb，均度では

中火気象台す•fIKi限＊本項

ふ37

71111 mb 

度を示し甘ij「1より
,).) 

, :':j度の 4•I I

度も肘｝Jfl

渡辺fll人・
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して， 1滋に暖湿な気流が流入したことをぷしている．

(d) 9月 2日の｝状況（牙 3図）

7 11年2分にグアム，1ルを 出発後北綽 25度，東経 136 I糾附近 （台風の中心より ~--1:1) ヽ• 1)レ）まで

は許通の気象肱態が続いたが，それから先に進むにしたがい風1ま順1伝するととも：こ風辿1ま急速：こ

8(）ノットに吋加 したまたこの地点より中 • F̀J甘虞が多くな るとともに兵の厚さを J甘しまた気流

這くなった． 18時 18分に北緯 28度 27分，東経 133度 4(）分でII尉に入ったが II艮ぱ直径幻

マイルの円形で， ＇立の壁は椀II彦をしており充分な辿心力が側jいていることをぶしていた． JIも行般の

、ド方には肝石＇ばが断片的に浮いて おり ，上方には1tがなく 睛れあがつていて， ゾンデ観測の糸，『果か

らもわかるように顕村な下降気流の仔在を示している．II艮の北側がもつとも気流悪くまた中心近く

の最靡瞬風述は 1(）（）ノット以卜と推定された

(2) 観 測結果

飛行機による鉦 H の観測糾巣を綜合も籾I!• したものがオ9 ←t 図から矛 8 図までで，南北 I'iを標の原点を

台風の中心に固定して査料を取扱ってある．なおこれらの究籾ま米’，ド認気象隊より・提供されたも

のである．以下各項目にわけてこれらの柊lの設明をして行こう．

(a) 中心気圧と 7(）（） mb訓の中心似j度（矛←t図）

ます中心気圧の変化から調べて行くと 81 日から 1日の近ごろまではあまり変化なく， その 午後

より、揺に発逹していった．これに呼応して 700mb 11'.Jiの贔度も、/こt低下を続け発逹期にあるこ とをよ

く示している． 2日にはついに洵訓気圧 946mb, 700 mb b'riの泊雌 869(）ftに逹し飯盛期に入っ

たこの深度は最盛期にある台風の普通に見られる1直であり ， ドリス，｝レビー，クラヽ 台風のよう

な強いものになると中心示度 9(）0mb内外； 70() mb泊iの砂度 75()()ft位に逹する． この台風が＇社

戸を通過する 3日には中心示度も浅くなりつ＼あり衰弱期に入つていた．

(b) Il艮内の｝状態曲線と台風域内の天候分布（牙 4, 5図）

発逹期にある 1日か状態曲線は 7(）（） mbまですつと俺罰状態で，相当袖1位の亜直分布も対流イ況・な

定を示し．Il艮内でもl-．昇気流のあることを示している． これに対応する城内の天候分布（よ9i1心を含

む東半円が—憎伯 iに 1枚欽性の駿雨域でや 1まりかなり強い卜昇気流が考え られるが， Jlljlj平」は仝く降 Ik

なくどん天域になつていた．なおこの前日 にあたる 31 「Iにはまだ台風が赤逍JI父欲幣上に在るII．炉な

ので降雨域も1枚紋常にそいi,iil)りと東：このびている．飯盛期である 2Hの｝状態1川線ぱ 880mbぐらい

（約 2000ft) より上で品糾やな沈降を示しており，相当溢1¥'Lの垂直分布もわすかながら対流汝定の肱

態で，眼内に下降気流が1f在すること を示している．眼l入1の下方には肘栢＇よ．が出ているが上方は1翡・

れあがつていることも ド`降気流の{f在を裏内・きする ．このIIかの域内の天候分伽ま中心附近を含み束

西に広くどん天域が広がつており，怜iと北側に弱い連続性の雨の区域が出ているにすぎない．

(C) tii. ll'ri 風（オ（；図）

図には実際に観測された般流を含んだま.1.のiij.l」'1i風を9風））陪級の矢材根でぷし，その傍．こ風
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片日

心11付近の風は強 くなつている

が中心示度が深まつた割合に

一般には強 くならない．

ぱ台風が次牙に砂緯I豆に進む

ためと思われる．

(cl) 

流線を考えるため一般流を

含んだま入の」消手風の分布を

図に示した．台風になつた],

2日の図を洵血風と比較する

と，反lI寺計廻 りに吹いてはい

るが中心に向う成分をぽとん

平発散成分を持つているも の

も多い．

← lご h千 風（牙7図）

かえつて多少の水

また風速も洵ri'iiより

多少弱くなつている．

これ

これら

のことぱ強い遠し力ととも に

ByersC1)が述べるように台風

が溢暖型低気圧であるため地

表附近で気圧傾度もつとも強

＜祁jさとともに減じてゆくの

で上昇流1まsu1兄 r-g-radientに

なり気圧のr:＇：jい方へ向 く成分

を加えるためとみられる．

(1) lf. R. Byers: Gentぅral

Meteorology, chapter ¥rIII. 
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かし l`打庄文の力叫付近である

150(） ［し附近ですでに水’1~11父

敗がほとんどみと められない

の1ま典味ある点と思、われる．

（（・） ウ ネ リ （牙 9図）

:31 日に1ま仝般的に方向不

定であるが， 次の 1日には中

心 よ l) 放射•}1人に 1)り方に進んで

おり，

る．

る

(f) 

:2 r1：こは北西にむかつ

て大部分のウネリが進んでい

この「l々 の変化ぱ風の楊

と比較してもその間に関係を

兄出し難く， この視象誘IKIの

正確な把握に1よ今後の究料の

紺生と ～ •J炉の調在が必要であ

ウォ、リは最盛期の 2日に

最も発逹し，眼内の洵面｝状態

ば杵通の進行速度（1() ノッ

ト内外）の台風では1まとんど

波がおさまつていることがジ

エーン 台風でも 31 Rと1日

に報告されている．

台風眼（矛 9, 4図）

:n「lにかなり鋭い楕円形

Fig. 9.Form of the eye 
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を示してい るのぱ赤泊牧放1,1'位の波の煩点での循炭であるためで，lぐ袖が北東から怜j1JLjに向い ている

の1.:l:}品い1'ti1麻気流の鯰入のためであ ろう．

心成分より辿心（直進）成分の方が大きく そのため！こ円形の循猿1ま‘ノに成されす r1を1}｝］ いていた もの

と思われる． 1「Iに台風は前線より分離し， II艮も次牙にP]に近すいた．眼の1(1it'tが紺i[1とあまり変

化ないの1よこの杓円変JIクに中心1咄の1tii斜があづかつてなかつたことを示す．

とまり期がすつクトさくなった
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日 II年 梅而気気温水張 凪1,,J 凪述降水が．．日
＂年 洵面m気b 気00温水張 夙,,'，J 風辿 I；条水輩

圧 mb 00 mb m/s mm  圧 mb m/s mm  

室 戸 3 131 DS.l Z5.5 Z6.!J WSW  Z2.li 
14 00.3 26. ！） 28. 4 ， lSA 

2 12 12.8 24.4 28.G NW  5.0 0.0 15 | 01.9 27.5 29.3 ” 17.7 
13 12.8 24.7 29A E S E 3 .-¾ 3 . ~ l(i 02.8 :l(i.7 28.(i ， 18.8 
14 12.0 '.U.9 30.0 E ~ E 3.8 1.5 17 0-!. 7 ~6.U ;:18.(i I/ 12.7 

15 11.3 24.1 28.8 KE 3.2 18 05.(1 2,5. 7 27.8 ， 9.8 
16 l0. 9 23.(i 28.2 ， 4.U 5.¥) 19 06.3 ~5 .0 ~G.8 ， !)．4 

17 10.5 ~3 . 8 28.5 ENE 9. 6 (；. 4 20 07.0 ~5.0 28.5 ¥V (Ll 

18 10.5 u.2 2n.2 E ！）．（｝ 0.3 21 08.0 U.9 27.8 ” 3 .~ 

19 10.3 :H.l 29.3 ” 11.0 0.-! 22 0S.3 2-1-.5 25.7 NE 4.4 

20 10.3 24.1 29.3 II 10.0 3.1 23 08.G 2•i. 2 24.1 ， 4.4 
21 09.9 24.G 30.:.l II 11.8 0.1 l u I os.7 24.0 25.1 ENE .3.0 

22 08.8 24.8 30.5 ” 14. 9 0.9 
~3 08.il '.,!4.5 30.0 “ H.O 24: Oli.(i '.l4.!-) 30.7 fl 1 6. 3 0.0 

3 1 05. ~ 24.fl 30.5 I/ 19.7 4.5 足摺分室

2 03.'.2 23.8 28.8 II rn.7 4.(i 
I 

3 00.8 M.5 30.0 U ~l.l 0.7 2 12 l:l.-! 26・0 29.5 E N E ;．(） 
4 1)7.(i U.4 30.1 ” 23. 8 り．o 13 11.9 :w.o 30.0 E 3. 2 
5 !)3.7 24. 2 29. 5 II 25. L 3. •3 14 11.0 ~5.4 ・~H.li KE 5. 9 0.3 
t; 86. 1 24.029. 1 ， 34.4 9. 2 15 ] 0. 5 ~5.(i BO.:~ u 5.7 (）．］. 
7 79. 9 24.0 29. 1 II 3(i.5 H.~ 1(i 10.1 2.5 .~ ~9.8 ， 4.8 0.7 

8, M.7 23. 9 28. 9 ， 38.J H.4 17 10. l 公3.~ ~9.8 NKE 4.2 4.0 
9 66. 4 23.9 2!:l.2 KKW 訟．o 4.4 18 00.7 26. 2 30. ti // 5.~ 
10 74.9 22.7 2(i,9 ¥V 41. o 8.4 ] 9 09.0 25.4 29.9 E N E 5. 4 〇•- . a -

11 88.G :23.5 27.8 WSW  27.1 (I..5 20 09. o ~5.8 30.1 E li. 5 8.0 
1~ !)4.0 ~4 . 5 27.1 ” ~5. ¥) 21 08.4 :W.l 30.11 II 5.~ 0.3 
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日 ll!r 泊1ni気気温水販 夙向
夙述昨水：，：• I 

IIか
i(•i•Ihi気気温水張 夙,,,J 夙速 1｛斧水贔

在 lllb 00 mb rn/s mm  n 圧 Inb oo mb J)l /E n1 J I 1 日 IIが 洵：Ihi気気澁水販
夙1;,J 夙池 I洛1),:，:― 時・ iif1hi気気温水11( 夙沌昨水：，：

庄 Inb oc l l l b m/s m m H 斤 Jnb °0 mb 凪II・，J
m/s Jlllll 

2 22 (）8. 3 2(i. 4 31. ：i E :i.0 1.0 高 知
23 01¥.?i :.l.i. 8 :.l8. ¥I II 4. 2 〇．（う

24 (）．1. 5 •2 (i. (i :i (） ．(i ” (¥.:-l o.~ 
.-

3 1 0:-l.li ~-i.!) :-31.1 ENE (i. 3 ] 1. 5 
•3 ] 2 訟．.Jc 27. 8 :.!9. 0 E S E 1.1 

2 l)2. o.24. ！） 29. 2 II 7.-+ (i. 5 
13 U.l 28.2 29.J ， 3.0 

14 11.!) 27.2 30.5 ” ::l.8 ． :-l 98. ！）・23.2 29.tl NE  7.3 a-. a - 15 11.5 2G.U 29.9 ， 4.4 

4 !)7.5 :H.(i 28.5 fl 7.8 7.-Jc 16 11.1 2G.5 29.4. E 2.8 0.4 

5 り4.i) 24. 3 28. •2 N 9.6 u.o 17 10.8 26.4. 30.G 
6 (r3. 4 23. 2 26. 3 N¥V 13.0 H.0 

o.o 0.3 

7 !)0. 5 ・~3. L ~-1.0 w.rsw 11. 7 7.7 
18 10.8 26.1 30.1 ¥V 1.5 

19 10.8 25.8 so.o 0.2 1. 2 

8 !l:1. 2 28. 7 :H. 0 II !)．8 9.0 20 10.8 2{.fl Zfl.3 NE  0.7 1.9 ， 94. （ i ・~➔ .l :W.!) ， ！）．6 1.5 21 10. ti 24. 8 2!J. l E N E 1.3 0.4 

10 97. 2 25. 9 27.4 ¥V S ¥V 10. 8 22 10.1 2-!.5 28.8 NW  
11 9 9. 3 2(｝．9 2 7. 2 9V l~.7 

0.9 0.5 

23 0~). 0 24. 3 ~8 . 5 
1 2 0J.．6 27. 6 2 7. 2 ” 10.7 

o.o 0.3 

2+ 08.2 24.1 28.3 ¥V NW  1. 7 1.4 

13 o~.6 :n.0 ・27.7 w s w 10. 7 3 l 08. 7 24.0 ~8.-! WR  W 0. 9 1.3 

1+ 03..J. ~,. ¥) ~8 . 0 II 6. 5 2 05. 7 :23. 7 27. (i II 1.5 i.7 

15 04.4 ・37.9 26. 3 ¥V N¥V 5.0 0.0 3 SW  
1fi 03.0 ~8.7 ~6.0 w 3.0 

03.4 23.4 Zti. 7 1.5 8.8 

17 05.7 ~8.Vi ~li.3 K NW  1.1 
4 0」.3 23 . ~ 2(i.f¥ 0.0 11.5 

18 Oli. 3 ~7 5 2lL 3 0.2 
5 9fl.8 23.li ~o.3 WNW  2.8 10.1 
(i ¥ln.3 2-!.0 25.8 ¥V 8.0 10.4 

7 91. 9 25.3 :H..5 N 11.0 1.8 

宿 毛 8 87.7 2fi.2 U.8 N 14.2 3.{ ， 8,5. 0 25. S 24. 9 NW  15.0 3.6 

2 12 11.8 ZS.O ~9.7 ENE 5.5 10 85.1 2(1.9 23.5 WNW  17.6 2.8 

.13* 11.3 28.~ fl 5.9 11 91.8 27.li 23.7 ¥V 8.7 0.4 

J4 10. 6 27. （i 28. 4. ， 5.0 0.0 12 95. 8 29. 9 22. 1 ” 7.1 

3 19 08.2 ~4.7 0.0 ~ ] 8 7 98. 3 1 4. 5 ] （;. 4 s 7.(i •ー）・・~） 
20 09. 1 23. 9 0.0 19 798. 1 14. 5 1(i 4 I/ 11.3 9.0 
21 09.H 22.!) 0.0 20 71)7.!J H.3 l(U /i 10.,5 0.7 
22 10.0 22.5 25.4 0.0 21 797. 9 14. 3 16. 1 // ] :l. :l 2.o 
23 10. 1 22.o 0.0 22 797. 6 14. 1 10. o SSE 13.~ H.l 
24 10.1 21.4 0.0 

23 7!l7. o H. (, rn. 5 ” 5.'i 17.5 

松 山
24 796. 0 J 4. 4 1(i. 3 s /).8 5.9 

3 ］ 794. 7 14. t) 1 6. 8 SE 10.3 l~.9 

2 2-1- 08. 7 23. 3 26. 9 
2 79'.3. 9 1-1. 8 l(i. 7 S SE 12.-1 H.O 

0.4 2. 6 3 7!)~.7 H.8 l!i.7 SE (i.l 17.1 
3 3 05.5 23.1 27.1 0.4 1.9 

4 03.り 22.D 2(i. 8 0.4 4.2 4 791. 3 14. 8 1(；. 7 II 8.0 30.6 
5 0:2.(-i :2:2.8 :2fi.4 sw  1.3 *8.(j 5 788.7 l-1-.!) Hi.8 SSE 11.8 30.0 
（ぅ 0J..9 22. 6 2(j.o wNW  2.4 *9. 2 6 78 6. 3 1 4. 6 1 6. 5 SE 13.9 35.0 

←I - 00.7 22.5 25.4 
7 784.3 13.8 15.H I/ 17.B 25.4 

N 4. 6 *13..5 8 780. 4 14. 2 1(i. o NE  10.7 41.4 
8 99.1 ~~-8 25.5 II 8.0 *5.1 ， 97.(i 23.2 25.0 II 7.4 *l.9 ， 775.0 H.J lli.O ” 1 6. 0 46.4 
10 !18.6 23.3 26.5 ~vv (i.3 *0.4 JO 767. 4 14. 5 16. 4 N 31.1 (i5.0 
11 99.-+ ~~. + 26. 7 // 4.4 *O.O 11 778.4 H.~ l(i.O II 16.5 48.0 

12 
| ]2 782.9 13.9 15.7 “ 13.5 H.O 

00.6 ~-5.4 25.8 WSW  2.6 *0.0 13 786.9 H.3 lti.l SW  5.4 2.0 
13 01. 5 25. 5 29. 1 SSW 2.4 *0.1 ＇ l 
14 02.6 2fi.7 29.8 sw  8.9 *0.1 14 789.2 13.8 15.fl NW  7.1 1.0 
15 O-!.O ~5.u ~8.3 II 4.4 0.5 15 790.9 13.6 15.5 WSW  u.l o.~ 
18 06. 8 25.1 2(:i. f) ” 4.8 0.1 16 7D-l-.3 13.6 15.5 SW  6.3 o.~ 

21 09.0 ~3.8 ~5.0 II 1. 5 
) 7 7D5.4 13.6 15.5 N ao• • ~ I 1. 7 
18 7!Ju.O 13.4 15.~ N NW  6. 9 0.7 

22 09.5 id.4 2+.8 SE 2.0 
24 I 10. 0 22.8 24. 6 o.~ 

l,5＊ l 0.1 ~7.5 II 5.7 13 98.7 30.8 2(j．6 ¥V S ¥V 8.2 
1(i* 0!1.9 2(i.7 •戸

， 5. 4 14 00. 8 29. (i 25. 4 ， li.3 

17* 09. 0 25. 3 II 7.1 15 02. 3 31. 0 24. 9 II 5.2 

18 09.9 叫 ．0 NE  5.4 16 03.4 30.4 26.5 sw  5.0 

1!)＊ 09.3 ~-!.l II 4.~ 17 04. 7 29. 7 27. 9 N NE  0.7 

:J,0* on.1 ~3.(i E 4.~ 18 05.B 28.0 29.9 SSE 1.5 

:!1* 0り．2 23.8 N a-. 3 ・- 19 06.4 25.5 26.8 ¥V 3.0 

22 08. 7 l-4. 1 ~8. 3 E N E 5. 4 29. (j 20 07.4 25.0 27.2 0.0 

23* 07.8 23.9 fl 3.4 21 08.0 23.9 25.8 0.2 

24 Ot:i.6 ;!3.D n.7 NE  3. 6 

3 .l* 05.l Z3.!J E t, E 2. 6 宇和島

2 0:3.5 ~-1.0 ~7.4 ENE 5.~ 

:1 01.7 24.0 27.0・ NE  5. 4 2 12 11.4 30.o 31.1 WNW  2.0 

4 00. u 公3.8 26.6 1¥ NE 8.-! 15 10.0'.28.3 WSW  1. 7 5.1 

5 !)8. 0 :23. (i :27. :2 N 6. 5 18 09.6 25.4 28.7 E 2.4 1.3 

{ i 95. 9 23. 9 25. o ， u.~ 43.s 21 09.7 24.~ 28.0 II 1.3 5.5 

7 95. 0 24.024. 2 N N¥V 7.3 24 07.!) 23.6 27.9 ” 1.1 3.7 

8 95.5 23.8 w 7.1 3 l Ofi.O 23.fi ~7.5 N NW  3.0 '2. 7 

， 96. 2 2-!. 3 25. 2 N NW  13. 2 2 05.0 23.5 27.5 K 2.6 1. 2 

10 97.9 24.6 26.l WNW  11.8 3.8 3 03.5 23.3 26.8 ， 1. 3 (:i．3 

Jl 00.3 26.0 28.5 ， 8.9 4 01.7 23.2 26.(:i 0.2 4.5 

J •3 01.0 26.4 i7.3 ， U.7 5 00. 6 23. 0 26. 0 N l¥ E 1.1 2.4 

13 02.7 27.5 28.0 ， 13.2 6 97.5 22.7 25.5 NE  3.4 5.1 

14 03. 7 27.0'.l5.() ， 7.1 0.0 
ト｛ 98.0 22.5 25.2 ” 5.2 1.0 

l5 0-!.3 27.-! KW  G. 7 8 97.1 23.4 25.u Nぶw 1.1 1.6 

1 (i 05.1 '27.7 NN¥V 6.7 
， 97.8 23.G 25.8 NW  10.8 o.o 

l 7 | 05.9 ~7.1 N 7.1 10 98.8 24.6 ~5.(j // 10.3 0.0 

181 
Oi;. (i 26. 3 o.~ ]1 00.1 25.~ 27.l W l~.4 0.0 

l !) 07. (i 25.0 OA 12 00.8 25.2 27.4 !/ 5 .~ 

20 08.2 24.0 〇.2 13 O:l.5 25.7 28.0 // 9.1 

~1 08.8 22.7 NE  2.-l 14 04.0 25.5 27.(i グ 7.4 

22 09.3 22.3 24.0 0.2 o.~ 15 03.~ 2G.5 グ 3.0 

23 09.3 21. 7 ENE 1. 7 16 Oti.3 2(j．4 0.2 
17 06. 9 26.4 SW 0.9 

＊ 印は l'I記による
! 

18 07.4 26.1 WSW  1.3 

＊ 印は 1]記による
ノ^‘ 吹

波止浜

2 24 I 
2 18 11. 4 24. 8 KE  3.0 0.0 

09.~ 24.2 ENE ‘ー)・し・） 1. 6 19 11.4 2-1.2 N 2.0 0.1 
3 1 08.7 24.3 29.6 NE 8.0 0.5 20 11.4 24.1 0.0 0.0 

2 3 | 07.6 24.1 28.3 ENE 5.0 0.8 :Zl 11. 4 23. 9 N.NE 2.o 0.2 
06.5 23.7 28.8 NE  4.'I 4.3 22 11. 6 23. 6 28. 2 N 1.3 9.8 

4 04.8 23.3 N 5.9 4.1 23 10.8 23.3 NE  5.7 20.0 
5 03.7 22.7 I/ 6.9 4.8 24 10.3 23.2 27.3 II 3.4 3.4 
6 02.4 22. 7 27.1 I/ 8.7 2.8 3 1 08.6 23.3 2(¥.3 ” 3.0 2.0 
~ ｛ 01.1 ~~ . !) 26.8 II 10.3 6.7 2 07.6 23.0 ~li.O ” し-)• ツ- 1.5 
8I , 909.9 22.D 26.1 NNW 10.0 5.1 3 Oli.O 、3:2.9 26.5 II 2.2 3.2 
9 998. U 23.1 25. 7 II 13. ~ 2.1 4 04.7 23.0 2G.5 ” 5.7 13.0 

10 997.1 23.0 25.6 ” 10.3 ~.8 5 02.5 23.2 26.3 ’ 1.5 12.5 
11 998.3 :23.0 ~o.O WSW 4.6 1.8 6 00.0 23.3 2ll.5 ， 3.ll 20.（う

認 I998.8 ~5.o :,l(:i.5 ” 4. (j 1.4 7 93.0 22.9 26.5 ENE 3.:2 30.0 
13 1000. 0 2(i. li ~li.'.) // 2.2 0.0 8 9•2 . 2 23. 4 26. o II 10.1 ~3.5 
14 01.5 ~7.0 w 3.(i 0.1 ， 86.fl ~3.fl ~6.3 NE  10.7 16.1 
15 02.8 ~7.l ” 3.0 0.2 10 82.4 23.3 26.3 KN  E 11.3 20.0 
16 o~.3'27.7 II 2.8 11 SG.l 2-!.0 2-!.9 ¥VS W 6.3 ~7.6 
17 05. 3 27. 9 ， 1.7 12 92.2 23.3 20.(¥ I/ 5.9 13.3 
18 05. 7 2(｝．5 II 1.1 13 ~)(5.6 24.0 25. 8 II 4.0 1.1 
19 06. 6 •35. 9 S¥V 1.1 14 99.2 25.8 25.5 w 2.8 0.1 
20 07.3 ~5.~ NN¥V -t. 0 15 Ol.O 25.1 // 2.:2 0.4 
21 08.3 2➔ .3 NW  0.9 l(i 0:3.4 :35.5 WSW  ，ー・し-） 0.1 
22 02.(i :U..J. ¥V 0.9 17 04. 2 26. 4 II 4.4 0.0 
23 OD.l UA  WSW  1.7 
24 09.2 24.2 0.4 

剣 山
1慈 島

2 13 79~.5 14.8 16.7 s 5.7 2 13 l:.!.8 25.3 :.!8.:.! ESE 7.U 0.0 
14 799.0 15.1 17..l II 8.7 0.1 15 U.2 24.7 28.!l SE 5.7 0.1 
15 7!!8.8 H.9 16.8 II 7.3 o.o 18 11.4 2.J-.3 2&.2 SSE 3 . ~ 1.1 
16 7!)8.8 H. 7 lG.5 II 10.1 1.0 ~l 11.(l ~4.5 ~8.8 ENE 5.0 0.0 
17 798. 3 14. 6 16. 5 II 8. 9 1.0 24 O!）．！)24. 4 28. 7 NE  4. （i o . ~ 

I 
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n I l.,J : ifい（り気気ocii,［水坂 凪1,・,J 凪池 1年水：，：— 11 9f 泊而気気oc温水販 風1,,J 夙速 ll年水・:,::

在 n,b n,b ll1/s Jnll) 日 庄 mb mb m /s llllll 

， 

R IV.， ii邦ii気気湿水張 夙,,.,J 夙池 I；条水：，：：N II1.. ir.i• 1 蘇 i気気温水 ik
夙／ 1•IJ 夙池 I壻水：1：・

,J 庄 Jnb °C mb n1/ ~ Jlllll ・)・庄 n,b 00 111b m /s J I I l 1 1 

3 l 08. 2 24. 4 27. o NE  ,-J.9:, ) 3 22 09.522. 2 2.5．（i S RW  1. 3 

•3 07.2 24.4 27.3 入―NE 2. 4 ~3 I 09. 3 2 L. 9 24. 3 II 1.7 

3 Oli.4 2-+. 8 ?.7. 7 NE  8.2 l. （i 24 09. 6 2 l. 1 22. 4 0.4 

4 0-J.G 2-J.3 ~7.0 II 9. 6 1.3 4 3 10.3 2l.2 24.3 0.0 
5 02. li 2-1.. 2 27. 8 KN  E 7.4 1. 2 6 11.9 W.6 23.6 WSW  1.5 

（｝ 01. 7 24. 4 28. 1 II 9.8 2.8 
7 98.5 28.8 ~8.0 ” l:l.5 5.0 
8 93.~ 24.0 28.1 II 15.0 15.0 ， 8(i.5 ~3 . (j 28.4 ” 20.3 25.1 多度津

10 73.5 2:l.9 27.7 N 27.2 52.4 

11 71. 2 22. 9 27. 7 N N ¥¥' 29. 2 86. 9 3 12 12.4 29.9 30.8 KKW  3.4 

12 87. 4 22. 9 26. 1 WSW  19.1 4~ . G 13 11. 7 29.8 31.0 N 3.2 

13 9,5.4 23.7 23.--1 II 12.7 7.4 14 11.0 29.8 33. I NNE 4.G 

14 99.3 26.7 ~4.9 w 7.6 15 11.0 29.::l 80.2 SE 2.6 

15 02.0 2G.2 25.5 // 8. 4 16 10.8 26.7 29.8 w 2.2 0. 6 

2 2~ ll. 7 ~(i. O ~!). 7 E fl E 8.0 :3 lFi 8:1,"5..J. Hi. l 18. l f.; ¥¥' J-1. 7 2. 4 
23 1 1. 3 25. 9 29. (i II 8.D 1 (; 88 7. l rn. I J 8. l I/ 7.8 1. (i 
24 10.1 2(i.0 2!J.2 // 10.0 o.o 17 837.~ ](i.0 18.() I/ !).(i O.!l 

3 ］ 09. 0 2(i. l 29. 4 ” 1L. 2 0.0 18 839.3 rn.o 18.0 w R w 9r)．ト（ 5.-! 
2 08.2 25.2 30.3 // 9.6 2.2 19 8却．2 15.8 17.7 ¥V 5.0 o . ~ 
3 06.4 25.7 30.2 II 10.1 0.0 20 8--!1.0 15.!) 17.8 w :1. 6 o.~ 
4 05.7 25. 9 30.l ” 12.4 0.0 21 841.(i 15..J. 17.3 I/ 5.4 1. 2 
5 03.5 if:i.2 30.,1 II 12.9 0.0 22 8'11.7 15.0 l(L!) WNW  0. 9 0.1 
6 02.G 25.7 30.5 II 15.2 1.8 
,-. f 00.3 ~5.7 30.7 SE 17.1 1.1 

積 原
8 9(i. 8 ~5 0 30. 7 ” 22.0 6. 2 ， ~4. 5 29.0 II 26. 4 9.5 3 1 10. 2 22. 1 25. 7 0.0 0.0 

10 !)2.3 24.7 29.9 S SE 30.2 10.4 2 Ofl. 2 22.1 2.5. 3 0.0 
11 94.l ~4.4 29.3 s 28.(i 16.2 3 07.!) 22.5 2.5．7 ENE 1.7 
12 98-3 25.1 2D.(j SW 25.1 3.5 4 07.3 23.3 25.4 s ー`＞・し-）.、 0.-! 

16 03. 6 25. l 26.0 ¥VN¥V 5.9 0.2 17 10.6 27. 7 3l.3 ESE 0.9 

17 O+. 9 3(l. 5 3(i. ~ w 5.0 lS 10.8 26.2 28.9 SE 3.8 o.~ 

18 06.425.8 26. 7 ¥VNW 6.1 19 11.0 25.0 29.6 ” 2.:2 l.O 

19 OG.5 i4.5'.W.(i ¥V l.3 20 11.2 24.6 27.8 SSE l.5 l.4 

•20 09.0 ~4.0 :W.5 0.0 21 ll.2 24.5 28.3 E I.5 0.6 

13 00.2 2fi.2 29.1 SSW 23.G 
5 06. 4 23.0 2(L7 E o.7 10.0 

0.1 
14 02.4 2fi.9 28. 7 SW  19.0 （； 04.1 22.8 21l.8 O.o 2.2 
15 03.5 27.7 30.9 II 15.2 7 I 02. fi 23. 5 :Zfl. 9 N N E 2. 6 2.1 
16 0-+.~ 27.7 31.2 1/ 14.4 8 00.5 23.8 27.1 0.0 3.0 
17 05.0 27.4 31.4 WSW H.2 ， 97.4 23.8 27.1 E !i.l 3. ~) 

21 08.3 23.1¥ 2(l.5 NW 1.3 22 11. 2 24. 7 29. 6 S S E 1.3 0.4 

2•3 08.-l 23.5 25. ~ ¥¥'KW  ーヽ）・ヽ←） 23 l0.6 :24.3 28.8 E 1.5 2.9 

23 OS.(i ~:<!.5 ~5 ・ 1 0.0 24 10.G ~4.1 28.0 ” 3.2 6.3 

24 03. 9 2•3. 2 25.o wX¥V 1. 2 3 L 08.8 23.9 27.0 ENE 3.0 1.4 

2 07.6 24.l 27.3 // 3.6 1.0 

10 I 93.3 23.9 26.8 /i 7.4 9.6 
18 06.0 :l(i.6 31.9 SW 12.0 
19 07. L 20.3 3L.(l WSW 9.3 」1 8-!. 7 24. 8 25. 8 E S E 13. O -!.7 
20 07.8.20.2 31.9 sw  9. 6 121 79.4 

25.2 25.1 SE 1(i. o 5.7 
21 08.0 25.0 31.5 ” 9.] o.o 13 90.1 23.!) 27.0 s 13.0 13.--lc 
22 08. 3 i5. 9 31. 8 S S W 7.4 0.0 l4 96. 1 24. 4 27. 2 II 10.8 9. 8 

3 Q(j.2 24.3 27.8 II 2.8 0.4 

高 松 4 05. 2 24. 3 28. 2 "N N E 5.2 2. 4 

5 02.9 2-!.l ~7.(J ” 8.4 3.3 

2 12 1:2.6 W.l 30.0 NE  2.4 6 0 L. 7 24. 3 '.',8. 7 NE  10.5 3.6 

7 99.9 24.6 28.4 I/ 11.3 7.l 
13 l2.0 28.8 30.2 EXE 4.0 
14 ll.7 27.3 29.1 II 3.0 0.0 8 96.2 24.3 28.4 KNE 15.2 3.0 

23 08.4 25. 7 31. 5 W S W 8.5 151 00.2 26.2 24.8 ¥VS W 11.0 1.3 

24 08.7 凶．6 29. 2 W 2.0 5.0 16 03.0 27.1 24.5 ¥V 7.1 0.0 
17 05.1 24.8 26.4 s 1.3 0.6 
18 OG.4 24.4 2G.5 II 1. 7 0. 2 
19 06. 9 24. 1 25. 2 S S W 0.7 0.0 

尾 鷲 20 08.3 24.1 24.9 ¥VS w 2.0 

13 11.2 27.G 31.2 NE  2. 6 ， 92.9 23.9 28.2 N 18.8 3.G 

16 L0.8 27.9 31.3 ENE 2.4 10 90.8 24.0 28.l NNW  2l.O 4.4 

17 10.(1 27.1 29.8 ” 3.2 0.0 ll 92.3 24.0 28.l NW  20.4 3. 6 

18 l0.9 2(1.2 28.9 0.0 
l •3 94.7 24.5 27.tl ¥V 13.9 6.6 

19 I l. 0'.25.4 30.1 SE 2. 6 0.1 13 98.3 25.1 27.9 WSW 14.7 0.3 

- -

2 14 14.4 24.4 :28.1 N 2.2 37.0 21 08.(i 23.7 25.8 0.0 

‘•) ウ- 13.5 23.6 ~8 . ~ II 0.9 3.0 22 08.9 23.2 2o.l 0.0 

3 6 05.9 ~-!.4 30.1 E 12.4 22.4 23 09.2 22.9 21.0 0.0 

7 O・J..9 24.9 30.2 II 13.9 3.2 24 09.5 22.7 26.2 0.0 

8 03. 3 :H. 9 29. 2 II 10.8 ~2 .1 

29 11,4 25.1 29.1 NE  0.7 0.6 14 00.5 26.1 27.7 II 11.2 1.4 

21 11.4 24.8 27.4 I/ 1.3 0.2 15 o~ . 5 25.4 27.9 w 10.3 0.2 

l l. 6 24. 6 28. 5 E 2.0 0.1 16 O↓.1 26. l 27:0 fl 10.0 0.0 
22 
23 L L. 0 24. 3 28. 7 NE  :Z.6 2.6 l7 05.9 26.1 27.2 W// 7.G 

24 10.8 24.0 28.l EKE 2.6 l. 7 18 06.626.0 26.3 w s w 4.4 

3 1 09.2 2-l-.O 27.7 0.0 0.3 19 07.3 25.0 SSW 1.5 

2 07.9 ~4 .1 27.8 入→E 3.0 0.0 ;!0 08.2 23.() SSE 1.3 

3 0(1. 9 24. 4 27. 2 II i)-• a -• 0.1 '.:!l 09.1 23.5 WNW  4.6 4.8 

4 05.5 24. l 28.3 ” 7.1 3.4 22 
09.2 22.2 25.2 s 2.2 4.7 

5 03.4 2-+.4 27.3 II 8.9 0.9 23 09.5 21.8 II 1.3 0.5 

6 0 l.(i 2..J.. 0 27. 0 II 9.6 2.7 24 09. 7 21.7 WSW 1.3 

7 00.0 23.(i 26.8 ” 11.8 5.6 

， OL.l :l3.2 30.3 // 10.7 13.0 津

10 ¥19.3 25.3 28.7 SE 10.5 19.4 3 

゜
12. 7 25. 5 30. 7 E S E (L5 

ll 95. 9 2.5．3 28.5 ESE 12.2 15.0 1 11.9 25.5 30.0 E 6.1 
12 94.8 25.7 29.0 s 18.0 23.(j •3 11.2 25.5 29.-! ” (i. 9 
13 96.5 23.H 27.9 ” 14.9 8.7 3 10.3 25.5 30.0 II 7.8 0.0 
14 98.3 27.1 2(i.3 I/ 5.7 1.5 4 9.9 ~5.5 30.7 ” 8.9 1.1 
22 07. !J ~3 . (j 2(j. 3 w ~.o 0.1 5 10.0 25.5 30.3 ” 10.5 0.1 

6 8.0 25.4 30A II 14.2 1.3 
7 6.1 25.4 29.5 ” 16. 5 1.5 

大台ケ原山 8 4.8 25.2 30.5 II 17.4 0.5 ， 3.3 24.9 30.2 II 20.5 8.7 

8 ~7 .0 23.7 2H.9 II 11.5 3.4 ， 91. 4 23. 6 27. 2 K N E 20. 5 7.9 

10 87.7 23.5 27. l NNW 19.7 9.2 潮 岬

11 87. ll 22. 9 27. 0 N¥V 15.7 9.5 
12 91.6 22.3 ::!G.O¥,¥'NW  14.7 22.3 

2 12 13.7 27.5 3l.3 8 SE 10.0 1. 2 

13 !)(l. 8 22. 8 27.1 W S W 9.3 6. 3 13 13. 5 ~7. 9 31. G SE 6. 3 

14 00.0 23.7 27.9 // lO.O 0.7 14 13.0 :t7.5 31.3 I/ u. I 

15 O'.l.O 2-l-.8 27.-l- SW  7.4 0.8 l 5 l2.7 ~7.3 30.1 II 5.:2 

16 0-!.0 2-LO 25.o WSW  8.0 0.2 l(j 12.6 2G. 7 29.8 ESE 5.2 

17 05.7 24.9 27.l WSW  G.7 o.o 17 12.G 25.3 30.0 E 4.6 

18 OH.9 23.8 26.G SW  2.4 18 12.3 23.9 28.2 // 5.7 4.4 

19 07.G 23.2 2G.1 II 1.5 l 9 12.3 23.8 28.3 ENE 5.5 

20 08.3 ~Z.5 25.G 0.0 20 12.3 25.5 29.8 ES R 5.7 

'.LL 08.8 22.4 ~o.7 SW  3.4 2l 12.2 25.7 29.9 ” G.3 

2 22 8-!fi. ti 15.0 Hl. 9 s 3.8 0.6 10 1.3 25.8 29.(i ” 23. 2 (i. 4 
3 L 845.0 15.8 17. 7 SE 4.8 4.6 11 9Ci.3 25.5 30.1 II 2(i.4 ]0.2 

2 843.4 lti.8 ]8.4 II 6. 1 7.8 1~ 94.8 25.4 28.9 E S E 27.2 ~. (i 
3 843.4 1!i. 5 18. 7 II 5.9 9. 6 13 92.7 25.-l 28.7 SE 23.2 0.-! 
4 8-!l. 5 Hi. (5 18. 7 ” 6.9 25.!) 14 95.G 2ti.8 27.0 s l(l. 5 1.5 

5 840. 6 1(i. 7 18. 8 I/ 7.3 19.5 15 98. 6 26. 6 28. 1 II 9. 4 l. 2 
6 83/l.5 Hi.4 18.5 II 8.7 13.4 16 ~--± 25.0 27.5 WSW  5.0 2. 4 
7 8 3 7. ！ l 1 6. 91  !）．1 II ll.5 34.4 17 ,1.2 :24.5 ~6.9 S S ¥V :1.0 0.8 
8 83(j. (jl(i.O 18.0 II Jl.3 37.2 18 5.5 ~4-~ ~7.1 ¥¥’ 2.o 0.0 ， 83~.7 17.4 19.8 SSE 13.7 63.0 19 G. 0 ~4 . 0 :l5. 7 S S ¥V 3. 4 0.0 

10 831.3 Hi. 7 18.8 II 16.5 59.G 20 6.9 24.1 U.9 s ¥¥' ~.(l 
11 8:2[).9 Hi.5 18. 7 s 21.(i 33.0 :21 7.7 23.9 2-!.G // 4.4 

{1: 2 I I 825.0 10. 7 L8.8 11 :H.5 34. 7 22 8.4 23. 3 2-!. !J /i 1. 3 
828.7 Hi..5 18.7 SSW 18.0 37.2 :,!3 8.4 23.5 23.7 II ツ-J.・~） 

83~.7 Hi.{ 18.5 II 18.~ l~.(j 24 !J.O 23.0 24.!J :NN¥V 1. 7 



•2 -1 4 ジェーン合夙汁t f;- 地 I・. h II,r i り ijllJ 了t't1• 2•1.3 

Fl II.J． 汁i1fii気気温水販
夙向

夙池 11条水：，：・ ll.,J’•I ifi l(1j気気温水賑 夙/11J
夙述 I｛条水：，：：

庄 n,b °G Inb n1/s llllll H 庄 mb °0 mb m/s 111111 

和 歌 山 神 戸

2 12 13. CT 25. 3 28. 7 S S W •3. 6 0.1 '.l 13 I 12. 4 20. 6 0.0 

13 13.3 35.5 39.7 0.0 2. l 13 I 11.9 2G..+ . 0. 4 

14 13.3 35. 7 30.!) 0.0 1. 6 14 13.1 2G.O S S ¥V 2.4 0.2 

15 12. 8 :.l.J.. !) :.l9. 0 fl SW  2.8 .L.(i 15 11.1 :20.2 0.4 

1(i 1~.4 ~3.!) ~7 .8 0.0 4.3 
16 l l. l 2(i. l o.~ 

17 l:Z.O :Z3.(¥ :Z7..J SSW 0. 9 3.8 
17 11.1 25.8 SE 2. 4 

18 ] 1. 3 23. 4 27. 4 0. 4 l. 2 l.8 10.7 25.(i NE  2. 4 

19 12.0 23.2 ~7.0 o.~ 
1!） .Ll.O 25.0 // 3. 4 
20 

20 1 2.3 22. 9 2(i. 8 :KE 0. 9 
11.8 24.4 EKE 1.1 

21 訟•4 22.7 26. 4 WN¥V 1.3 
~ L 1~.2 2,1.3 /i 2.0 

‘ー)••)4 11. !l 23. 0 211. 0 E N E 3.8 
22 12.0 2.J. 7 ” 4.0 0.0 

23 ll.1 22.8 2ll.2 ” 4.0 0.1 
23 10.4 25.3 II H.5 

24 10.-+ 22.7 2G.2 NE  4.4 0.0 :U 09.9 25.4 ” 7.3 

3 1 09.,'i :.>.:.>..5 :.>.ILO ENE 3.:3 
3 1 08.7 25.6 ” 8.0 

＂ 2 08.3 22.(i 2H.O ” 4.0 0.0 - 07. 7 25.5 II 10.1 

3 07.0 :22.7 2ti.O ” 4.4 0.1 3 07.4 25.1 ” 10.7 
4 06.3 :l:l.:l :l.:5.4 ” 5.7 3.!l 

4 06.4- 25.0 NE  12. 2 

5 05. 1 22. 4 21i. 0 II 5.~ 1.5 5 05.6 24.~ ” 11.2 
(i 02.0 22.5 25.!) “ a—· . a - .l.8 

6 03.4 :l4.5 I/ 14.5 2.8 

7 00.7 ~2.5 2(i.3 ” 4. 2 2. •3 7 Ol. 7 25.2 E NE  16.2 

8 97.1 :22.9 ~ll.8 NE  4.4 3.5 
8 99. 8 2 4. 3 II 14.2 

!) !U.1 ~3.3 ~7.0 ENE 9.1 3.8 
， 95.5 25.2 “ ~l.l 6. 1 

10 83. 4 ・23.5 26. L II 18.-! 8.0 
10 00.0 24.8 NE  23.2 1.8 

11 69.3 23.-! 21i.9 ESE 19.1 20.D 
11 78.1 20.-! // 31.3 

13 77.5 25.3 30.5 S S ¥V 3tl.5 7.5 
1~ 67.7 22.6 E入ーE 29.2 

I 

13 9-l-3 ~4.4 ~9.G WS  ¥V 27.0 0.8 13 83.1 2J.7 WSW  23.9 

14 !)8.8 ~5.8 ~7.0 /i Hi.3 0.1 14 93.5 23.2 ¥V 25.8 53.2 

15 01. 9 2(i. 2 26. 4 II 13.0 15 99. 4 24. 4 ¥VS ¥V 16. 6 

16 03. 7 ~5. ll :lo. 8 “ 9.3 0.1 11} 02.0 24.4 ¥v 10.1 

17 05.1 25.l 27.:Z “ 3.0 0.5 17 03.8 24.5 fl 11.0 

18 05.2 25.3 2G.8 0.0 0.0 18 05.7 23.1 II 7.1 

19 07.0 ~-i.5 ~7.o WKW  1.5 19 O(i.1 23.4 -- ” 7.8 

20 07.9 24. l ~li.4 II l. l 0.0 20 07.0 23.0 WNW  2.4 

、~l 08.l 23.5 26.8 // 1.5 0.0 2 1 08.-! 23.1 X¥V 4.8 

、-）し-） 08.7 ~3.1 26.~ N¥V 2.8 0.0 22 09.0 2:Z.ti N 3. 6 20. 6 

23 09.0 :2:2.H :2G.2 I/ 1. 7 

24 OD.1 22.5 2fl.l E 1.1 
23 08.3 22.5 NNW 1. 2 

- -
24 08.3 21.9 // 2.6 

I 

洲 本 大 阪

2 12 13.3 24.5 27.3 SE 2.2 0.4 3 1 10.0 24.1 26.7 N 2.8 

14 12.8 24.2 27.3 SSE 4.-! 0. 6 92 09.1 2-!.-! 25.7 NNE 4.6 0.0 

18 11.4 23. 4 25. 5 SE 1.5 0.1 3 08.0 :24.7 213.5 ENE 6.5 0.() 

22 11.:l 23.9 25.2 E 8.4 o.o 4 07.4 24.8 26.4 ” 6.5 0.0 

3 3 07.3 ~3.ti ~8-~ ?¥'E 6.3 1.1 5 06.0 23.8 26.9 NE  G.9 3.6 

4 06.3 23.4 28.8 II 7.3 2.0 6 04.3 23.6 26.7 II 7.8 3.5 

5 04.4 23.4 28.8 N N E ¥). 3 0.1. ←｛ - 02.9 24.0 27.0 ” 6.7 0.2 

6, 02.7 ~3.3 27.7 ” 10.3 O.o s 00.2 24.6 27.7 ” 9.3 5.8 

7 01.3 23.l 28.3 II 13.0 8.5 盈1

97.3 25.0 27.5 ” 8.5 1. 2 

8 97.0 23.4 28.8 II 13.7 4.4 92.3 2~.6 27.8 II 10.0 1.9 

， 89.6 23.4 28.5 II 18.5 4.4 11 83.9 25.4 25.6 ENE 16.8 2.7 

10 75.7 23.2 ~8...J. N 30.0 5.l 12 7:l.3 24.3 26.0 ESE 20.3 u.l 

11 GG.3'22.7'27.(¥ SW  29.8 19.4 13 SG.6 23.9 26.8 SSW 23.i 8.8 

12 75.0 22.8 27.8 ws  W 7.3 8.7 14 94.8 23.2 27.3 ” 17.G 19.8 

18 92.3 22.0 26.6 SW  15.2 20.7 15 !)9.9 24.9 2り．8 SW  11.8 7.0 

14 98. 7 22. 5 27. 0 ¥VS W (i. l 3.4 16 02.7 25.1 27.2 WSW  11.0 0.5 

15 01.0 23. 0 26. 9 ” 6. 9 o.o 17 04.(i 24.8 27.4 SW  5.2 1.2 

l(i 03.1 23.l 26.6 II 5.D 0.4 18 0り．1 23.4 36.7 w 9.1 1.6 

17 05.l 23.4 25.7 // 5.4 o.(j 19 07.0 23.0 26.3 // i.6 0.7 

18 Oci.3 23.G 2fl.l II 5.0 20 07.9 24.0 、26.3 NW  l:!.O 

時 Iif•iI(ij気気温水賑
風向 風速陥水姐：l日 IIが 恥面気気温水jlく

凪,,・,1 夙辿 1洛水・：，：・日 ・・ 庄 mb 00 mb nl/s mm  圧 n,b oc nib m/s n l lll 

3 21 08.4 23. 3 26. 7 S S E 1.3 
岡 山22 08.6 23.1 26.ti // 0. 4 

23 09.1 23.0 2G.O E 0.4 
11.4 24.(, :27.7 E 3. 2 o.~ 09. 5 2~. 2 24. 1 N N E 1.5 2 22 24 

3 1 09.3 23.5 NNE 3.0 o. 7 
2 08.3 23 . ~ I/ 3.~ 0.1 姫 路 3 07.0 23. 6 NE  -l.2 0.1 
4 06.1 24-.0 ” --1.2 0.0 2 22 12.2 23.!J 26.3 EKE 2.4 
5 04.9 23. 7 “ 5.9 ］．2 3 4 07.9 23.3 25.3 NE  5.5 0.2 (i 02. 9 2.J. l 25. 0 E :K E 8.-! 0.0 5 Oo. 3 22. 8 26.4- ” 5.0 3.l 
7 02.3 24.0 25.3 // (i. 3 0.5 6 04.9 23.1 26.4 KKE (i. 7 2.3 
s 00.0 2:3.5 25.2 NE  8.0 6. 3 7 02./i 23.5 25.9 // 6.1 0.7 ， 96.S 23.9 25.2 // 10.8 2.3 8 01.5 23.1 26.2 ” 7.4 7.:l 

10 93.6 23.9 25.4 // 9.1 3.1 ， 
97.1 23.G 25.8 II 10. 7 2.8 

11 90.G 23.4 25. l x 8.2 7.3 
10 I 92. 4 23.4 2H. 2 NE  l l.O 3.5 1~ Dl.4 23.4 25.5 N¥V 9. 6 12. 7 11 82.3 23.6 26.1 II 13.4 (i. l 

13 04.5 22.9 26.3 WNW  8.9 5.8 12 79.0'23.4 26.0 x 13.0 22.8 
14 98.9 23.9 27.0 ¥V 5.5 2.3 13 85. 7 22.4 26.4 WNW  11.0 2~.!J 
15 01.1 24.8 28.3 W1'-W 2.8 0.8 14 | 94. 6 23. 2 25.4 w 11.2 8.0 l(i 03. (i 23. 7 26. ~ N¥V 4.~ 7.3 15 99.5 23.8 27.1 WSW  7.3 2.4 
17 05.2 24.8 27.l WKW  ~.(i 1. 6 _,ッツ_, 08.7 21.1 23.9 NNE 2.(i 1.8 
18 O(i.4 24.4 27.2 ()．o I 
22 08.8 22.6 2G.O w 1.1 0.0 津 山

2 12 13.S 27.4 WNW  3.0 鳥 取
*13 13.9 2-l.7 E 4.fl 6.o 
*14 13.2 25.0 ESE 5.9 fi.O 3 3 08.8 23.l 20.(i 0.0 1.2 *15 13.7 22.9 II 4. 4 2.0 6 06.4 22.3 2（う．o SSE 2.0 0.9 *16 13.2 23.1 KE  1. 7 7.u 7 04.6 2:l.5 26.l o.~ 0.2 
*17 I 13.3 23.4 0.2 0.6 8 03.4 23.2 27.0 SSW 1.3 0.0 ， 0:2.(i :23.:Z 27.0 X¥V 0.9 3.3 *18 13.5 23.5 SE 0.9 0.1 
*19 ]3.3 23.5 1¥"NE 0.0 0.5 10 00.(-i 23.2 27.3 NE  4.4 3.4 *20 13.6 23.4 E 3.0 0.1 11 ¥J6.8 :23.0 :20.9 NNE 7.(i 3.(i *21 13.8 23.0 SE 2. 2 12 93. 2 22. 9 2(i. 5 N 10.3 9. 4 

E 2.0 
13 I 92. 9 23. 9 2(i. (j II 15.0 6. 8 ＊か） 13.6 2:2.8 
14 96.0 22.9 27.2 NW  13.5 15.4 

*2一3ら4 1 
13.3 22.7 ESE 4.6 

*24 12.8 22.5 0.0 0.3 15 98.9 22.3 25.8 NNW  10.S 7.1 3 *l 12.2 22.4 NW  1.5 1.4 l 6 02.7 22.2 2B.3 NW  12. 7 21.0 *2 10.8 22.4 SW  0.7 0.5 17 05.1 21.8 25.2 NNW  13.0 15.5 

*3 I 9.3 22.2 w 1. 7 0.0 18 I 06.6 22.0 23.8 N 5.7 1.2 
19 07.2 21.6 2ci.5 0.0 0.0 II :,!.O 0.0 *4 8.7 22.2 

*5 8.2 22.1 SE 1.1 0.1 20 08.1 21. 2 23. 9 s 2. 4 o.o (i (-i.9 22.0 // 1. 7 0.2 21 08.3 21.0 23. o II 1. 7 0.0 *7 5.0 22.0 ¥V 1.3 0.1 22 08.5 20.(l 23.6 SE 2.6 0.0 
2.2 1. 6 23 I 08.9 20.(i 23.（う II l. 7 0.0 8 3. 7 21.9 I/ 

09 ・ 0 20. 3 23. O S S ¥V 1.7 ． 
1.8 21.9 WNW  2.8 4.3 24 ， 

10 98.1 23. :L ― N 10.5 0.8 4 1 09.~ 20.0 22.5 SE 2. 4 11 94.3 22.7 II 9.8 8.0 2 O!J.2 19.u :l:l.O o.~ 12 I 91.9 22.(j NW  13. 4 6. 9 3 09.5 19.G i1.s 0.4 
WNW  11.5 5.(l 

， 
18 93.9 22.(i 
14 97.5 22.5 w 9.1 .J..3 

界一 都15 1.7 22. 7 II ふ〇 2. 2 
16 4.2 22.2 ” 8.2 2.,1 
17 6.4 22.3 II 8.0 o.:z 2 凶 11. 9 ~5.0 NE  2.8 

0.0 3 1 11.0 25.2 ENE しー）・・--） 18 7.f-i 22.8 fl 5.4 
2 10.1 ~5.5 // 3.4 19 8.4 22. 2 “ 5.4 
3 09.3 25.6 25.9 II 5. 2 20 9. 6 21. 6 1/ 3.0 
4 08.7 25.4 E 5.7 0.0 21 9. 9 21. 2 II 1.5 1.1 

22 10.6 20.8 KW  1.1 0.3 5 08.~ 25.~ EKE 5.7 
6 Oo.8 ~4.7 ~3.8 // 5.~ 0.7 23 J.O,(j i0.7 0.4 O.:>-
ト｛ 05. 2 24. 3 ー・ “ li. 9 l.8 •)4 lJ.O ~O.~ ¥V 3. o 
8 , 1 

02. 6 24. 2 l’ 8.--f. 2.1 - I 

OL.2 24.1 28.G // 8.H 4.7 
[Jは 1:1，氾紙によ o



2 • 1 { i ジ-'—ーン台 IA tIt :li‘ 

「1 II炉 、i(mi気気oc温水~l< 風,,.,J 夙jAf /I年水：1：．． 1日
II話

iい（1i気気温水張 風,,,J
凪速 ll:t水：，：：

庄 mb mb m/s mm  庄 mb oo mb m/s Jl1 ll1 
R II炉

3 10 !17.~ :U.0 :>,7.8 ENE 11.5 1.1 3 16 849. 2 16. 6 19.O S S E 19. 7 0.8 

L L !）2. 4 24. 7.27. 7 E U.7 2.8 17 853.li l(i.9 19.:2 s 11.2 3.1 

13 83.:2 ~4.8 :27.-J ENE 18.7 •) - 18 855. s 1o. 7 rn. o w s w 10. 5 4.7 
-・ヽ

J 3 81. 0 24. 6 2(j．1 S S E 24.9 7.3 l 9 85H.7 16.1 」8.3 w 11. 7 lti. 9 

14 S!l.O ~3.li ~ti.8 P, SW  l!J.l 4.~ 20 857.1 15.-t 17.5 NW  15.0 4. 6 

3 1 
2 
3 

15 %.7 ~3.7 ~6.0 f¥ w 11. 7 3.6 2 1 858. ~ H. 9 rn. 9 K NW  15.3 o.u 4 

1(i 01. 3 24. 4 wsw  (；. 5 1.0 22 857.9 14.(i Hi.5 NW  15.7 5 

17 0-1.2 2-!.-! 27.2 s 2.4 1.3 ~3 1 858.fl 14.1 rn.1 I/ 8.9 

18 05.1 23.(1 27.5 S f-l¥V 1.5 3.3 24 859. 3 14.4 1(i. 4 II 10.5 

19 Oli.5 23.1 2ti.4 ¥V l. 5 し-）4.9 “ 

6 
7 
8 

20 08. 2 22. 6 24. 5 SSW 1.3 0.4 
， 

2l 08.2 22.-1 2-1.-! N NW  1.3 名古屋
10 

22 09. 1 21. 8 2-J.. 5 0. 4 

23 09. {i ~l. 3 NE  o.v 2 2-! 13. o 22. 7 2(i.'.L NE  2. 4 

24 09.(l :21.l 0.2 3 1 13.3 22.6 25.:l E ,l.2 

2 12.(l 22.8 25.5 ENE 3. 2 

11 
12 
13 | 
14 

春 照 3 11.9 ~3 .1 :25.0 I/ 3.8 
4 11. l1 23.1 25.2 ” 3.8 

15 I 
16 

3 6 10.6 22.8 2--1.o ESE 8.~ 2.3 5 11.0 23.3 2-t.9 ， 4.2 17 

7 08.8 ~-!.-! II 11.5 6 10.5 24.0 24.9 E 5.2 18 

8 06. 8 23. 2 II 12. 2 7 09.2 25.1 25.3 ， fi. 7 19 ， 05. 0 22. 9'.U. 7 II 13.0 5.5 8 08.0 2(-i.0 24.5 ” 8.0 20 

10 02.7 22.5 25.7 ” 10.8 17.4 ， Oli.6 26.3 25.0 ESE 10.8 o.o 

11 00.1 22.--! 2L.5 I/ 11.3 16.9 10 05.3 23.5 2G.6 E 9.3 3 .~ 

12 ¥H.7 23.1 27.3 “ 19.3 ~8.1 11 02. 6 25.4 27. 9 E S E 11. 5 8.9 

13 uo.5 n. 7 21.2 S E 17.4 2.5 12 99.7 24.5 28.5 I/ 13.9 3.0 

14 !JO. 8 23. 8 ~8. 0 II 17.--l 19.6 13 97.1 23.7 26.9 SE 17. 6 21. 6 

21 I 22 

23 | 
24 

15 96. 3 24. 4 27. 2 s 14. 4 0.4 14 9ti.O 20.1 28.0 II 23.1 0.1 

16 00.3 23.6 28.9 SSW 12.5 1.8 15 98.3 26.5 27.7 ” 22.5 0.0 

17 03.4 23.1 27.G W 9.l 1.8 16 01.9 24.4 28.8 SSE 14.4 3.7 

18 05.0 22.9 27.0 II 5.5 1. 6 17 03.6 23.9 27.0 s 11.8 5.8 

18 04.8 23.7,!(i-.7 SSE 7.(i 0.7 

伊吹山
19 05.7 23.6 26.8 fl 5.4 

20 06.6 2s.-1 20.J SSW 4.2 0.4 

2 24 I 
3 l 

2 
3 
4 

2 12 8Cl5.3 18.-! 21.2 SSE 5.7 2.1 21 . 07.4 22.9 26.5 ws  W i.4 0.0 

13 864.7 18.4 :.ll.2 SE 9.8 3.1 22 07. 7 22.5 :26.4 0.0 

14 863.9 17.4 19.9 SSE 12.9 3.4 23 os.2 22.9 20.2 0.0 

15 8li3.9 17.0 19.-! SE 10.0 0.4 24 09.5 22.0 ~5.5 ENE 1.5 

5 
6 
71 
8 

1(j 8G3. 7 1(j．4 18.6 ” 17.4 
， 

17 8(i3.8 16.!J 19.2 SSE 15.3 

18 8li3.G 16.9 19.2 SE 15. :l 岐 阜

10 
11 

19 863.8 17.l 19.5 II 13.4 0.2 
l 2 

20 863.8 l(i.3 18.5 ” 16.9 3 6 10.8 23.1 23.5 NE  4.0 13 

21 8li3.li lli.5 18.8 1/ 18.7 7 09.3 24.2 23.6 II 4.2 14 

22 8'¥3.G lG.3 18.5 II 17.3 0.4 8 08.0 25.5 24.3 ENE 5.9 

23 863.6 16.5 lti.8 ” 18.5 
， O(i.8 26.1 24.9 E 5.4 

24 8li2.6 16.5 18.8 ” 21.1 1.4 10 05.2 25.2 25.0 ESE 8.9 0.2 

15 
16 
17 

3 1 862.3 16.5 18.8 II 20.2 0.6 11 02.8 23.1 20.4 E 7.4 5.4 18 

.^ ) 801.1 rn.o 18.9 ” 21. 3 0.2 l2 00.4 2・1. ti 27. 7 E S E 13. 5 5.4 19 

3 8(i0. 7 16. 5 18. 8 II 18.7 o.~ 13 97.o 24.1 2s.1 1,』 17. l 11. 8 

4 860. 3 ll¥.4 18. 6 ” 25. 4 0.4 14 94.8 25.3 28.0 S SE ZH.l 2.7 

5 8(i0. 7 lo.~ 」 8.4 ＂ 
20. 2 1.8 15 ¥)ti.(¥ 2(i.1 23. 7 II 24.2 2.3 

20 
'.li 
22 

(i 859.~ 16.3 18.5 II 20.7 0.2 lt1 !)9.3 :Z5.0 25.6 SSW 13.0 1.0 23 

7 857.5 15.9 18.l II 1 6. 6 11 I 02.3 25.0 25.8 SSE 8. 4 

8 853.8 16.1 18.3 ” 21.1 0.4 18 04. 7 25. 1 24. 6 S S W 2.4 

， 855.1 lG.O 18.2 II 23.3 3.0 19 05.9 24.0 21-i.5 // 3.2 0.0 

10 851.0 lo.~ 18.4 // 35.3 3.4 
20 1 07.4 23.5 20.li 0.2 4.~ 

24 

ll 847. 8 16. 7 19. （） II 36.0 l. 7 ~l 07.--12:3. 0 2(i. 2 W S W 1. 7 2.1 

1 •3 8 J l. 5 1 7. 5 2(）．（） I/ 44. 3 l.(i 22 | 08.0 2:Ui :l5.4 I/ 0.7 

La 83 6. ！） ｝ 7. 4 1 i)．！ I ” 5 (；. 2 1.8 
28 I 08. 6 22. 2 24. 7 o.~ 

14 8i3.(i 18.1 ~(J.8 グ 公,I.)) 1.8 
~'± I 0(）．3 ・2」.7 24. (j KW  0.9 

15 846.4 16. 7 J !）．O S S E l (i．5 3.4 

2 12 I 
13 
14 
15 
16 

| 

、ifi:l(Il気気温水賑
夙,,.,J

圧 mb oo mb 

舞 鶴

10.9 22.6 25.1 
10.1 22.5 25.0 E 
09. 2 i:Z.3 24. !) “ 08. 8 22. 2 25. 0 W 8 ¥V 
09.l 22.2 25.4 SSW 

0!).9 22.1 25.5 RE 
06.4 22.4 26.:l SSW 
04.7 23.5 25.9 E 
03.0 23.1 26.2 ENE 
00. 2 23.'! 2(:i. 2 NE  

95.5 23.6 26.8 ” 87.8 23.6 27.0 II 

74.6 23.5 27.1 N 
78.3 23.9 26.8 SW  
92.7 22.8 24.6 w 

99. 7 22.0 24.6 SW  
03.3 22.1 24.8 S S ¥V 
05. 6 21. 7 25. 5 .SW 
07.4 21.8 23.3 WSW  
07.9 21.0 2:l. 7 s 

08.6 20.0 22.5 SE 
09.1 20.1 22.5 
09.2 19. 7 22.5 ESE 
09.6 19.7 2ll.3 

.I!!!. 年 岡

11.3 23.2 27.ti NW  
l¥l.9 22.8 26.9 N 
09.7 22.5 26.7 NW  
09.2 22.5 2ti.7 
08.7 22.3 26.1 

08.4 22.3 25.8 
07. 7 22.3 26.2 W~vV 
05.7 22.3 26.4 NKW 
04.7 22.5 26.7 
0:3.4 22.6 26.7 NW  

00. 2 22. 9 26. 5 N N E 
96.4 22. 7 26. 0 II 

89.5 22.7 26.0 “ 8-!.2 22.4 26.0 N 

J也 l. 1 j• II!J• 似/ iJllj Jf.'!'I・ 

I、
J-

夙述 Ii't水：，：'n 11'.J―- 1 if・:i,1(1j気気温水jiく
凪II・，J 凪池 I'，'f水：，｝

Inls nlnl 庄 mb °C nib 111/s llllll 

~ 17 12. 2 24. 9 28. （） SHE ,~ ). ·~ ) l)．1) 
18 1 2. 7 25. （） 21 ;． 5 // -i.4 

o.~ 
l_ ！） l~.7 ~~.7 ~0.1 s 4. (i 0.0 
2(） 12. （i24. 9 2(；．2 “ 3.~ 

1.1 0.0 
0.7 0.0 

2L 13.0 ~3.1 2(i.:! S S E 4. （i 

0.7 •22 12. 4 25. （i 25. 4 f-¥E 8.:.! 
0.7 0.3 2:｝ 訟 ．2 25. （i23. 6 SドE 5.!I 

24 11.7 ~5 . fi 24.0 ， 7.3 
1.5 1. 4 
0.9 1.0 

3 l 11. 2 25. 1 24. 2 ， 7. 3 

1.1 0.3 
2 10.1 21.7 2-J.!) S E 8.0 

2. 4 2.9 3 09.2 25.2 2--1.1 ， 3.8 
5.~ 5.3 4 08.8 25.2 23.2 ， 5.0 

7.1 3.7 
5 08.8 :25.0 22.8 S S E 2. 4 
(i 08.3'.H.h 23.8 “ 0.7 

11.8 8.7 
13.0 20.8 

7 OU. ¥i ~4. 8 ~3. ~ ~ N E ·ーI ・•←>•‘ 

13.0 30 . ~ 8 OG.H ~(i.7 23.5 E 8 E 3.0 
1七7 5.~ ， 03.7 2ti.(¥ 22.5 RE (i.l 0.0 

10 01.9 24.!:s 25.7 E 3.~ 0.1) 
9. 4 6.H 11 98. 9 26. 1 25. 8 S E 7.1 l. 2 
7.3 2.5 12 93.2 25. 9 25.2 E S E 7.(i 2. （j 
1.5 20.1 

13 | 3.2 9.1 84. 4 26. 6 24. l SRE :n.4 4.0 
~.6 0.1 14 81.li 24.9 28.3 RE ~3.~ H.2 

1. 5 
15 86. 9 24. 4 2(i. 7 RRE ~0.7 5.a 
lo I 9(1. 7 23. 7 25.1 s 9.3 2.4 

0.0 17 02.8 22.8 24.8 WSW  6.3 4.5 
1.1 
1.4 18 05.1 ~2.4 25.0 I/ 3.~ 11. (l 

19 O(i.022. 1 24. 5 o.~ (i.,5 
20 07.322.1 24.4 S ¥V 1.3 9.3 
2L 07.(i 21.(i 凶．9 SE 0.D 0.1 

1.3 
22 08.2 21.4 2-1.4 0.0 

1. 7 23 08. 7 21.3 ~4.3 o.~ 
1.1 、24 O!J.2 ~LO :H.O 0.0 

0.0 0.0 
0.0 o . ~ 

0.0 0.0 iii--"' ゚ 井
1. 5 4..5 
1.5 1. L 3 （｝ 08.9 2-1.(i 22.5 SE ~.6 0.0 
0.4 0.0 ， 05.2 27.li 22.3 fl 3.0 
2.2 〇―~ . FI ・ 10 03.3 27..+ 22.1 ， 2. 2 

3.0 5.7 11 01.4 27.3 23.o ERE 6.7 

a~. a 伽 4.2 12 97. 2 2--!. 0 2--!. 7 E NE  5.0 

9.4 10.5 13 92. 2 24. 9 2.5. 7 E 8 E 10. 7 
22.2 22.0 14 ” 8'1.•J 2-4.5 25.0 14.4 (i.4 

89.1 21.6 24.9 NNW ~5.4 36.6 15 80.3'.l<i.5 2fi.(i S S E.2.l. 7 

96.3 21. 7 24.4 入―¥V 13.9 25.7 1(i 8.:5.3 24.li 25.2 s 25. 5 

00.0 22.2 25.4 1'NW 10.0 7.2 17 95. 5 22. 8 26. 4 SW  13.7 19.5 

03.5 21.6 2-!.8 KW  (i.9 20.9 18 02.8 22.（う 25.l ¥V 10.8 lZ.7 
05.2 21.1 23.1 NKW 8.4 19.3 19 0-l-.8 22.3 2:5.1 s fi w 3.8 
06.9 20.8 23.1 WNW  ＇ー）・＇-） 0.1 20 Oli. 2 :.l:.l. l :.l5. !J s ~.o 

07.3 20.4 2:,.1 SE 2. 6 ~l Oli. 7 ~L.V ~.3.-! S S E 3.＋ 

07. 9 ~O. 3 ~3 . i1 NぶE 0.7 22 07.5 :ZJ.l ~5.5 8 SW  3.4 3.8 

08. 7 19. 9 :l3. 0 S R ¥V 1.1 23 08. 2 21. 9 25. 2 s 3.8 
09.0 19.7 2"2.7 N 0.7 公↓ 08.(i ~J..8 ~5.0 SSW 4. 4 
09.0 10.7 22.7 SE 1. 7 士 l 0¥/. 1 :.ll. 7 25. 3 s 3.0 

2 0!). 5 21. 5 25. 0 S S E 3.~ 

敦 賀
3 09. 6 ~l. 4 ~5. 0 SH W ~.o 4. 3 
(i 10.9 ~0 .8 23.7 sw  ~.o 0.1 

12.8 27.9 29.2 SSE (i. 5 
1~. 4 :l8. 0 :l7.'.) II 6.3 
u.z 28.1 ~9.3 ” {.~ 

12. 8 23. 4 26. 9 II ::1.0 U.7 
12.7 24.6 27.5 II 4.4 0.0 
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ifい(Ii気気oc温水賑 夙1.-,J 夙速 1珠水：1：・ H IIr・ 7i:Jー：而気気温水販 風1t,J
風池降水-:,::

日 " ・’f 庄 mb lnb nl /s nnn ．r 圧 mb 00 mb m/s lnn1 
日 時汁j:Ihi気気温水!il~

夙 l••J 凪速 1:条水：化 日 時 iii:l6i気気温水11< 凪Iij 夙j出 1;:f水：i：・
圧 mb °0 mb ]11 /s nnn - 圧 Inb °Cmb  ll1/S Jlllll 

金 沢
伏 ＊ 

3 1 11. 9 22. 9 26. 8 入‘E 0.9 
2 2--! 11. 3 22.-! 2-J..1 E :3. ~ 2 11.3 22.8 25.l, EKE l. 5 
3 1 l0. 8 2•2. 3 ERE 0.7 3 10.6 2:2.8 25.3 E 1. 5 

2 10..J. 22.0 E 2. 6 士 10.5 22.7 23.7 ESE 0.9 
3 09.9 21.8 23.5 ESE 3. 4 5 10.1 2:2.9 23.7 SE 1. 5 
4 00.5 ~1.8 E 3. 6 

6 JO.l 2'.?.．6 23.H 0.2 
5 09. 4 21. 8 ” 4. l) 7 O!J.9 ~3.5 ~3.:2 E l. l 
6 00.1 21.8 22.(i ERE 3.0 8 09.2 25.l 22.0 ESE 2.8 
7 08.3 2~.3 E •ー)・ ・一） ， 07..J-~5.9 ~-!.5 II ;l.i 
8 07.0 ~3.1 II 2.8 10 06.0 ~8.3 2o.O X i.o ， 05.9 24.(i 24.3 ” 2.8 0.0 

ll 04.7 27.4 29.2 NNE 3.8 
10 0-!.3 28.0 23. 7 ENE 3.6 ]2 01. 6 2li. 2 2li. 0 II 6.7 o.o 
11 03. 3 2(1. 4 24. 7 E i)戸.ト/ 0.7 13 98.9 26.5 27.0 N 8.9 
1~ 00.6 25.1 25.3 E "NE 3.0 0. 6 14 !lli.~ :W.O 28.3 NE  2. 6 0.-! 
13 97. 5 ~-l. 5 ~li. 4 E 7.1 0.5 15 り1.7 24.-4 2(j. o // 6.5 1.3 
14 93.i ~3.3'.Zli.3 E :NE 9.3 1.9 

SE 0.5 16 87.2 27.-! 23.4 11. 3 
15 85.2 ~~.8 :H.G ” 11.5 4.0 17 84.7 29.2 23.l s 13.0 0.0 
16 83. 0 28.1 24.4- SE 8.:2 0.8 18 86.6 :29.5 21.5 I/ lo.8 
17 81. 9 29. 2 21. 5 SSW 19.7 0.0 19 91¥.8 n.7 2R.-! SW 20.8 11.9 
18 01.5 ~3.0 :W.5 SW  2(i. 8 0.5 2 0 2.1 ~2 . 8 25.5 ws  W 10.1 4.9 
19 01. 7 23.1 2(i. 2 W S W H. 2 5.2 

0.8 i1 4.8 2:2.5 26.3 SW  5.2 
20 04.6 22.s 22.0 SW  8.2 0.1 2•3 5.7 22.6 ~B.O SSW 4.4 0.0 
21 05.4 3~.8 ~3.5 SSW 7.3 0.1 ~3 6.5 22.6 26.8 SW  3.0 0.0 
•3•2 OG.3 JJ.8 J5.0 II 5.5 0.0 24 7.0 22.3 25.U WSW  5.4 0.1 
23 07. 0 ~~. 5 ~➔• 5 SW  3.7 0.1 4 1 7.7 22.2 24.9 SW  6. 9 0.0 

3 24 07. 8 22.1 2-!. 8 S S W 6.3 0.1 
7.9 21.9 24.2 SSW 3. 4 0.1 2 

4 1 08. 2 22. 3 2-!. 2 W S W 2. 6 0.7 3 8.3 22.3 24.2 SW  5.2 0.0 
2 08.3 22.0 叫．2 SW  2.(i 0.3 4 9.2 22.1 24.5 w 2.6 2.l 
3 08. 5 21. 9 23. 2 II 4. 6 5 9. 9 21. ti 25. 0 WR  W 3.8 0.(i 
4 09.2 21.ti 23.8 s 7.2 11.2 6 10. 6 21.4 24. 6 SW  3. 4 0.1 
5 09.7 21.3 23.4 SE 1.5 2.5 

3.8 0.3 10.4 ~1.3 ~3.G S S ¥V ．,:..i） . ツ一 0.8 ~ f 11.2 21.li 25.0 I/ 
6 

8 11. 2 22. 3 25. 8 S S W 1. 7 0.5 ， 11.4 24.0 2-'i.8 ws  W 3.2 
10 11.7 24.8 25.5 SSW 1. 5 0.1 

高 山 11 11.2 26.0 2-!.5 II 1.1 
12 10.9 26.1 25.8 :r,, KW  3.4 

3 20 03. 3 23. 9 25. (l SW  9. 8 4.8 3 J1 05.8 30.4 ~~-8 !":lE 5. （） 
21 05.5 23.3 24.7 II 5. 4 0.1 1~ Ocl-. 2 30. 2 2-1. ::l “ 3. 8 
22 06.l 23.3 2li.6 “ 2. 4 0.0 13 o~.o 20.0 ~5.3 s ］．3 
23 Ofi.8 22.4 2-1-.l ¥V ~.8 14 00. :2 :.l8. 5 :.l8. 3 o.n 
24 07.0 21. 7 2--1.0 SW  :.l.O 1,5 9 7. 3 27. 6 25. 5 :-; E 1. 3 l)．(） 

4 

~I 
07. 7 21. 9 24. 0 fl 1. 7 1(i 9-1.8 2o.8 2-1.1 ENE 1. 7 o.u 
07.9 22.1 23.3 II 2. 6 17 92. 4 26. 2 24. 9 o.~ 0.0 
08.3 21.5 23.0 w 1.1 18 8!).6 ~,.5 ~:~. 7 S 8 E 4. o 0.1 

4 09.1 21.9 22.9 I/ 6.1 ] !) 91. 3 27. （； 22. 6 SW  7.8 し）． •3

5 O!J.!J 21. 7 U.（う II 4.8 20 9-+.U 30.(j 21. O S S ¥V ll. 5 

6 | 10.5 ~1.6 23.6 SSW 1.3 21 00. 3 :20.1 :21. 5 W S ¥V 8. 4 (）．o 

71 10. 9 21. 8 23. 8 I/ 1. 7 0.0 22 02. 6 26. 9 2 1. 8 Vヽ 3.0 （）．（） 

8 11.2 22.7 25.1 w 1. 7 0.0 •3 3 03.3 ~5.5 ~1.!l KNW •3. (i ， 11. 7 24.0 :25.1 0.2 24 04.8 24.5 22.3 0.4 
4 1 05. 6 24. 7 22. 8 s w U.7 

輪 島 2 Ofi. 5 24. 6 ~3. 9 ¥V 2.8 
3 07. 2 24. 6 23.4 ¥V S ¥V 3. 2 

3 1 11.8 23.0 2G. D S SW  2.2 4 os.o ~cl.5 ~:1 . 1 /i 0.7 
2 11.3 2:2. 5 :26.3 II :2. 6 5 08. 8 23. 2 28. (i 0.0 
3 11.1 22.5 26.2 s z.o 6 10.0 :23.4 :23.7 WNW  0.9 0.0 
4 10. li 21. 8 25. 4 o.o 

7 10. 4 23. •322. 8 N¥V 0. ！） 0.0 
5 10.3 21. 7 25.5 SW  2.4 

8 11.2 23.5 2:-:l.8 N 1. l ． 
6 10.1 21. 7 25.5 // 1. 5 ， ll. 7 22. 5 22. 8 “ 1. 7 0.1 
7 09.7 23.5 27.5 SSW 2.:2 .LO ll. 7 23. 9 22. 9 0.0 0.0 
8 08.6 27.1 27.3 o.o 11 11.4 2,1.8 22.2 S E 0.9 0.0 ， 07.5 26.9 28.1 NNE 3. ➔ l2 10.7 l6.3'.2l.4 SSE 1.3 

10 06.7 27.5 27.5 KE  1.7 

ll 05.(l 27.0 2G.4 II 4. 6 相 J I l 
12 03.3 27.0 28.1 NN  E 5. 7 
13 01.5 25.9 2s.o NE  8.7 0.1 3 L 12.0 ~3.5 ERE 0.(i 
14 98.9 25.(:j28.8 ENE 8.5 0.8 2 12.0 22.(j 0.0 
15 95.9 24.6 27.5 // ti.7 1. 5 3 11.2 :22.6 E 0.-~ 
1(1 89.1 24.G 27.0 II 11.2 3.1 4 10.9 22.G ESE 0.7 

17 86. 4 24. 3 28. 2 NE  10. 7 12.4 5 11.0 22.-! ” 1.0 

18 84.6 24.4 27.7 II 1. 7 9.7 6 10. 5 23.4 “ 0. 9 
19 81.6 24.6 28.0 sヽv 3.8 0.2 7 10.3 2G.3 E 0. 9 
20 95.0 23. 7 27.(j w 11. 7 0.3 8 09. 5 26. J ¥V :2.8 

21 00.8 23.7 26.0 ” 5.7 〇‘‘
， 08.8 26.7 E 6.8 .;:, 

22 03.8 24.0 2(:i.3 II 2.:2 0.0 10 08.3 27.8 “ 1. 2 

3 6 13.6 16.4- 18.1 0.0 ， 08. 7 20. 8 21. (j E S E 0.7 富 山
10 05.8 23.9 :23.7 o.o 

23 05.3 23.7 26.5 II 4.2 0.3 11 06. 9 29. 1 N¥V 3.3 
24 06.0 23.3 2G.3 W.:3 W 3.8 1.0 

12 I 0,5．9 29. 6 ENE 3.1 
4 1 07.0 22.9 25.4 II 2.8 13 03.7 W.3 ” 5.8 

11 04.0 ~-!.l ~3.8 ¥V 1.1 0.0 
2 24 1s.o 22.0 26.6 s 2.4 

12 01. 0 ~5. 5 21. Ci S S E 3.-! o.o 
3 1 1:2.2 23.3 23.5 R SW  2.2 

13 00.0 23.5 2J.(j // 5.7 0.4 2 11. ti 23. 8 22. J SSE 3.0 

14 97. 5 21.1 21. 9 II 5.0 2.6 3 10. 9 24. 7 21. 2 I/ 3.8 

15 9L. 9 22.4 22.3 II 7.3 4.6 4 10.ti 23.5 22.U NW  1.1 

16 9"2. 9 2"2. 7 "23.4 s 11.8 4.1 
5 10.5 22.6 23.3 E 1.5 

17 95.1 22.1 22.5 II 7.3 5.o 
6 10.5 22.1 23.0 SE 2.2 

18 99. 5 2~. 1 22. 5 II 4.6 0.3 7 I 09.(5 22.9 21.8 EKE i:!.2 

2 07.3 22.1 25.5 0.0 0.0 l士 01.5 28.0 // 8.8 

3 07.8 22.1 25.5 0.0 0.3 15 99. 9 ~7.4 I/ 7.1 o.n 

4 08.3 23.2 2.J..3 ws  ¥V 3.0 1（う 95.li ~7.5 II 8.5 o.:-i 
5 09.l 22.7 25.3 II 2.8 0.8 17 !)2.7 27.!J I/ 5.8 0.0 
6 09.7 21.8 2,S.4 SW  2.2 0.1 18 90.0 ~7.(:i // (i. l 0.0 

7 08.6 22.4 2G.4 SSW 2.o 19 8!).~ ~7 . -! E 9. ！） 0:0 

8 07.5 25.3 21:1.2 s 1.7 :lO 90. 6 25. 6 f:,E 13.4 1.8 

21 88.8 24.9 S 8 E 1-1-．（i .o.o 

19 03. 4 21. 3 22. 8 S S ¥V 3.0 0.3 8 08.0 24.4 :Z::l.8 N 1.5 

20 05.:2 20.8 22.1 s 0.9 0.0 ， 07.6 20.3 2c1-.5 SSE 1.3 

21 06.4 :l0.6 2:l.2 0.4 0.0 
10 06.1 26.0 24.8 E 0.7 

22 07.3 20.2 22.4 s 0.9 0.0 
ll 04.7 2(i.9 24.5 N 3. 4 

て竺• 田 22 !)4.8 25.0 ＼＼＇ l-}．8 
向

23 Ol.Z :24.8 II l(i.-1 0.0 
24 03.3 24.2 II 9.9 (）． ・2 

3 1 12.2 22.0 2+.8 o.~ 0.0 
4 l 04.3 公23.2 II 10.4 ~.l 

2 12. 0 21. 7 24. 4 0.0 

23 08.3 19.1 21.5 0.0 o.i 12 02. 0 2(i. 5 28. 2 N N E 2.8 3 11.(j 21.0 23.6 0.0 2 05.!) :l3.4 II v. 7 V.:.l 

24 09.0 18.7 ~0.8 II 13 98.5 25.5 27.'2 KN¥V 2.2 0.0 4 11.3 20.8 U.l SSW ]. 7 3 O(i.3 ~3.5 “ ¥).4 ()．(） 

4 1 09. 7 1 7. 6 19. 6 II 14 96.4 25. 0 2(i. 5 E 2.0 0.3 

2 09.7 17.5 lV.2 ” 15 !)l. 4 ~8. 7 ~4. (i E K E 5. 9 0.9 
3 10.3 JG.7 18.5 II 

] (i 87.0 Z5.4'.,l-!.7 SSE 8.4 0.1 

5 10.8 :ll.6 :W.9 s 3.4 4 07.0 ~3.1 “ 10.7 0.8 
3 08.0 22.7 WNW  13.8 （）．3 

6 10. 4 22. 5 21. 1 SSW 4.0 (i 08.7 ~3 . 0 II ¥). 7 0. ｛) 
~ I 10. 3 23.4 20.5 ” 4 . ~ 

4 JO.G l{i.5 JS.-1- // 17 8(i. 4 27. 5 23. 1 s 1 2. o 0.0 

5 lL. 0 1 Ii. 7 18. 8 ” 18 88. 6 29. 4 23. l s s w ]8. 5 
(j 11.8 17.1 18.(1 II l!J 9!）． 2 2:｝. 4.25. ：ぅ SW  18.5 3. 2 

8 09. 3 25. 2 22. 8 0.-l- 7 l)！）．2 23. 5 I/ 9. 7 
s s li 8 (）！)．(； 23. 8 入＼＼＇ I ・ •>!) l)8. 4 28. 3 24. 3 ：1・） ）． 一

]0 1 Ou.!/ ~!/.~ ~:l.O SE 4.4 !/ 10. （） 24. （; ¥＼’X ¥＼' l. (i 



250 ジエーン台）武、tIt ;片 J也 I・. H ll'J・ /iJ/ iJIIJ -/t ri・
2.．) 1 

n II'.J.. ifj•1面気気温水販 風lij 夙述 11年水祉 IIか ifi.I{j気気温水張 風向
夙池降水：It

庄 mb 00 m b m/s n,m 日 圧 Jnb oo mb m/s n,1n 日 ll!f'ii鵡 i気気oc澁水張 夙1,・,1 凪池陥水贔 I l .9J·， `if•i l (li 気1b 気00温水ji; 夙1i',J 夙辿 μ:f水h:・
圧 mb mb m/s mm  R 圧 n n,b ll1/s ll 111 I 

4 10 10.5 25.4 WKヽ V 3.1 3 lfi 03. 4 28. 2 ENE 10.5 

l i 10.f¥ ~5.8 w 3.7 17 01.3 27.0 q 13.0 

1 2 10.8 25.9 w s w 5.1 18 fl9.2 :!5.ll 25.-! II 11.0 0.2 
19 97. 6 27.0 2(i. 2 E 12.7 0.0 

3 ~4 1 01.1 24.5 s (i.l 3 :l4 97.!i :W.4 ~4.5 s 1 4. 4 0. 0 
4 1 01. 7 ~4 . 5 f1 S E 3.0 0.0 4 l 97. 0 24. 3 2(i. 3 り t t. :1 1. 4 

2 02.7 2fi.O SSW 5.0 2 !)（i. 6 25. 3. 25. 4 I/ 1 4. 2 0. （） 
3 02.8 25.9 s 3.0 3 f)7.7 ~5.0 ~-!.(/ I/ 1 3. 7 

20 95.0 27. 7 24.3 ESE 17.1 0.0 4 03.3 25.3 II 3.8 4 99. 3 2•l . 5 24. 8 I/ 13. (） 1)．（） 

新 潟 2 1 93.5'2.7.7 2-!.8 E 19.0 
22 9-!.5 27.9 2-!.9 ESE 14.5 0.0 

3 1 12. 4 22. 5 26. 1 S S¥V 0. 9 
23 95. :z 27. 9 23. 5 S S E 19. 0 0.3 
24 9H.2 28.1 22.0 s 15.7 

2 12.2 22.3 26.5 II 1. 3 4 l 98.U :lli.0 25.2 II 23.3 0.0 

4 3 1 
ll.9 22.3 2¥1.5 NE  2.2 
11. 7 :2:2.0 :25.3 0.0 2 00.7 :,lJ.l 28.1 SSW 19.0 0.4 

5 11. 7 21. 9 25. 2 0.0 3 02.H 24.4 27.6 SW 15.3 

~I 11. 7 22.3 25.3 SSE 1. 3 
4 03.7 :2-J-．7 27.4 WSW 12.2 
5 04.8 24.G 27.0 II 7.6 

10.9 i~.8 :l5.9 0.2 6 Oli.O 23A 26.2 vヽ 10.8 1.4 
8 10.4 23.7 27.2 o.~ 

10 ， | 09. 7'.ltl.O 28.0 s 1.3 7 Oll.3 23.5 --WKW 11.8 

08.7 28.2 28.5 NE  0.7 8 08.0 22.7 l¥W 9. 6 

07.8 :29.9 28.9 
， 08.8 23.8 22.(i II 5.0 4.0 

11 s 3.4 
10 I 0!).~ 25.0 25.6 WKW  6. 3 

L~ 06.l> 30.l ~8.0 sE・ 5.4 
13 0-1. 4 31. 9 27. 6 “ (i. 7 
14 02.1 31.5 25.9 SR E 5.5 秋 田

5 03.8 25.4 sヽV 0.9 5 01.3 :Z4.5 :Z3.7 s s w 1(）．3 ().() 

(i I 04.9 25.5 “ 5.0 6 03.0 23.7 24.0 グ -!.-I (）. （） 

7 I 05.6 26.3 ” 3. 6 7 0.:l．!l 24.1 ~3.3 s Ii. I 
8 05.9 28.3 ¥V 7.1 8 04. 9‘24. 3 23. 8 “ Ii. 7 ， 06.5 2J.7 ws¥,v 6.9 !)' 05.fl 26.0 24.3 “ 4. （i 

10 07.1 29.(i NW  7.1 10 05.!) %.ti 22.7 SW  3.8 
11 07.1 30. 2 II 4.（う l.L O(i.c! :27.5 :21.:5 “ (i. ！) 
12 07.5 30.5 WSW  4. （i ] 2 07.0 27.5 20.0 ws  ¥V 7. l 
13 07.5 30.5 ” 5.7 13 07.4 27.8 19.5 w 7.1 
14 07.0 31.1 ” 2. 4 14 08.2 28.2 18.2 II (i. 7 

15 07.8 30.8 :KW 6. L 15 Oil.~ ~7.1 17.7 I/ 8.0 

16 | 08、5 28.-! I/ 8. 4 
17 09.6 :27.5 WNW  5.9 岩手山
18 10.1 25.7 NW  2..J 

3 1 | 797. 9 12. 5 14. 4 9V l2. 5 
宮 古 ~ 797.!) 12.5 H.5 WNW  1J.0 

13 02.0 29.7 24.6 SE 9.3 

_1 (i 99.1 27.5 24.B ESE H.9 0.1 3 17 0-!.0 24.4 E 8.5 

17 !:l7.0 28.-! 23.8 SE 9. 1 18 O'.Z.3 23. 6 ” 10.2 

18 9--1. 3 28. 2 25. --1 ” 11. 5 19 00.0 22.6 // 13.7 0.0 

19 92.7 28.7 26.0 II 13.5 20 98.3 :l3.7 II 12.8 0.2 

20 91. 8 28. （i 26. 6 ” 15.0 
21 97.0 2.J-.6 ， 11.8 1.2 

:U 96.G 27.2 26.5 SW  14. 2 0.1 22 94.8 2(j.4 II 13.8 0.1 

2•3 f)9. 1 ~5. 7 ~(j . 8 fl 20.1 0.0 23 93.5 ~5 . 2 I/ 11.9 0.0 

~3 01.5 25.4 2tl.5 II 12.7 0.0 24 93.0 ~5.3 SE 11. 6 1.0 

2 4 03.5 24.2 26.8 I/ 13.4 0.0 4 1 93.3 2(i.3 SSW 21.2 0.3 

-I l 04.8 ~3.7 ~6.9 W S W  9.3 0.3 2 95.Z 27.2 II 17.7 0.4 

~ I 05. 7 23. 9 27. 3 SW  8.0 0.0 3 97.3 28. 2 II 19.1 0.3 

3 Oli.3 ~3.8 26.9 ” 6.3 4 00.8 ~5 .8 w 13.3 0.2 

4 O!l. 7 23.8 21:l.9 W R W  (i.l 5 02. 6 24.0 “ 9.3 0.1 

5 07.9 23.8 2(i.:Z II 6.3 6 04.2 26.3 II 9.3 0.2 

(i 08. o 23. 2 2li. o II G. 7 0.1 

トI• 09.3 :24.0 25.1 WN'N 5.4 0.1 仙 ムロ

8 09.9 24.7 25.3 ” 3.0 0.0 ， 10.3 2l1.2 27.l SSW 3. 4 3 L 13.4 21.0 NK¥,v 2.0 
10 10.0 25.7 26.3 I/ 4.-! 0.0 2 13. 3 20.(i w ~ w 0.7 
11 J0.9 25.o 20.（う I/ a-. J r 3 13.2 20.5 N vヽ 2.2 
1•!, 10. 4 2(i. 8 26. 5 I/ 5.0 4 13.4 20.3 N~—W 2.8 

5 13.5 19.9 I/ 1. 7 

6 13.[j 19.8 ヽ• 1. 3 

酒 田 7 13. 7 21.1 II 1. 3 
81 13.5 23.5 N 0.9 

3 1 13．贔」 20.4 ESE :l.8 
， 13. 2 2,1.1 ぷ’NW 1.3 
10 l~ . 7 2H.5 E 

2 U.4 20.5 SE 2.2 
2. 2 

3 訟．2 20.7 23.3 ESE :l.O ]l 11.5 27.2 ESE -!.O 

4 11.9 ~0.7 “ 2.4 12 Ll. 3 26. 5 SE 4.0 

5 11.(i ~0.5 II 2.8 13 10. 7 :.lli.3 II 3.t¥ 

(i 11. 9 20. 6 23. 2 E 2.(i 14 09.3 2(i.3 ESE 4.-! 
15 08.li 25.(i I/ 4.:!, 

7 11. 7 22.0 ESE 4. 2 
8 10.9 2-!.9 // a-. し-） 16 08.2 25.!) SE (i. l ， 10.5 ~7 . 1 26.8 ” 4.li 17 07.0 25.(i II 8A 

10 09. 7'.,!7. 7 25.-! E K E 5.9 18 06. 4 25. 3 ” 8.7 

1l 08.-1 ~8 . (i q 1 0. 5 
19 03.0 ~5 . 4 ” 9. 6 o.o 

12 07.3 ~9.3 ~(i.5 ” 11.1 
20 0-1.:1 ~5. 7 0 -

// ] 2. 2 0.0 

・l :3 (）1i. 6 29. 4 E D.8 ~l (）2. 4 25. t; // 14. 4. 0.0 
]4 05.0 30.~ 26.0 EKE !J. 3 22 0:.>-.3 :.>-5.4 I/ 13 . ~ 
15 03.7 30.l ~7.3 II 9. 4 23 00. (l ~4.9 S S E 12.！) 

3 797.9 12.8 U.5 I/ 2. 4 
3 H 10.0 27.8 27.3 N :2.8 4 797.7 12.3 13.（う w 8.7 

15 9.5 27.3 26.7 SE 4.8 5 797.9 12.2 14.0 I/ 3.4 
l(i 9. 2 2(-¥.4 i6. 5 // 8.8 
17 9.2 25.0 26.5 SSE 3.-+ (i 798.3 13.9 14.0 ” 4. 4 

18 8.7 24.0 26.0 “ 3.2 7 7¥JB.G 15.~ 13 . ~ !/ (i. 3 
8 798. 7 16.0 16.3 ws W 2. 2 

19 7.7 24.2 2ti.8 s 3.8 0.0 ， 798.7 16.1 16.9 s 1. 5 
20 7.0 25.2 26.9 SSE 5.7 0.0 10 798. 7 13. 8 15. 2 S S E 1.5 
21 5.2 25.2 27.3 // 10.8 0.0 
22 4.2 25.2 27.8 II 10.3 0.1 11 798.4 13.8 14.8 S 1.3 

23 1.9 24.9 27.8 II 13.4 0.1 12 I 797.7 H.4 15.4 SSE .J..(i 
13 797.1 H.1 lH.1 ” 5.:.l 

24 0.2 24.8 27.6 s 11.2 0.6 14 79(i. 2 14. 7 1(i. 7 SE 7..L 
4 1 99.2 24.4 27.9 II 8.7 0.3 15 7!)5. 5 H. 8 Hi. 8 II (i. 9 

2 98.0 24.8 28.1 // 8. 9 0. 3 
3 96.7 26.4 25.6 I/ 9. 4 0.1 16 795.4 H.O Hi.O SSE 4. 4 

4 97.6 26.5 24.-! // (-i.7 17 7()4.4 14.5 l(i.5 S E 8.,1 
18 793.3 14.4 lH.4 ” 8. 4 

5 99.3 26.5 22.6 ESE 2. 6 19 792.3 13.¥) 15.!) // l~.~ 
｛う 00.8 27.2 25.6 WNW  3.8 20 788.7 13.8 15.8 II 15.8 
7 01.5 28.1 27.9 ¥V 4.(i 

786. 9 14. 2 16. 2 // 1 (i. 5 
8 02.1 28.3 28.0 // 4. 2 21 

785.7 14.H l(i.9 I/ 15.5 3. 3 ， 03.2 29.1 23.8 Q 3.2 22 
23 783.8 15.5 17.<i S 8 E 15.0 

10 03.4 29.7 24.l SW  3.0 24 781.5 15.7 17.8 I/ 19.o 
11 03.7 29.9 22.4 ” 4.(j 4 1 781.1 1(j．0 18.~ s 1:3.5 
12 o-i.4 so.1 21.s w s w 5.3 

780.'..l 15.l 17.~ w 8.7 
13 05.0 29.7 19.5 w 6. 3 2 

783.4 H.3 lG.3 SW  8.0 
l4 05.5 29.4 16.3 WNW  5.0 3 

784.4 15.0 17.0 WKW  1,5.5 4 
15 05.5 29.0 16.2 ¥V 3.8 5 78（う．3 14. 5 16. 5 w 2 6. L 
16 06. 6 28. 4 16. 1 II 3. 8 6 787.8 13.9 15.9 WNW  :!4.8 :!3.1 
17 07.3 27.1 lfi.(i SW  3.0 

7 ! I 78¥1.0 13.1 15.l w •32. 3 
18 08.2 25.5 17.2 0.4 

8 789.9 13.~ 13 . ~ I/ 17. J 
¥J 7!)1.0 13. l 13.1 ， u.. 3 

盛 岡 10 791. 4 12. 9 14. 9 II 10.0 0.7 
11 791.1 l~.O 14.0 II 14. 2 

3 15 07. 7 28.7 25.8 s 5.~ 
16 07.4 27. 7 24.3 II aP . o ← 1・l, 791. 8 11. G 13. 7 II 10.8 

17 07.3 26.4 24.5 ” 3.8 ]3 792.2 11.5 12.6 xw  8. ¥) 

18 06.5 25.3 22.3 8 8 E G.3 14 7!)~...J. 11. 7 1~. 7 w 9. 4 o.~ 

19 05. !) 24. 8 ~l. 7 s 5.-1 15 792. 4 11. 2 12. 4 ” !1.8 
J { i 792. （i l1. （） 12. 2 II !I. l 

20 04. 7 24. 3 21. 8 S S ¥V -1.8 0.0 
21 (）2. 4 25. 7 23. ］ S S li 8.IJ 17 792. 7 10. fi 11. 7 “ J :1. !I 

22 00.3 2(j．2 23.7 // 10.0 0.0 18 79J.4. 9.7 10.7 “ t,3. 8 

23 !)8.3 26.1 24.5 s 12. 6 0.0 19 793.0 V.5 11.5 II 1 4. l) 



232 ジェーン台］Ji ili :h 地 I・. 11- n年観；•JllJ 衣料•

H I l i・ 氾lii気気oc温水賑 風向
凪述 I洛水：化 l l岳 洵： l nj気気濫水~H:

風向
凪述 11条水-:,::

庄 n,b mb n1/s mm  日 圧 mb oc lnb n1/s 1nm 

4 ~o 7()3.3 9.0 11.3 w 15.8 田名郡
2.L 7\)3.~ 8.(i 9.4 I/ 17.7 
22 7!)3.5 8.1 9.3 II lo.8 3 12 | SE 
23 7U3.7 8.1 佗,.o—• 

“ 16.5 
10. 9 27. 9 1.3 

13 10. 1 28. 2 SSW  :3. (i 
14 09.3 :.l7.0 ESE 5.0 

八 戸 15 09.5 ~5 . 8 SE 4. 6 
16 08.8 25.4 ESE 5.7 

3 ~l 03.4 :l3.:l 25.0 ESE 6.9 0.0 
2•3 OJ.3 J3.6 ?5.8 E {i. 9 o.o 17 08. 2 24.4 E 1.1 

•33 ¥)¥). 8 23. 7 ~6. 5 I/ 8.9 18 07.-+ 23.4 NE  1.3 

24 !l7.3 U.4 26.:Z ERE 8.4 0.0 19 Oti.8 :!'1,.9 ENE 3. 4 

4 l 95.7 25.3 25.9 SE 10.5 o.o 20 05.9 ~3.0 ESE 7.3 
21 05.l 23.2 // 7.8 

2 !)3. 1 25. 2 25. 7 // 10.8 
3 93. 1 27. 4 21. 6 I/ 7.1 22 04.0 ~3.3 SE 3.6 0.1 

4 93.2 27.0 22.7 s 9. 4 ~3 02.1 23.5 SSE 7. 6 0.8 

5 95.1 ・26.2 24A S s w !).3 24 99.0 ~3 . 7 ” 14. 9 1.0 

(i 96. 7 26. 7 24. 3 SW  8.5 4 1 97.0 ~3.7 II lo.5 3.0 
2 94.3 23.7 II 11. 2 4.5 

7 98.G 26.2 2-!.6 ” l~.9 
8 00. 7 2li.2 24.1 II 8.3 3 91.7 23.(i SE  9. 4 0.1 ， 01.9 ~,.O 23.3 I/ 10.5 4 90.9 ~.J . O SSE 11.5 0.3 

10 o~.o 27.7 22.9 “ 11.~ a 91. 7 24. 2 s 9.3 i.o 
6 94.4 24.3 SW  8.7 ()．2 
~ ｛ 97.l 25.0 // 10.5 0.0 

深 浦
8 99.3 24.8 WSW  8.2 0.0 

3 10 11.4 26.3 27.1 N W  3.4 
， 01.0 23.ti SW  7.3 0.0 

11 09.!l 27.2 27.8 ENE 3.2 10 01.5 i5. L WSW  8.2 0.0 

1:2 09.0 28.~ 28.7 NE  4 . ~ 11 01. 9 26.4 // 11.5 0.0 

13 08.3 28.H 28.6 ” 5.9 12 02.9 25.4 w 9.1 

l4 07.3 ~8.1 30.1 I/ 7.8 13 03.3 :2-!.5 W S W  10.8 0.0 

15 OR.l 27.3 29.1 E 5. 4 .H  04.4- 25. 0 w 7.3 0.0 

1(） 05.1 ~7. 0 27. 9 E l¥ E 2. 2 15 05.2 24.5 fl 10.7 

17 0-!.3 2(i. 7 25.9 0.4 16 05.9'.!3.3 WSW  7. 4 

18 03. l 23. 3 ~6. 8 E 1.3 17 Oti.3 :23.2 w 11. :2 0.0 

19 01.1 24.3 26.1 NE  4.0 18 06.4 21.3 II 9. 4 

2 0 01.0 24.2 25.4 EI¥ E 19 07.4 21. 7 W S W  7.o 4.0 
2 l 99. 4 23. 4 25. 6 E 3.8 20 08.0 :21.8 SW  8.0 

22 97. 2 22. 7 2-l. 0 E N E 2.6 1.5 21 08.2 21.3 W S W  8.5 

~3 95.4 22.2 24.2 // 3.8 22 09.0 21.5 ” 7.4 

24 93.l 22.7 25.4 E 4.0 23 09.6 21.3 w 4. 4 

4 1 90.G 2:2.4 24.9 I/ 3. (i 24 I 09.9 20.6 WNW  5.5 

2 88.6 24.3 28.0 SW  15.0 
3 90.6 2-!.8 28.2 // 9.1 音 森
4 9-5.9 23.8 26.2 W N W  8.0 
5 99. 4 23. 7 25. 8 // 7.6 

10.3 27.4 :l7.6 NJ¥W 3 12 4.4 
（； ()1. 7 23. 4 25. 1 ” 8.0 8.4 13 09.3 28.4 23.3 E T¥.E 3.8 
7 03.1 23. 2 25.4 ” 9.8 14 08.-cl- 27.8 25.6 fl 6.3 
8 04.8 22.9 23.4 U 8.5 15 07. 8 27. 6 2(i. 2 II (i.3 ， 05. 7 23.4 2:2.2 “ 9.1 i6 07.0 27.0 27.9 NE  o.l 
10 Oti. 0 23. 7 :2:2.1 W 7.8 0.7 

17 OG.O 20.4 26.9 // 7.l 
11 Oli.7 28.6 20.7 ， 7.G 18 05.2 25.2 25.7 II 6. ！） 
1~ 07. 3 ~3. D 21.1 II 8.4 19 03.4 24.1) 26.5 II 10.1 
13 07. 4 ll~. ll lll. 4 II 0.9 20 oi.li 24.4 25.7 EKE 11.~ 
14 07.8 25.3 i:2.5 II 5.7 、21 02.0 25.0 25.8 NE  8.:l 0.0 
15 08.0 25.2 22.1 II (j．1 

00.6 24.2 26.4 N:l'i" E 2:l 9.(i o.~ 
16 08. 7 25.1 21. 7 I/ 7.1 23 98.4 23.5 25.9 NE  11.0 O.H 
17 08.8 23.¥J 20.8 ws  W 3.4 24 96. 6'.l4. 0 ~5. 8 E N E 7.8 1. 7 
18 0!).(i 22.8 20.2 w ti.l 4 1 93.9 24.2 2ti.4 II 7.8 2. 3 
19 10.6 21.7 l!:l.2 W S W  3.4 2 !.Jl. 4 24. 7 2(i. 5 E (i. 5 0.0 
20 11.3 21.5 19.0 w 4.2 

3 90.3 24.2 23.2 SSE 5.2 0.2 
'..!l 11.921.0 19.9 w s w 5.0 4 !./0.(i ~5.(i <!7.1 SSW 9. 4 0.0 
22 l~.a ~l.·1 ~0.8 ぷW 5.4 l)．4 5 !15.1 ~5.0 :W.8 W S W  !l. :1 
2:う U.7 JL.~ l!l.(i ぷNW 3.7 (j ¥)8.3 ~:~.!J ~5.4 SW  l(）．8 0.0 
24 13.0 ~1.7 19.¥J N W  4.~ 7 00.8 23.5 2:3.2 ws  W 7.3 0.0 
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気象業務 上 の諸 I1ij辿
気象台におけ る1川線別閃均／＜況1ま次の通りである．

luJ 綿 別防．/,: i., 

I・通信障害と対策＊

今阿のジエーン台風の影切＇膨こより 四国及び近畿地区の一部気象謝月］ InI線の•部は 3 日吊朝から防

士を受け通信業務に少なからぬ支樟を来した．先す近畿地区における通信悴害朕況から述べよう ．

（］） 近畿地医における菰寄朕況

8 Fl 7時前から大阪洲本線がます不通となり次いで 8時過から大阪潮IllII！線が通（言不能となった．

‘り「1大阪における 風迦ま 1(）時ごろから 媒風雨となり 13時 3(）分には平均風速度は 28.lmに逹

した次いで］1IÌ『過き文予り 大阪大台ヶ原線が不通となり 13時 51)分には当台引込雷力線が切

断された．このため停屯となり無線受倍紺；源及び印刷祖(;iIl1'心源が中絶されたが直ちに怒屯池に切

杯え又東京大阪線は手送信によつて通信がなされた．幸にして大阪1切松線，大阪広島線はほとんど

通{,tに1ま支節はなかつた．

当日の射．「I]線の防害朕況を見るに‘k距離同線である大阪潮'』I|I線或い1ま大阪大台ヶ原線において1よ

架名さ裸線を使用しているものが甚しく被害を受けた．次き屯こ当 日の大阪における各阿線別砕害表を

掲げる．なお本表には台風による直接の影評でないものも記叔されている．

腔店表Iじj 系梨 別

綜 名 接粒 ｝19) 防寄発生時分 詞復In時分

束求 1番 束 9" 」・、- 3日1711訴00分 3日1811:tOO分
,,;] ~祈： [ il 上 3 17 :W 3 18 00 

占占 I在 名 古）i；: 3 ~3 00 3 05 30 
)-1 11 " 9 -1 r~',l I)揺 岡 3 l(i 00 3 18 50 
i.L．、， ！ふ広 島 3 13 00 3 18 40 

1 99．』,』． 松 高 松

潮 IIllI'｛tII歌山 3 09 ro 10 ~3 00 
湖 IhlI l 

｛彦 根 3 17 10 
I 4 3 

18 35 (JI吹,,, (JI・吹 ,,,
1!,')l lii;J 咄l li•J 3 10 00 17 00 
9I ,.J ＇ 恥 ．r．べI,9 JI又 3 01 00 3 02 10 

舞 郎 舞 鉛
比 合J..I l l -99 』・ 9 -• 都 3 17 00 3 18 00 
姫 路 姫 路
洲 本 洲 本 3 07 00 4 18 20 

闘・ケ原｛｝碕ケ原 3 11 10 4. 18 20 
k:t /j孔

紳戸紳戸

罹防．時分
I 

原 IKI}状況

(i0分 字＇サ不明 ，絶緑不良
40 同

330 搬送不良 」•-
170 下りの不感
40 I [,,J _I.: 

10920 I [地気，紀緑不且，台夙のため雷柱倒壊
＼多数，和歌山， i'1)］，il|l|iilは17R6時復1「I

1525 地気絶縁不良

liO 
70 

uo 

1940 

1870 

下りの不感
先方不：li

字＇サ不明， リレー調整不良

地気，先方不惑，台）少しのため
｛断線後地気，合）武のため詞：倒壊多数
松原以辿 ~8 日復 l 「l

(j) 四国地区における 節‘，朽肱況

芍地方！ま 3「|4時：こ旱くも沿j松，室戸線が不通：こなり 9l1 年 9() 分に 1よ佑i松＇i-•-和，島線及び｀ I［：i松穴吹

線が不通になつた．室戸岬線ぱ台風の進路に最も近接し 「Lつl逍E離の氾岸線にあたるため被害の程

度も甚し くl;，衣碍時間1ま四国内琳川線［開設以来の最砂記録を示し 3811年間 4(）分に及んだ． しかして

IF要斡線である大阪翡松線及び高松揺岡線：よ幸い砕害なく 4噂；通りの通（訂が出来た，当日砂松地方

＊ 人阪符区気象台油信諜 ，’i)|：四郎

綜名籾 続 ），J 似名古発IKll,j；分悴’内1じ］複llri・分罹籾l'f分

完戸 砂松，＇十： 戸JI叶l 3日()4時00分 4 11 18119J.：40分 :-3840分

‘ ’•1.I )ふ { ',.':j松波止浜 3 09 20 3 15 20 (i00 
J・ i 松'・"・I'’’・' ‘j : fl i島
j,i] 上 ，1I i]」→9 3 1.545 3 19 25 340 

穴吹{':．：j松，他、島 3 09 20 4 13 25 ~80,"5 
穴吹

‘j•: { ll lふ｛高松，波］I::.浜 4 10 55 4 ] 7 55 200 
松！,,,'jー：和島

/j;i l}、I:It i兄、

断線，宅戸のJメイ；良

地気，仝線イ；良，手1可じ中令油

地気 ， ‘j•：和 島 のみ不良

地気，他，r；が1i1|人Jケープル沿水，令線不良

地気，仝綜イ汀ふ試験中令通

以上四国地方におけ る3i.!iJ11線の節寄｝状況から 見る！こ今後改修を必要とするもの或い1ま線路の変

更袢についてぱ次の事項が考えられる．

］． 高松磁、^ n間の線路を搬送化すること

2. 翡知室戸岬間の線路の張り替えをすること

3. ?,':i知宿毛間の線路を張り替えの I：正式開通するこ と．

4. 油水，足摺間琳用線の開通のこと（：「事 命令発令涜）．

5． 徳島市内ケープ）レ校水を徹l底的に改修すること．

6. 翡松宇和，l心!r¥J通信方式の変更及び線路の改修．

7. 祐j松多度沖線及び沿j松地方気象台同観測叶［間の新設．

前掲の表のように近畿及び四国地区では相当の節布を受けたがこれら専用線の保守：こついて 1ま全

面的に地方電通局：こおいて戎任を以つてなされている ものである ．た ゞ，今l川の台風に鑑み将来気

象専用線の障害を極力減少し，いかな る暴風II年でも防害秤無の肱態において気象通信が確保せられ

るに至るまで改修を希望するものである ． しかしなが ら満足な紺渫 を見るまでに1ま多額の経費とII年

日を要すること 1ま述べ るまで もないが当而の間題として1ま現／IJ線の他：こ予備'"'線を設けるこ と，或

い1ま専用線の中枢官署である大阪，広，I,9．,’j, i:j松等の各局！こ！まイ呆守員 を府員 し台風出現II年のみでも符

機せしめることは必要であると考えられる．

(3) 気象無線通信肱況

台風の近接：こ備 え各無線官署とも待股の朕態にあつたが＇呑戸岬で 1よ3「1未IIJ1ごろは1ま暴風rをl内に

入り早くも 4時過ぎか らA’MIj有線岨｀信室戸1l1IJlr:°:i松間が不通となつた． j,i]所で1ま直ちに予備泣加によ

つて無線通信を発動し［要観測資料1よ灸lj々 大阪に連絡された． この間1り所で1よ(;11.『ごろ暴風のため

発信用寮中線が切妍され 41.『通信ま中止されたが賊員の術1外に ょつて直ちに臨時措凶が講ぜられ大

阪との連絡通信 ま確保することが出来た． 又潮岬で1ま当「I7 II年に均川有線霊信が不通になったため

直ちに予備電源を使用して大阪との無線連絡をとつた． しかる：こ 91店以後1ま涌jll|l:Cおける 予備⑮源

としての発勁発祖幾故砕のため軍波発射不能に陥り 7「要な1叩j所の観測究料及びぶ風報；片に対する通

信は全く杜絶したこと 1ま牧念に堪えなかつた．大阪では前夜来非常勤務配凶につき当直li1まオー）レ
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ワツ •f で無線通（ぶこ‘りつた．暴風のため 19 1l年51)分ごろ大阪I|i内の送＇「じ線切断のため送信＇心源は

逸こ倅＇rt:L：こなつた． しかしながら直ち：こ予備船原を発動し各無線‘ff"府との通（詞連絡を俣つことが/iT,

来た．

空戸岬測候所では 5時の通｛合中窪中線'1じ流計1-9の減少しおるを発見し送信IIj士察中線の切t所を発見

したのであるが直ちたh1il1]Jク：ミ中線に切替え大阪との辿絡に成功したので以後J,ij空中線を使用し通信

が確保されたのである． この他1rij所の受信寮中線は 8本の中 2本が切断匁到共したが通信には支悴

はなかつた．又暴風のため予備屯源室の屋根1しが飛散し雨訓のため校水を見るに不りこれが防御こ

ぱ全li朔闘した．幸いにしてエンジンは通信連絡には支11収なく蓮I云出来た．

(4) 無線通信賎悩の節害及び対菜

潮岬における無線通信不能の原1人1は前述のように予Uiii'心源にあつたが調在の鈷果によると発動機

及び発＇屯機の直結部においてヒ゜ンが短かくそのためスリップして規程国圧が得られなかつたようで

ある．紙に台風1ま本士近く襲来し軍要通信を控えてか入る故靡のため無線述絡が確保出来なかつた

こと 1ま甚だ造憾なことであった．平時における予備饂源による訓練と台風近接前における通信肢器

の点桧が充分実施されなかつた撼みがある．室戸岬における窒中線の切断原因については1rij所から

の報告によるとダフ‘ーレツト空中線の水平部に絶緑用として使用されてあつたアレン碍子が折狽した

ものである．すなわち直径 25mmのものと 45mmのものが左右にIIJいられてあつた． この中 25

mmのものが風圧に冊］え切れす折損したもので1,1j所の瞬間最大風速度は 11時に53m/sを紅珈lして

いるから寮中線の切断はこれ以下の風速で起つた訳である．従つて今後空中線の設計は風速 6(）mls

に耐え得る強力なものであることが必要と考えられる．そのためにアレン碍子は径 45mmのもの

或いは卵碍子・01171Iを直列に辿紡し屎張用空中線には径 2.6mm  7本撚とすることが［統対必要な条

件である． この他寮中線弘込用の支柱の固定及び支柱線の緊張とこれに使用のターンバック）レの締

めつけ^ 、序詳細な注揺が）j一「要てある．通信官署立任芥1ま完全な通信設備の賂備と臨機応変の処凶とが

相侯つて通信本来の「I(I人」を逹成することを常に銘記すべきである．

今後の対策として次の語l問題があげられる．

1. 予備＇f揺叙澤備

A. 発動機家の完備

B. エンジン用冷却水の完りlii（大阪の場合）

C．排気設備の完伽

J)．燃料の確保

E. 照明装凶の配線

2. 案中線の賂備

. ( ,,,J) 

A. 送受信用寮中線弧化（前述参照）

B．予備ホ中線を用意すること

気象菜務 1 •• r/) 滸 |HJ辿

('.クド中線）IJ―イ吐l：ぱ深く耶め恨木と固定し文柱線1よ緊阪しおくこ と

l)．鉄塔の塗装ぱ頻繋に）t1地のこと

＆ 予備送受信開の賂備

A. 予備舘ク：澤の補充品をおくこと

H. 水品片の補充晶 をおくこと

C. その他部品の補充晶をおくこと

4. 予備通信装誼による和1．炉の訓練（送信洩，受信猥， 予備rじ源，予備名：中線）

5. 定期的通信叔降の点桧施行（台風出現の場合）

(5) 非常IIl気象無線局の設似

:!,i!) 

視在四国地阿及び中国地区の気象＇心報は似 j松及び広，1；しにそれぞれ集中し大阪に中絣している．又

潮岬，室戸lflf[I, 足界岬，浜川，米子の気象＇屯報は無線述洛によつて直接大阪 ！こ通倍がなされてい

る．然るに今lulの台風に鑑み専川イ「線1ま防寄発生し通信確保！ま期特出来ないことが痛感された．こ

のため次の官署に非常時のみに発動し1げるI]ヽ囮力短波熊線局を設似することは必要なことと考えら

れる．

戸・堺名 喉中線雷力 相手）心 f:' 堺~名 喉中線虚）J 相手），J

'" "．． ' 松 50ソット }~ 阪 松
’’’ 

50,7ツト ,'，は松，足摺111111

広 ，島 50 I I Il 上 - 両 瑯 50 米 子

翡 知 50 ー室戸岬， ,・::;松 洲 本 50 ）` 阪

(6) 管区相」［．間の通信系設四

現在管区~-1 IJ,.IIIJ又は中央管区相互間は4il1J打線同線があるが有線防害の場合：ま災害通信系の設定

があつて幅岡管区内の気象資符は中央＇こ連絡することになつている． しかしながら今同の台風時に

鑑み大阪中央及び大阪篇岡間の通信系を開諜することが最も稲感されたものであ る．これが実施に

当つて使用周波数の新設及び発射＇心力の増大が 1闊睦である．

(7) 気象台と放送局間の無線連絡通信設備

気象台より発表する気象放送衰料は現在専用有線＇心話或い！ 、ま加入宙話によつて放送局：口通報がな

されているが災芥Ii寺にな到底期待出来ない このため小軍））の超短波無線'1じ話設備の設四1ま是非必

要である．

又大阪における管区放送ま気象台より有線により統烈しているがこれも前項同様超硯波無線囮信

の設備によつて深井送（古所との述絡をとり有線同線つ悴害た際しても放送を条降続することが考えら

れる．

要するに災害時における通信連絡｛ま視在のところ無線通信に依{f・・する他はない．従つて無線通信

設備の改善強化或いは新設1ま防災の/T1iから見て述かに実施されることを希甲する次汁である．

拿
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II. 測器の強度と性能＊ 区l勺観測所J=1j測器の被宮｝／）く祝

ジェーン台風亡よる測器つ弧I~ と性能をみるために通過の附近の測候所及び区内観測所の測器被

＇均J¥況と台風観illIl19.1戸凜咽調任を行った．

測候所rrli!lIl符令の破害肱況 キ塗り代え， その他手入，補修はなおざりになり易く ，この1席に｝紺蝕の度も吊ぃ．姓，没年の調任と

風辿計 ロビンソン哲附で1ま位1J山， 和歌山の白浜観測所及びr:lt山の広戸風調査の北吉野村観ifllj

所の 4 ケ所！こ被‘打を見た．

ボ部，

飼山と津山ぱ接点が 折損し和歌山の白浜では屋根が飛んで破損してい

る．取邪において地．I・.~9 m の無線塔に設凶してあった特種調．径用の風杯が飛牧している．

ソン風速計の桧定1ま大休 69)m の弧度に耐えるようになっているが，京都における当時の瞬間最大

風辿ぱ 28.8 111であるから風杯（ま上部のねちが ゆる んで飛び出したものと思われる．

グラフの発信綿が大阪で被害を被つた 11時ごろ尾焚のとめねぢが 1箇とれたらしく， 尾焚がまが

った様にみえた．続いて尾焚が吹き飛、んでしまった． 風車はその後飛放した． これは暴風のため振

勁を起し尾焚のとめねぢがぱすれた為にその向が反対になり， 風車も後方より風圧をうけた為飛散

したもので，風車は心棒のねちから切断している．この風力計は元来華奢なも のであり ，又自記部

（ま 30mまでしか記録できないから台風記録測浴として（ま不向のよ うである．

風向計 和歌山，彦根の区内観測所に備付の 2枚材炭風向計が涵台の破阻によつて被害をうけて

いる外，大阪のネグレツチの矢材根の前部分が抜け落ちた．よくみると， ハン ダ付が腐蝕していた．

昭和 9年に購入， 取り つけ後 ll)数年たつているが，

ダインス風圧計

ペンキが塗つてあるので腐蝕が作り らな い

被害としては橿原の鉛管が折摂したのと，

て，共に鉛笠が主なる被害である．

められてあるから，これからはその心配はない．

室戸に使用不能になったも のとあつ

これぱ今後配備される新晶は， 全部屋上の部分は鉄管の内に納

室戸の瞬胄l最大風述は 50.1m であるが鉛管接続

部分に故砕があつた様で実際はもつ と弧かつた ものと、思われる．このような台風観測北地において

1ま気象測＃怜ま絶えす短期に良晶と交換して観測梢度を高めるべきである．

百菜箱 憫岡では最大風速時に転倒，

扉罪が（彼摂している．骰岡は昭和 3年，

ロビン

アネ モシネモ

沿j知にて振動甚しく足部が仝部ゆるみ，室戸にては屋根，

翡り、•II は 昭和 14 年，室戸は大正 9 年の建設で経過年数から

室戸のように 3()年以ー1-．にもなればいかに補強処四をしても全体が腐蝕しているから使用にたえな

いことがわかる．翌岡の 21)年1ま足部の補強が必要であり ，沿j知の 10年は未だ台風に対しては持

ちこたえることが出来る様であるが， これらについてその材料及び土質等に影態があり，

の風力のいかんによるが経過年数と共にその補修には充分竹揺が肝要である．

n記雨愉計
ヘ

直接の被寄はな く雨研計家の窓や）J他の破狽によつて被寄をうけている．雨祉計室を

建てる場合この点を考慮する必要がある．

その他

又その11.1J;

濯度計で1ま特に最似i，最低溢度計の破阻がある．依l]山では特に針金でしばつてあつて

も転落して破阻している．百菜箱の振動によるのでこの点注絃を要する．

＊ ｝く阪秤区気象台illlJ}怜課 益木寅次郎

れも建設後の経過年数 10年以上である．

早期の補弧が必要である．

溢度計

雨址計

能になったもの等である． 又雨拙桝の破狽が割合多い．正‘常の保守に注窓を促すべきである

た

百菜箱

ジェーン台風による測器の防害について調査を依頼した所，各測候所より次の通り報者があつ

今後の台風観測の参考になることと息われる．

測器の障害報告

伊吹山（山頂）

叉 インス，風圧計 3日 12時 1(）分ごろ風圧の総 3階の雨戸及び板枷が外れて室内に風雨が吹き

込み自記部が風雨に曝され自記が不良になつたが雨戸を9]付／心稔修lり1をなし自品紙を収替え記録を

とつた

風力言t

したので接点訓賂後良好となつた．

自記雨址計

一時欠測となつた．

最高溢度計
ヽヘ‘’

には差支えなかつた

剣 山

風力計

溢度計

•’• 
至

9 • 
,'-_9 

「'’J

戸

り、：II

百莱箱
へ／←

全部で 19個破損している1勺低l；とば洪水：こよる被省があった外，給風による災‘打でいす

百菓箱の倒l公によつて破損したもので直接の被害ではない

上部受水器が飛び出して破損したもの或いは他から飛び来つたも のによリ変II多し使）IJイ＜

8日 22時 3l)分ごろより

由来区内百菜箱は小型であつてillll候）リi}|］と異なり，

1()分1:ll4「IU II年5U 分より 511年4(）分までII.『文接点が故防

3日 11時 50分ごろ怜成の風丑 m の媒風雨とな り「l記雨：：Jti卜の受水岱が飛んで

3日 13時観測の際暴風による振彫」のため硝子際の一部にびゞを生じていたが観測

2 H 0時～ 8時 10分まで接点の故障で欠汎ljした．

恥’り最低溢度計を特に針金でとめていたが百染箱の震動で枠から外れ浴ちて倣狙した．

ダインス風圧計 動圧管接続部をク‘‘リ ース，綿テープ，

めゆるんで多少風圧のもれた1項向がある．

草上最低地溢計
ノヽツヽ ／

百菜箱

自記潰度計

自記湿度計

瓦の破片により 破損した．

予備のもの足根の一部及び扉破損した 大正 9年 6月建；定のものである．

雨の飛沫の総に記象不鮮明である．

3 日 5 時より 4• FI 9 IIかまで，ペン先がかすれていた．

ベン

ペンキ等でもたしていたので，振動のた

8 Fl Li II-、『より 1(）11．炉 4l)分まで北ないし北I)りの弧風を受けて蜘協し特に 1(）11.『より 1(）
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/l!J; -:11) 分の間 1よ i此•も 動係が4中しかつた．

度計は 4Iが小型百泌箱：こ移転した．

動係が非常によ く現われている ．

当時の｝伏祝

ぱ杭 をfill方にむけ紺でしばりつけ，｝風）J叶1よその台にしばりつけるなど準備しておいたために台風

によるi)lll}怜の直接の 披寄はなかつた．

窓ガラス の弧風に よる破阻，

「IIi出岱械の保守にぱ非常l'C.苫心 した．

咆
3,t 

ー
・
リ

，
 

ーぃ

白記）風信岱

た．

白記雨祉叶

正確．

銀盤n射叶の殺い

った．）

洲 ぐ
ヽ

.刀
,

ジエーン台風で（まり凪風時が割合に短時間であ り，

鉄符からの雨漏れによ り「1,，じ時計妃雨が入り 4「11時 4{）分か ら 11時まで欠測し

11 II!」；ごろから北の 風によ り扉破担，

11 11.1J; 20分 J¥)風にて台か ら飛ばされ 破狽した．（但し n射計は洛納してあ

白氾雨他計 （サイフ ォン型）

が通過して1)［i‘{，fりの給風雨 (21m)時氾起ったも のであつて不調の似囚は本の染粉がロ ート の切り

nにつまつた ものである ．

風力計 （ロビンソン型）

日照計

述隔桧潮f義

追記、

なった

-:1；・ 

この岱縄 を もつて しば り つ け叫j術を 防止して•1，炒：i ，

またこの間：こ Ci 菜ifiにあった自記温度計， 自記湿度g—I·にはこの

また甘りもつて台風製来前に百菜箱

しか し「環箱の動揺． illlj風塔I-．手すりの破狽，澗風塔の窓枠

塔内の風圧計， 印已風lnJ計室の雨漏り， 或いぱ壁土の落下等のために

自記紙(1ま雨に濫れて •11 、1J；インクが滲みや＼不

3日 12II,『15分ごろより記録不調となる．

披低温

れの時刻には台風眼

訓 l式「l記雨弛計1ま切り口が大きいので良く記録している ．
I 

完全に操作したが翌 日に 至り軍気盤が j,ijllおC 2~3 |nl針が飛び不調に

なった 接点部をア）レコールで拭いた ら調子が よくなつた．

3日は四八1店中公つていたので不照であつたが 8Unlの給風雨になると日 照計1入」に雨水

が多弛設水して筒の中＋分の 1::1嘩 ：たまつていたようである ．

察中ケ ープ）レ4本の中， 2 4ゞ粒•佐の倒立によ りり］断した．

今後測岱V',;'c全，記録をするには次の点を注、―揺したい．

気圧計 （週谷） 1ま台風期に 1よ~() mm位ぶく記録さ せ台風が接近してもな るべく ペン先の補正を

しない ようにしたい

近畿に製来した台風ぱ総 じて明方に来る ものが多い．

ダイン ス／巫UE計の記象がよくとれたが屈択．窓硝子，
,.ノ

よつて1・1記紙を取り替える時間にはすでに

媒風 20m位になつているこ とが多いから，朝 6時すぎには時刻をかき直して，

紙 を取り 替えるこ とが必汲だと、思った．

和歌山

当日だけ先に自記

扉の破胆のため雨水により出象は不鮮明と

白品）風向言I・も前叫iji汲になつた．

ロビンソン風｝J百l・r'I,［；じ器

頂から 2nl 附近で染風により切断された1，窃欠測，平11がで も塔ぱ恐 しく椛ALるので 風述のや 入毀え

た時に危瞼を犯して登り修則した．

自記湿度計

草」•最低温度計

日照計

桧潮儀

大

アオ、モシオ、モグラフ

ネグレツチ風信器

できた．

自記温度計及び湿度計
ゞ～へ

通風乾湿計

、-
自記気圧計（水銀）

ヽ

電接回数器

自記雨祉計

た．

』

▲『
‘_
4
"

＂＂ 

阪

雨水の吹込みにより

12時ごろ絵風の岱蓋が飛去り紛失した．

、Filiーの潮{v,.1-．昇のため 11時 15分 より］2時：3(）分までスケ ー）レアウト した

右とIlijじ輝由で玉錘掩掲げIIj曲市仕掛けの内部に狽似があつて 手人れをした．

12時過ぎか ら測風塔から卸測室に通する母線がリー クした偽，迅録しなかつた．

雨址計室のl祖根が破狽して受水浴が1ますれた岱

しかし雨漏りのため記録が不明．

戸

ダインス風圧計

して ペンが破摂し，

32分まで欠測となる．

自記風向計
‘‘‘‘‘ 

型にてIIか計が雨で故11,・;1を起 し晶速手入をしたが，

欠測した

アオ、モシオ、モグラフ

た偽欠測した．

京 都

グインス風圧計

風力計
‘‘  

み飛散した．

彦 根

自記雨祇計
ヽヽ'‘`

ヌ（象 沿肪 1・・ノ），IKI廿J,,.U

11 11.1J;45分よ り

認 II!J.,13分 より1lij59分迄続J＼又困難．である ．

11時 55分ごろ）I詞来した本板のため破担した．

11時ごろ発信部の破損によ り欠測した

台風の蚊盛時に矢材根の前郎が抜け洛ちたがそのま ~, i・峰依 に は；；診樗な く，心録

百染箱l勺にあつた役入した雨水のため子入調整した．

11時 40分ごろ「l;1計＇位 のチェン がはす；；れて 3(）分間欠測した．

瞬間風述却 nl以上となり，硝子が吹き破 られて，

又雨が吹き込んで時計，

その間ぱ軍接風lhj 届 I •！てよっ た．

~Ii;\ 

12 11.9J; 27分まで風）J塔から／i：含：＇こ'JIいた 1'妃線ば塔

白，氾不能となったが直がこ修．HI!• し

その破片が「l,iじベンに激突

自記紙がずぶぬれ となつた偽 1111,1J: 55 分から 1~ 時

これもク｀インスと1liじ場所に設骰のためr1祀紙がすぶぬれとなり ，又バクセ ンゼ）レ

うま く動かす：3「I11 11.'f 5U分から翌惧 9時まで

風雨弧きため＇心気が漏洩して礼計妾不能になり IL つ又風車が姻I~ しなくな っ

ペン先と l’l記紙との接1拗不良の岱 3「|1(）時 18分から1(）11、『52分まで欠測した・

調在研究fl]として 29m のアンテナ鉄塔l潔に．，，姐位しておいたロビ ンソ ン）風力叶ぱ風杯の

雨弧計滋 1(JII.i―'8()分ごろから1L(！斜し始め 11時：こは ;3() ！虻位傾斜し，サイソオ ン
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符破狙 した 1211年ごろ復Inした．

骰岡

ジ ..r.. ーン台｝」＇し w:';・ 

百没箱 ．:3「l]3 11.f 47分瞬惰l」11と大 85.7 m で転倒した．

舞鶴

ダインス）風圧計 14時 45分の船）風により．玲翌乃髄炭狽，雨吹き込み，iじ象紙を汚阻した．

以上各所の防害報内に）l~ き共通点をま とめると次の通りである ．

1. 台風II年に各測訟こ支防を起さない様な庁含又は建物の完備が必要である．

2. ロビンソン風力 i― l • ，ま接点に故降が起る ．改良すべき Ill]題である． 弧風計を併/IJすることが望

ましい．

ふ 各種配線1よ徹l氏的な設備が）jl要である．

-!. アオ、モシオ、モグラフ 1よ台風観謁に1よ故降が多い．

5. J~_I-． 又 1 よ外部に伽え付けてある illIl }怜 の とめねち｀ぱよく点桧しておく必要がある ．

百菜箱は早い11に板つきをするか，新晶 と取換える様心掛くべきである．

III. 台風の警戒体制

(1) 大阪管区気象台＊

気象通報の発表外）《況

気象通報の受領欣況，それにも とづ く措凶，気依通報に対する希望

(1) 関係官公庁

(2) 紺舶，池沿関係

(3) 鉄逍軍力関係

(4) その他の会祉

人命の担傷 3578, 被害総額 1S(）0億円にも上つたジエーン台風の来製に際して， 大阪管区気象

台ぱじめ近畿地方所在の各気象官屑 1ま台風1•1り報，気象特報，気象呼報をつぎつぎに発表して呼成を

うながし，水防本部，災寄救助隊，恥謀‘虻和''ill，その他祁官庁会社の防災対策携I謁は気象通報に

もとづき適切な指令を発し，措四を行い， もつて災害をできるだけ最小限に食いとめるよう努力さ

れた．

気象通報の発表欣況

近畿地方の各気象官習から発せられた岱風雨竺報布の謹気象通報の発表；状況を表示すれば別表の

とおりである．

大阪行区気象台で，ラジオの天気予報， R刊天気図及び新聞の天気概報でジエーン台風の{f:在を

公表しばじめたのぱ 8月 3()日からである．中央気依台では，この詢Flあたりから全国中継のラジ

オの漁菜気象中 にジエ ーン の沿息を 伝えていた．ジエーンがいよいよ本」：に接近し近畿地方に影郭

* ）⑪阪・詐区気采台―臼It,，果 膀J|：｝必',:,,,,~噂り

気 象北務」•• (/),,K• Ii:j辿 2 t i 3 

を及原す'ftfil1'リが弧くなつてきたのは， !))1 ~「 1 の '|前からであった．ーとの． I ．．，進蹄と述度如何によ

つては，梨 8FlのFl中ぱ近畿地方を横断する II「能性のあることがf想されたところが 2「|1よl耀

8日は日曜にあたっていて，謡官公／i二，会社等の防備体；1」il：こ,r,：大な手ぬかりが生ーヤるおそれがある

と考えられたので， 2日午後3時に台風1,！濯牙 1号を公表するに先立ち，非公式：こ明「l染風竺恨を

発表するよう になるかもしれぬから今からその手配の準uiiを行うよう 2「1の'I前 1I) 11.，Jらこ府／iでの

他の主要箇所へとりあえナ連絡した． それ以後：3「Iの午後までは 71111の'1,!i‘iii発表と，4、If恨，邪恨の

発表をし，防災気象辿絡会liには直接雷話で通知すると共：こ，ラ ジオで1ま定時，臨時合わせて 叫 1111

の放送を実施した． 3日の午後から 1よ停＇心と庫話 の臼遥iの窃， 2, 3 のUJ係団体をのそいこ夕漢通

報は受領されていないが．必要な気象通報は受領せられ利fljせられている．

気象通報の受領状況， それにもとづ く措匹， 気象通報に対する希望

気象台か ら発表せ られた質凰 峙報，佑報の各宜庁会社における受領iijt',e，七れにもとづいてと

られた措附， その効呆及び気象通報に対する希績をのべる．

(1) 閲係官公庁

1・ 大阪府水防本部

気象通報の受領I,li況とそれにもとづいてと られた梢詔ば‘ド記の逝り である ．

9月 2Ff 15時 00分一一台風1酋恨牙 1号受領．

詞 15 il-•『 30 分ー一気象台より ．一I ••本部反公舎妃'1，サ報を通知してくる ． Nik• より河川，渫Lぶこ

布•I`Ili報 の追絡あり ， 多数蝶留していた諜ii ぱ直 ‘らに水防分担：こより気絞台 と辿絡をとり詳細な梢況

をつかみ，河川課反命令によ り各土木出張所此な らびにエ営所に気象欣況を通知すると共に，今後

の気象通報に注意し粋成する様指令する ．各課員の明 3「l晶朝よ りの臨時措似ならびに分担を定め

る．

9月3日 05時 ()0分一ー風雨特報受領．

詞 05 時 30 分＿気象台より河川諜L＜公含闊靡の通知あり ，直ちに --J•本部恥口辿絡す

る．

詞 ()7 時 ()0分ー一給風雨停報受領．各t．本出張所， こr．営所に給風雨附1iを通知すると共

に，河川課辰命令として所りの非常召集を行い，水防休制をとるこ と， ー'|前 1(）II炉視在の雨祉を知

らせること，夜冬察屯話により刻吋討報をクrlらせるこ と等の指令を逝述した．更：9C.(） II.1」.:I)1)分から放

送局を通じて笠下各水防狩．Iり！芥祁：水標，水l,',',Jl"J笠．l用者（よ七れぞれ水防似1，り を＇整え， 蔽呪知成にあた

る様要望した続いて 9時 45分に1よ次の様な水防I.jli報を出した．「怜lヽ．の各水防行」り膚，が：水椋，

水附「'’j管踵者はそれぞれ水防休制 を賂えf；佼爪なり冬II£にあたられたい」．

詞 10 時（）（）分ー一台風1甘報受領．各1••オ</I\,JKIリi, 1滋所に辿恨する．

詞 1(） II年35分ー一台風1・,l州麿；；炒受領．各土木出張所，」：営所に辿恨する．

詞 11時 15分一一台風翡恨氾1号受領．各士和1,1，J長所，エ涵所に述恨する．台風I.hi・it才



2!ili ジ ー＇ニ ン
ーヽ

4
1
 

夙 )̀1i ；仔
気象菜務

別 よく ジェ ン台夙に対す る

署

9
9
 ．
 

ヽ

気象油 tit

H
 

.f 

1
,
 

日
11

2 8
9
0
1
↓1
3
4
5
6
7
I
8
9
0
1
2
 

1
1
J
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
 3
4
1
2
3
4
5
0
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
0
6
7
1
8
9
0
1
2
3
4
1
 

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

 

H

H
 

C

0

4
 

｝ゞ

近畿地方建設），9)及びliJ庁へ辿絡

ラジオ辿汁i

鉄道気象辿報 (l)

台風枯報 (1‘

ラジオ臨II!J：辿柑

阪

ラジオ臨時辿報
風雨特報

暴風雨榜報

鉄誼気象辿報（か
台風t!i報 (2)
i':j杓／jに関する通報，鉄逍気糸辿報 (3)

台夙•t, ！i報（3) 台風 •t, ！；報 (4)
台風t,！；ili(5) 

台）武t,f;-報 ((i)

台風t,『邪 (7)

特報解除

台風仙報 (8)，鉄逍気象通汁堺（除

'‘
 

J
 ’ノ

都

粋報解除

舞

泊上気象秤祁

泊上気gi粋ヽ i.Ii

I風1:Ii特褐

台風枯・報
暴／瓜雨屯M1i

暴風雨屯料：1i,
I i:沿潮4’炉ili

凪雨特報

I 
沿上気象秤似

． 

斡

I 
硲潮特報／り’I・除

if•L上気象牲恨，咎松解除

紳

台凪枯報 (1)

洵上気象咎似(l)

風雨特祁

戸

泊上気象咎報 (2)

絲凪雨粋祁 (1)

紙道気象辿‘t1i

台）武 t,!;• 報(:,!)

暴風雨抒報(~)

台）瓜t,!;-報 (3)

密報解除

2, 71'3, 
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矛 4号により， 台風はいよいよ大阪泥に入ることが確実となり ，

よる佑ji?}］が一致する最悪条件の危瞼が涙厚となつたので， 再び放送局に至急：水防活動を開始する様

スポット放送を依頼する．更に 1111.,f 45分，

時 50分で， 台風によるi:：:ji?}］と一致するという最悪条件になる心配がありますから，

始して下さい」．

次の様なl'1り報を 出した「大阪冷での満潮が 午後 （）

12 II茅15分ー一台風1討報矛 5号受領．各土木出張所，

12時 3()分ー一台風梢報牙 6号受領．

認 Il.『15分ー一台風1酋報牙 7号受領． 

．
 

h
ソ

各士木出張所，

各：I：木/I,1，；K所，

大阪約の満潮と台風に

水防活動を開

工営所に辿恨する．

工営所に辿報する．

-T．憐所に連絡， ＇＼じ話不通箇所あ

（近畿 地 方）

L の，；X• I!：J俎 2ti7 

J!",l 
＇ 9 9.  

夙雨特tll

秤報解除

洪水殺報

6し机淵
4

必風1H牲報

特別火災咎料報

洪水豫報解除

夙n:j特骰

台風t,!J°報(3)

＇苦報解除

路 洲

風l:Ii特報
I 

必風/:I:j咎報

暴風雨咎報（＇2）

台夙t,！itli(l) 

暴凪雨粋報 (1)

台風村灌~,2)

咎fli解除

本． 和 歌

夙l:li特浪

風雨特報

I 

咎報解除

,,, 

絲風雨咎 •rll

潮

瓜雨特似

‘,＇’ ー・ー・汲.J
 ＇
 t
 

風台

暴風l:l：j咎報

台）武t,!i報 (3)

密報解除

IIn 栂 卯

風1:Ii特似

彦 根

夙1:IJ特fli

台風t,！汁杖

暴／武i:I秤名'iii

秤汁iiりIt除

．
 

9
l
 

•11

4"ajJ

.jJ 

I

I

I

I
 

14時()()分ー一台風梢報受領．各方11'1i通｛訂途絶．

15時 1)（)分ー一台風I酋報受領．

15 II年30分 一ー船風雨夜予報解除受領．

21) II.j'00分＿ 台風1，り報受領

大阪府災害救助隊

災宥発生にあたつて卯II.『適切な活動が行えるよう甘りもつて綿密な計両と， ｝厳格な訓辣をもつて 1i

前に備 えを固くしていたが， 9月 2Flジエーン台風の佑報に接したので人ii召集を行い，企料部外

]1部ばそれぞれ適切な措匹をとると共に活動を始めた．救助除の大部分の活動は， 'との性質上災

害発生後，災害救助のために行われたので，

水防活動を終る．

その活動•Hi況はこ入で：よ省くが， iiり防部は・' |前 511年か
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ら各消防 ‘料 を通じて，市町村に矢つき万頃こ気紋通恨を流し，総務部は'l•前 511.『から気象通報を流し

つづけ，近畿民＇ド部，救助隊各部と 1嘩述絡をした．

3． 大阪市泊防局

ふ 気象通報の受領1村況と亡れにもとづく措凶

9月 3「I08時ー一気象特報受領．仝市 18泊防署に対し，当務liの非常悴成を発令，続いて 8

11.i.: 8I)分1|1号非’沿倅戒を発令した．

詞 1)911、i・： （）（）分＿ 台風I酋報にもとづき管下消防署に，午前 1111.,J; （）5分の満潮時におけ

る凶潮の呼戒方の背命を出す．

詞 11 ll!J'3()分一ー特別火災倅報を発令する．

1,;J n時： 40分ー一低地区の泊防署に対し，没水の措紐として卿筒自動車の待辿及び救助

活動にロープの利IIl，その他主力機械の機能を失った場合，踏躇することなく署辰以下全員は人命

救助に企力を梨中するよう特別な指示命令を発し，比較的祈り地の泊防署か・ら，特別応援として低地

15消防署に， それぞれ 3l)名宛訟派した．

b. れ措骰による効果

台風中の人命救助ぱ，ほとんど泊防峨i1の手によつて行われ，風の最も強烈であつた 1811、9E4(） 

分ごろを中心として市肉 17ヶ所に火災があつたが，有効適切な防火活動により大火に至らす喰止
... 

められた．布し措凶を談つていたならば，全市は水害の辿く及ばない焼野ケ原を現出したであろう・

（＇． 気象通報に対する希望

1. 予報の統ーを要望したい．；西区気象台の予報と中央気象台の予報が異なつていた場合，

混乱を起す

2. 台風の進路予想をもつと早く出して慾しい．上陸 24時間以前に適確な予報がほしい．

もし一般に発表できない程度の確かさであるならば，泊防署辰だけにでも上陸の可能性の有

無を知らせてほしい．

3． 台風情報に1よ専門的用語を使わすもつと 1凡易にして 1缶しい．又，夜名報はばくぜんと努 I戌

をi)しす内容で1おなく，家が倒れる程度とか，瓦が飛ぶという様た現実にg|］した表現で，適確

に起り 1.1.}べき’l討況を示して陪しい．

＋． 近畿地方建設J,J

a. 気象通報の受領｝状況とそれにもとづ く措凶

9月 2Fl 09時 00分ー一翌後水逍を通過するとの台風1村報を受領．局lミ，企画部9に指揮の1汁こ

調壺課では予報体制を幣えた．

j,i] 

兄込を立てた．

ー一午後北東に転じ汐岬神 を通るとの仙報を受け，台風の接近が早くなる

9月 3「ljI!.，；肘．j-一 近畿地方に接近するとの予想のもとに風雨特恨が発せられたので，これをJ!/.I IJ 

気象染紛 l・・ リ）滸！！り 追 :.!1,¥1 

軍話：こより淀川及び蘭ii川：こ通 恨ヽした．

伺 9)7時 (JI) 分 淋風雨竺報 を受けたので，無線'rl;:（ふこより 各局：こ通i1｛すると共，こ， J: 

想された台風進路ごJ此も近い，VIl,!Iff路の各 1:1バ務所は＇，じ謡 こより通報 した 山良川はも111し込

んだが出なかつた．

I9,J 1(） 19、1J:］5分 一 台風は室戸111111を通過し， 1819年ごろにぱ 大阪囀付近に逹するとの台風

餅報を行，木加If」-．流では既に 144mmを突破した所があ り，本年初の洪水予報を出した．

屈 14時 00分 ―ーこのころより‘心信，＇，如話不通 の岱連絡ぱ無線＇心話 にて行い，ぷ1リ,,流

域で 100~1.50mm, 仕川流城の亀岡で1ま67mmであるとの報告を受け，枚方の水位1ま35(）cmと

推定し，淀川の出水につ／いて大阪狩区気象台，放送局，大阪府守関係官庁と述絡した．

b. 気象通報に対する希望

電信，雷話が不通になること 1ま当然予想されるから無線＇心話で連絡が出来 るよう にしてぼしい．

5. 矛 5管区悔＿1沿．｛呆安木部

a. 気象通報の受領にもとづきとられた措置

9月 2Fl 13時()()分＿ 台風1村報たより，非‘i;i配備規程に吼じ呼成1本；1，Ilに入る．1やFf呆安部冴

巡視糾及び小型紺舶，漁業糾・合布に対し，・情報を伝逹，呼成を厳にする様発令， 又全削~~I(! ：こ封し英

文による気象情報を発令．

同 16時 ()0分ーー在港巡視朗艇に待機発令．

同 21 19一年15分一一般帖舶に対し英文による気象呼報を発儲

9月 3Fl (）4 19年()()分ー一港内曳朗及び` 水先人の手配す． （当直芥不在の会社多く完全な手配不

能）．

同 06時 00分ーー港内艇あきしも，あかつき，港栄丸により在港糾舶に呼報 を（云逹せし

む．矛 1非常配備乙発令．各紺舶会社に再度電話連絡せるも， H曜日 のため連絡困難

同 ()7 11一年30分――沿iク：n,小松，1,．』＇j, 由良に対し雷話連絡，総風雨呼報 を伝逹．

同 ()8 91年00分ー一大阪，麻知に対し台風1酋報を伝逹し，各巡視繍まり和1父を厳：こし，台風

通過後の遭難糾に備え通（酋連絡を密にすると共に，救難に対し万全を期するよう命令．港内艇をし

て，在港開舶に携関の月J、慇，継紺索の射強，来紺員の待猥布の1i:、意を伝逹せしむ．

詞 ()8 19一・~: 30分ヽ ＿ 巡視艇きじ，港内艇 CP12！仁，遭難紺発生を予想し， 11＼動を命じ，

附近の呼II父にあたらしむ．

|ij • (）9 99年30分 ― 大阪保安監部に対し， ジエーン台風は阪i帥方[hiに I{,Jい，］219.,J: 45勿

満潮時：ご通過し， fr:j潮の危瞼が謀肛となつてきたから，港内梃を使lljし港内碇・ir'I附til(1芍別こ徹底せし

められたい旨述絡．

liij f)9 99年32分ーー全糾舶に対し英文台風1酋報を発（允

l,j ]i) I.IJ・； 30分ーー全撒舶に対し台風梢報英文にて発信．風速 2(）mlsに逹し，港内艇の
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行動困訛となり退辿せしむ．

詞 11 fl年:{1) /JJ・ー ／弧速：3（Inl s 以 1：となり ，巡祝糾きじ，港内艇 Cl,12 を辿雅待慨せ

しむ．

詞 11 II、『;5じ分 ー仝削tに対し英文により聟報を発す．

詞 16 時 00 分—―ー巡視艇きじ．池内艇 CP 1~ ~、『 3 隻に対し台風後の継内遭難紺放助 tJ..

らびに被官調在の侶出動せしむ．

|．rJ 16 11一年4()分ー一きじに対し，練科糾姫島丸救助を命す．

I,ij ]6 時 50 分—きじに対し和 1ll 岬沖漂流中の機帆紐の救助を命す．

同 20 時 00 分~本部非常配備解除

b. 右措四によ る効果

1. いか！乞適格な台風予報を気象台が発表しても，これを受ける側にその装備と， I開解と，

実行する熱意がなければ徒労に帰する．すなわち， 緋舶について 1ま，無線霞信携器の装備，

乗員の当直，台風に対する知談と万難を排してこれに対する熱意が必要である． 3日の 4時

によ確実に阪帥を製うと判断され，詞時！乙的潮の恐れあることも 一応判断されたれの判斬

のもとに呆liの当直を実胸し，台風11.'」やお ける港内碇泊紺のとるべき対策はなお種々あつた

ので1よないかと恩われる． 一応各糾とも それぞれ対策を講じた模様であるが，その対策が遅

きに失し，又決断が遅れる様に、思われるものもあつた．又，今台風に際し気象等の予想がど‘

の程度に徹底したか疑いなしとしたい

2． 訓l戸港において1よ， 1（） 11年ごろには総ての碇泊舟柑から煙又は冷却水が紗外!'C出ているの

が認められ，桟関の用、意が出来ているのが確認され，弊報の伝逹（、ま概ねその目的を逹した

3. 大阪港の被害ぱ帥戸港に比し甚大で， これは大阪港の地勢ならびに築港の計両による も

のと恩われるが，更に又，気象台の予報が遅きに失し，各紺への伝逹又不充分であつた事，加

うるに各紺の気象に対する認識不足―及び台風に対する措切の不充分に）よ因するものと思われ

る．

c. 気象通報に対する希望

1. 2 Fl・午後：こで も，阪帥地方を吸う可能性について呼報を出せなかつたかどうか．気象台

が余り ！こ惧1T仇こすぎたのではないかと考える．又最大風速についても余り過少に放送してい

た様である．

2. 台風が接近するに従い，各方面よりの気象台に対する電話の通話が輻湊し，述絡が非常

：こ困難となつた． 一般糾舶に対し究報を発する必要のある悔」-.1呆安官腎と気象台，測候所と

の連絡に1まぜぴ直通宙話の施設が必要である．

3. 紺会社，造紺所ぐ陪への軍話辿絡1まH曜日であり， しかも早朝の間極めて困難．で長時間を

要した． 各糾会社も台風の来吸， 「liit削｝の在港を熟知している筈であるから， 当然買任芥・

気象架紛 ＿1・・り） llk・ |！：J加 271 

の所在を明らかにしておくと1nj11.＇拉こ， iti直1'しを酋暉iし，披咆互） ＇ド態，こIi/iiうぺきであか 父，

紳戸， K阪港のみならす，竺報（パ逹を徹底せしむる岱，各地にサ 1レンJ苅iiを考他：すること

が良策と考える．なお倅報（はりの/,1;]5、.IIを計るよう4河年より努｝）する必要がある特之，小J刊

糾•牙廷糸Ill iに対しその感を深くする．

4. 仮間の一般緋舶むけ呼報放送；ま果してどれ程の効果があったか疑間である．台風米製の

おそれある場合，各朗舶は航泊碇泊の如何を 1!ijわす無線常時当直をなすべきである．

台風通過前の停心は通信能力を低下し，各方f(1iに対する辿絡を困難ならしめると共：こ，救

助及び被害欣況調任布の業務を妨げた．非常用＇直線 の装備，港内艇及び近接｛屎安官箸に小刑

無線危信，電話器を装備する必要がある．

又般糾舶，殊に小型糾舶について（ま最小限必要なラジオはぜひ装備せしめる必要がある ．

5. 大型翡ま各紺にて天気図を竹製し気象台の予報と綜介して考えるならば， 「l信のある'Fll

断が出来台風に対しての対策も早期之建てられるから是非実行をす＼めたい

cl. その他の希望

停電その他の1狐故の窃， 気象台との辿絡不能となった場合には当本部独自の気象観測 をなし，気

象台のみに頼ることなく判断出来るよう気圧計，風向計， ロビンソン風速計，雨祉計，乾湿寒暖計，

温度計及び気象常用表の装備が必要である．

6． 大阪栂1-．保安監部

気象通報にもとづきとつた措骰

9 月 2 日 15 時 00 分ごろ—ifi土保安木部より洵土気象呼報受領．

同 15l11」.:30分ー一気象台築池分室より台風梢報矛 1号受領．宿直を8名，糾舶当直を！）

名に増iiして所内の笠戒配備を固めた

9月 3日 ()511年30分ー一強風特恨受領． 消般卵l（に対し，退報とするため紅白の信号標を掲示

した

同 ()619―年00分ー一更に赤の吹き流しを加えて，陸l→．一般及び小糾艇に対し呼報を 伝えた．

詞 ()7時 3(i分ー一分室より染風雨悴報受領．保安庁所属小糾舶及び附近舟itfl(1会社に呼報

を伝述した．

詞 1(）時 30分ー一台風＇廿洲麿 2号受領．保安庁所属の巡祝艇を 出池せしめ，碇泊中の糾

朴II’-1に台風来製の術報 を伝え注｀点を促した．

圃 11時 00分ー一台風術報矛3号受領．再び巡視艇：こより 翡潮来製の究報を伝逹せんと

したが風浪烈し</1}港不可能となつた．

同 ］1 ll!J'10分一ー総ての軍話不通となり通信辿絡は途絶した．

これ守の処四により脱1リJの準備等を幣え，無被害又は阻傷軽徴の削HIflが多数ぁった．

以卜Iま関係官公庁のとつた措骰であるが，在阪紳の糾舶港湾関係，‘，じ鉄，‘屯力その他の会社1よ防災
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氣如 l絡会を条II絨し，気象台と密接な連絡をとつて気象通報 り利IIlして下記のような措凶をとつた・

(:2) 船舶港訪IJ!li系

1. K阪灼糾株式会11il:

,l. 氣依述：•1むこもとづきとつた措凶

辿絡会を通じて氣絞台と密接な・連絡をとり， 3 Fl 早朝所属削鴇fil(I に気象 '!i1 、}•1げ を 通報し，舟作りの非常

陀{Ii；についた．竹「1大阪沿碇泊中の航舶！ま 2隻で，各即1(1Iま次の様な措置をとつた．

亨 (841)T) 一台風来嗅にそなえ，徹1鴨砥lの修直I1を行い 3日未明完了， 又脱関の 用慈も完

r, ]2 11.＇i: 27分より脱関を 使）IJし糾体の保‘女につとめた．1311.『］5分，遂に左舷錨切妍，右舷錨

楊錨開始したが操削竹仝く不能となり ，糾f本1ま紐激に圧流され 13時 20分築港棧橋に激突損傷を受

け， その後凶潮の岱現1共］前通舟柑滞西防被堤を越えて遂に税1具］前岩壁に乗揚げた．

]＇澤 丸 (1122T) - 1旦荷役を中止，菟天準備をなし機関の用慈をした．風i良の包紺休動椛甚し
~~—---.... ． .... 

く，庁唸こ激突 を続け外板に担傷を受けた．

b. 布措四による効果

lぷl'丸＇ま荷上を完了 した窃鮒足軽く中破したが，その他ば大なる狙似なく，気象通報を有効た利

用した

C． 気象通報に対する希望

］． 気象台通報課の祀話数をもつと埓して11.しV".

込 気依台がら 1ま，笑港分窒を通じ＇心 話又1ま徒歩で連絡を受けたが， t1、J:I．．保安庁は今少し絣

舶は直接通恨するよう 処凶頓いたい．

3． 台風に似］する情報！ま新間， ラジオで前から大きく取I．．げてi団しい

,) 関西汽紺株式会社

a． 気象通報：こ もとづき とつた措四

渇象通報は連絡会より 1まとんど全部受けたが， 日曜のため幹部不在のこ ととて所属哨舶に対して

はぽとんど通糾せられなかつた校様で，当日大阪池碇泊所属削詞隻中， 8隻ぱ沈没し， 1隻は狽似

を受けた

忌 (1(）47T) ー中央突堤牙 2 •) i隠に繋留中であつたが台風来吸 を 知り，比較的安全な場所

とされていた北礎に辿難の侶，1（） 11年35分離；＇IE, 該地に双錨泊した．風浪弧まるに従い，該場所

も決して安令でなくなったので， 再び他：ご辿難すべく左舷錨の揚錨後打般錨を揚錨中，風浪の岱五

節の所で切札押流されたが， 『．蓮寺川の中程で左船錨投下，骰I力を利び使用して被害をまぬがれ

た．

塁必一ー台風の来製を知つて緊留索を府し既関の）11揺をした．風力が激しくなつたので出椛

退辿を決謡したが，襟流してきた外国附•~ GERMA 号に出 n を寒がれ待桟中風力強烈となり，離｝~-:

不能となった窃，繋留索切：•町の場介の強行操朗可能の準0iii と，繋糾索の保全と防舷に努力 を糊した

が，風圧認：j潮の為紺首繋紺索 8木，瞬時に切断し牙 2, 矛 3突堤奥に圧流され， ]3時3()分沈浚

した

太平丸 (937T)-—荒天準備を完了し沖出を決意したが， GERMA 号及び宮島丸涼流の岱その

機を逸し，宮島丸が木り作々尾に接鱗し繋船索を切断したので岸壁との接霰甚しく． 15時 30分沈

淡した

あけ匠．の丸ーーあかね丸同様，沖出の観を逸しGERMA号に激突され沈浚した．

すみれ丸一ーあかね丸に接獨し，紺尾繋索5本，続いて紺酋繋索 5木を切断され東方に涼流，矛

2, 矛 3突堤の基底岸壁に左舷衝突．外板に阻傷を受＜．

3. 日本郵紺株式会社

a. 気象通報にもとづきとつた措置

9月 2日 16時ー一台風情報矛 1号を受けたので直接大阪笠区気象台と連絡，台風ぱ北東：口転向

するとの判断を得たので西行の舞子丸を 17時出港せしめ．同紺は無事目的地：こ到浩した．又，碇

泊中の 2隻｝こ情報を伝逹した

9月 3日早朝ーー全朗員配備につく．

室閑~ (2493T)一ー補炭，バラスト搭戟を行い，紺脚を入れ，繋留索を増強，岸壁との間にフエ

ンダー多数を入れ庶天準備完了．ス プリングワ イヤ 2本切断し，紺体は前方に移動したが，摂害ぱ

軽徴であった

函館iL(1994T)一ー自甜れにおいても天気図を作製，今回の台風に対しても早くより注意を抄l恥，

補炭，バラストを搭載して紺脚を入れた 10時投錨，午後になつて風力の増加により右4節，左

2節に延長， 11時機関用意完了．午後から必要に応じ機関を使用，被害なし．

b. 右措置による効果

ほとんど損害を蒙らなかつた

c. 気象通報に対する希望

もう少し早く台風の予想進路を知りたい．

4. その他の祉舟街の気象通報の利用情況

的—順利丸（D. W. 600T)-—会社の紺舶部長より台風来製の注意を受け，壻索を行い，部長 1

人で守り通し無被害．

白日丸，高明丸，
＼へ へへへへ

疇丸眉山丸一ー以上は川崎誼工業株式会社で接岸繋留中の新造紐，修珂咄
/ツ～へ．へヘへへ

である．全部相当長さのあるチェーンを含めた繋索で繋留，大きな損傷ばなかつた．

J 
5. 住友 倉庫

a. 気象通報にもとづき とつた措置

9月 2日 15時ー一台風情報により同社所有の小型紺舶に尻無川及び安治川上流への避難を命じ

た．
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9月3日午前ー一特報，啓報と相ついで受領，全紺舶の早急避難を命じた避難終了後，高潮密

報を受領，事務所内の書類を 2階へ搬出中に高潮の製来があつた．

b. 右措倍による効果

所属紺舶 40隻のうち，軽徴の損害を受けたもの 4隻にすぎなかつた事務所内の害類はぽとん

ど全部流れたが阻要営類は助かつた

6. 日本通蓮港支店

a. 気象通報にも とづきとつた措置

当日 1ま同社所有の紺舶なく，桔荷蓮送上の関係から英国紺に暴風啓報を伝えたが，同紺では日本

附近の台風についての一般的知識乏しく，岸壁へ繋留したまい高潮にあつた為破損し，附近の小型

紺に被害を与えた高潮腎報は受領したが日曜の為出社員少く退避がおくれ，陸上施設の被害が大

きかつた．

b. 気象通報に対する希望

台風の予想進路を 2, 3 日前から通知して1生しい．

7. 大阪通紺蓮航株式会社

a. 気象通報にもとづき とつた措置

9月 8日，特報啓報を受けたので全紺艇を安治川へ退避せしめた高潮笞報を受け，直ちに退

避を完了した

b. 右措置による効果

退避中 1隻が他船と接獨し，舵を破損したのみで他は全く被害がなかつた

(3) 鉄道，電力関係

1. 近畿日本鉄道株式会社

a. 気象通報に もとづきとった措置

遂次気象情況の通知を受けたので対策に非常に役立ち，事前に列車の蓮転中止等を行ったので，列

車の被害は皆無であつた他の電鉄会祉は気象通報を得られなかつたので被害が多かつた様である．

2. 国有鉄道

遂次気象情況の通知を受けたので，体制をとるのに非常に役に立った

気象通報に対する希望

1. 予報の統一を要望する．

2. 情報はぴんぼんにラジオで放送してほしい

3. 関西配電株式会社

台風情報を受けたので各幹部に通報し，召集することが出来て大いに助かつた

気象通報に対する希望

1・ 予報の統一が望ましい．
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2. 気象通知電報は，時間的におくれる．

3. 情報はラジオでぴんばんに放送してほしい．

(-1:) その他の会社

1. 新扶桑金属工業株式会社尼ケ崎工場

a． 気象通報にもとづきとつた措骰

同社には事前に次のような準備がたされていた水防委員会を組織し， 3.2 kmの防潮壁は年荏

に補強を陀ね，角落材は毎春，曲りと割れを取替え，士襄用土砂は補充を繰返し，各地区除の編成

は年々改訂を加え，特に木年 7月以降は水防本部からの指令の迅速化をはかる新しい方法として，

牙］期，牙 2期，牙 8期の 3段階の水防体制を案画し， それぞれの休制下における各赳区の砧木行

動を統一した一方， 1800余のモーターの待避の計画は勿論，待辿所要時間も調査されていたが，

これ等を待避せしめる引揚用具も散逸を防いで，特定の木箱に格納し，指令と共にこれを打割つて

取出すことまで準備した叉，当事者は数度気象台を訪ねて， 台風，高潮に関する知識の取得に努

めたジエーン台風に際しては，

9月 1日より気象黒板上に進路を図示し， 9月 2日と 3日の工場休日が振替えられ， 9月 3日は

全社員が出勤し 7時半， 8時の気象通報により，

8 時 15分＿一挙に矛 2期水防体制を命じ， 13の出入門は一つを附近住民の辿難口として残

し，他ば角落材で密閉し， 2線防備用の 11400箇の土襄を要所に構築し，豫て計画された行動甚

準に従い低所のモーターは引揚げられ，車輛ぱ地盤の高いグランドに待辿し〖付近の船舶は移動し

た

10 時 30 分ー—·蓮絡会より，午後 1 時大阪通過の情報を受けたので，最後の段階である矛 3 期

水防体制に入り，中食時間を 30分くりあげて 12時前には 2200名の翌食が終つた

13時 05分ー一避難口の最後の門を閉じた

b. 右措箇による効果

当日の水位は壁の上辺を 50cm余すまでとなり，工場は島のような有様になったが，工場内は

短靴で歩くことが出来，翌4日には電力が導入され， 5日には操業を開始することが出来た．

c. 気象通報に対する希望

地上どの位の高さにある予ーター類まで引揚げるかを決定する為，高潮の潮位を予測して通知し

てほしい．徒らに大きく見苗つてモーターを引き謡げた場合は後刻やつかいな作業が増し，それだ

け復興がおくれる．

2. 日新化学工業株式会社

a． 気象通報にもとづきとられた措置

同社には工場の周囲に延長 11km, 高さ O.P.J-.4ないし 5m, 厚さ基底 2m, 頂上 25cm, 扶

壁を 3m毎に設置した防潮堤が昭和 22年完成していたこの防潮堤には， 13ヶ所の門が設け
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てあつて，安治川筋と棗側に面した部分の 9ヶ所には 6mmの鉄板で門昴を作り，その内側に 15

cmないし 20cmの捨の角材を二重に入れ，その中間約 30cmに粘土をつめて完仝防潮を期す準

備が猜恨：こもとづいてan時実施出来るよう幣えられていたジエーン台風に際して，

9月 2日の台風情恨矛 1号により，一応の準備を幣える傍ら，ラジオにより径路を記入した．

9 月 3 日早朝の情骰により，安治川筋で 1•ま 30 分鉦に潮位を測定し， /-1',入門のダヒ＂ツトには防潮作

業用のロ ープを取付け，当日非番勤務の終備員に残業を求める等の非常事態に処する体制を整えた．

1{）時すぎ台風情報をうけ，豫て待機して置いた 1班 5名ないし 9名よりなる 4ケ班の作業目を

使つて出入門に捨の角材を入れ，粘土を釈み重ねて高潮来製 1歩前に作業を完了した

b. 右措四による効果

工場内への没水なく，ぽとんど狽害1まなかつた．

以上の記'Jiを古くにあたって，気象台からの問い合せに対する回答以外に，次の様な文献を使つ

た

防災気象連絡会誌 「たいふーん」牙 6号

防災気象述絡会議事録

大阪市消防局編大阪消防 10月号

大阪府発行大阪織員時恨牙 9号

建設省近畿地方建設局 ジエーン台風に関する速報

牙 5管区海上｛呆安木部 ジエーン台風綜合報告壽

(2) 高松地方気象台＊

台風ジエーンは 2日 12時 Iの観測では中心示度 980mb（修正 945mb) と報ぜられていたが，

2日 13時 1S分 I飛行機観測によつて眼の位四が確認されてから 15時 Iの観測では窒戸岬の南

方 550kmの湘上に逹して中心示度は 9-!0mb, 中心附近の最大風速度は 100Jツトと報ぜられ，

北々固から北の範囲で苺時 20km程度で進んでいたので直接正而に当る四国地方は急速に緊張の

度を加えて行った

各地の郷戒朕況は 2日 10時高知，徳島両測候所の風雨特報を最初として 2日夜半前後より暴風

雨笞報を発し， ラジオの臨時放送その他台風情報の発表によつて密戒に当った

各地の啓戒欣況は次に示す．

1. 高松地方気象台
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＊ 裔松地方気象台予報課

饂気象池報（地方） 2日 16II炉IA｛牟岐線、徳島線I +．ii.I,綜南部
吋予讃線及び香川

I c{ }信閃及び仁堀航
路

鉄磁気象通報（地区） 2日 16時 字高航跨

暴夙雨野報僧除 3日 15時
鉄迅気象逍報解除

（地方及び地区）
3日 15時

｛風雨が弧くなる ．
凪 20~25m 、雨 100~~00 mm  

｛夙雨が強〈なる．
/:I>し 15~~0 m. f月50~100mm 

｛ 
， 

夙雨が弧くなる．
夙 ~0~~5 m 雨 50~100mm  

｛ 
' 凪雨が強くなる．

凪 :l0~~5m, 雨 50~100 mm 

口．台風情報 牙 1号 9月 2Fl 14時（台風 3Fl朝豊後水氾南方に逹する見込み），牙 2号 2

日 22時 40分（台風は四国の東方を通る見込み），才立竺ー3日3時（ラジオ管中臨時放送，台風

は豊後水道又は四国西部へ接近の見込み），矛4号 3日6時 30分（ラジオ行中臨時放送），矛5号

3日9時，牙6号， 11時牙7号， 18時 30分．

:?. 徳島測候所

徳島においては一般の努成に入る前に 2日 15時県災害救助対策協議会本部たる福祉課との辿絡

により今回の台風は 8月末までに来殴せるものと異なり非常に危瞼性を有し，大なる影態を受ける

見込みであるから 2日夜以後の測候所，県，地方事務所及び市町村との通報連絡仰戒体制，こ万全を

期するよう申入れ屎側もこれに対する処晋を講じた．

ィ．

牙頂 別 麟日時 1 区

風雨特報 2日 10時

凪雨特報追報 I2日 22時

暴夙雨警報 3日 02時

暴風雨啓報解除 3日 14時

鉄逍気象麟（地区） 2日14時30クr|｛合
賢覧尺通報解除｝ 3日 14時

3. 高知測候所
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ロ．台風情報 矛 1号 9月 1日 15時，牙 2号 21時，牙8号2日7時，矛4号 2日 19時

矛 5号3日3時，矛6号 7時，牙7号． 12時．

，，＼吉野川洪水予報

吉野川洪水予報述絡会規約により大雨附報を出す． オ土竺ー9月 1日 15時， 矛 2号 2日7時，

竺 8日 19時， 矛4号2日 22時（雨飛予想；吉野川上流木山以阿］00mm内外， 貞光川，

穴吹川流域 300mm以上）， 矛 5号 3日8時， オ凸号 3日7時， 矛7号 12時， 牙 8号3n 14 

時．
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秤 別

夙雨

必／凡雨

暴 lJ9し雨秤祁追報

特

笞

報

殺

凪雨特祁
J;りし1H q・．炉付iiり1(lit 

投友日時

2日 10時

2日 22時

3日4時10分

3日 11時
3日 14時

区 域

邸知県

同

同

I 舒

風淘上 15~20m
｛台風は土佐沖を北束に進む見込み，風泊上 30m
以上，陸J.・.20~25 m 雨献 100~150mm  

I { 
台風は，＇，●：j知県に上1埃の見込み， 中心附近40mそ
の他25~30m，雨 l＿l_1 •岳部 300 mm以上，ポ地
l00~150mm 

戒 Q_) 概 要
広島県内の一般の啓戒体制

9月 3日5時風雨特報を発表し，

央放送局，

指令所，

中国四国地方建設局，県庁河川課，海上保安木部哨戒課，瀬戸内悔汽紺木社，

中配給電指令所，

たゞちに消防署，市災害救助除，

日赤広島支部， 両日木重工業広，店造紐所，

国呼管区木部努備課，広島中

日発給祖

水廂試験場：c電話連絡して

般の注意を喚起し密戒体制に入った幸い本県は台風中心からそれて，風述も 10111.に逹せす 9月

ロ． 台風情報 牙 1号 9月 1日 21時 30分，牙 2号 1日 23時 30分，矛 3号 2日9時 5(）

15時 40分分，弐上翌 2日9時 40分（ラジオ県1入」放送）．オ 5号 2日 11時 30分，牙6号 2日

（ラジオ県内放送），牙7号 2日 18時（ラジオ屎r入］放送），才竺翌： 20時 30分（ラジオ県lス］放送）

牙 10号 2日 23時 10分，牙 9号 2日 22時（ラジオ品臼放送），

ジオ県内放送），矛 12号 3日5時 00分（ラジオ尿内放送），

内放送）， 時 40分（ラジオ県内放送），矛 15号ー3日 11時（ラジオ尿内放送）．

.J.. 松山測候所
ィ．
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耗 別 啓戒の概要

夙 20~25111,雨 50~100mm
風 25~30m,雨 150~200mm  

ロ． 台風情報 矛 1号 2日 1(）時，矛 2号 2日 20時，吐主堡 3日5時 30分，吐1翌：3日

6時 3(l分，牙 5号 3日8時 40分，

その他官署の処四

5. 

矛 14号 3日

宿毛測候所

へ通報した． 又沖ノ島，

(3) 

A. 

＊ 

広島地方気象台＊

特密報発布欣況

特努報発布及び解除時刻

広島地方気象台予報課

込

愛媛県
愛媛県

域

いすれもラジオ県内臨時放送を実施す．

事前：こ特に注意したの 1ま紺舶漁紺の遭難防止のため， 国啓，

牙 13号 3日7時 55分（ラジオ県

自治努察，消防署及び柏島，沖ノ島

弘瀬漁業組合漁胤けの退辿について指示した

牙 11号 3日2時 50分（ラ

一

風雨特恨 暴風秤報 特啓報倍 鉄誼粋報 麟粋報 I備 考
発布時刻 発ィ・1i時刻 除時刻 発布時刻 俯除時刻

広島地方気象台 3日5時 3日16叫30分 3日6時分 し3日17時分
岡山 訊ljf炭所 3 6 

I 3日13時
3 lo 3 6 3 16 3日9時風雨特報更新

・（；販測餃所 3 6 4 6 I 3日18時強風特報発令
松江 測 候所 3 8 3 17 I 

米子測候所 3 8 3 11 3 8 30 3 18 30 { 
3日11時30分 3日16
時40分17鉄迅秤報更新

浜 田測候所 g 10 I 
4 8 30 3 9 30 3日 時風雨特報更新

西郷測 候 所 3 10 3 21 

3日 16時 30分風雨特報は解除された

次に一般の啓戒体制について 2, 3例を挙げると，市消防署においては 5時 10分広島地方気象

台より風雨特報を受取るとtcゞ ちに職員全部の非常召集を行い，電話をもつて気象台と密接な述絡

を常にとり， 刻々に変る台風術報を適確に判断して職員を配置につけ，

して密戒体制を厳にしたなお地方青年団有志の協力を得た市民の秩序ある行動で被害を最小限

に食い止める事が出来た

市災害救助隊―-5時 15分広島地方気象台より特報を受取り載員の非常召集ぱた ゞちに行われ

た救怠車の幣備点桧後常に電話をもつて気象台と述絡をとつた

国密管区本部警備課—ー5 時 18 分広島地方気象台より風雨特報を受領戦員の非常召梨を行うと

同時に，末端官署に電話をもつて風雨特報発令の旨を伝逹し，

るだけ詳細に気象台より情報を受取りこれを速やかに伝逹した特に島部の漁村派出所に対して！ま

速やかに連絡を取り非常電話を利用して啓戒を厳にせしめ漁民の出漁に対してはこれを中止せしめ

台風情報を詳しく周紐せしめるように伝逹した

中国四国地方建設局一一雨祉予想を犯視して常に新しい雨址予想を入手する椋常に気象台と連絡

し，河川工事事務所に対して台風情報及び地建で計罪した出水予想を通逹し，

海ヒ保安本部哨戒課＿特報発令と同時に，在港紺舶に対しては近在の所属会祉を通じてた ゞち

に述絡せしめ，

同時に民間泊防団日 を督励

なお常時台風の情報に関しては出来

なお今後の気象通報に対して特に注意するよう 伝逹し，各紺舶特に小型紺舶ぱ安全

海面に退迎せしめ，航行中の紺舶に対しては最寄りの寄港地に述絡方依頼して万全を期 した

瀬戸内海汽紺本爾：tー一気象台より特報を受領して当日の定期航路を全部取止め，先のデラ台風時

の災害に鑑み厳尼な舒戒体制をとつtc::.幸い紺舶の被害は皆無で，僅かに阪橋に摂害を 受けた程度

であった

日発給電指令所ー一雨机が問題であったが，情報によると中国西部は大した雨ぱなく中国東部特

に山陰東部が 100mm突破するとの通逹で特に此の方面を努戒放水し，

対しては高潮に対して厳重啓戒方指令した

岡山県内の一般の啓戒体制

台風情報矛 1号は 9月 2日 16時発布され，

なり接近して通過する気配が濃厚となったので，

鉄道気象通報を発表した． 夜が明けてから台風は北東に転向し，

啓戒を厳にした．

又洵料部の火力発雷所に

台風は北進を続けて足摺岬方而へ進み，

3日4時 30分風雨特根を発表．

当方面へか

又柘jR5時iCは

暴風雨圏内には入るが， 中心はど



280 ジェーン台風報背
気象業務上の恣 IIll阻 :!tll 

うやら外れるようになったので，特報文の 1部を改正して 7時 30分風雨特報を更新した．台風が

祠l戸上陸後は搭風雨は峠を越したので 13時気象情報矛 2号を発表その後台風が日本湘に出ると

共：口風雨共に静かになつてきたので， 9月 3日 15時，風雨特懺鉄逍気象通報を解除した．

烏取屎内の一般の呼JI父体制

,.¥. 9月 1日 16時，硫黄島の西北丙方 550kmの消上に逹したころ，中心の気圧ぱ 980mbに

降下，中心附近の最大風速が 40m/sに逹し，台風ジエーンと命名されて今後進路を北又は北東に

変える事が考えられたので， 9月 2日 12時，台風情報矛 1号を発表し一般の注意を促したその

後進路を北に転じ．更に北々東或いは北東に転向する気配が明らかになつたので，同日 21時台風

梢恨牙2号を発表，かくて 3Fl 4時には高知の南方 200km附近に逹し，このころから進路を北々

東にとり室戸岬を n指す進路となり，このため，烏取県東部地方に対し 8日6時風雨特骰を発表し

た． 3日 12時台風ぱ淡路島南端を通り盆々接近して来たので， 8日 13時暴風雨啓報を発表，そ

の後8日 18時能登半島を横断するころ当地方の風雨は急速に衰え始めたので陸上では暴風雨啓報

鮮除，叉洵上向けには強雨特報に更新しその後ジエーンは北湘逍に去り湘上向け弧風特報も， 4日

8時にはすべて解除された

B. 台風情報，気象特報，密報発表欣況

a. 台風情報矛 1号， 9月 2日 12時

台風ジエーンは南大東島の 北東におよ そ 300km位の所にあつて中心示度 980mbを示し毎時

15kmの速さで北阿に進んでおり今後次牙に進路を北又は北東に変える見込みですから今後の気象

通報に充分注意下さい．

b. 台風情報牙2号， 9月 2日 21時

c. 風雨特報． 9月8日6時

d. 総風雨啓報， 9月3日 13時

e.強雨特報（悔」：：向け）， 9月 3日 18時

f. 台風情報矛8号， 9月 8日 18時

g. 強風特報解除． 9月4日8時

特郭報の周知方法（広島）

9月3日5時風雨特報を発令し，あらかじめ予約のある箇所（市消防署，市災害救助隊，国郷管区

本部啓備課，広島中央放送局，中国四国建設局，県庁河川課，海上保安本部哨戒諜，瀕戸内海汽紺

木社， 日本発送危指令所，中配給厖指令所， 日赤広島支部，西日本重工業広島造紺所，水産試瞼場

にたゞちに電話辿絡．大半はたゞちに連絡ついたが早朝のため 2, 8箇所は連絡のとれたい所があ

ったが， 8時ごろまでには完了した 一般の周知のためには極カラジオを利用し放送局を動かし

て，ローカ）レ，管中，スポットで数回放送した叉電話で応答したものは約千回，なお消防署の前

には風雨特報発令中の掲示板を 出して周知に努めた鉄逍悴報も 3日6時に発令し，直接電話／1」

，
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来たので 6時 10分には完了した

特郭報の周卸方法（烏取県）

(1) 掲示板使用—ー＿市内 9 ヶ所（分室， 日の丸バス，市役所，消防署，四新聞社）に囮語で依

頼するから所要時間約 20分．

(!!) 誼話連絡 23ケ所（この内市外3ケ所）宙話不通の場合――市内は職員がn転車，又ぱ徒

歩連絡を行う．災害時は啓察電話を頼む．

(3) 放送局—ーローカル放送時刻の 5~10 分前には勉めて新しい情恨，特呼報を提供するよ

うにしている．

特笠報の周知方法（岡山県）

9月3日6時風雨特報を発令し，たゞちに砲話連絡又は掲示して一般への問知をはかり，放送局

に対しては ローカル放送を極力利用して新しい情報の周知に努めた
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ABSTRACT 

Report of the Typhoon "Jane" 

This is the report of the typhoon "Jane" which attacked the Kansai District at the 

beginning of Sept., 1950 and gave large damages. In investigations of the first part, we 

discussed the life of typhoon, results of analysis on the surface and up1)Cr weather 

maps, rainfall and flood, high tide and damages. In the second part, eight memoirs arc 

contained, and also contains the data 01 aircraft observation, hourly surface data and 

some discussion on weather service (apr氾nclix). In chapter I of Part I, the results of 

analysi;; on the life of typhoon are discussed from the view point of surface map aualy;is. 

The principal results obtained are as follows: 

(1) The typhoon generated in the distinct ancl nearly stationary trough of cold tn)C 

along the 140°E from which many tropical cyclones generated in Aug., 19,'51). The change 

of central pressure is presented in Fig. 1.1.2. 

( ~ ) It approached near the cape Muro to in the early mOTning of Sept. 3, landed at 

the SE-part of Tokushima Prcfecturr, and afteT sweeping over the southcasteTn edge of 

Awaji Island at 11 h, landed again on the west part of Kobe at noon, then passed over 

l¥faizuru about past 13 b, for the Wakasa Bay. AfteTwarcls it moved northward along the 

coast of Hokmikn, passed Hckurajima on the north sea of Noto Peninsula at 19 h and 

landed at the southwestern edge of Hokkaido very early in the morning of.J th, gcncrat-

ing a secondary cyclone in the Fuuka Bay. After, this cyclone d(.Yeloped rapicUy and 

crosseJ. Hokkaido. The selfregistering records at the passage of typhoon centre arc pre・ 

sentcd in Fig. 1.4.2-1.4.12 and the hourly weather map in Fig. 1.4.13-1.-1.22 and 1.5.1-1.5.2. 

In chapter 2, the surface data of the eye arc collected. The distribution of stations 

which observed the eye is prosened in Fig. 2.1 (Tokushima Pref.) and Fig. 2.2 (north part 

of Kyoto Pref.). 

In chapter 3, the regional distribution of maximum values of weather clements, 

distribution of maximum wind speed referred to typhoon centre, dist,ribution of hourly 

precipitation referred to typhoon centre, remarkable Iobn-pbenomcna at the Hokuriku 

DistTict, and frontal analysys are discussed. The obtained results are as follows: 

(3) We can see easily that there exists the isohyet of 5-10 mm  which winds logari-

thmic spii-ally round the circle of 50 km radius enclosing the typhoon centre (exactly, not 

circle but may be a ellipse), starting from the region of 250 km distance before the centre. 

The similar belt of much precipitation seems to to wind round the similar circle from the 

i region 01 150 km in Tear of the centre. The Ting-shaped region of much precipitation 

enclosing the typhoon centTe seems to be cut on the south side of centre and precipitation 

is especially much on the left hand side of typhoon path (See Fig. 3.3). 

（士） ¥Veobserved a remarkable fobn-phenomena by passage of typhoon-centre in the 

Hokuriku District and the jump of wind sr氾eelamounted to 2ll m/s at Kanazawa and the 

(1) 



more rapid increase of wind s1氾edoccurred at the end oi fohn. And so, the instantaneous 

winds図eelat Kanarnwa became 40 m /sand the-strong rain and instantaneous wind speed 

of 3.'3 m/s at Fushiki. 

In chapter 4, we discussed the movement of typhoon centre on 700 rnb surface, the 

motion of westerly trough on 700 mb-surface at the Asiatic Continent, the motion of trough 

related with the motion oI tY}Jhoon near Japan and the aerological state over Japan. 

(5) This tY}Jhoon generated in the tTOugh along the H0°E between the north pacific 

high or high pressure at middle latitude and the high pressure OYer Philippine and trans-

lated towarcl west with the westward motion of trough developing to a vortex. After the 

brrowth to vortex, it increased the north component of velocity and the trough became 

almost stationary (above more than 700 mb-surface), then it passed through the the Kii 

Strait to the Japan Sea, but its position seemed to be deflected by the lower disturbance on 

70D mb-surface. Aml the typhoon moved toward north being accelerated in this trough 

(See Fig. 4.1.1-4.lA). 

((i) The moYement of westerly trough on which the typhoon got in Hokkaido is 

shown in Fgi.-l．2.1 and its mean velocity of movement becomes 10° longitude per day. 

(7) This trough is generated by "cutting -0ff" of westerly trough, the trigger action 

for " cutting off " being the continuous blowing of southerly wind, and the south half of 

the trough moved to east (See Fig. 4.2.2--!.2.6). 

(S) The motion of troughs near Japan on 700 mb-surface is shown in Fig. 4.3.1-4.3.3. 

The trough 3 or -1 among them is that of cold ty1)0 on which the t3-'l}hoon got, the trough 

5 ha.s a. certa,in concern with the development to vortex, and 1, 1 *, 2 are westerly trough, 

the trough 2 being the one on which the tYI山oongot. The change of nerological elements 

over each station is shown in Fig. 4.4.1-4.4.5 and the typhoon increased the change of 

temperature or topogn1,phic height of tropopauso and the temperature or humidity in the 

troposphere. 

In chapter 5, we cli:=;cussecl of rainfall and flood. The distribution of precipitaion at 

the Shikoku District is shown in Fig. 5.2.1-5.2.G and that of the Kinki District in Fig. 

5.3.1-5.3.2, the hourly change of rainfall at the Shikoku District in Fig. 5.2.7 -5.2.16 and 

that of the Kinki District in Fig. 5.3.3 In the Shikoku Dirtrict, nine rainfall-groups of 

A-I as shown in Fig. 5.2.17 appeared and moYecl toward north from the south part of 

Shikoku every about three hours. Tho G-group among them is accompanied with the 

central region of typhoon. In Fig. 5.4, the trajectory of region of much precipitation 

(hourly) is shown. 

(9) The region of much precipitation moving with the typhoon centre appeared on 

the left side of tY].)hoon path, the maximum amount of precipitation being 90 mm  in 

Toknshima Prefcctme, Shikoku. This a四•eeds fairly with the conclusion (3) and we can 

not say it resulted only from the topogi-aphic effect. 

In chapter 6, we debcribecl of high tide and the obtained main results are as follows: 

(10) The high tide on the mean sea level is largest at the NE part of Osaka Bay the 

maximum amount being above 2 m. This point is a little distant from the typhoon-path 

to the right hand side (See Fig. 6 BJ. 

(2) 

”い

(11) The region of innncla,tion is shown in Fig. G.2.1, thr larg('qt valuc ar(‘a bcing iu 

the inner part of Osa.ka Bay. The highest tide is lower tha.n that of l¥tnr()t()-typhoon, hut 

the area of inundation becomes twice as the former. This seems to be the 0/fcct or lowering 

of ground in alluvium by the lowering ground water presstue. The region oE inumlntion 

and. the water level of inundation at Osaka City are ~hown in Fig. G.:.?A. 

In chapter 7, we described the damages. The casualitics by this typh1>on、wre2(;（；（）1 

and the total sum of damages amounts to 18 x 109. The damaged area extends to the 

regions along the typhoon-path from the west Japan except Kyus)7_1 to Hokkai<lo and it 

was the heaYiest damage since the Muroto-typhoon hacl attacked at the Kansai District. 

Es1氾cially,the heavy damages occurred at Osaka, Kyoto, Hyogo, ¥'i'akayama, Tokushima 

Shiga ancl Fukui Prefectures. And the damages of houses are remarkable in Osaka, KT()t(）, 

Hyogo,,vakayama and Fukui Prefectures, the damage;; on land are mnch in 1'okushimn 

Prefectnre ancl that of high tide are much in Osaka, Hyogo, "'akayama Prefectnres,（中

pecially at Osaka City. The damages on sea extended in large area. And also, the land← 

pouts genenitecl at the north part of Nishinomiya City, Hyogo Prefecture arnl Fntaga叫

cho, Aichi Prefectme when the typhoon located at the Osaka Bay and g:ne large 

damages. 

[n part 2, eight memoirs are contained with Tespect to the strncturc of typhoon, high 

tide ancl pulsatory motion of earthcrust. 

Memoir 1 S. Saito: On the Structure of the Jane Typhoon 

The distribution of weather element::; referred to typhoon centre en•ry ten minuks 

during the period from 10 h of 3 rel to 12 h when the typhoon was nearly stationary is 

given. (Fig. 1). In the figure, A, B, C, are three centres of low pressure; B is accompanied 

by the eye and A, C have heavy rainfall without eye-phenomena. The traces of A, B, C 

on the self-registeTing pa図rsare shown in Fig. 3. The path of C after l::mcling at Hyogo 

Prefecture is shown as in Fig. 2. Fig. 4 is the weather map just before landing.1 

Memoir 2 IC Kana ya: On the H'.¥’chodynamical Effect uea,r the Centre of Typhoon 

There are some stations having pressme record of W-tYI氾， forinstance, Muroto. Kyoto, 

Sumoto and Kobe. For possible explanation of those records, the author took the dynamic 

p,・essure instead of the static one considering a model of semi-infinite elliptic cylinder, 

and attained the stream line of the case when wind blows 1氾l]Jenclicularto its axis, then 

compared the actual data of pressure difference between the foot and top with the calculated 

value. Both of these coincide in tendency as shown in Fig. 5, bnt these absolute Yalues 

are diiferent. 

Memoir 3 S. Kobayashi: On the Acrological Condition in the June Typhoon 

The author investigated the distribution of aerological elements referred to typhoon 

centre assuming the stationary state of typhoon from 1st to 3rd of Rept. calculating the 

convergence and divergence on 2000 m-surface by the distribution of winc.l s1>Ced, anu 

obtained Fig. 3. As shown in figure, tho convergence is large at 60 km distance from the 

centre, especially in southwest quadrant. This agrees with the heavy rainfall in Shikoku. 

And the distribution of clew 1)()int shows the more wet belt as shown in Fig. 7. 

(3) 



Memoir 4 I. Kimura: The Relation between Jane Typhoon and Meteorological 

Change at Mt. Tsurugi 

When the tY1Jboon approached the line of 135°E between 27° -28°N, if the unstable 

southerly blows at tbe summit of Mt. Tsurugi the typhoon is apt to pass by the station 

of Mt. Twrngi, on the other hand in ease of stable southerly, tho typhoon seems to pass 

far apart from the summit (8ee Fig. 2-3). 

Memoir 5 K. Uwai: Analysis of the Typhoon "Jane" 

(1) On 700 mb-surface, this typhoon generated in the intersecting or convergence region 

of three troughs (See Fig. 1-4) and after another trough acts to the convcrgenee region. 

So, the disturbance as trigger action for birth of typhoon seems to aet twice. As the 

typhoon develops, the cliYergent area of wind appeared in the region of typhoon and at 

the same time tbe falling current seems to be generated in the eye of stoTm. (2) The 

stream line is not the circular form in the region of typhoon and the vortex seems to be 

a elliptic or there exist two centres of rotation. One of them has the eye of storm and 

another has only strong wind. And both centres are able to be traced as shown in Fig. 

12. (B) The figures of distribution of aerological elements rererred to typhoon centre 

is as shown in Fig. J3-16. It is remarked as follows: In NW  quadrant, there exists a 

long belt elongating t°'rnrcl north where the low tem1)6rature, low topogTapbic height, 

low tropopause and a region of high temperature in front of centre, are shown. H) It 

seems to have a tendency that typhoon moves in the direction of falling area of topogra-

phic height of isobaric surface (or low temperature, low topographic height, low tropopause). 

(5) Assuming typhoon as a vortex being enclosed by ring of maximum wind speed V,,., 

we get the form to be a ellipse, the radius being 55 km and 40~45 km near Muroto, G3 

km and -15 km near Kobe, Sumoto respectively. And so, it seems to be enlarged. But 

after landing, it decreased rapidly and became 30 km near Maizuru. (6) Three Rmall low 

pressure A, B, C of memoir 1 seem to beじracedas far as Hokuriku District (See Fig. 29) 

and A, C are more conspicuous at lower layer (See Fig. 29 (b)). The position of A seems 

to be in the intersecting region between the belt of strong wind in front of centre and V町

ring and the position or C is between the belt of stTOng wind in rear of cent-re and V町 ring.

The position of B changes in Vm・ring, and later, the position of cenLre of B and the weak 

wind area (eye of storm) are pretty differrent. 

Memoir 6 T. Shioda: Meteorological Tide by Typhoon on the Coast of Kagawa 

Prefecture 

When the typhoon moved toward north in the Kii Strait and high tide occurred in 

the Osaka Bay, tbe suction of sea surface 0by air pressure occurs almost the same time 

and the high tide having a half or one-third height propagates toward Kagawa Prefecture 

two hours and a half after the high tide near Kobe. In tbe case of the passage of. typhoon 

on the west side of this district, extraordinally high tide of four or five times in height 

propagates besides the tide due to falling of air pressure. 

Memoir 7 Y. Hashimoto: On the Possible Maximum Tide in the Osaka Bay ・ 

The author calculated the possible high tide using the observed high tide in 51 years 

(4) 

l
`
.，4' ヽ

at Osaka Port. Taking the heighest tide in IJast and future as a parent population, the 

author decided it in wo cases, one the case in which the continuity of density function 

was assumed and the other the case the cumulated distributiou function was determined 

experimentally from the samples. The obtained results are shown in Table 2, 3 or 4: and 

Fig. 1. Ideally speaking, it is desired that the standard level of 1如rmanenttide-defence-

bank is to be 5.00 m avove 0. P. 

Memoirs 8 H. Sato: On the Pulsation in Osaka due to Jane Typhoon 

The amplitude of pulsatory motion and wind speed are connected closely, but not 

always runs parallel with some phase lag (Fig. 1). It agrees well with the tsunami on 

tide guage. The relation between amplitude of pulsatory motion and distance to typhoon 

centre are shown in Fig. 2. The amplitude begins to increase rapidly at the distance of 

300 km in front of centre and Teaches to its maximum value as the centre approaches. 

After the passage of centre, the rate of decrease become vary slowly. 

(5) 
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